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序

平成１２年に始まりました、八代市内における九州新幹線新八代･西鹿児

島間建設工事の発掘調査が平成１５年度をもって終了しました。

新幹線建設予定地内には、八代市指定史跡「古麓城跡」を始め、中世八

代の風景を色濃く残す「宮地地区」や「古麓地区」が残されています。

本報告は、その中でも宮地地区のほぼ中央に建設を予定された九州新幹

線工事に先立って調査をされた「宮地小畑逆跡･宮地観行寺追跡」の調査報

告書です。本遺跡では、遺櫛の広がりがほぼ現在の宮地町と被る範囲に広

がっており、古くは古代から近世までの人々の生活の営みの痕跡が確認さ

れました。特に、宮地小畑辿跡からは中世のゴミを捨てたと思われる傾斜

面の途中から日本の在来種である「中型犬」の全身骨格が埋葬された状態

で出土しています。また、宮地観行寺辿跡では集落の周辺部において、小

鍛冶のあとと思われる焼土の詰まった土坑や溝が検出されています。

最後に、本報告書を基礎資料として、今後の八代地域の歴史研究が進む

ことを願うとともに、文化財保謹が前進することを期待いたします。

平成１８年３月３１日

熊本県教育長柿塚純男
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(210～217）

４１区出土遺物実測図(218～223）

42区SKO2､包含侭出十遺物実測図(224～229）

41.42区士層断面図

43区遺偶配固図SDO1、ＳKO1.02実測図

43区SDO1、包含暦出土辿物実測図(230～239）

43区士圃断面図

44区5層遺撒配圏図

44区SDO1実測図

44区6個過棚配迩図、SKO7実測図

44区SKO8～１１実測図

44区7層巡柵配置図、SXO１，SDO3実測図

44区SK17.18実測図

44区SKO7.18,sD01.03､SXO1出土遺物実測図

(240～255）

44区出土遺物実測図(256～259）

44区士閣断面図

45区3A2閣過柵配慨図

45区SD01.02実測図
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宮地硯行寺週跡全景と羽査区

29区動物遺体(犬)出土状況

30区4層週櫛完掘状況

32区4層遺栂完掘状況

33区流路土砂検出状況

35区完掘状況

(1)29区表土剥ぎ後状況、(2)29区2周迦柵検出状況、(3)29区2屈近世道栂完掘状況、(4)29区PitO1遺

櫛検出状況

(1)29区道路状遺構完掘状況、(2)29区SDO2検出状況、(3)29区SKO5遺物出土状況、(4)29区SDO3検

出状況

(1)29区SXO1検出状況、(2)29区SXO1完掘状況、(3)29区SDO4検出状況、(4)29区SDO4完掘状況

(1)29区貝屈検出状況、(2)29区SK10完掘状況、(3)29区動物辿体(犬)No.1出土状況

(1)29区動物辿体(犬)No.1出土状況、(2)29区動物遺体(犬)No.3出土状況、(3)29区動物遺体(犬)No.2出

土状況

29区SDO6完掘状況

(1)30区週柵検出状況、(2)30区遺櫛完掘状況

(1)30区調査風景、(2)30区完掘状況

(1)31区SKO3鯛査風景、(2)31区SKO3辿物出土状況、(3)31区SK15遺物出土状況

(1)32区週櫛検出状況、(2)32区4屈完掴状況、(3)32区SK18遺物出土状況、(4)32区SK18完掘状況

(1)34区SKO5遺物検出状況、(2)34区SBO1完掘状況、(3)34区SK15遺物出土状況、(4)34区SK18

土層断面

(1)34区SK18完掘状況、(2)34区SK21週物出土状況、(3)34区7m遺櫛完掘状況

(1)35区5層週櫛完掘状況、(2)35区SK121土坑墓検出状況

(1)35区SK159遺物出土状況、(2)35区SK159遺物出土状況、(3)35区完掘状況

(1)36区4層完掘状況、(2)36区SDO2完掴状況、(3)36区表土剥ぎ後週櫛検出状況

37.38区3個完掘状況

(1)37区SKO6完掘状況、(2)37区5個完堀状況、(3)37区SBO1完掘状況

(1)38区完掘状況、(2)44区SDO1完掘状況、(3)44区完掘状況

(1)47区SXO1完掘状況、(2)48区完掘状況

(1)29区SDO3出土適物、(2)29区SDO4出土迎物、(3)29区SDO4出土遺物、(4)29区SDO5出土遺物

(1)29区SK10出土週物、(2)29区包含冊出土遺物、(3)34区包含屑出土遮物、(4)30区SK21出士遡物、

(5)30区包含屑出土遺物

29区包含屑出土辿物

(1)31区SKO９．１１出土遺物、(2)31区SK11出土遺物、(3)31区SK11出土遺物

31区SK15出土遺物

31区SK15出士道物
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34区SK15出士辿物

(1)34区SK16出土遺物、(2)34区SK16出土遺物、(3)34区SK24出土週物

34区SK16出土過物

34区SK18出土遺物

34区SK21出士過物

34区SK22出十澗物

(1)35区SK158出土遺物、(2)34区SKO5出土遺物

(1)35区SK159出土遺物、(2)36区Pitl5出土遺物

36区包含展出土週物

37区SXO1出土遺物

37区SXO1出土遺物

(1)～(3)37区SXO1出土遺物、(4)37区SKO6出土遺物、(5)38区SKO6出土週物、(6)41区SKO3出土遺

物

(1)38区SXO4出土遺物、(2)38区SK20出土遺物、(3)39区包含届出土遺物

(1)40区SXO1出土遺物、(2)40区包含周出土週物、(3)41区包含屑出土遺物、(4)41区SK23出土迦物

(1)41区SKO1出土週物、(2)41区SDO3出土遺物、(3)41区SK23出土週物、(4)42区SKO2出土週物、

(5)41区SK15出土遺物、(6)41区包含m出土遺物

(1)45区SDO4出土遺物、(2)42区包含周出土辿物、(3)41区SKO3出土週物、(4)47区包含厨出土遺物、

(5)45区SDO1出土遺物

(1)44区SXO1出土遺物、(2)45区SDO2出土辿物、(3)44区SDO3出土辿物、(4)44区包含、出土辿物、

(5)44区SDO1出土遺物

(1)44区包含周出土遺物、(2)45区SDO2出土遺物
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(1)小畑(16)･観行寺(131.220)、(2)小畑(293.336.407)･観行寺(31.125）

(1)小畑(48).観行寺(147.154)、(2)小畑(314)･観行寺（263）



第１章序言

宮地小畑遺跡･宮地観行寺遺跡発掘調査報告
九州新幹線建設工事に伴う調査

本啓は、八代市宮地町字小畑・観行寺地内において、熊本県教育委員会が２００１年度から２００２年度ま

で発掘調査を実施したものである。

当遺跡は、中世に八代市域を所領とする名和氏により築かれた古麓城の西瀧にあたり、九州三大祭り'と

して名高い、妙見宮大祭（熊本県無形重要文化財)が行われる八代神社（妙見下宮)の門前に位圏する。

１調査の経緯

九州新幹線建設工取は新八代一西鹿児島間が平成３年９月に建設工事が起工したのを受け、熊本県教育

委員会は１９９５年(平成７年)に工事基点となる八代市から水俣市間の予備調査を実施した。その調査結果、

2000年(平成１２年)８月から本区間最初の発掘調査となる「西片百田週跡｣、「中片小路遺跡」の調査を

開始し、以後八代市域での新幹線関連工事に伴う埋蔵文化財発掘調査が本格化させた。

平成１３年１０月から「宮地覗行寺遺跡」が､平成１４年２月から「宮地小畑週跡」の発掘調査が始まり、

本調査を最後に八代市域の新幹線本線における埋蔵文化財調査は終了した。

２調査組織

2001年（平成１３年度）

発掘調査主体

熊本県教育委員会

発掘調査駆務局

阪井大文（文化課長）

小田信也（課長補佐）

島津義昭（課長補佐）

中村幸宏（主幹総務係長）

高木正文（主幹調査第１係担当）

【宮地小畑遺跡】

29区長谷部善一、宇田貝将

30区和田敏郎、水野哲郎

３１区宮部武典、内田成香、本田麻紀

32区上海原聡、洲崎明子

33区中村幸宏

34区坂田和弘、米村大、村中智恵

35区坂口圭太郎、森貿志

36区水野哲郎、米村大

｛宮地観行寺遺跡1

37区山城敏昭、宇田貝将

38区宇田員将、豊原加奈子

39区宇田員将、豊原加奈子

40区池田朋生、豊原加奈子

４１．４２区山城敏昭、池田朋生

43区古城史雄、池田朋生

44区宇田員将、豊原加奈子

45区池田朋生、演田教嫡

46区池田朋生、涜田教嫡

47区池田朋生、角田賢治

48区角田賢治、潤田教嫡

ﾉL州｛火然とは、Ｆ１と崎くんぢ（１４卿;1M‘Mj神社)」ｒ博多祇側111鞭（hV多純的ｆ:飢一妙蝉ｲﾉ鎌（八代妙兇汽)」を‘ｉ軌
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３報告轡の作成

報告密の作成は熊本県文化財資料室にておこなった。整理作業は調査が終了した後の２００４年４月か

ら始め２００５年３月までをあてた。宮地小畑週跡２９区で出土した動物遇体については放送大学鹿児島学

習センター長西中川駿氏に鑑定を依頼しその結果として原稿を頂いた。また、土器Iこへラ喪きされた文

字資料について八代市立博物館未来の森ミュージアム学芸課鳥津亮二学芸員に調査を依頼し原稿に取り

まとめて頂いた。発掘調査に際しては、八代市教育委員会及び関係者に御協力、御指導を頂いた。改めて

篤く感謝の意を表したい。

報告雷の作成に際しては、各鯛査担当者の調査時の意志を尊重しながらも、整理した内容を報告密担当

及び整理補助職員と協力して作成した。

１本函は平成１３年度から平成１４年度にかけて熊本県教育委員会が日本鉄道公団〔現．独立行政法人

鉄道建設.運輸施設整側支援擬栂鉄道建設本部九州新幹線建設局（以下､｢鉄道･運輸槻梱」と言う｡)〕

の委託契約を受け実施したｒ宮地小畑遺跡、宮地覗行寺遺跡』の調査報告笹である。

２週櫛の写真は調査担当者が各自樋影したものを使用している。また、報告密に掲賊している写真搬影

と印刷用原稿の作成は、独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所牛嶋茂氏の指導のもと、西大

寺フォト杉本和樹氏に業務を委託し作成した。

３図面.図版.挿図.表の作成は、宮地小畑遺跡を西村和美、西畑美希、宮地観行寺週跡を岡田基子、坂本

千恵が作成した。

４本曾で使用した方位及び座標は､国土地理院｢平面直角座標系Ⅱ」による。高さは､東京湾平均海面(TP）

を基準とする海抜高であらわす。（日本水準原点:H=24.4140ｍ)なお、２０００年４月１日からの改正

測瞳法の施行にともない、日本測地系から世界測地系へ移行することとなったが、九州新幹線建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査はすべて日本測地系によっているので本習の平面座標も日本測地系で表示し

た。

５発掘週柵は、週櫛の棚別を示す以下の記号と、一連の番号の組合せにより表記した。

ＳＡ(柵)、ＳＢ(建物)、ＳＣ（回廊)、ＳＤ(満)、ＳＥ(井戸)、ＳＦ(道路)、ＳＧ（池)、Ｓｌ(竪穴住居跡)、ＳＫ(土

坑)、ＳＳ（足場)、ＳＰ(柱穴)、ＳＸ（その他）

６本圃で使用した地図は八代市長の承認を得て、同市発行の都市計画基本図をもとに鯛整し使用してい

る。

７本密で使用した土壊色名は麗林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」に準じている。

８本簡中での人名は、すべて敬称を省略させていただいた。

９註は、各節の末尾にまとめた。

１０本雷の絹集及び執箪は、熊本県文化財資料室長野田拓治の指導のもとに、長谷部善一が行い、坂本千

恵が補助した。

２

トー高さ－１



第2章調査概要

１調査地域

Ａ宮地地区発掘姻寄研究略史

宮地地区は、現在の八代市宮地町及び妙見町を含む広い範囲を指している。水無川が南流し平野部に差

しかかる付近に位面する。近世は妙見宮（現.八代神社）の門前町として形成された町屋が広がり、現在

の町並みの始まりとなっている。今回、新幹線工事に伴う埋蔵文化財調査や関連する工駆により派生した

調査で、本地域の町の原型となる地割りや、集落跡が確認され始め’集落の形成は近世以前まで遡る可能

性が出てきた。

本遺跡の名称は八代市在住の故江上敏勝氏の調査に負う所が多い。江上氏らによる細かな土地観察の結

果、小規模な工事等で出土した瓦など多くの遺物から、小字名で残されていた地名に由来を求め「観行寺

跡」として周知され現在に至っているのを踏襲し、新たに確認した遺跡も含め名称を付した。

Ｂ周辺地域の畑査状況

本過跡周辺では、同じく九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査で、水無川南において「古腕能

寺週跡.古麓城下道跡｣2がある。古麓能寺遺跡では､大きく古代（６世紀後半から１０世紀前半)と中世（１２

世紀後半から１６世紀後半）の２時期に分けられる遺構が検出されている。なかでも、中世期の週櫛は多

く、数次に渡る掘立柱辿物の辿替えが確認され背後の古麓城跡との関連も指摘できよう。

また、本調査が行われたのち、新幹線付帯工事に伴う多くの埋蔵文化財発掘畑査が八代市教育委員会に

より行われている。これら、すべての調査報告笹作成後に再度、本遺跡周辺の総括を行う必要がある。

Ｃ地区割りと測地系

本報告に関わる卿査のＧｒｉｄの設定は、日本測地を用い宮地小畑遺跡、宮地観行寺週跡とも各調査区内

において便宜的にＧｒｉｄ番号を設定している。整理・報告にあたり全体の調査を統括し座標上で調査区を

管理している。

調査区 日本測地系基準 世界測地系基準点

宮地小畑遺跡29区 X=-55750 Y=-33755 X=-55378.3804

宮地小畑週跡33区 X=-55830 Y=-33755 X=-554583818

宮地小畑週跡36区 X=-55890 Y=-33760 X=-555183832

宮地観行寺通跡37区 X=-55910 Y=-33760 X=-555383834

宮地観行寺辿跡39区 X=-55950 Y=-33760 Ｘ=-555783843

宮地観行寺遇跡42区 X=-56005 Y=-33760 X=-556333856

宮地観行寺過跡45区 X=-56065 Y=･33765 X=-556933870

宮地観行寺遺跡48区 X=-５６１２３ Y=-33770 Ｘ=-55751.3884

Tab､１各調査区の地区設定基準

Ｉ現伍、整理fIM1iの述''1であるが八代市教育委員会により行われた「古施城下遺跡」など。

２熊本喋文化財劉従胤峨期216典1．古脆能寺遺跡･古蝿城下週跡.ｌ熊本1A1教育委口会2003

３

Y=-33975.7709

Y=-339757720

Y=-339807731

Y=-339807736

Y=-339807743

Y=-339807752

Y=-339857765

Y=-33990.7778



Fig.１宮地小畑.観行寺遺跡位置地区

一４－



吻‘も０．ノ、ミ

匂
金

趣

蕊 鐙弓一さ

墨

瀞

埋璽,露藷響

ａｌｌ孫＃

〃

戯

Fig.２周辺地形図（１）

５



｜

▲

０

Fig.３周辺遺跡図Ｓ=1/10000



７

b２周辺遺跡一覧表
識
号 遺跡名 所在地 時代 種別 側考

宮地小畑遺跡 宮地町小畑 古填～近世 集落

２ 宮地硯行寺遺跡 宮地町観行寺 古噛～古代 集落

３ いら塚古墳 井上町正里 古墳 古墳 須恵器円頃

４ 節楼堂貝塚 井上町鋤楼堂 弥生～古墳 貝塚 市 黒髪･免田･野部田式土器土師器、須恵器、土錘

５ 遡楼堂古墳 井上町遡楼堂 古墳 古墳 石室は埋没上に堂が建つ

６ 鎚楼堂遺跡 井上町姻楼堂 蝿文～古墳 包蔵地 夜臼式土器、土師器、須恵器、磨製石斧

７ 長田町古墳群 長田町白石 古墳 古墳 巨石横穴石室円填

８ 長田町遺跡 長田町一本橋 蝿文～古墳 包蔵地 黒髪,野部田式土器、土師器、須恵器

９ 哩空蔵古墳 長田町大間 古墳 古墳 市 鬼の岩屋式石室

1０ 白石貝塚 上Ｒ圃町白石 弥生～古墳 貝塚
黒髪式土器、土師器、須恵器、土錘、布目瓦、人
骨

西片園閉遺跡 西片町園田

２ 西片百田週跡 西片町百田 弥生 包蔵地 黒髪･免田式土器、須恵器、土師謡、青・白磁

３ 西片稲村週跡 西片町稲村

４ 中片小路遺跡 中片町小路 古填～中世 集落

５ 条里跡 中片町 古代、中世 生産

６ 源六遺跡 西宮町

７ 宝泉院勝延行者の墓 西宮町小寺 近世 墓地 板碑（正保二年銘）

８ 正法寺跡 西宮町階下 中世 寺社 礎石、井戸

９ 階下古墳群 西宮町西階下他 古墳 古墳 土師器、須恩器、１２基小型円墳

2０ 宮地年神遺跡 宮地町年上 弥生～古代 集落

2１ 乙丸古墳群第１号墳 宮地町五反田 古墳 古墳

第２号墳 宮地町乙丸 古墳 古墳

第３号墳 宮地町乙丸 古墳 古墳 土師器、須恵器、白磁、阿磁、天目

第４号墳 宮地町乙丸 古墳 古墳

第５号墳 宮地町乙丸 古墳 古墳 石室一部残存

第６号墳 宮地町乙丸 古墳 古墳 前方後円填喚丘一部残存

第７号墳 宮地町乙丸 古墳 古填

第８号墳 宮地町乙丸 古頃 古頃

第９号墳 宮地町二反田 古填 古墳

第１０号墳 宮地町二反田 古填 古墳

2２ キリ ノタン寺院跡 宮地町

2３ 村上 １内屋敷跡 宮地町池尻 近世 包蔵地 五輪塔一部残存

2４ 宮地 遺跡 宮地町池尻 古代～中世 集落

2５ 荒神塚遺跡 宮地町石原 弥生～古墳 包蔵地 黒髪式土器、須惣器

2６ 神宮寺跡 宮地町池尻 中世～近世 寺社 宮地小敷地内

2７ 池尻週跡 宮地町 也尻 中世～近世 包蔵地 土師器、須恵器、円面硯、五輪塔

2８ 符山焼窯跡 宮地町 也尻 近世 生産 符山焼

2９ 宮前遺跡 宮地町 卜畑 近世 包蔵地

3０ 一乗坊跡 宮地町 卜畑 中世～近世 寺社 土師器、須慰器、宮地公民館敷地内

3１ 院主跡 宮地町 小畑 中世～近世 寺社

3２ 観行寺跡 宮地町 卜畑 中世～近世 寺社 土師器、須慰器、布目瓦

3３ 球磨川はね 宮地町萩原町 近世 建造物 石ばね、石段、敷石

３４ 古匝城下遺跡 古麓町砥崎 中世 集落 土師器、須慰器、瓦質土器、陶磁器、建物跡多数

３５ 古腕城跡 古腫町上り山 中世 城 市

３６ 古麓能寺週跡 古亜町能寺 古代、中世 集落 土師器、須恵器、瓦質土器、陶磁器、建物跡多数

３７ 能寺廃寺跡 古匝町能寺 中世 寺社 布目瓦

3８ 加藤正方父母菩提所安養寺 古範町能寺 中世 寺社 妙腿禅尼（加藤正片の母)墓

3９ 片岡云正墓 古飽町新城 中世 墓 五輪塔

4０ 山下古墳 古飽町新城 古墳 古墳 須恵器円弱

４１ 江東山春光寺実相院の庚申碑 古麓町地領 近世 石造物 市 五輪塔、板碑古廟･新廟

４２ 春光寺製鉄跡 古麓町地領 平安～中世 生産 鉄津

4３ 勝尾城跡 古麓町上り山 中世 城 中世城跡

4４ 中宮山悟真寺 宮地、妙見町谷 中世 建造物 市

４５ 悟真寺宝瞳印塔 宮地、妙見町谷 中世 石造物 市 懐良親王自証

4６ 加藤忠正墓 妙見町谷 近世 墓 市 五輪塔泉福山本成寺

4７ 泉福山本成寺跡 妙見町谷 近世 寺社 市

4８ 中宮山誕神寺跡(塔心園 妙見町中宮 中世 寺社 市 布目瓦、礎石群、塔心礎石、スラッグ

4９ 亜神寺製鉄跡 妙見町中宮 平安～中世 生産 鉄津

5０ 懐良親王御墓 妙見町中宮 中世 石造物 市 宝騒印塔墓内に移設

5１ 木村害三次屋敷跡 妙見町山下 近世 包蔵地 市

5２ 謹国山顕孝寺跡 妙見町悉知院 中世 寺社 五購塔懐良親王創建の両親の菩提所

5３ 御小袖塚 妙見町悉知院 中世 墳墓 市 五輪塔、黛縫塔懐良親王建立の両親の陵墓
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Fig.４周辺地形図（２）（枠線のみの範囲は、側道部調査時範囲）
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Fig.５周辺地形図（３）
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２調査の経過

Ａ宮地小畑週跡

宮地小畑遺跡の本調査は2002年

了した。

(平成１４年)２月４日の35区の調査から６月３日の34区の調査をもって終

宮地小畑逆跡29区 ’
2002年（平成１４年）

3.4表土剥ぎ後、１１ｍ目の調査開始。澗掃後、近世面

の遺柵検出を行い、検出された焼土.炭化物の広がりの

写真撮影。

3.5雨天のため作業中止。

3.7近世建物跡礎石.恨石の検出及び写真撮影。

3.8昨日に引き続き、近世週柵検出作業。

3.11礎石建物完掘。焼土Ｐitの半裁等を行う。

3.12ＳＫＯ１の検出及び遺物検出状況実測を行う。調

査区の県道側で水路状の湿り気の多い挽乱を確認。ま

た、東側で道路状遺描も確認。

3.13道路状の検出作業を行う。

3.14道路状遺描のトレンチを入れて断面確認を行う<

SKO2の検出及び土府碓認作業を行う。

3.25井戸状遺柵の石組み検出。写真撮影後、掘削。

3.26島田遺跡の調査を終えた、西山由美子が本日よ

り調査に参加。遺柵検出を行う。

3.27～４．４近世面の調迂を終了し掘り下げを始める。

途中、掘り残しの週術を輔査しながらで少々手間取る。

4.8近世道路状週柵の下層より道路に伴うであろう溝

が１条検出される。至急調査を行い、中世相当層まで

の掘り下げ行う。

4.156価上面までの掘り下げが完了。中世の遺物が

多く出土している。

4.166掴の掘り下げ途中から貝層を検出。暦中に含

まれるのは、１１世紀から１２世紀までの土師器が多く、

中世の貝屑であろうと思われる。

4.17調査区県道側では掘り下げの途中に水路状遺構

が検出される。石組みが検出され、一部に堰状の遺構

も検出される。

貝而上面には多数の土坑が検出され辿柵番号をつける

が多く混乱していく。検出作業を行うにつれ、遺構の

形が変化し遺構かどうかも怪しいものがあるようだ。

4.18宮地観行寺遺跡を担当していた宇田員将が本日

1３

より調査に参加する。近世道路状の下に当たる部分か

ら石組みの暗渠が検出される。貝府の調査も進め、貝

屑の広がりが廃棄順により２方向からの廃棄があるよ

うだ。

4.22貝層の広がりは、東側へ伸び５層に相当する暗

褐色土を掘り下げると検出される。貝阿上層には近世

の集石が一部に残されていたため写真撮影を行い掘り

下げる。

4.25貝層にトレンチを設定し土価の確認作業を行う。

トレンチ内にかかっていた±坑内から犬の下顎が出土

した。

4.26貝層の広がりはほぼ押さえられたため、更に、

トレンチを広げ確認作業を行った。

4.30貝層中に設定したトレンチ断面の精査。

5.2貝層中に更に、トレンチを設定し辿拙の検出作業

を進める。黒褐色混土貝層と暗灰色混土貝屑の２屑が

あることを確認する。

5.7確認した各混土貝屑からの出土辿物を精査し遺物

を取り上げていく。午後雨天のため作業中止。

5.8調査区県道側の一部を拡張し調査を行う。近世流

路の一部が検出されていたため掘り下げを行い、五鎗

塔の空詰が流路内から出土する。

5.11貝層内に設定したトレンチ内の土価を３層に分

価（黒褐色混土貝風暗灰色混土貝凧費褐色混土貝層）

し、それぞれの貝間の貝のサンプリングを行う。１つ

の資料の量は９Ｌとした。

5.12拡張部の流路状遺椛を掘り下げ。両側に木杭列

を検出。貝層は３mに分層し逝物を取り上げる。

5.13貝層土層の実測作業。写真掘影を行う。

5.14貝届を掘り下げ､８屑(古代相当脳)の調査に入る。

‘捌査区東側のトレンチ内に遺拙が見え始め住居跡の可

能性も出てきた。

5.15雨天のため作業中止。甑務所にて調査工程協議。

5.168層上面での遺描検出作業。肋物週体（犬)が

埋葬された土坑の調査。３体を確認。



’

5.17先日検出した動物遺体（犬)の精査を行う。実

測図作成及び写典搬影。

5.18-部８屑の掘り下げを開始する。動物巡体(犬）

の３体目の検出作業。

5.20残存状態の一番良い肋物辿体（犬)の取り上げ

のため野田拓治文化財資料室長が来跡。

5.21動物辿体（犬)の取り上げ後、下層から溝状の

遺柵が検出される。

5.22動物遺体（犬)周辺で、貝層直下付近から犬以

外の動物遺体が多数出土する。

5.23中世面での調査が終了し、下層に語り下げる。

調査区東西に満状巡櫛が検出される。

5.248届、９層の掘り下げを行う。９層の埋土から

８世紀頃の短頭壷の完形品が出土。

5.25包含眉間の間隔が厚いため、重機による掘り下

げを行い、巡術の検出作業を行う。東端付近に６世紀

始めころの須恵器を出土する脆囲を確認。

5.27須恵器を含む範囲を精通し、満状遺構であるこ

とを確認。写典搬影後、実測図作成。

調査区全体の完掘写真を撮影後、調査区壁の土屑注記

を行う。本日をもって２９区の調査は終了。

宮地小畑辿跡３１区
１
Ｊ

5.17調査区南側の掘り下げを行いつつ、No.３トレ

ンチの掘削を行う｡焼土を確認｡おそらく､土坑にあたっ

ていると思われる。

5.18遺構図の作成。トレンチ掘削。

5.20調査区南壁断面図作成。調査区への出入り口と

していた場所から土坑を確認。布目瓦が多数出土。

5.21瓦出土状況の写真撮影。辿柵検出作業。

5.22遺構検出作業及び掘り下げを順次行う。

５．２３１２層（砂府)まで掘り下げを完了する。辿物は

細片のみ出土する。

５２４調査区の中で地形の傾斜を認める。北西に向

かって落ち込み、それに伴い屑が潮える。

５２５南側の傾斜上の掘り落としを行う。南西部の一

部は砂利層まで掘り下げる。

5.27南側の掘り下げ。Ｎｏ３トレンチの掘り下げ。

5.28調査区全休の粘査。

5.29遺構検出作業。

5.30遺構掘りを行う。午後からは雨のため作業中止。

5.31遺構実測作業。

6.1掘り下げ及び淵査作業。本日をもって３１区は調

査終了。

2.18～１９表土剥ぎ開始。

2.20～２１遺撒検出作業。

2.22雨天のため作業中止。午後、調査工程会議ｃ

2.25～２６批乱掘削。

2.27～２８雨のため作業中止。

3.1～４遺構掘り下げ、平板実測。

3.5土屑確認トレンチ掘削。

3.6遺構検出及び掘削。

3.7近世遺構掘削終了。

3.8遺構配置図作成。

3.11近世～近代遺柵の掘削終了。

3.12遺構掘削、巡柵配匝図作成。

3.13遺構検出及び週櫛掘削。（5府掘り下げ）

3.14遺構検出及び過柵掘削、辿拙配瞳図作成。

3.15遺構検出及び遺構掘削。

3.16遺構実測作業。

3.18～２０包含価掘り下げ及び検出、掘削。

3.25～２８巡柵検出及び掘削。

宮地小畑遺跡３２区

4.18表土剥ぎが終わる。

4.19調音灰蕊伽。

4.30午後より、表土剥ぎ後の精査を行う。

5.2精査および辿柵検出。調登区南側で土坑と思われ

る遺構を検出し半裁する。

5.7調査区東側西側に縦方向にトレンチを設定する。

調査区入り口付近の土坑より緑軸陶器が出土する。

5.8南壁の土屑断面の分価を行い、基本土届の確認作

業を行う。昨日より進めているトレンチからは想定し

ていなかった砂利が出てきたため確認作業を継続する。

5.9地形の落ちに沿って土坑が確認される。南壁付近

でも円形の土坑が検出された。

5.101号トレンチの土屈分屈及び実測作業。調査区

北側で検出した土坑のプラン確認作業。

5.14遺拙検出及び土坑の半戦作業を行う。

5.16雨天後の調査のため足元がゆるい。土砂を取り

除く作業の途中で作業員が腰を痛め労災発生。掘りあ

がった土坑が出てきたため、辿柵実測を行う。
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2.19～２０表土剥ぎ作業。

2.21表土剥ぎ後、淵査に入るが全面が砂藤砺である

ためすぐに掘り下げを行う。

2.22雨天のため作業中止ｃ

2.25砂際間のみであるため重機により更に掘り下げ

る。

2.26重機による掘り下げ作業。

2.27～２８雨天のため作業中止。

3.1掘り下げ作業。

3.4～８掘り下げ作業。

3.11～１２東側拡張部掘削。

3.13遺構実測作菜。

3.14～１５週柵検出作業及び掘削。

3.18遺描検出作業及び掘削。

3.19調菅灰全体が砂諜層に覆われていることが確認

できたため、遺柵検出作業を中止し清掃後、完掘写真

撮影を行い調査終了とする。

5.12検出面の数箇所に炭化物の集中が見られるが遺

拙の検出にまでは至らない。

5.14前日に引き続き、トレンチ周辺の精査を実施。

5.15雨天のため作業中止。

5.16-日中、調迩区の水揚げ作業。

5.17遺櫛検出作業及び掘削。

5.20～２１週柵掘削作業。

5.22遺構掘削後、清掃し古墳時代までの週柵完掘写

真撮影を行い調査終了とする。

’ ’

4.8調査区拡張。

4.9～１０拡張区掘削及び稲査。中世面を掘り下げ、

古代の面の調査を始める。遺物包含屈中より古蝋時代

須恵器杯出土。

4.11午前中拡張区調査。午後からは雨天のため作業

中止。

4.12拡張区掘削及び清査。６屑掘削を進めるも遺構

は検出できない。

4.15拡張区６層掘削及び精査。

4.167届確認のため南北方向へのトレンチを設置す

る。トレンチ内で遺構が検出されたため､調削を続ける。

4.17前日同梯７層まで掘り下げを行う。

4.19調査区南壁土層断面図作成。７胴掘削終了。数

基の土坑を検出。調査区南西側にさらに、先行して８９

層と掘り下げたが、遺構.遺物は確認されない。

4.22調脊区壁土層断面実測。７１１W上面で検出された

巡撒の半裁を行うが、遺構として認定できるか疑問が

残る。

４２３～２４雨天のため作業中止。

4.24午前中、作業を行うが、午後から雨天のため作

業中止。

4.25中世の遺構完掘。西側土府断面の注記を終わら

せる。南西端のトレンチを掘り進め砂牒価上面まで露

出させる。明日、検証する予定。

4.26調査区の西側に工事用道路の工事が行われるた

め、辿描検出を先行して行う。その結果、遡拙が検出

されなかったため、一部を引き渡す。

4.30調査区西側、工事用道路工率のための矢板設紐。

東側では工事と平行して遺描調査を行う。

5.2土坑調査を行う。現在、古代の遺撒調査中。

5.7午前中は巡構検出及び週柵掘削。午後は雨天のた

め作業中止。

5.8北側トレンチの掘削。下府からは古堀時代相当の

週物が出土する。

５．９７屑中より獣骨が出土し周辺から須恵器簡杯、杯

が出土する。獣骨は残りが悪く取り上げるまでには至

らなかった。出土する遺物が純粋に古墳時代のもので

あるため、７阿下から８面にかけて古墳時代の面があ

る可能性が高い。

5.11先日の続きで古墳時代遊物包含府の確認を行う。

2.20～２１表土剥ぎ。

2.22雨天のため作業中止。

2.25精査及び;倹出。

2.26近世以降の辿構を掘削。

2.27～２８雨天のため作業中止。

3.1遺構検出及び掘削。

3.4～８遺柵検出及び掘削。

3.11～１５包含価掘り下げ及び遺構検出。

3.18～２０巡柵検出及び掘削。

3.25～２８週術検出及び掘削。

4.3～４掘り下げ。

4.8調査区東側掘り下げ中に塗金した銅製品出土。

１
４宮地小畑遺跡34区

1昂

宮地小畑遺跡33区



4.9調査区西側の掘り下げ。掘立柱建物の柱穴

の堀り下げ。

4.10遺構の掘り下げ及び実測作業。

4.11調査区清掃後、写真撮影。午後は雨天のため作

業中止。

4.12調杏区全体１０ｃｍ掘り下げ。

4.15～１９断続的に掘り下げ及び巡構の検出作業。

4.228層上面での精査及び辿柵の検出。

4.23雨天のため作業中止。

4.24午後から雨天のため作業中止。

4.25～２６掘り下げ及び遺柵検出。

4.29遺物出土の多い部分を中心にﾙﾂ査をかけ遺櫛確

認を行うがつかめず。トレンチを３箇所に設定し遺構

を確認する。一部にラインが出るが全体像|まを掴めず。

4.30調査区中央にトレンチを設定し掘り下げを行う。

巡柵と考えられる落ち込みを確認する。

5.2中心に設定した十字トレンチの南東部を福５ｃｍ

残して５ｃｍ掘り下げる。

5.3調査の面は９層の上面に逃している。焼土を含

む大型の土坑を確認しているが、数基からなるものか

確認できていない。柱穴らしい辿撒もあるが並ぶかは

確認していない。

5.7午前中は栃脚工事との兼ね合いで作業を中止する。

午後は雨天のため作業中止。

５．８－昨日の続きで遺構検出作業を行う。

5.9北東側、北西側の範囲を５ｃｍ程度落とし、巡構

の検出に努める。至るところに焼土と炭化物の広がり

があるが、遺枇とは認定できない。

5.10雨天のため作業中止。

５．１１竪穴式住居跡と思われるラインを確認するが未

確定である。おそらく層位の変化ラインであると思わ

れる。焼土及び炭化物の分布があるが遺術ラインは確

認できない。

5.12束西側を１０ｃｍ掘り下げるが、平面での辿構検

出は困難と判断しトレンチを設定し掘り下げを行う。

５．１３遺描検出及び遺構半裁作業を行う。

５．１４前日と同じ作業を行う。一部に実測作業を開始

する。

５．１５雨天のため作業中止。

５．１６雨天後の水揚げ等の整備。

Ⅲ＃

5.17本日は水揚げののち、全面精査を行う。

5.18複数の切り合う遺構を中心に精査をする。北側

トレンチ土層断面図作成ｃ

5.20掘り下げを中心に行う。

5.21ＳK１５．１６、完掘後図面作成。ＳＫ１７半裁後土

屈断面観察。

5.22．ＳＫ２２の検出ラインが不確定のため、トレンチ

を入れて確認を行う。

5.23ＳＫ２４・ＳＫ２７・ＳＫ２８の土坑切り合いを検出す

る。トレンチを設けながら検出を行う。

5.24ＳＫ２１辿物出土状況写真撮影。ＳＫ１６辿柵検出

作業。ＳＫ２９は検出ラインの検討中。

5.25ＳＫ２２巡物取り上げ、実測。ＳＫ１６とＳＫ２４は

辿撒が深いため井戸になる可能性もある。

5.27ＳＫ１６・ＳＫ２１・ＳＫ２２・ＳＫ２４の調査。ＳＫ１６は

土価断面実測まで行う。

5.28ＳＫ３２完掘。ＳＫ２４ほぼ完掘。ＳＫ２２は段掘り

であるのか切り合いかは現時点では不明。ＳＫ１６は５

屑を下端とし検出したが、掘り過ぎのためか、下阿か

ら辿物が多く出土する。

5.29ＳＫ１６・ＳＫ２２の調査を行う。

5.30ＳＫ２２完掘。しかし、浅い土坑がもう１基あっ

た可能性が高い。現時点では完掘しているため確認で

きず。坂田、地元宮地小学校へ遺跡の説明に行く。

5.31ＳＫ１６掘り下げ。実測後､遺物の取り上げを行う。

南東側に別辿柵があるが検出が難しい。

ａｌＳＫ１６掘り下げを行う。全体をＸ層まで掘り下げ。

6.2ＳＫ１８掘り下げを行う。

6.3ＳＫ１８・ＳＤＯ１完掘。

Ｉ 宮地小畑遺跡35区

2.4～５表土剥ぎ開始。

2.8～１２遺柵検出作業開始。

2.13雨天のため作業中止。

2.14満状辿ｲﾙを検出。精査面での写真撮影。

2.15-部残っていた表土剥ぎを行う。

2.16雨天後の消掃後に１/５０の平板測量を行う。

2.18雨天時でも閲査ができるよう、テントの設営を

行う。危険防止のため作業は中止。

2.19貴料整理。

2.20多数の辿柵検出を行うが過描の性格等は確認で



きず。

2.21先日から検出している土坑はその大半が近世の

辿物を含む土坑である。

2.22遺構.遺物出土状況写真撮影のため全体荊掃及

び稲査を行う。

2.251/５０による土坑検出測湿を行う。

2.26検出した土坑、柱穴等の掘り下げ。

2.27前日同様、検出作業を行う。

2.28雨のため作業中止。

４．９１１１－３層掘り下げ。調査区北東部で古代の遺物を

含む遺構を検出し掘り下げを行う。

4‘１０全体に遺柵検出を行うが、遺構が多くラインの

確定ができない。

4.11遺構検出。東壁分屑後実測。北西部辿柵遺物取

り上げ。

4.12土層断面実測が終わった遺撒の完掘を行う。南

西部に残っていた巡物包含層を掘り下げる。

4.13Ⅲ一⑧屑掘り下げと遺構検出を行う。本府は中

世の遺物を多く含む。

4.15遺構完掘作業を行う。遺描埋土に若干の巡いが

あるが時期差の巡いか、埋土形成中の違いかは確認で

きない。

4.16検出した逝柵から龍泉窯系青磁椀が出土してい

る。時期は１３世紀初頭と考えられる。

4.17遺構面の検出のため全体に１０ｃｍ程度を掘り下

げる。平面図取り残し実測を行う。

4.181Ｖ層掘り下げ。

4.19調杏反全体１０ｃｍ掘り下げ。南北壁に沿ってト

レンチ掘り。遺物染中区で遺構検出を行う。

４２０１Ｖ層掘り下げ。古代の遺構を検出。

4.22掘り下げ。土坑･柱穴掘り。

4.23全体を５～１０ｃｍ程度掘り下げる。

4.24壷り下げ完了。本日をもって調査を終了する。

宮地小畑遺跡36区

2.5表土剥ぎ開始。

2.6～８全体脳査を行う。

2.12全体精査。

2.13雨天のため作業中止。

2.14全体精査。残りの部分の表土剥ぎ作業‘

2.16平板測量を行う。

1７

２．１８テント設営。

２２０平板測量。

2.25平板測量。

2.26平板測量。南壁崩落状況確認。

2.27全体蒲査。

2.28雨天のため作業中止。

4.8本日より水野哲郎が担当し調査を行う。

SK49の検出を行う。土厨断面実測後、完掘へ向けて

掘り進める。基本土層の振りなおしを行い発掘調査の

正粥化をはかる。

4.9宮部も調査に合流する。全面掘り下げ後、道柵

検出作業を行う。ＳＫ５０･ＳＫ５１・ＳＫ５２、ＳＫ５３を検出

後､調査を行う。ＳＫ５１・ＳＫ５２土坑の半裁後､±層注記。

SK53はＳＫ５０に切られる。

4.10ＳＫ５４半裁作業。完堀した遺描の実測作業。

4.111Ⅱ府下の土層確認のため、トレンチを設定す

る。1111Ｗ直下には操が検出されるため1Ｖ層と設定す

る。ＳＫＯ８・ＳＫ３０、ＳＫ３８・ＳＫ５８・ＳＫ５９全掘。その他、

検出した土坑の半裁作業。

4.12Ｓ|<０５．ＳＫＯ８・ＳＫ５８・ＳＫ５９の完掘。ＳＫＯ５～

SKO8、ＳＫ１５・ＳＫ１９・ＳＫ２４･ＳＫ３８・ＳＫ４７･ＳＫ４９

～ＳＫ６０実測図作成。

4.13調査区掘り下げ。（３回目)SK15・ＳＫ５３・ＳＫ５５

全掘。ＳＫ１５・ＳＫ４８・ＳＫ５８平面実測作業。基本土府

の確認。

4.15全面掘り下げ。蒲掃作業。

4.16ＳＤＯ１・ＳＫ５４実測作業。

4.17ＳＫ４５・ＳＫ６１・ＳＫ１２・ＳＫ６２・ＳＫ６３・ＳＫ６４

半裁実施。トレンチ土層断面実測図。

4.18ＳＫ６５検出後、半裁し実測後、完掘。ＳＫ６６検

出後、半裁。ＳＫ１２・ＳＫ４５半裁後実測、完掘まで実施。

遺物が災中する南東部を５ｃｍ掘り下げ、検出作業を行

う。

4.19全域５ｃｍ掘り下げ。１１１－３'届除去。ＳＫ６６・

SK67・Pitl5、１６調査。車道側の111-③府より円面硯

が出土。
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4.20調査区全域５ｃｍ掘り下げ。

4.23掘り下げを行い辿冊検出に努める。

4.24調査区西側はⅣ価の掘り下げに入る。

４２５調査区東側で磯層まで掘り下げたが、新たな道

jlNiは検出できなかった。

Ｂ宮地観行寺遺跡

宮地観行寺遺跡の本調査は2001年

日の48区の調査をもって終了した。

(平成１３年)１０月１１日の44区の調査から2002年（平成１４年)５月1４

宮地震行寺遺跡38区

として捉えたが詳細は不明。

3.12調査区東側を５屑まで掘り下げる。

3.13東側５層まで完掘。道構の検出を行い遺構の検

出を行う。

3.19SXO４検出及び半裁作業、断面実測作業及び平

面実測。ＳＫ２０検出及び土層。

3.20ＳＫ２１調査。

3.25調査区西側８届中から、多くの土器が出土し始

める。

３２６辿物の取り上げ作業を中心に行う。

3.27調五区南北土、図作成。６凧の掘り下げ作業。

4.8SXO１直下で検出した遺構の調査を行う。８世紀

中頃の土師器等が出土・調査区北東側の遺構を調査す

る。辿撒の可能性は無いと思われる。ＳＫ２１土層断面

実測。

4.9北側遺描１/２０平面図作成。のち１段掘り下げ。

4.10全体を１０ｃｍ程度掘り下げ遺猫の有無を確認す

る。

宮地観行寺遺跡３７区

2002年（平成１４年）

2.28SXO１石列調査を行う。午前は雨水を上げるの

に手間取り、夕方はまた雨が降り始めたため早めに調

査を終了する。

3.6遺構の有無を確認するため１段掘り下げを行う。

3.27第３遺柵面の遺物取り上げ作業。

4.8～４．９調査区土而注記。柱穴掘り下げ。

4.10土坑検出及び土個断面写真撮影。調査区東側に

トレンチを設定し掘り下げる。

4.12昨日に引き続き、１段掘り下げを行う。遺柵面

の有無の確認。

2002年（平成１４年）

2.18東側３周の掘り下げを行う。

2.19昨日の続きで３屑の掘り下げを行う。中央に入

れているトレンチの消掃後、土層確認。

2.203層の掘り下げ後、ＳＫＯ４の検出を行う。

2.21ＳＫＯ４の調査。調査区西側を４層に向かって掘

り下げる。

ｚ２２ＳＫＯ４の完掘後、全体を４屑まで掘り下げる。

2.25-部、５F1の掘り下げに入る。

2.26検出した土坑及び満状遺描の断面実測及び平面

実測作業を行う。

2.27ＳＫ１９の調宜を行う。調査区西側の砂畷圃部分

の断ち割り。

3.6午前中は水上げ、午後から完堀している土坑の写

真撮影を行う。調査区第５層の掘り下げ、西側の砂麗

府確認のトレンチを設定する。

3.11ＳＫＯ２検出及び調査を行う。調査区西側にトレ

ンチを設定し掘り下げる。須恵器が出土したため辿構

4.26ほぼ、全面際層までの掘り下げは終了した。新

たな巡柵の検出はない。

4.30土而断面実測を行い調査を終了する。

’

1８

宮地観行寺遺跡
1

39区’
』

2001年（平成１３年）

10.23調査区内に雨で貯まった雨水排水処理を行う。

一部、地面が露出しているところで見る限り、表土剥

ぎが不完全である。

10.24床±剥ぎ。１府遺物一括（近現代)取り上げ。

１０．２６２偏調査（８世紀末か)遺物包含原と認識。

１１．７週物包含屑調査。

１１．９砂屈検出、完掘。

11.12調査区北壁､土屈断面実測。４屑遺物取り上げＣ

ｌ１．１４辿術検出。

2002年（平成１４年）

1.7調迂区北側発掘調査開始。調査区内に畦を残し４



分割し、第３層掘り下げ。

1.8第３届の掘り下げ。

1.9第３層の掘り下げ。

1.10設定していた畦を取り払い、土質の進う箇所の

確認。南側も掘り下げ。

1.11第３厨の遺物包含層の調査。４層上面まで掘り

下げる事とした。

1.153層の掘り下げ

1.163層の掘り下げ。午前、午後の雨のため作業は

進まず。

1.174層の掘り下げ。土師器椀底部Iこへラ衝きのあ

る土器出士。

1.18調査区北半分の掘り下げ。

1.21調査区土層断面の確認のため以前掘削していた

トレンチを掘り直す。

1.22調査区内の畦を取り払う時に包含厨中から鉄製

品（刀子)出土。

1.29遺物包含価調査。

1.30南東部列状集石の調査

1.31北側６府の掘り下げ。

2.1遺構検出及び調査。

２４実測作業。５届遺物包含層の掘り下げ。

２．５６層上面調査終了時点で、全景撮影を実施。

２６実測及び調宜区土屈断面実測図作成。

2.7調査区内の土阿図作成後、重機により砂礁を掘り

下げ、遺構の無いことを確認し調査を終了する。

Ｉ 宮地観行寺辿跡40区

2001年（平成１３年）

１０．１２２層掘り下げ。古墳時代から古代にかけての

週物が多数出土する。西隅で遺物が多く出土するため

辿附があるかもしれない。

１０．１５２層掘り下げ。

10.16～１７雨天のため作業中止。

10.18調査員出張のため作業中止。

１０．１９２～３１W掘り下げ。

１０．２３２～３府掘り下げ。

１０．２５３層掘り下げ。８世紀の遺物出土。

１０．２６３層調査。８世紀末頃の遺構か。

10.30調査区南壁周辺に炭化物の集中区検出。遺構

検出を行うが検出できず。

1９

10.31第３遺構面を検出し、遺構の検出作業を行う。

３屑より軒平瓦出土。

１１．２４府巡物包含層調査。逆物取り上げ後、北西部

遺物集中区の調査。

１１．６雨天のため作業中止。

１１．７週柵検出作業。

１１．９４厨掘削作業。

11.12～１３４層遺構検出作業。

11.14週冊検出。

11.20巡柵検出。

11.21調査員不在のため調査中止。

11,22辿WW検出。

11.26週柵検出。

11.27辿枇検出及び遺柵実測作業。

11.29澗査区東側にて逆M1検出。

11.30遺物取り上げ、実測図レベル記入。

１２．３遺柵の検出状況から３期に渡る時期を想定。未

確定のラインを含めると４期からなる遺描が検出され

る。

１２．４炭化物の集中区の調査。

１２．５巡柵断面実測及び辿物取り上げ作業。

１２．６北･西･南壁精査。柱穴辿構の掘り下げ。

１２．７４簡堀り下げ。５層上面まで検出。

１２．１１５冊上面まで掘削、辿描検出。

１２．１３４府は重機により除去。午後は雨天のため作

業中止。

12.14ラジコンヘリによる調査区撮影。

１２．１８４屑掘り下げ。

１２．２６５原掘り下げ。遺柵が無い事を確認し調査終了ｃ

宮地観行寺遺跡41区

2001年（平成１３年）

10.25表土剥ぎ開始。

１０．２６２～３層掘り下げ。

１０．３０３個掘り下げ。

10.31クランク上の現代の道路に沿った満検出。辿

物は１４世紀頃のものが出土。

１２．４調査区消掃。

12.20南東.北東,北西壁、２届まで掘り下げ。

12.26北東･南西部５層まで掘り下げ。

2002年（平成１４年）



1.7遺橘検出作業。

1.8基本土m4m辿物包含＃i掘り下げ。

1.9遺撒検出及び週物包含園掘り下げ。

1.11以前調査をしたトレンチ箇所を掘り上げ、±層

確認を行う。

1.15遺櫛検出の途中で雨天のため作業中止。

1.16週櫛検出作業。

1.174層上面まで掘り下げ。

１．３１調査区の一部拡張。

’ 宮地観行寺遺跡42区

Ｌ２００１年（平成１３年）

１０．２５表土剥ぎ開始。

１０．２６２～３厄の遺物包含胴掘削。

１０．３０３侭掘り下げ。

１０．３１３凧をそろえて掘り下げ。遺物集中区が見え

始める。

１１．２８調査区の一部にトレンチを入れて下層を確認

する。

１２．４調査区東側拡幅。

１２．５３胸掘り下げ。

１２．１４遺柵検出及び満掃。

１２．１８大刑調査。

２００２年（平成１４年）

１．１１調査区南側掘り下げ。柱穴数基検出。

宮地観行寺遺跡43区

2001年（平成１３年）

10.18前日までの雨で足場が悪いため午後から作業

を始める。掘り下げ開始。

１０．１９４胴を掘り下げ、茄査･遺構検出を行う。

10.235個の翻り下げ。（午前中は排水作業）

１０．２４５価堀り下げ。

10.26喋胴掘削、焼土面出土。遺構面の確認は出来

ていない。

１１．２遺物取り上げ。

１１．５牒附掘削。午後、雨天のため中止。

11.6週物包含胴掘り下げ｡

１１．７６個掘り下げ。

１１．８竪穴式住居跡検出。６mまで掘り下げ完了。

１１．１３竪穴式住居跡調査。包含層遺物取り上げも同

時に行う。

2０

11.14午前中、雨天のため作業中止。午後から調査

開始。

11.15西･北壁沿いにトレンチを設定。

11.16遺柵検出をするが、辿柵は検出できず。

11.20遺柵)Wj査を行い、土＃1断面用に残していた畦

撤去。この面では遺構は検出されない。

11.21遺柵の検出は困難である。土の乾いたひび割

れも参考にしながら検出を行う。

１１．２２６～７府の掘り下げ。

11.23土暦の観察。北西部の一部に遺物集中があっ

たため、週柵検出に努める。

11.27須恵器瓢が出土している場所を緬査し、土坑

状の掘り込みを確認。周辺でも遺構検出を行う。

１１．２８包含価掘り下げ。

11.29雨のため作業中止。

11.30遺構完掘状況の写真撮影｡遺物取り上げを実施。

１２．３６層の掘り下げ。一部に７面上面が検出される。

１２．４６個掘り下げ。

１２．５遺物取り上げ。７屑まで掘り下げ作業。

１２．６トレンチ掘り。南西.北東側の壁周辺の精査。

１２．７南東側に石組みの一部を検出。

１２．１０北西部、北東部捌り下げ。古墳時代の遺物が

出土する。

１２．１１調査灰壁十層断面実測及び写真撮影。

１２．１２調査終了。

宮地観行寺遺跡44区 ’
2001年（平成１３年）

10.11週物が含まれない冊を重機により掘り下げる。

北.南側にサブトレンチを設定する。

10.12サブトレを中心に調萱を行い、辿柵検出に努

める。

10.15包含価掘り下げ、辿|Ni検出。

10.18前日までの雨のため足場が悪く、作業は午後

から行う。遺柵検出作業。

10.19雨の影響で土砂が流れ込む。撤去後、調査を

再開。

10.23週柵検出作業。

10.24週柵検出及び巡枇棚査。

10.29調迂区内に貯まった水抜き後、辿柵検出作業。

10.30遺柵検出及び明日の検出状況撮影のための準



備。

10.31週櫛検出状況写真撮影。古代遺構検出（８世

紀頃か）

１１．２遺柵平面図実測作業。

１１．５週櫛平面実測。午後は雨天のため作業中止。

１１．６～９遺構平面実測。

11.12調査区内一部掘り下げ。

11.13辿柵検出及び掘り下げ。

11.14遺撒検出状況写真撮影。その後、遺構配瞬同

作成。

11.15包含層掘り下げ及び検出。

11.16調査区南壁周辺の遺構検出。

11.19半裁している土価断面実測図作成。

11.20辿柵写真撮影後、配置図作成。

11.21第２遺構面の調査。

11.22第２遺構面の遺拙実測図作成。

11.26土坑半裁及び断面実測図作成。

11.27～３０包含層掘り下げ。

１２．３～７遺構検出作業及び遺構配匝図作成。

12.11古代遺構調査。

12.12土坑遺物出土状況写真撮影及び実測。

12.13昨夜の雨で土砂が流れ込んだため午前中は土

砂排出。午後はまた雨が降り始め作業中止。

12.14昨日の雨で土砂が流れ込んでいるため排±作

業。空撮の準備。

12.18週櫛検出状況空撮。本日で調査終了。

’ 宮地観行寺遺跡45区

2001年（平成１３年）

１１．１表土剥ぎ。

12.26S-1満土層断面設置。掘削を開始。

12.27Ｓ-1掘削作業。

2002年（平成１４年）

1.7Ｓ－１～４の調査。

1.8第１遺構面の１/２０による平面実測作業。Ｃ－５

満調査。染付小片出土。

1.9Ｓ－１澗土層断面実測。

1.10第１遺構面、完掘写真撮影。

1.11Ｓ－５掘削。操が蕊中して出土する面で掘り下

げをやめ、検出作業を行う。調査区西側第４層掘り

下げ。

’

２１

1.153層掘り下げ、Ｓ－５調査。

1.16第３層の掘り下げ。

1.17第４層の掘り下げ。Ｓ－５から円面硯が出土するｃ

1.18調査区北側の掘り下げ。

1.21南西部掘り下げ。暗褐色粘質±を確認。第２遺

構面か。

3.4全体７ｂ届の掘り下げ。のち、遺構検出。

3.5昨日に引き続き遺構検出。一部に遺柵検出が

可能となる。

３．７６層、７ａル1.7ｂ層調査。

３．８７a層.7ｂ耐.８層、遺構検出。

3.11Ｓ１～３９まで遺構番号設定。

3.13Ｓ１～３９巡描検出及び土層半裁作業。その後、

実測作業。

3.14昨日に引き続き、調査を実施。

3.16柱穴土層断面実測。

3.188層の遺描掘り下げ。

3.198層上面にて遺構検出及び写真撮影。

3.25本日より角田賢治文化財保護主事調査が参加。

S76の遺構が井戸であることを確認。

3.26Ｓ7６（井戸)、SB-01調査。

3.27Ｓ９３の調査を実施する。合わせて、Ｓ９５・Ｓ７６

の調査を実施する。

3.28Ｓ７６．Ｓ９３平面及び土屑断面･注記作業を行う。

3.30Ｓ1０１（洲)土層断面注記。

4.1午後のみ調査。他の調査区への支援のため。

4.2午後のみ調査。

4.3第４面（８世紀後半)は本日で調査を終了する。

第５面（最終面)掘り下げ及び辿横検出。

4.4第５面遺猫検出作業。

4.5西壁の土屈断面実測作業。

4.6第５面の遺拙検出を行うが検出が困難である。

4.8調査区内全体清掃後遺柵検出。

4.9西壁断面実測。

4.1ＯＳＢ03.04完掘写真撮影。

4.11土層断面掘削。

4.12本調査区引き渡し。最後に調査区西側に最終確

認用の試掘坑を掘削する。その結果、最終調査面から

約１ｍで純粋な砂屑を確認する。



’ 宮地観行寺遺跡46区 ’

1.18調査区北西側の掘り下げ。

1.19北西部の掘り下げ途中で、粘質土を確認。遺構

面か。

3.4工事用ヤードの設極中で調査区の１/３が垣没し

ており危険なため調査は中止。

3.6午前中は昨日からの雨水の汲み上げのためその作

業に追われる。午後からは辿構面全体の掘り下げ作業

を行う。

3.7Ｖ|屑の掘り下げを行う。

3.8ＶI層の掘り下げを行う。遺構は検出されていないｃ

3.12Ｖl層の掘り下げを終了する。明日からはＶⅡ屑

上面の遺枇検出を開始する。

3.14Ｖ||層上面で遺構の検出作業を行う。

3.15Ｖ|層上面で検出したＳＯＯ１土坑状遺構の実測を

行う。

3.16ＳＯＯ２の平面及び土屑断面.調査区内遺構配置図

実測。

3.18Ｓ００３．００４．００５．００６（すべて土坑状遺構）

の掘り下げ。

3.19昨日からの遺構の調査の継続。

3.20ＶⅡ層実測。Ｐit状遺悩の検出及び掘り下げ。

3.23Ｓ００６．００７．Ｐit状遺枇の掘り下げ。遺構配世

図作成。

3.25調査区の約半分の調査を終了する。残りの範囲

に落ち込みがあるが、これが人工的なものか自然なも

のか判断が付かない。

3.26本日で本調査区のⅦ層の掘削を完了する。

3.27Ⅶ府上面での完掘写真撮影。

3.28ＶⅡ屈下をバックフオーを使用して掘削し、遺

構.遺物の有無を確認。Vlll屑としている土層からは川

原石と砂牒屈にあたり埋蔵文化財認定できるものは確

認できなかった。この状況の写真撮影を行う。

3.30最終掘削面までの土層断面図を作成し本調沓区

の調査を終了する。

’
4.11～１２表土剥ぎ開始。

4.15手掘りによる調査開始”

宮地観行寺遺跡47区 ’
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4.16昨日同様に掘り下げを行う。出土する遺物は古

代から中世までの遺物が主体だが、ローリングを激し

く受けている。

4.18磯阿中から古代から中世までの遺物が多数出土

するが、下げるに従い遺物も希薄になり旧水無川の河

床であろうと思われる。

4.19昨日の見解から、現調査面での調査は終了しト

レンチを設定し下層へ調査を進める。磯阿の掘削は重

機を用いて掘り下げる。また、南と西側にトレンチを

設定する。

4.22磯阿が思いのほか厚いため重機による掘削を進

める。

4.22南壁清掃。

4.25石列と思われる遺描が出土しているため確認作

業を行う。本日までは性格は確認できなかった。

4.26南壁断面実測。

5.2石列下部を２０ｃｍほど掘り下げ溝状の遺構を検

出。何らかの遺構と認定できた。

５．７調査区中央に設定したトレンチを掘削する。

5.8西壁断面、中央トレンチの実測及び写真撮影を行

う。本日で４７区の調査を終了する。

宮地観行寺遺跡48区

4.1シートパイルの設匝。

4.2昨日設置したシートパイル内部の表土剥ぎを行う。

小型のバックフォーを調査区内にクレーンを用い搬入

し、表土剥ぎを行う。当該調査地は水無川へ落ち込む

地形上に盛土をして住宅が建てられていたため調査に

至るまでかなりの作業量が出そうである。

4.3表土剥ぎ。

4.8調査区内の調査開始。

4.9西壁土屑精査及び写真撮影。

4.10束壁士層断面実測及び写真撮影。

4.11-部撹乱が入っている箇所を重機により掘り下

げる。

4.12暗褐色粘÷層|-:面で遺構検出作業。

4.15昨日同様、検出作業。

4.16引き続き遺構検出作業を行うが遺描を確認する

ことはできない。

4.17雨天のため作業中止。

4.18トレンチの掘削。



4.19調査区全面の辿構検出を行う。

4.22遺構検出作業。

4.24調査区内に十字にトレンチを設定し掘削を行う。

4.25土屈の違いを認識するが巡櫛とは断定できない。

引き続き遺構検出に努める。

4.26掘り下げと遺構検出を交互に行う。

４３０昨日に引き続き、掘り下げと検出作業を行う。

5.2辿柵検出を行う。

5.8調査区中央に残していた土屈セクションの写真撮

影を行う。

5.9土屈セクションの実測図作成。

5.11柱穴状遺構の調査を行う。

5.12柱穴状遺構を確認するが、等間隔での配圃は確

認できない。

5.13遺構検出及び辿柵掘削。

5.14柱穴状遺構の配圏がわずかだが確認された。し

かし、建物として認定できるかは不明である。本日で

本調査区の調査を終了する。

2３



第３章週跡･週物
１遺跡の立地

遺跡の立地する宮地町は、中世以後古麓城跡を名和･相良両氏が支配し城下町として発達した。近世は高

田手永に属し、明治維新以後、古瀧･猫谷を合わせて宮地村と集約された。

週跡の立地は、南に位圃する球磨川を始め、水無川から運ばれた土砂や背後に迫っている九州山地から伸

びる小規模な谷間から発生した小河川からの流れ込みなどにより形成された、大小の複合三角州の発達した

扇状地上に辿跡は立地する。標高は８ｍ前後でほぼ調査を実施した範囲はフラットな土地となっている。

２遺物の概要

土器類は、その多くが週物包含層や後出する時期の遺櫛擾土からの出土である。ここでは、主に柱穴や土

坑.満など週栂に絡み、資料として一括性の高い遺物を中心に報告する。週物は可能な限り図示したが、小

片が多く良好な資料が少ないので､図化できない場合も多かった｡また､耕作痕･撹乱から出土した遇物であっ

ても本週跡の形成に重要と思われる週物は図化し、紹介することとした。

隈十掴物年代の指標として、全国広域流通の資料が掲戯された文献を基本としながらも、詳細な時期比定

については熊本県内研究者の成果を基に判断している。

３調斉灰遺櫛･週物各脱

Ａ宮地小畑遺跡

平成１４年２月４日から本調査に冠手した宮地小畑辿跡は、新幹線本線部２９区から３６区まで８調査区

を１７名の調査員で担当し、平成１４年６月３日をもって終了した。

以下、調査区毎に週櫛の性格、出土遮物についてその詳細を記述する。調査区毎(橋脚)に調査員が違うた

め、調査の段階で土屈の調査面の解釈、遺構の性格等の捉え方等に若干の違いがあるが、報告密担当により

一部、見解の統一を行い報告している。

なお、今回の頭業で宮地小畑週跡として報告している場所は、八代市宮地町字小畑にあたり、北は妙見宮参

道(県道小川八代線)から南は八代市宮地町字観行寺との境にあたる、通称：小畑通(八代市道西宮町宮地町

１号線)までである。
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【２９区】（Fig.７～Fig.24）

調査区は妙見宮参道際にあたり、範囲は南北10.08ｍ、東西１３．０２ｍで面潤が１３１㎡を測る。最終的に

調査を実施した面は、近現代２面、中世１面、古代１面、古墳１面の合計５面を遺構検出面として捉えて

いる。調査担当者は長谷部善一、宇田員将の２名で実施した。

X=-55745 X=-55745

X=-55750 X=-55750

Fig.７２９区2層遺構配硬図

近現代の週櫛(Fig.７～Fig.8）主な遺櫛として、道路状遺構.礎石建物等が検出された。道路状遺構は、両側

に側溝を有する。東側には礎石建物の一部である礎石の根石が検出されている。土坑ＳＫＯ１は礎石建物を切

るように検出された。参道側には調査区の５分の１程の撹乱がある。

礎石建物(Fig.7）建物は道路状遺構方向に小口側を有する。検出された規模は小口側2軒(3.3ｍ)、長軸側５

軒(4.8ｍ)で根石のみである。建物東側が土坑SKO1に切られている。根石にはコブシ大の川原石が5個から

８個ほど使われており、直径約30ｃｍから４０ｃｍを測る。根石の検出された面からは景徳鎮製の染付磁器、磁

器片が出土している。

道路状週栂(Fig.7）道路状遺構は調査区の西南端から現在の参道へ直角に伸びる。道路面の幅は約1.7ｍで

両側に幅約５０ｃｍの土側潤が付く。西側側溝横には板状の石が配圃され、宅地の近現代において礎石として

利用されていたものと考えられる。また、道路状遺構下からは石組み暗渠(SDO3)が両側満を繋ぐように検

出された。
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洲の一部は道路に沿い北へ伸びる部分もあるが、先では検出されずに消滅している。断面形は緩やかな逆台

形(FigBA-A,)を呈する。

識ＳＤＯ３(Fig.9）道路状辿柵下から検出された溝状遺櫛に石組みを持った遺構である。両側にやや長い川

原石を並べ、天井部に大きめの同じく川原石で蓋をする。満の断面深度から東側から、西側へ繋ぐ暗渠だっ

たと考えられる。遺描内からはFig.１１に図示する１の砥石、３の石臼が出土している。
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４０転
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ＬＦ－１

Fig.１１２９区SDO3SKO5出土遺物実測図(1～3）Ｓ=1/8,1/３

土坑ＳＫＯ１(Fig.１０）礎石建物の根石列を切り検出した遺構である。上端は上層からの撹乱により不定形で

あったが、途中から土坑状に掘り込みを確認することができた。土坑のほぼ中心からは1.3ｍ×１．１８ｍの更

なる掘り込みがあり､内部には１段に組まれた川原石を円形に配した遺栂が検出された。下端は0.5ｍ×0.5ｍ

のほぼ円形である。

土坑ＳＫＯ３調査区西側で検出された楕円形を呈する土坑である。土坑の一端は調査区外に出ており調査し

ていない。断面形は緩やかな円弧を呈する。出十遺物はない。

土坑ＳＫＯ４調査区南端に位画する楕円形の土坑である。遺構の南端は調査区外にあたる。出土遺物はない。

土坑ＳＫＯ５上部に集石を持ち、僅かな掘り方を有する土坑である。上部集石はコブシ大の安山岩が集桐し

ているが用途等遺構の性格は不明である。集石内からは２の椀型津が１点出土している。

瀬ＳＤＯ３出土週物(１２）１は砥石で１点出土している。リソイダイト（Lithoidite）製。中央部付近が良く

使い込まれており、薄くなった部分から欠損している。２は炉底津で、１点出土している。穏やかなＵ字型

を成し、全長も長くはならないことから小鍛冶用の炉底津と考えられる。

土坑ＳＫＯ５鼎十面物(3)３は石臼で、１点出土している。中央に穿孔部が観察される。破損が激しく本来の

形状は分かりにくいが、断面形は円柱状であったと考えられる。鉄製品は小片まで入れると十数点出土して

いるが図示できるものは１点である。

2９



3０

土坑ＳＫＯ９主軸方向に断面を残し掘削した遺構。土屈断面観察の結果、自然堆積を呈しているのが見て取

れる。土耐中にはコブシ大の磯が多数入る。

X=-5574Ｅ
X=-55745

X=-5575ＣX=-55r側０

H三L-lQmB’●
，

Fiq､１２２９区5層遺柵配置図、SKO9実測図

I行

炭化物‘焼土･白色粒子少最含む。
褐色砂･炭化物少量含む。
淡黄灰色粘土ブロック･炭化物含む。

○

一－

①暗褐色砂質土
②暗背灰色砂質土
③暗青灰色粘質±

SKO9

０

中世(Fig.１２）

４Ｂ１届までの近世面の調査が終了し掘り下げを行うと、調査区南側でアサリを主体とする貝の混土層が

検出された。本層からは詳細に見るとアサリ．シジミを主体とし、中世の土器を含む層であると確認された。

貝層からは同時に多くの動物遺体が出土している。遺柵は北側では４Ｂ１層下面で検出し、南側では３０区に

向かって落ち込む貝届下面において検出している。
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Fig.１３２９区ＳＫ１０実測図

1同0

SK10

、
Lへ

②

一イ、－～-－－

１表土届

2Ａ１にぷい黄褐色粘質土

１０YR4/３
炭化物･磯･焼土含む。

2A３暗褐色粘画土

１０YR3/４

週物･炭化物･黄褐色
粘土ブロック少屋、

１～１０ｃｍ程度の諜

少冠含む。

3Ａ暗褐色粘貿土

１０YR3/３
週物･炭化物･砂粒含

む。

4Ｂ２灰黄褐色粘質±

１０YR5/２
黄褐色粘土ブロック
少量含む。

①暗褐色粘貿土
燈褐色粒子多量含む。

②暗灰色粘質土

燈褐色粒子多凪、淡褐

色粘土ブロック含む。

③淡黄褐色粘質土
暗灰色粘土ブロック含
む。

③

482

－－－一一
Ｑ一一
一一

。

＝

H三a-3pmＣ C,



Fig.１４２９区SDO4実測区

一籾一

Ｉ M二7,.ppfnD

Ｉ

SDO4

Ｅ

F，

①暗育灰色砂質土５B3/１
粘土･植物の根･茎多量含む。

②暗緑灰色砂質土５G3/１
炭化物.植物の根少量含む。
③暗灰色粘質土Ｎ３/０
砂質土混。

④暗緑灰色砂質土7.5GY3/１
植物の根･茎少遥含む。

⑤暗緑灰色砂質土7.5GY3/１
植物の根･茎少量含む。
⑥暗阿灰色砂質土１０B3/１
植物の根･茎少量含む。
⑦暗緑灰色砂質土５G3/１

■
■

H二7.20ｍ

削Ⅲ0ｍ

１０G4/１
５G4/１

１０G4/１
５G4/１
５Ｇ３/１

槙
■ l迄ZＪＯｍＦ

＝

SDO4①暗緑灰色粘質土
②暗緑灰色粘質±
③暗緑灰色粘質土
④暗緑灰色砂質士
5:暗緑灰色砂質土

植物の茎･暗灰色粘土ブロック含む。

遺物･砂粒多量含む。
砂多風含む。
粘性がある。
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Fig.１５２９区SDO4出土遺物実測図（4～１３）Ｓ＝1/3,1/８
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Fig.１６２９区SK１０．３１，５層(貝層)出土遺物実測図(１４～21）Ｓ＝1/３

Ｘか
、'

３４

ニニラ／ １５

(SK31）
一

〆

ｆ

一
州

／
〒

満ＳＤＯ４調査区北側に位囲する。上部に畷が多数入り粘質土及び粘土と交じり合っている。湾は緩やかな逆

台形断面を呈し、最下面からの週物等の出土はない。溝の断面E-E，（Fig.11.13)では潤を堰き止め流れを変え

るための施設が施されている。杭を打ち込み、内側には直径約１５ｃｍから20ｃｍ程度の腺で裏込めが施される。

断面Ｄ－Ｄ.では流路の脇を固める洞の傾斜面の保護のためか杭列が等間隔で打たれる。満内の埋土からは五輪塔

の火輪、地輪を含む古代から中世にかけての遺物が出土している。

潤SDO4拙十掴物（4～１１）調査区中央部を東西に横切る、素掘りの満週構。週物は主に澗埋土中からの出土で

ある。４は土師器の台付き鉢、５は椀、６は模倣土師器で輪状つまみの付く蓋、８は須恵器の高台付き杯、９は短

い脚台の付く高杯など8世紀後半頃の遺物が埋土中から出土している。

溝の週櫛を示す遺物として１０の瓦質の捌鉢や１１の糸切り底の小型の皿が出土している。このほか7は脚が短

く断面形が三角を呈する椀が出土している。また、１２に図示している五輪塔部材の地輪、１３の火輪も畷に組み

込まれるように出土している。これらの遺物から遺構の年代は１３世紀末から１４世紀初めにかけてのものと考え

られる。

土坑SＫ１０（Fig.１３）調査区の東壁にかかるように検出した遺櫛。本調査区でいう４B2用中から掘り込まれて

いるのが確認された。出土遺物は１４の須恵器長頚壷が出土している。

土坑ＳＫ１０出十通物（１４）頚部より欠損した須恵器の長頚壷。肩部がやや張り、下半分に向かい穏やかに弧を

描く。高台は短く外に開く。

土坑ＳＫ３１出士遺物（１５）中世の遺物包含屑下で検出した遺構である。外面底部から胴部にかけて、一枚の回

転へラ削りを施す土師器皿。底部から短く立ちあがる。体部は外反し口縁へ至る。

'頚~<童、

ｙ
岸 '4=二=〒

１６

(5個）

〆

蚕司
〆

／

（
ルー

、

、二一一‐＝フジ
１９

(5周）
１７

(5回）

温L運
ｊキーごf/／

画

､、_二一二堂一歩／
２０

－‘演す(，願’
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，２１

言感、“）
０ １０cｍ



④

包含屑（5回)出土週物（１６～21）５圃より出土した土師器涜料の中からへラ密きが施されたも’

器種は翌（１６)で、残りは皿若しくは杯である。いずれも、８世紀後半を中心とする資料である。

5圃より出土した土師器涜料の中からへラ懇きが施されたものを図示した。

Ｘ言-55745X=-55745

X=-55750
X=-55750

『汐

Fig.１７２９区6屈遺櫛配固図、動物辿体(犬)No.1実測図

－３５－
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⑤０ No.２

④
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鳶
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旬

No.1動物遮体(Fig.１７）６層下間より出土した動物逝体である。出土骨は全身に及び、つま先の小骨まで良好な

状態で出土している。前後の両足とも折り曲げ、頭を捻るように後ろに向ける。励物骨を撫本として取り上げ

たため、週構の存在は確認できなかった。

No.2.3励物遺体(Fig.１８）No.2は頭骨を含む骨の一部を確認できたが、全身骨格ではなかった。骨の取り上げ

後に週櫛を確蝿したらSK41の土坑を確認した。No.3は骨が散乱した状態で出土している。鑑定の結果、犬で

あることが確麗されている。骨の取り上げ後、遺構の確認をするとSK42の桐円形の辿柵を確麗した。しかし、

一部骨が外に出ることから本辿柵に伴うものか確認できない。

50c画

Fig.１８２９区動物遺体(犬)No.2.3実測図
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(SDO5）

包含層(6層）出土遺物(22）６層から出土した資料で、外面底部から胴部にかけて一枚の回転へラ削りを施す

杯である。８世紀後半頃と考えられる。

土坑SK45出土遺物(23）６層の掘り下げ後に検出された、遺構埋土からの出土遺物である。比較的深い器形で

あるが、外面底部から胴部にかけて一枚の回転へラ削りが見られることから8世紀後半の杯と考えられる。

柱穴Pit41出土遺物(24）同じく６届遺物包含層下面より検出された住穴埋土からの出土遺物である。底部に高

台が付かず、底部形も大きいことから８世紀中頃の杯と考えられる。

←

Fiq,１９２９区Ｐit35.41、SK45、ＳＤＯ５･Ｏ６出土遺物実測図（22～３１）Ｓ＝1/３
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溝ＳＤＯ５(Fig.21）中世の包含厨及び遺構調査の終了後に掘り下げ、８層上面で南北に伸びるSDO5を検出。東

側に1段緩やかな傾斜を有し上端かとも考えられたが、最終的に地形の落ちと判断しG-G，、H-H，の断面図を作

成した。

満SDO5出十掴物(25～27）調査区の中央を南北に横断する満遺構から出土した資料である。２５は把手が付き

高台の付く短頚壷と26.27に示すへラ雷きの残る皿が出土している。へラ害きは外底部に大きく「秋女」が明

瞭に読み取れるが、もう一点は文字の押さえ部分が施される破片の出土であるため判読は不明。

溝SDO6(Fig.22）本調査区では最下層にあたる9層の上面で検出した週栂。東から伸びる遺構で不定形な上端

を持つ。週物は28から３１の古墳時代の遺物が出土している。

識SDO6出十冠物(28～31）本調査区最下層から検出された遺構で、やや不定形ではあるが満と判断した。出

土した遺物はいずれも埋土中出土のもので、２８．２９に示す須恵器杯身、３０．３１に示す霊がある。杯身は比較的

立ちの強いかえりが見られる。翌は頚部が強くかえり、口縁端部で断面がやや丸みを帯び胴部が張らないタイ

プと断面が三角形を成し体部が球形をなすものとが出土している。

包含掴(5,6,7屑)出土遺物(32～35）いずれも、土師器のへラ書きが施された土器である。３２は、やや大ぶり

の杯で外底面に「侍」と一字へラ翻きが施されるもの、３３に同じく杯底部の左隅に「秋女」と施すもの、３４に

杯の外底面に「秋』と施すもの、皿外底部に判読は不明だがへラ書きを施すもの35が出土している。

０
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Fig.２０２９区出土遺物実測図（32～35）Ｓ＝1/３
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3９

Ｘ=－５５７４５ X=-55745

X=-55750 X含=55750

H垂蝕ｎＧ.Ｇ

①暗灰黄色粘質土

②暗灰黄色砂闘土

③黄褐砂色賀土

2.5Ｙ５/２燈褐色粒子多最含む。

2.5Ｙ５/２燈褐色粒子多量含む。

2.5Ｙ５/３

Fig2129区8層遺構配圃図、SDO5実測図

SDO5

③

SDO5

1㈲

旦
②

2.5Ｙ３/３砂含む。

2.5Ｙ４/４炭化物含む。

５Ｙ５/２鉄分含む。

①暗オリーブ褐色粘質土

②オリーブ褐色砂質土

③灰オリーブ色砂質土

Ｈ－ u三Ｌ§ｐｍＨ.
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X＝55745Ｘ=-55745

X=-館７５０x=-5575‘

”
評

SDO6

1回

Fig.２２２９区9層週櫛配匝図、SDO6実測図

－４０－

①灰褐色砂質土粘性があり、遺物･炭化物含む。

②暗褐色砂質土遺物、磯含む。粘性がある。

９Ｂ暗灰黄色砂質土2.5Ｙ４/２炭化物･暗灰色粘土ブロック少量含む。
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特殊遺物等（鉄製品、石製品）３６は刀子で先端、基部とも欠損している。３７は紡錘車で1点出土している。

中央に穿孔され断面形台形だが上部が緩やかに円弧状を成している。

五輪塔は洞SDO4の埋土中より２基出土している。１２は地輪部であり上部から逆台形状に掘り込みがある。

１３は火輪部で、笠先端部は摩滅して残っていない。空国輪が戦る上部は浅く逆台形状に窪む。

包含届出十丙輪塔(38～41)出土鰯は近世から中世へかけての遺物包含価中からの出土である。３８は水輪、

39から４１は火輪で、３９のみが石材は砂岩を利用し、あとは凝灰岩製である。砂岩製の水輪を除く凝灰岩製の

部材はすべて表面が摩滅している。

４０ｺ、

Fig.２３２９区出土遺物実測図（36～41）Ｓ＝1/2,1/3,1/８
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【30区】（Fig.25～Fig.30）

調査区は妙見宮参道際の29区南にあたり、範囲は南北10.0ｍ、東西13.5ｍで面積が135㎡を測る。最終的に

調査を実施した面は、中世1面、古代1面の合計2面を遺構検出面として捉えている。調査担当者は和田敏郎、

水野哲郎が主に担当し長谷部、宇田が補助した。

調査区の南側は、近現代の建物基礎による撹乱が深く入り、遺構は壊されている。２９区側において、柱穴群

が検出され建物を構成するものと考えられる。しかし、多くの撹乱により遺構の大半が壊されており、建物を

確認していない。柱穴の時期は29区5層上面での遺構と対応するため、中世期を想定することができる。大半

の遺柵は北東に主軸をおく、長方形の掘立柱建物の柱痕掘り方であろう。

また、北壁4B層とした下からは29区で検出し中世の貝屑とした貝と土の混土層が検出されている。遺物は含

まないが、地形の落ち込みを知る上では重要な意味を持つ。

Ｎ

鴬

X二一55765

Ｘ=-55770

Fig.２５３０区４層遺構配置図
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土坑SK215岡（Fig.26.27）遺物包含届上面にて検出した過櫛である。土坑の周辺では多数の下屈に当たる

包含胴からの遺物が出土している。週物の主体は古代の週物である。土坑は平面形が円形を呈し2段の掘り込み

を有する。土圃は3層に分屈できる。土の堆種はほぼ水平で一度に埋められた痕跡は見ることができない。埋土

中からは甑の桟（Fig.2744.45）が2本出土している。

土坑ＳＫＯ３出十週物(42,43）４屑下面より検出した遺構の埋土中より出土した遺物である。須恵器の杯(42）

と土師器の杯(43）の２点である。須恵器杯底部は平らで薄い器壁を有する杯と、土師器杯は外面底部より一

枚の回転へラ削りが入りやや小ぶりな法魁を有するものである。いずれも、８世紀後半頃の時期を想定させる

ものである。

土坑SK21出士遺物（44,45）土坑SKO3と同じ面から掘り込まれている遺櫛で、土師器小片が少量出土して

いる。その中でもここに紹介する遺物は甑の底部にあたる桟である。平面形は長方形で断面四角であり両端と

も折れる。表面{さへラ状の工具でナデられ、中央部がやや上部へ反る。
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Fig.２６３０区5屈過柵配固図
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①暗褐色砂性粘質土

②暗褐色砂性粘質土

③褐色砂賀土

6Ａ褐色砂賀土１０YR4/４

７Ｂ灰黄褐色砂賀土１０YR4/２
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Fig.２７３０区SK21実測図、ＳKO３．２１出土遺物実測図（42～45）Ｓ=1/３

包含掴出土週物（Fig.28,46～48）巡物の包含屈中から出土している遺物でへラ記号、へラ密きを有する遺

物を図示している。４６は須恵器蓋。上部外面に『×」とへラ妃号が、４７は土師器杯で外面底部に「秋女」が、

48は土師器托で外面底部にも判読は不明であるがへラ密きが施される。
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Fig.２８３０区出土辿物実測図（46～52）

〈ごこう‘，

特殊週物など(49～52）本調査区でも炉底津と思われる鉄津が出土している。４９は、やや小ぶりであるが底

面が綴やかに円弧を描き炉底の形状を写しとっている。５０は石製の紡錘車、５１，５２はリソイダイト製の砥石

である。いずれも同じ石材を利用している。砥石は中央部が良く使い込まれている。これら遺物は、週物包含

届からの出土である。
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Fig.３０３１区5間週栂配匝図、ＳKO2.04.05.08.12.13実測図
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①褐色粘質土１０YR4/６
炭化物･オレンジ色の粒子含む。

②褐色粘質土１０YR4/４
両灰色ブロック含む。

③暗褐色粘質土１０YR3/４
宵灰色ブロック含む。
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①褐色粘質土１０YR4/４
砂少鉦含む。

②にぶい黄褐色粘質土１０YR4/３
宵灰色ブロック含む。

③暗褐色粘質土１０YR3/３
砂･オレンジ色の粒子･宵灰色ブロック含む。
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①褐色粘質土１０YR4/４
オレンジ色の粒子含む。

②にぶい黄褐色粘筑土１０YR4/３
青灰色ブロック含む。Ａ
ＳＫ１７

①にぶい黄褐色粘質土１０YR4/３
宵灰色ブロック.炭化物少画含む。
②暗褐色粘質土１０YR3/４
炭化物少量含む。
③暗褐色粘質土１０YR3/３
オレンジ色のブロック多湿･炭化物含む。

④褐色粘筑土１０YR4/４
熊茶色の粒子･炭化物含む。
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①褐色粘質土7.5YR4/４
砂少通含む。
②宵灰色粘質土５BG6/１
③にぶい黄褐色粘質土１０YR4/３
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隙少冠含む。
⑤にぶい黄褐色粘質土１０YR5/４
砂利少迅含む。

ノ

炭化物･週物含む。
砂･炭化物･オレンジ色の粒子少量含む。
砂･炭化物･オレンジ色の粒子･遺物含む。
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③灰黄褐色粘蜘土１０YR4/２
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①褐色粘質土１０YR4/６
炭化物･オレンジ色の粒子含む。
②にぶい黄褐色粘質土１０YR4/３
炭化物少髄含む。

③暗褐色粘質土１０YR3/３
炭化物･オレンジ色のブロック含む。
④褐色粘質土１０YR4/６
オレンジ色のブロック含む。
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①

調査区の範囲は南北１１５ｍ、東西に13.7ｍで面積が157ｍごを測る。最終的に調査を実施した面は、古代2面

を遺構検出面として捉えている。調査担当者は宮部武典、内田成香、本田麻紀が主に担当し、長谷部が補助し

た。

表土剥ぎ後に、北側三分の一で土砂が堆楓し傾斜した地形を検出した。本来地形の傾きに土砂が流れ込み、

南側の一部の遺構を削り取ってしまったものと思われる。そのため、再び重機により土砂を除去し調査を実施

した。

土坑SKO1及び土坑SKO3付近から土坑ＳＫ１１までは安定した平地であるが、土坑SKO9、土坑SKO6になると

傾斜面での検出である。遺構は主に南側に位圃し土坑SKO3、ＳＫ１５から多くの出土遺物がある。

.／,〆◇弓
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SK15

【31区】（Fig.30～Fig42）

調査区の範囲は南北１１．５ｍ、東西に13.7ｍで面積が157,2を測る。

Fig.３６３１区ＳＫ１５実測図
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土坑SKO3（Fig.３１）平面形が梢円形を呈する土坑である。遺物は比較的浅い位置から出土し、その中には５８

（Fig32）に図示する緑紬陶器の托が出土している。共伴資料としては、８世紀末頃の須恵器･土師器がある。

出土状況は3届が堆積する段階で流れ込んだ状態を示していると見られる。

土坑SKO1出土遺物（53～57）北に向かって落ち込む緩やかな傾斜面上に位函する土坑。土坑埋土中からは

須恵器杯が2点、皿が1点、土師器皿が1点、蜜が1点出土している。いずれも、８世紀後半期の過物であろう。

土坑SKO3出十遺物（58～81）SKO1に隣接し北へ落ち込む際の平坦面に位面する遺構。遺物の出土が多く土

層断面から4層に分層できる屑の中で、３層としている層中からの出土遺物が主である。出土している遺物は、

須恵器に擬宝珠の付く蓋が1点、平底の杯が3点、断面逆台形を呈する高台を付す椀が1点、皿が2点出土、提

瓶、喪がそれぞれ1点出土している。また、土師器は平底で外面底部から胴部にかけて1枚のへラ削りを有する

杯が6点、高台付き杯が2点、丸底の鉢が1点、喪が5点出土している。うち72,73は口縁内部に煤が付着し、

灯明皿として使用されたものであろう。調査時には遺物を上下2層に分けて取り上げたが、詳細な土層分層が出

来なかったことを考えると、埋土は遺物と共に一挙に埋め戻された状態であると判断される。そのため遺物の

一括性は非常に高い。

緑紬陶器（58）５８は緑柚陶器の托・SKO3の上層とした埋土中から出土している。内外面とも淡黄緑色の袖を

施す。胎土は薄い白色で、軟質。口縁部並びに受けの皿口縁部は欠損して詳細は不明。

土坑SKO6及び出十遺物自然流路へ落ち込む緩斜面上に位置する遺構である。ほかの土坑と同じく地形の落

ち際にある遺構である。埋土中からは丸底を呈する土師器の鉢（82）が出土している。

土坑SKO7及び出十週物ＳＫ１４及びＳＫ１０を切り、掘り込まれ、遺構の埋土中より出土の遺物である。蜜の口

縁から胴部にかけての部位である（83）。体部はやや丸く、内外面とも削りが明瞭に残る。

土坑SKO9及び出十遺物自然流路側へ一段落ち始めた緩斜面上で検出した遺構。遺物は埋土からの出土した

土師器の鉢である（84）。底部は丸底を呈する。

土坑ＳＫ１０及び出十週物調査区南辺SKO5及びSKO7により切られて検出した遺構。埋土中より出土した底部

が平底を呈している杯（85）。内外面ともに細かな横ナデが残る。

土坑ＳＫ１１及び出土週物北の自然流路へ落ち込む肩部上に位置する遺構。埋土中出土の土師器鉢（86.

87）。外面にヘラナデ痕が明瞭に残る。９世紀前半頃の時期比定が出来る。

土坑SＫ１５（Fig.36）調査区の出入り口として使用していた付近で検出した遺構である。過構平面形はほぼ方

形で壁も垂直に立ち上がる。遺構の約南半分ほどは調査区外に伸び、全容は確認できていない。遺物の出土状

態から見て土器･瓦廃棄土坑である可能性がある。遺物は多くの磯や±などに混じって平瓦が出土している。共

伴する須恵器.土師器からＳＫＯ３と同様の8世紀末と比定される。

土坑ＳＫ１５出十遺物調査区南西隅で検出し調査した方形を呈する遺栂。遺構の東半分は調査区外に出る。遺

物の大多数は1,2層からの出土である。遺構からは土師器の杯（88）、椀（89）、石錘（90）、平瓦（91～

97）７枚の平瓦が混在した状態で出土している。杯（88）は平底を呈し端部付近でやや肥厚し緩く外反する。

一部口縁部付近に焼き歪みが見られる。椀（89）は高台が付くタイプ。体部は横ナデで直線的に外へ開く。石

錘（90）は砂岩製で楕円形の中央部付近で擦り痕が残る。９１から97は平瓦。瓦は外面に格子目叩き痕が明瞭

に残り、内面には布目痕が残る。緩やかに反る形状は桶巻き技法によるものと考えられる。四辺ともに、へラ

切りによる面取りが見られる。遺物の出土状況から出土した遺物は、蝶など共に廃棄の際に投げ込まれた状況

を呈しており、本遺構は廃棄時に一挙に埋められたと考えられ、遺物の一括性が非常に高い。

5９
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SDO1

1ｍ

Fig.４１３１区9層遺構断面図、SDO1実測図

潤SDO1（Fig.41）本調査区で9屈とした層の上面にて検出した遮構。８世紀末段階の調査を終了した後掘り下

げを行うと、下層から本遺構である満が検出された。遺物が伴わないため時期は不明であるが、上層の時期に

先行するものと考えられる。
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Fig.４２３１区土層断面図

【32区】（Fig.43～Fig.49）

姻杏区の範囲は南北10.2ｍ、東西に13.5ｍで面梗が137.7ｍを測る。最終的に調査を実施した面は、近現代

1面、古代1面の合計2面を遺構検出面として捉えている。調査は上高原聡が担当した。

近現代面で多くの撹乱が入り、はっきりと分かるものでは住宅に伴う便槽が数基確翻されている。調査対

駁とした古代の主な辿柵としては6層上面で確腿できた土坑ＳＫ１８、土坑SＫ２１（Fig.45）がある。両遺櫛と

も、遺物の出土状態が操と混在しているため、週物廃棄土坑であると考えられる。土坑内からは8世紀後半～

（Fig.47）８世紀末頃の須恵器･土師器が出土している。

包含層からの出土遺物は、近世窯道具であるトチン、ハマ、タコハマなどが龍泉窯系脅磁とともに出土して

いるが、いずれも現位函は保っていないと考えられる。また、９８に図示する『寛永通宝」がある。初鋳造年

1739年の貨幣であり、近世窯道具類の年代に近いものと見られる。
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土坑ＳＫ１１及び出十週物４個で検出した劉査区の北側にて検出した遺柵。遺栂の半分が調査区外に伸びる。週

物は土師器の杯（99）であり、外面底部から体部にかけて1枚の回転へラ削り痕が見られる。

土坑ＳＫ１８及び出土遺物古代の遺物包含届6価を掘り下げた後に確認した過柵である。土坑SK21を切り掘り

込まれている。埋土中からはいずれも須恵器で擬宝珠の付く蓋（100）とつまみ無しの蓋（101）が2点出土し

ている。擬宝珠付きの蓋の器高は高くはなく直線的であり、端部で直角に短く折れる。つまみ無しの蓋はやや

天井はドーム型であるが器高は低く、端部は一度直線的に伸び短く折れる。

土坑ＳＫ１９及び出十週物４周の土坑SK11を掘り下げ6層上面で検出した週櫛。ＳＫ１８と同じ検出面で出土した

週物（102.103）である。いずれもつまみの無い蓋で器高は低く、端部で短く折れる。

土坑SK20及び出十遺物短くかえりの付く蓋であるが、一見、杯身とも思える資料である（104）。外面天

井部にあたる面Iこはへう状の工具でのへラ記号が直線で3本残る。

土坑SK21及び出十遺物土坑ＳＫ１８の週櫛に切られ検出された遺栂。埋土中から須恵器高台の付く杯が3点出

土している（105～107）。いずれも、８世紀後半頃の宇城産の須恵器である。

包含屈出十週物（108～１１９）ここで紹介する資料は当調査区で出土したものの中で特に必要と思われる資

料を掲賊している。１０８から１１４は1830年代に八代松井家により興された陶磁器窯に伴うと考えられる窯道具

である。窯本体は当調査区より東へ約500ｍの場所に位置しているが、窯から本地域までは緩やかな同一斜面

上に位世しているため近世の造成等により持って来られたものと思われる。いずれも２次的に火を受けた痕跡が

見られ、－部磁器化した部分が見られる物もある。１０８～１１２はトチン、１１３，１１４はハマである。１１５は須

６６



.雪

■■ひ｡
～Ｌ一戸一

瀞 詮
一sqO9．。〃
＆1１●もqｂ

／
、.。？

」陵｡

⑧巴①P

6７

、

｡’

｣

、

ノ
、、巳

1１６:■!●ら◇

蝿
認
函
瞬

測
崎綴

・
諏
心
諦
・
、

．
》
胃
Ⅱ
Ⅱ
い
い
い
Ⅷ
い
］

鐸
一
型
〈
す
叩
七
Ｆ
。
Ｄ
ザ
・
・
〆
宇
・
‐
。
》
。
。
？

⑲
。
”
“
０
。
。
。
’
｜
，
Ｄ
一
・
十
狼
Ｆ
〆
や

一
凸
刀
。
。
‐
。
。
５

．
０
Ｊ
。
、
蔀
．
●
．
。
、
．
．
Ｉ
パ
グ

・
叩
０
。
ご
ｍ
や
》
‐
す
』
穀
か
。
４
↓
全
一
へ

兜
・
・
い
『
。
．
。
』
傘
呼
矛
・
歩

溌
鍛
》

Ｄ
Ｆ
Ｄ
句
‐

・
印
●
５
●
Ｐ

４
、
学
ｆ
齢
靴

・
ん
恥
・
■

毎
◇
守
◇
４
日

、
銀
。
②
●

‐
①
。
①
①
４
Ｆ

４
‐
０

群
蕊

恵器杯蓋。SK20出土の104資料と同様Iこへラ認きによる直線を用いている。制作年代は9世紀である。１１６は

瓦当、１１７は平瓦。瓦当は細川家の紋で九曜紋が表されている。周囲の無紋帯は欠損して残りは悪い。平瓦は

外面に格子目の叩き痕が明瞭に残り、内面に布目が残る。１１８，１１９は共に鉄津である。１１８は底部形状に凹

凸が激しく鉄津（スラグ）であると思われるが、１１９は鉄津というよりも炉底津に近いものであろう。底部が

緩やかに炉底の底部に沿っている躯、平面形にて津を流す際に流路となる部分の形状が残されていること等か

ら判断される。
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Fig.５１３３区出土遺物実測図（120）Ｓ＝1/３

【33区】（Fig.50.51）

調杏区の範囲は南北１０．０ｍ、東西に13.2ｍで面積が132,1を測る。一部、３４区方向にトレンチを入れる。最

終的に調査を実施した面は、近現代1面のみを遺構検出面として捉えている。調査は中村幸弘が担当し、坂田が

補助した。

近現代面では、カクランを主とした掘り込みを確認したが、遺栂とは認定せず調査を進めた。近現代面の確

認を終え、掘り下げを行うとすぐに土砂の堆澗が検出された。土砂の堆積は深く当初は手作業で掘り下げてい

たが、途中からバックフオーに切り替えて掘り下げを行った。土砂中からは、古代の須恵器皿や椀、古墳時代

の須恵器杯（120）が出土している。土砂の形成時期に近い資料であろう。

(120）遺物は近世流路内より出土した須恵器の高台付きの杯である。高台は接合面より剥離しており痕跡が残

る。外底面の高台内に「×」のへラ記号が残る。

【34区】（Fig.52～Fig.82）

調杏区の範囲は南北10.0ｍ、東西に13.0ｍで面積130㎡を測る。最終的に調査を実施した面は、中世1面、

古代3面の合計4面を遺構検出面として捉えている。調査は坂田和弘、米村大、村中智恵が担当した。

7０
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掘立柱建物SBO1(Fig.52）調査対象となった週構面は４層からである。この層では近現代の撹乱を含み、多

くの遺柵が検出された。この面で検出された遇柵として－列に並ぶ方形掘り込みを確認した。－列しか確認でき

なかったが、遇櫛の掘り方等の規模から柵列とは思われないため掘立柱建物の一部として報告する。断面形から

見ると浅くしか検出されていないため、後世にかなり大きく削平されているようである。

掘立柱建物ＳＢＯ１出土逝物柱穴埋土中より出土した遺物。辿物は宵磁椀の口縁のみで内面に幽文が巡る(160)。

色調は淡緑、胎土は硬徹。

土坑ＳKO１．０２(Fi953）平面形では桐円形土坑が切りあった状態で検出した遺構である。平面図では切り合

いが確認できなかったが、土屈断面からＳＫＯ１がＳＫＯ２を切ると確認された。

土坑ＳＫＯ３(Fi953）平面形は隅丸方形の土坑である。一部、柱穴状の週構と接するが切り合い関係は不明であ

る。

土坑SKO4(Fig53）不定形の土坑である。断面図から見る限り、週欄基底部のレベルが違うため２基の土坑

からなる遺構と考えられる。

土坑ＳＫＯ５(Fig.54）迎物ＳＢＯ１と同一面で検出した遺構の一つである。調査区の南側に位圃しＳＫＯ６を切る

不定形を呈する土坑である。週構内には直径２０ｃｍ程度からコブシ大の篠に混じって、糸切り底の杯(121～

162)が出土している。遇構は上端、下端とも不定形であるが当初は梢円形であったと考えられる。出土してい

る遺物は多くが２，３屈からの出土で辿櫛が１/３ほど埋まってから投げ込まれたようである。土層の堆稲は自然

堆澗である。

土坑SKO5HJl＋迩物(121～162)４屑から掘り込まれ、平面形はやや不定形ではあるが栂円形を呈する。週物

は土器の上に磯が投げ込まれた状況で出土している。分層した結果からみると大半が２～３屈中より出土であ

った。１２１から１３７は口径１２ｃｍ前後の杯、１３８から146.149.150は口径が6.8ｃｍ前後に分類することがで

き残りもほぼ口径6.8ｃｍになる土師器杯である。内外面とも横ナデで底部は糸切りである。

土坑ＳＫＯ６（Fig53）ＳＫＯ５に切られる土坑である。平面形は方形である。断面からほぼ垂直に掘り込まれてい

るのが確認される。

土坑ＳKO７．０８．０９（Fig.53）方形遺柵が３基並列している状態で調査が行われている土坑である。週構の正

確は不明。数字が若い順に切り合いは新しい。

土坑ＳＫ１０（Fig53）ＳＫＯ６に切られる遇栂である。長方形を呈する平面形である。土屈断面図から土層が水平

に堆欄しているのが見て取れ、おそらく廃棄後に自然堆積したものと考えられる。

土坑ＳＫ１２出十週物（163）調査区の南東隅にて検出された４届から掘り込まれた遇櫛。出土している遺物は

埋土中より出土したもので中世須恵器で播鉢口緑部である。内面に梱目が６条確認でき口緑端部に横ナデが見

られる。外面口織部に函ね焼きの痕跡が見られる。東播系の須恵器であろう。
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①褐色土7.5YR4/３
①にぶい燈色粘質土7.5YR6/４
②にぶい褐色土7.5YR4/３
①褐色粘質土１０YR4/４
②暗褐色粘質土１０YR3/３
①褐色土7.5YR4/３
②褐色土7.5YR4/３
③褐色土１０YR4/４
④にぶい黄褐色砂質土１０YR5/３
⑤灰黄褐色土１０YR5/２

豆1L〕
①
とき

土坑ＳＫ１４(Fig.57）劉査区の北隅に位掴する桐円形を呈する土坑である。下端の状況から柱穴と思われるが
調査段階で土坑と判断しているためそちらで報告をする。

掘立柱延物SBO2(Fig.60）４用から一段掘り下げ、５屈としている上面で検出した週櫛である。１間×１間
である。Ａ一Ａ'間の柱痕間隔が3.08ｍ，Ｂ－Ｂ，が1.81ｍである。

Fig.５８３４区SBO2実測図
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Fig.５９３４区6層遺構配置図、PitO4～１０実測図
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砂粒混。
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H二6.80ｍ

黄褐色ブロック･砂粒･炭化物含む。
粘質土混。
炭化物少冠含む。

砂粒･黄褐色粘土ブロック混。

黄褐色粘土ブロック･焼土･炭化物少冠含む。
黄褐色粘土ブロック少量含む。

PitO6

PitO6

Ｐ

PitO7

PitO8

①暗褐色粘質土
①にぶい黄褐色土

②褐灰色粘質土
①褐灰色粘質土
②にぶい黄褐色粘質土

①褐灰色粘質土
①灰色粘質土
①黄褐色粘質土
①黄褐色粘質土

②灰褐色粘質土

PitO4

PitO5
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Pitl5
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Pitl8

口

土坑ＳＫ１５(Fig.61）楕円形を呈する土坑である。埋土中からはコブシ大の操を多く含む状態で蝶に混じって遺

物も出土している。土屑断面図と重ねると1,2,6層が蝶の落ち込みと重なり合い、９層が堆積した後に裸を配し

て遺櫛が利用されたものと考えられる。おそらく掘り込んだ後に高さを調整した痕跡であろう。

土坑ＳＫ１５紺十掴物(１６５～173）６層より掘り込まれた遺構で楕円形を呈する遺構。遺物は遺構の中位までに

多数の隙と共に出土している。出土遺物は須恵器が１点であとは土師器である。器種は１６５～１７２までが杯、

１７３が高台の付く皿である。底部は手持ちへラ削りで内外面共横ナデである。器壁は口縁端部付近で肥厚する

ものも含まれる。１６９～１７１には全面にベンガラによる赤色顔料が塗布され、一部にその上から磨かれている。

これら遺物は９世紀中頃のものと考えられる。

土坑ＳＫ１６･土坑ＳＫ１８(Fig.61）調査区の南に位置し一部調査区外に伸びる遺構である。土坑ＳＫ１８と切り

合いラインが明確でないが、調査段階で別週構としているため土坑番号を使い分ける。土屈は水平堆積であり、

SK15のような利用の意図が見えないため遺物廃棄土坑であろう。出土遺物は同一の時期のものが出土している。

土坑ＳＫ１６出十週物(174～216）ＳＫ１８を切るように検出した遺櫛。１７４から１７９はつまみ無しの蓋。器高が

低く直線的なものと､器高がやや高くドーム型を呈するものとに分けられる。端部はいずれも､直角に折れ曲がる。

１８０から１８１はつまみ付き蓋。つまみ付き蓋とした遺物は擬宝珠が付く蓋のつまみと違い器形が直線的で器高

が低い。１８２から１８５は擬宝珠が付く蓋。器高はやや高くドーム型を呈する。１８６から１８８は杯で底部がや

や丸みを帯びる。１８９は椀で器壁は直線的に伸びやや口縁付近でやや薄く外反する。内底面に「×」のへラ記号

あり。１９０．１９１は高杯で１９０は杯部が垂直で端部にて直角に折れ、１９１は杯部の焼き歪みが激しい。１９２から

１９４は高台付き杯。１９２．１９４は内底面に「×」のへラ記号有り、１９３は外面底部に「×」のへラ記号が施される。

１９５は鉢。把手付きだが、把手を貼り付ける前に沈線を１条巡らす。

Fig.６０３４区Pitll～１８実測図
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Pitll①褐色粘質土黄褐色砂質土混。
Pitl2①褐色砂質土

Pitl3①褐色粘質土

Pitl4①にぶい黄褐色砂質土
Pitl5①褐色粘質土

Pitl6①,燈褐色砂質土

Pitl7①にぶい黄褐色砂質土
Pitl8①にぶい黄褐色砂質土

Pitl7

三三

Ｘ

①
匡
一
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Ａ・

Ａ A・

ＳＫ１５

①褐灰色粘質土砂粒・炭化物少湿含む。
②褐色砂質土
③灰褐色粘質土
④灰黄褐色粘質土砂粒多量含む。
⑤褐灰色粘質土

⑥灰黄褐色粘質土炭化物含む。
⑦褐灰色粘質土
⑧灰黄褐色粘質土
⑨にぶい黄褐色粘質土炭化物多量含む。

④

Ａ・ 。Ａ，

Ａ
I仁6.6鮪

A，

SK17

Ａ・

Ａ

SK16①暗褐色粘質土
②褐色粘質土
③褐灰色粘質土
④灰褐色粘質土
⑤灰褐色粘質土
⑥両灰色粘質土

０

Fig.６１３４区ＳＫ１５～１８実測図

｡〕

④

ａ

H=6‘8０，

SK16､ＳＫ１８

炭化物･小課含む。

炭化物･石多量含む。

砂粒･小喋･炭化物含む。
砂粒･炭化物少凪含む。

Ａ

Ａ

が

１９６は須恵器皿でやや焼き歪みがある。器高は低い。１９７から２１２は土師器杯。１９８は外底面に「福得」とへ

ラ記号有り。杯はすべて外底面から体部にかけて１枚のへラ削りが入るタイプの器種。213.214は土師器高台

付き杯。２１３は器壁が薄くロ縁端部で強く外反する。内底面は高台が張り付く部分よりやや下がる。２１４は高

台が接合面から剥離している。接合面には数枚のへラによる筋が立てに入る。２１５は土師器喪。胴部はやや丸

みを帯び、底部は丸く成形されると見られる。２１６は土師器の片口鉢。底部は欠損して無いが、丸底を呈する

と見られる。週構の年代は、遺物の時期から８世紀の中頃の時期が比定できよう。

8０
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Fig.６２３４区ＳＫ１５．１６出土遺物実測図（165～185）Ｓ=1/３
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Fi96334区ＳＫ１６出土辿物実測図（186～195）Ｓ=1/３
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Fig.６４３４区ＳＫ１６出土辿物実測図（196～212）Ｓ=1/３
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Fig.６５３４区ＳＫ１６～１８出土遺物実測図（２１３～224）Ｓ=1/３

－Ｒ､１－

1門

釧但

？Ｐ‘

PＰ４

iＯｃｒ



ｒ
、

、

２２６

Fig.６６３４区ＳＫ１８出土遺物実測図（225～236）Ｓ＝1/３
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Fig.６７３４区ＳＫ１８出土過物実測図（237～252）Ｓ=1/３
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土坑ＳＫ１７出土遺物(217）６１iWから掘り込まれた遺構。円形の掘り込みを有する。出土遺物は土師器杯。外面

底部付近は手持ちのへラ削りで丸く成形される。

土坑ＳＫ１８出土遺物(218～255）６層から検出した土坑である。一部調査区の外に出るが、遺構が続くために

調査を行った。しかし、途中で遺構が切り合っていることが判明したためそれが確認できた設階で拡張を止め遺

構を掘削した。ＳＫ１６に切られている平面不整形な遺椛である。ＳＫ１６との切り合いが分かり辛かった。主な出

土遺物は２１８から２２６は須恵器蓋。２１８．２２０はつまみ無し、他は擬宝珠が付随するタイプ。２２４は端部近く

で折れ、器高が高い。222.224は外面に「×』のへラ記号あり。２２７２２８は須恵器杯、２２９から２３２は須恵

器の高台付き杯。２２９は外底面に板目圧痕が見られその上から高台が付けられる。２２８は内面底部にｒ×」の

へラ記号有り。２３１は外底面に墨書でｒ山」の表記有り°２３３から２３５は須恵器皿。２３６は須恵器鉢底部。外

底面は平底で同心円状の当て具痕有り。２３７から２４７は土師器杯。外面の底部より上に１枚の回転へラ削り

が巡るタイプ。うち２３９の外底面に「僧｣、２４４の外底面に「大舎」のへラ『1壱が施される。２４８から２５２

は土師器皿。皿も土師器杯と同じく、外面底部から１枚の回転へラ削りが入る。やや一部の土器に焼き歪み有

り。253.254は土師器認。どちらも、長胴型で中位に最大径を有する土器。内外面共にへう削りが明瞭に残る。

255は片口鉢。鉢に成形後に強く押し注ぎ口が施される。遺描の年代は、遺物の時期から８世紀後半に比定で

きよう。

土坑ＳＫ１８出土鉄製品(256）鉄鎌。先端部は丸く幅が広い。基部付近で狭くなり欠損する。全体像は不明である。

’
〃２５３

Fig6834区ＳＫ１８出土遺物実測図（253～256）Ｓ＝1/3,1/２
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砂粒少屈混。
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Fig.６９３４区7層遺構配直図、SK26～28実測図
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SK26①にぶい黄褐色粘質土
②褐色粘質土
③燈褐色粘質土

④黄褐色粘質土

SK27①褐色粘質土
②にぶい黄褐色粘質土
③褐色砂質土

④褐色粘質土
⑤褐灰色粘質土

SK28①褐色粘質土
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SK36①灰黄色砂質土

SK32

土坑ＳＫ２１（Fig.71）平面形態は不定形の土坑である。SK20、ＳＫ３２を切る。土層は西側から流れ込むような層

が幾枚か見られ±坑中央部で水平になる。遺物は主に上層に多く含まれ下層に行くに従い少ない。南側にＳＫ２３

の一部が見られるが浅い掘り込みであるため広がりは確認できない。

土坑ＳＫ２１出十週物(257～299）７層から掘り込まれた週構としては切り合いの新しい遺構である。平面は不

定形の楕円である。２５７は須恵器の蓋。つまみは付かず、器高も低い。端部は直角に短く折れる。258-261,

264から２６６は擬宝珠のつまみが付く蓋。２５８は内面に墨書により「三山」と施される。２６１は他の器種に比

べやや小型である。２６２は輪状つまみの付く蓋。やや焼き歪み有り。器色が灰褐と他の須恵器と比べ赤みがかり、

生産地の違いを感じさせる。２６６と２６７は端部がすべて打ち欠いである。用途及び意図は不明である。２６８か

ら２７０はつまみの付つかない蓋であるが、器壁の途中から緩やかに内湾し高い器高を呈する。271.272は杯。

平底を呈するが、立ち上がりの部分が丸く整形される。２７３から２７９は高台付きの杯。２７４は器壁全体がやや

厚い。器壁も途中ややかえりながら立ち上がり口縁端部付近で薄く開く。２８０から２８７は須恵器皿。２８０は外

面底部にヘラナデによる痕跡が明瞭に残る。一部に焼き歪みがあるのが見受けられる。２８８から２９４は土師器杯。

外面底部より上に１枚の回転へラ削りが施されるタイプである。２９３には高台が付いていた痕跡はあるが剥離

している。288.289には外面底部に「秋女」のへラ書きが、２９２外面底部には文字のはねの一部と思われる部

Fig.７０３４区SK30～32.35.36,SDO1Pitl9実測図
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分が見て取れるが判読は不明である。２９４にもはねの一部と思われる部分があるがへラ記号かへラ番きの文字

かは不明である。２９５から２９７は土師器皿である。この皿も外器面底部から１枚の回転へラ削りが施され、同

じように回転へラ削りが施される杯とセットになるものと考えられる。口縁は立ち上がり中心部でやや薄くなり

端部で肥厚しやや外反する。２９５の内面底部には組み合わせ文字と見られる文字があるが、意味を汲み取るこ

とは出来ない。２９８は土師器甑。緩やかに開く胴部は通常の甑よりも浅く幅は広い。内面の中央から下付近lこ

へラ削りが明瞭に残る。底部付近が欠損して無い。把手は手づくねによる貼り付け。２９９は土師器聾。内外面

共に削りによる痕跡が明瞭に残る。中位よりやや下に最大胴径がきて丸底を呈する。底部は欠損している。遺物

の時期は須恵器の杯の形式から８世紀後半の時期を比定できよう。
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Ｌ

土坑ＳＫ２２・SK37(Fig.72）不定形を呈する土坑である。ＳＫ３７はＳＫ２２に切られた過柵である。ＳＫ２２は１，２

個とそれ以下で土屈の質が違うため１，２層の土を有する土坑とそれ以下の土坑の切り合いであろう。出土遺物は

ほぼ同一時期であるため、時期差のない遺栂である。

土坑ＳＫ２２出十週物(300～３１３）ＳＫ２１に切られる遺構である。３００は須恵器翌。外面に幅の狭い平行叩き

痕が残り、内面に同心円状の当て具痕が明瞭に残る。口縁部付近は短く立ち上がり端部付近で強く外反する。底

部は欠損して残らない。３０１は須恵器蓋。綴やかに弧を描き内湾する器形のため、器高がやや高い。端部は折り

曲げ先端は尖る。３０２から３０４は須恵器の高台付き杯。高台は逆台形で短く付く。３０５は須恵器皿。底部がや

や厚いが、口縁部付近は薄く立ち上がり端部で肥厚する。306.307は土師器杯。口径と底径の法、に大きな差

はなく、底部からの立ち上がりも丸く、ゆるやかである。他の週櫛から出土しているものに比べやや小ぶりであ

る。３０８は土師器杯。体部は丸く綴やかに垂直に立ち上がる。底部は平らである。口縁端部は丸く成形される。

309.310は土師器片口鉢。３０９は体部がやや丸く最大胴径付近で内湾する。３１０は丸みを帯びる底部から、垂

直に立ち上がり端部付近でやや反る。片口は他の週柵出十十器と比べ広い。３１１から３１３は土師器聖。いずれ

も内外面ともへラ削りにより成形された痕跡が明瞭に残る。辿物の時期は８世紀後半頃を比定できよう。道物の

時期差からＳＫ２３との違いは確認することはできない。

土坑ＳＫ２３出十週物(314）須恵器皿。本過柵から出土した週物は１点である。外面底部に墨雷で「三山」と施

される。ＳＫ２１などの土坑に切られ、最も古い切り合いに属する遺柵である。しかし、全体像が確認できないた

め、隣接する遺栂の一部かも知れない。出土した遺物からも、時期の違いは見られない。

土坑ＳＫ２４(Fig.72）楕円形を呈する遺構である。一部は調査区外にあたる。土個は交互に流れ込んだ層であり、

埋まる過程での遺櫛再利用が考えられる。出土週物は主に１厄からの出土である。

土坑ＳＫ２４出十週物(315～328）７層から掘り込まれた週柵。一部調査区外に出る。315.316は須恵器の蓋。

３１５は天井部が厚く器高も低い。端部は直角に折れる。３１６は天井部付近でやや内湾するため器高はやや高い。端部

は直角に折れる。３１７から３２２は須恵器高台付き杯。３１７は高台がやや内に入る。３１９は焼き歪みが激しい。３２２

は底部が厚く体部の器壁が一定せず横ナデが十分ではない。口縁端部は薄く尖る。３２３は須恵器皿。やや焼き歪

みからか底部が反る。口緑は緩くかえり、先端は尖る。３２４は土師器杯。底部は丸くやや中央部付近で尖る。体

部は緩く開きながら端部付近で直立する。３２５は、盤状の皿を雌せた高杯である。脚台は短く開く。326.327

は土師器聖。内外面共へラ削り痕が明瞭に残る。３２８は土師器壷。頚部は短く口縁にかけて強く外反する。胴部

は途中までであるが丸みを帯び器高もあるようである。内外面共にへう削りが残る。

土坑ＳＫ２５出十3,物(329～331）３２９３３０は須恵器の皿で、３３１は土師器の皿である。329.330は口縁に向

かい立ち上がり端部付近のみ厚みに違いがあるが、器形はほぼ同形である。３３１は底面に１枚大きく回転へラ

削りが入るタイプの皿である。

土坑ＳＫ２９出十週物(332）土師器杯である。緩く立ち上がり端部付近でやや強く外反する。端部は丸く横ナデ

が施される。底部は器壁にやや厚みを帯びて残り、手持ちへラ削りが施される。

土坑ＳＫ３４出十掴物(333）須恵器の皿である。底面は水平でやや厚みを帯びる。立ち上がる部位も直線的であ

り端部は僅かに外反し尖る。

五面弓更
（SK25）
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包含厨出土遺物(334～341）３３４から３３６は土師器杯。外面底部から体部にかけて１枚の回転へラ削りが施

されるタイプ。外面底面lこへラ悪きによる文字が確認できる。３３４は「僧｣、３３５はｒ口女｣、３３６の文字は判

読不明であるが、吉祥文字である可能性が高い。３３７は鞠の羽口。送風穴付近の焼け角度が水平から７.傾斜を測

る。３３８から３４０は紡錘車。石材はいずれも流紋岩製である。３４１は環状の石製品である。石材は凝灰岩製で

断面形は台形。
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⑦にぶい黄櫨色粘画土

⑧褐灰色粘賀土

⑨にぶい黄燈色粘質土

⑩》にぶい翼燈色粘質土

⑪灰黄褐色粘貿土

⑫灰黄褐色粘質土

⑱’浅黄撞色粘質土

⑭褐灰色粘貿土

⑮’灰褐色粘貿土

⑯膏灰色粘質土

⑰背灰色粘質土

⑱宵灰色粘貿土

遺物･炭化物･焼土粒･小腺含む。

遺物･操含む。

遺物･炭化物･焼土.褐色粘土粒含む。

１０YR3/２

１０YR4/４

１０YR3/３

１０YR5/４

１０YR4/４

１０YR5/３

１０YR5/３

１０YR5/４

１０YR4/４

１０YR6/３

１０YR5/１

１０YR7/４

１０YR6/４

１０YR5/２

１０YR6/２

１０YR8/3

7.5YR5/1

7.5YR5/２

５B5/１

５B5/１

５RB5/１

砂粒少量含む。

炭化物･砂粒少湿含む。
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Fig､８３３５区4層週構配固図、SKOO3～005.007.014実測図
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1因

④
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Ｆ M三Ｌ４０ｍＦ

SKO15

Ｈ 1i三L4nmH

SKO17

SKOO3①暗褐色粘閏土１０YR3/３
②照褐色粘閏土１０YR3/２
③褐灰色粘質土１０YR4/１
④灰寅褐色粘質土１０YR4/２

SKOO4①灰黄褐色粘貿土１０YR4/２
②福灰色粘閲土7.5YR4/１

SKOO5①灰菰褐色粘闘土１０YR4/２
②黒褐色粘聞土１０YR3/２

SKOO7①褐灰色粘閲土１０YR4/１
②灰菰褐色粘貿土１０YR4/２
③灰貿褐色粘閏土１０YR4/２
④にぶい函褐色粘質土１０YR4/３
⑤暗褐色粘質土１０YR3/３

SKO14①灰寅褐色粘閲土１０YR4/２
ＳKO１５①灰寅褐色粘闘土１０YR4/２
ＳKO１６①灰寅褐色粘質土１０YR4/２
ＳKO１７①灰寅褐色粘閲土１０YR4/２
ＳKO１９①暗褐色粘閏土１０YR3/３

②黒褐色粘貿土１０YR3/２
SDO1①灰薗褐色粘闘土１０YR4/２
②黒褐色粘閏土１０YR3/２

遺物少団含む。

遺物少屈含む。

遺物少困含む。

遺物少冠含む。

遺物少団含む。

遺物少困含む。

遺物含む。

過物少園含む。

』

Fig.8４ 35区SKO15～０１７．０１９，SDO1実測図

1にＺ４０ｍＧ，

SKO16

1i三ＬａＱｍｌ’

SKO19

H三L4pmJ.

SDO1

１ｍ

【３５区】(Fig.83-Fig.99）

調査区範囲は南北１０．２ｍ，東西に１２．７ｍで面澗１２９．５ITiを測る。最終的に調査を実施した面は、中世２面、

古代３面の合計５面を遺柵検出面として捉えている。調査は坂口圭太郎、森闘志が担当した。

柵SAO1(Fig.85）３４区で見られた掘立柱建物ＳＢＯ１と同じように－列しか確潔されていないが、土坑の規模、

柱痕から掘立柱建物の一部である可能性が高い。同一面で調査区内には対応する遺櫛が検出されていないため

北側に向かい伸びる遺櫛であろう。掘り方下端からは柱痕と考えられる小Ｐitが検出されている。

柵SAO１出土週物(342）４届から掘り込まれた遺構。調査段階では柵としているが、本来は掘立柱建物の列

であると考えられる。耐泉窯系間磁椀ＩＶ類で高台から体部の一部まで残存。内面底部にスタンプ（文様不明）

が施される。底部高台の畳付は紬掻き取り。

103



Ｒ

lｾＬ４血Ｌ, Ｍ B三匹４０，Ｍ

1口

ー 一

PitOO9

Ｉ

Ｓ

一一一一引
和０

SAO１

Ａ 'たＬ４ＣｈＡ

画
．

Ａ Ａ

PitO56 ⑱
二九仁

① ！

PitO35

lｾZ-4伽Ｓ

PitO49

PitOO7①灰黄褐色粘質土１０YR5/２週物含む。
②にぶい貢褐色粘質土１０YR4/３週物含む。
③暗褐色粘質土１０YR3/３

PitOO9①灰璽褐色粘質土１０YR4/２
PitO14①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
PitO33①灰黄褐色粘質土１０YR4/２

②灰黄褐色粘質土１０YR4/２週物少困含む。
③褐灰色粘質土１０YR4/１
④照褐色粘質±１０YR3/２

PitO35①灰黄褐色粘質土１０YR4/２

PitO43①褐灰色粘質±１０YR4/１
②灰褐色粘質土7.5YR4/２

PitO45①灰黄褐色粘貿土１０YR4/２遺物少団含む。
PitO49①灰菌褐色粘質土１０YR4/２
PitO56①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
ＳＡＯ１Ｐ１①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
ＳＡＯ１Ｐ２①照褐色粘質土１０YR3/２週物少囲含む。
ＳＡＯ１Ｐ３①灰両褐色粘質±１０YR4/２遺物少困含む。
ＳＡＯ１Ｐ４①灰寅褐色粘質土１０YR4/２

Fig.８５３５区PitOO7､009.014.033.035.043.045.049.056.SAO1実測図

H三Ｌ４ｐｍＫ・Ｌ
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PitO43

H三Z40mR，
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｡
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PitO33

PitOO7

H三Ｌ４ｐｍＮ， H三Z-40mo，



Fi98635区4屈下遺構配圃図、SKO23～026実測図
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SKO35‘PitO58

H三Ｌ』助nＮ,

SKO40

Fig,８７３５区SKO27～033.035.037.039.040,PitO58実測図
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SKO42

H=7.3町

PitO59

I仁7.3ｍ
Ｓ

こう‐二征二二

PitO60

』i三Z型QｍＴ

３
PitO62

M三Ｌ３ｐｍＵ

｡‘か｜④

ＰｉｔＯ６４

脂Z-30ｍＶ

PitO65

SKO23①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
②褐灰色粘貿土１０YR4/１

SKO24①灰黄褐色粘質土１０YR4/２

ＳKO２５①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
ＳKO２６①褐灰色粘質土１０YR4/１

②灰黄褐色粘質土１０YR4/２
ＳKO２７①灰黄褐色粘質土１０YR4/２

②にぶい黄褐色粘貿土１０YR4/３
SKO28①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
ＳKO２９①褐灰色粘質土

②黄灰色粘質土

③黄灰色粘質土
SKO30①褐灰色粘質土１０YR4/１
SKO31①灰黄褐色粘閲土１０YR4/２

②褐灰色粘質土１０YR4/１
SKO32①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
ＳKO３３①灰黄褐色粘閏土１０YR4/２

②褐灰色粘質土１０YR4/１
SKO35①褐灰色粘質土１０YR4/１

②灰黄褐色粘質土１０YR4/２
③褐灰色粘質土１０YR4/１
④灰黄褐色粘質土１０YR4/２

pitO58①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
②褐灰色粘閲土１０YR4/１
③褐灰色粘貿土１０YR4/１
④灰黄褐色粘閏土１０YR4/２
⑤褐灰色粘質土１０YR4/１
⑥黒褐色粘闘土１０YR3/２

ＳKO３７①褐灰色粘質土7.5YR4/１
SKO39①褐灰色粘質土７５YR4/１
SKO40①灰黄褐色粘貿土１０YR4/２

②褐灰色粘閏土１０YR4/１
SKO42①暗褐色粘質土１０YR3/３
SKO43①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
PilO59①灰黄褐色粘質土１０YR4/２

②にぶい黄褐色粘間土１０YR4/３
PitO60①暗褐色粘質土１０YR3/３
PilO62①黒褐色粘質土１０YR3/２

②灰黄褐色粘質土１０YR4/２
③灰黄褐色粘質土１０YR4/２

PilO64①灰黄褐色粘質土１０YR4/２
②黄灰色粘質土2.5Y4/１
③黄灰色粘閏土2.5Y4/１
④褐灰色粘質土１０YR4/１

pitO65①灰黄褐色粘閃土１０YR4/２
②灰黄褐色粘質土１０YR4/２

Fig.８８３５区ＳKO42.043.Pit059.060.062.064.065実測図

1０７

』ｾＬ３血０

SKO43

遺物少量含む。

遺物少量含む。
遺物少量含む。

遺物少量含む。

遺物含む

遺物少量含む。

遺物少量含む。

遺物少量含む。

遺物少量含む。

遺物少量含む。

遺物少量含む。

遺物少畠食む。

遺物少量含む。

遺物少室含む。

遺物少量含む。

遺物少量含む。

遺物含む。

遺物少量含む。



Fig.８９３５区5屈週櫛配置図、ＳKO45.046.048.049実測図
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1回

Fig.９０３５区SKO54～056.060.063.071～O73.078.079.083.084実測図
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SKO45

SKO46

SKO48

SKO49

SKO54

SKO55

SKO56

SKO60

SKO63

SKO71

SKO72

SKO73

SKO78

SKO79

SKO83

SKO84

H三ZJnmd

１ｋ①
弐一百-三世

①灰岡褐色枯質土
②賭灰質色枯質土
③褐灰色帖質±
①灰貿褐色粘質±
②凧褐色粘質土
③にぶい岡禍色粘質土
①暗脅灰色粘闘±
①褐灰色粘閥±
②灰貿褐色粘質±
③灰褐色粘質±

①灰岡褐色粘質土
②暗灰岡色粘貿土
①褐灰色粘聞土
①にぶい岡褐色粘貿土
①照禍色粘質土
②園褐色粘質土
①褐色粘質土
②暗聞灰色粘質土

①灰閲褐色粘間±
②にぶいin褐色粘質±
①褐灰色粘質±
②灰閃褐色粘貿±

③閉褐色粘貿±
④にぶい岡褐色粘貿±
⑤灰岡褐色粘質土
①にぶい閲褐色粘質土
②にぶいjIi褐色粘貿土
①にぶい褐色粘質±
②灰褐色粘間土
③灰岡褐色粘質±
④褐灰色粘聞土
①にぶい､褐色粘質土
②褐灰色粘閥土
①肌褐色粘貿土
②昭灰貿色粘貿土
③昭灰岡色粘間±
①灰褐色粘貿±

②にぶい褐色粘質±

③褐灰色粘質土

PitO80

10YR4/２

１０YR4/1

10YR4/2

10YR3/2

10YIW3

5BG3/1

10YR4/１

１０YR4/２

7.5YR4/２

１０YR4/2

2.5Y5/2

7.5YR4/１

１０YR4/３

１０YR3/２

１０YR3/3

10YR4/４

５８G3/１

１０YR4/２

１０YR4/３

１０YR4/１

１０YR4/３

１０YR3/３

１０YR5/４

１０YR4/２

１０YR5/３

１０YR4/3

7.5YR5/4

7.5YR6/2

10YR5/2

10YR5/１

１０YR4/３

１０YR4/１

2.5Y3/1

2.5Y5/2

2.5Y4/２

７‘5YR4/２

7.5YR5/４

7.5YR5/１

退物少量含む。

遺物少量含む。

遺物含む。

過物含む。

週物少屋含む。

奈色ブロック一部に含む。

オレンジ色ブロック多ｍ含

む。

週物少量含む。

園岡灰色ブロックを含む。

岡灰色ブロック､週物少、

含む｡

焼土･迫物少、含む。

炭化物少園含む。

灰色粘土ブロック混。
砂種少屋含む。

遺物少艮含む。

炭化物少園含む。

銭分含む。

鉄分･炭化物含む。

0 1口

SKO85①にぶい岡褐色粘質土１０YR5/４
②灰黄褐色帖貿土１０YR4/２週初含む。
③灰褐色帖貿土7.5YR4/２

ＳKO８７①にぶい閏褐色粘間±１０YR5/３遺物多凪含む。
SKO91①暗褐色粘貿土１０YR3/３オレンジ色土粒少国含む。
SKO92①灰褐色粘闘土7.5YR5/２蘭褐色帖質土ブロック泥。
②灰興褐色粘閥土１０YR5/２

③灰貿禍色粘闘±１０YR5/２

④にぶい岡褐色粘質土１０YR5/３

SKO95①褐色粘貿±7.5YR4/４炭化物多凪含む。

SKO96①褐灰色粘間±１０YR4/１炭化物含む。
②褐灰色粘閥土１０YR4/１詞褐色粘土ブロック粒少凪、

砂粒含む。

SKO97①褐色粘闘土１０YR4/４
②にぶい岡褐色粘間±１０YR4/３

③凧褐色粘質土１０YR3/２

ＳKO９９①禍灰色粘貿土１０YR6/１

②灰興褐色粘間±１０YR6/２鉄分多ｍ含む。

③褐灰色粘質土7.5YR5/１貢褐色粘土ブロック･鉄分混。
SK101①褐色粘質±１０YR4/４

②褐灰色粘閃±7.5YR4/１

③岡灰色粘質±１０BG5/１

④囲岡灰色粘質±５BG4/１オレンジ色ブロック含む。
SK107①禍灰色粘貿±１０YR4/１
②暗線灰色粘質土7.5GY4／

③柵色粘閲土１０YR4/４週物含む。

SK108①柵灰色粘質土１０YR4/１
SK111①にぶい褐色粘質±7.5YR5/４

②褐色粘質土7.5YR4/３炭化物･過物極少国含む。

③褐灰色粘質土7.5YR4/１良化物少、含む。

SK112①褐色粘貿土１０YR4/４

②褐色粘貿土１０YR4/４

③凧褐色粘闘±１０YR3/１

PilO80①にぶい両褐色粘間土１０YR4/３
②灰褐色粘闘土7,5YR4/２

Fig.９２３５区PitO80実測図

土坑SKO18出十遺物(343～350）ＳＡＯ１と同じく４層から掘り込まれた遺柵。遺栂の一部が姻杏区西側に

出る。３４３から３４９は土師器杯。体部は横ナデで口縁部の内外面付近は稜が残らないくらいにナデが施され

る。外面底部は糸切り痕が明瞭に残る。３５０のみ小型杯。

土坑SKO25出土遺物(351）４厨から掘り込まれている隅丸方形の遺櫛。遺物は、内面底部に中心に『肥」を

挟み、双方に双魚文がスタンプされる。底部高台の鎚付は紬掻き取り。龍泉窯系青磁ＩＶ類。

土坑SKO97出土週物(352）５掴から掘り込まれた週櫛。平面形は隅丸の方形。遺物は土師器杯。平底で底部

外面にはナデ卿整が施され、底部へラ切り。

土坑SKO46出士迩物(353）５闇から掘り込まれている週栂。平面形は桐円を呈する。出土迎物は、土師器短

頚壷。理大頚部は上位にあり、肩が張る器形を呈する。口縁は垂直に立ち上がり四角に成形される。底部は欠

損して不明だが、おそらく平底を呈していたと考えられる。

土坑ＳＫ９６出土週物(354）木製の鋤の先に取り付け、使用する鉄製品である。断面を観るとｒＹ』字を呈して

おり、鋤の先端部に被せ使用していたものと考えられる。

1１１
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土坑ＳＫ１２１(Fig.93）方形掘り込みを有する土坑墓である。調査段階で土坑として調査しているため本報告で

は土坑と表記している。遺構内には青磁椀と高台付盤、糸切り底を有する小皿が配画され、人骨が出土してい

るため土坑墓であろう。人骨は取り上げるには脆弱であり分析は行えていない。
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Fig.９３３５区6層遺棚配圃図、ＳＫ121.130実測図
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土坑ＳＫ１２１出土遺物(355～360）７届から掘り込まれている辿構。隅丸方形を呈する。週櫛内からは３５５

の青磁椀を始めとし、３５６から３６０の土師器杯、高台付き盤、糸切り皿が一括遺物として出土している。埋

土中からは人骨片も出土していたため土坑墓であったと見られる。宵磁椀は龍泉窯系背磁ＩＶ類で内面底部にス

タンプが押される。しかし、文椴等は不明。底部高台の畳付は紬掻き取り。

X＝55R6５ Ｘ二一5５８６５

X==55870 Ｘ=-55870

Ｈ=6-70ｍ
Ａ －

SK151

①
端②
一
③

１０YR4/２
１０YR4/３

１０YR3/２

土坑ＳＫ１５１(Fig.95）円形を呈する土坑である。土屈は水平堆積であり廃棄後は自然堆積したものである。出

士週物は無い。

０

Fig.９５３５区7層辿構配圃図、SK151実測図

①灰黄褐色粘質土
②にぶい黄褐色粘質土
③鼎褐色粘質土

週物含む。

砂質。

1回
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土坑ＳＫ１５８(Fi996）長方形を呈する土坑である。遺櫛内埋土からは古代の土師器・須恵器が廃棄された状態

で、まとまって出土している。

土坑ＳＫ１５８出土週物(361～363）９届から検出した遺柵。出土遺物は須恵器蓋、高台付き杯、土師器甑が出

土している。蓋はつまみが付き内面に受けを有している。器高はやや高い。杯は杯部が浅く口縁は緩く外反する。

高台はやや内に寄る。甑は鉢型で底部は欠損し不明。胴部中位に把手が付いていた箇所が見られる。

土坑ＳＫ１５９(Fig.96）楕円形を呈する土坑である。遺柵内埋土からは古代の土師器．須恵器が廃棄された状態

でまとまって出土している。

土坑ＳＫ１５９出土遺物(364～369）364367368は須恵器蓋でいずれもつまみが付き内面に受けを有す器形

である。367.368は外面にへう記号が施される。365.366は須恵器杯。高台は付かず、丸みを帯びる器形を

呈する。３６９は土師器甑。双方に把手を有し鉢型を呈する。底部は桟があったことが欠損部位から見て取れる。

鉄製品(370）刀子（鉄製）棒状に伸び片刃である。上部に柄状のリングが巡る。

土坑ＳＫ１６０出土遺物(371）９用から掘り込まれた遺栂。平面形は不定形を呈する。週物は土師器の杯。内外

面共横ナデで一部に磨きがかかる。口縁部は端部直下で直立し尖る。

溝ＳＤＯ２(Fig96）本調査区で最下層にあたる週櫛である。不定形ながらもＳＫ１５９により切られているが本来

は全長約８ｍ前後の潤である可能性が高い。

瀞
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Fig.９６３５区9屈週橘配圃図
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Fig.９７３５区SK158.159出土遺物実測図（361～370）Ｓ＝1/3,1/２
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満ＳＤＯ２出土週物(372-374）９層から掘り込まれ確認された遺構。平面形はやや不定形気味である。３７２は

須恵器の高台付き杯。高台は短く、底部はやや厚い。３７３は須恵器皿。精綴な横ナデが施され底部は平底で立

ち上がりは丸い。３７４は須恵質の紡錘車。断面は四角である。これら遺物の時期は８世紀後半頃と比定できる。
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包含層出土土器(375～382）３７５は須恵器蓋。端部はすべて打ち欠かれる。つまみ上部Iこへラ記号有り。
376～３７９は土師器杯。３７６は底部片で短い高台が付く。外底面にｒ川大』がへラ鶴きされる。３７７は高台の
付かない杯である。外面底部に「真□』とへラ密き有り。３７８も平底の底部Iこへラ鶴きが見られる。詳細は不
明。３７９は平底に『国□」とへラ醤き有り。３７７から３７９の土師器杯は外面底部から１枚の回転へラ削りが施
されるタイプの杯である。３８０は須恵質の紡錘車。断面は台形である。381.382は鉄製品で３８１は鉄識、３８２
は鉄躍である。鉄鍍は先端部が両刃で、中央部から基部にかけて長方形を呈している。鉄鍵は先端部は薄く両
刃で、基部は断面が方形を呈する。
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X=-55995

Ｘ=-55890

Ａ

Ｃ

①黄灰色粘質土
'②褐灰色粘質土

Hニス-30ｍＡ．

SK27

25Y4/１砂少困含む。
１０YR4/１

Ｈ三１２血Ｃ’

SK29

①)褐灰色粘質土１０YR4/１
②灰色粘質土５Y4/１

，

ｑＤ褐灰色粘質土7.5Y4/１週物含む。

；

Ｂ

Ｎ

；幸

(1)褐灰色粘質土１０YR4/７
②黄灰色粘質土2.5Y4/１

0

H三１３血Ｂ・

SK28

X三一55895

Ｘ=-55890

1師

催 一一一い

惟唖的Ｄ’

SDO2

０ 2回

上 Ⅲ－ｰ

Fig.１００３６区4層遺構配置図、SK27～29,SDO2実測図
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Fig.１０１３６区SD01.02出土遺物実測図（383～389）Ｓ＝1/３

384

３８６

匡Z二三ﾆﾗｸ３８９

【３６区】（Fi9100～Fig.108）

調査区の範囲は南北１１．０ｍ、東西に１２８ｍで面澗が140.8㎡を測る。最終的に畑査を実施した面は、中世

１面、古代２面の合計３面を週柵検出面として捉えている。調査は水野哲郎、米村大が担当した。

本調査区は浅い掘り込みを有する潤ＳＤＯ２が中央に位圃する。平面形態は不定形であり、おそらく地形の落

ちの部分と思われる。６胴卜面において３４区、３５区に見られるような方形土坑が多数検出される。しかし、

建物や柵と確麗されるものはない。

潮ＳＤＯ１（Fig.100）検出全長約９ｍあり、浅い掘り込みを有している。出土週物は古代の出土週物は土師器

が埋土中より出土している。週柵の時期は不明である。

溝ＳＤＯ１出十遭物（383）ＳＤＯ２を切って検出した澗。出土した遺物は土師器高台付き杯。体部は横ナデが施

される。体部より上は欠損している。

溝ＳＤＯ２（Fig.100）地形の落ち込みであると考えられるが、調査段階で洞と報告しているため澗と報告する。

上端、下端の差はほとんどなく、上端は短く立ち上がる。埋土中からは古代の須恵器・土師器が出土している。

溝ＳＤＯ２出士遭物（384～389）ＳＤＯ１に切られ検出した満。３８４から３８６は須恵器蓋。384.386は擬宝

珠が付き、３８７は天井部が窪むつまみが付く。３８５は天井部で強く内湾し端部で直立する。流れ込み過物と考

えられる。３８６は器高の低い蓋である。端部で短く直角に折れる。３８７は須恵器高台付き杯。388.389は土

師器杯。外面の底部から１枚の回転へラ削りが施されるタイプの杯。外面底部に「宜」「秋」とへラ惑きが施

される。
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①黄灰色粘閲土
②灰色粘質土
③暗灰黄色粘質土

2.5Y4/１やや砂闘。
5Y4/１やや砂質。
z5Y4/２やや砂賀。

Fig.１０２３６区5厨週櫛配圏図、SK32～34,36.37実測図

ＳＫ３６

①黄灰色粘質土2.5Y4/１

ＳＫ３７

①褐灰色粘質土１０YR4/１

H三Ｌ型、Ｇ・Ｈ－

やや砂質。炭化物少皿含む。

炭化物含む。

１０YR4/３
１０YR4/２
５Y4/１

1回

①にぶい黄褐色粘質土
②灰黄褐色粘質土
③灰色粘質土

SK33
SK32

此三Ｌ－ｌｍＬＩ,

SK34

①粘間土7.5YR5/１

''三Ｚ－Ｉ０ｍＨ，１－Ｇ－
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Fig.１０３３６区SK35.38～42、Pitll～１３実測図

~

10YR4/２週物少亜含む。
１０YR4/１週物含む。
7.5YR4/１週物含む。
2.5Y4/１
１０YR4/１
１０YR4/１
５Y4/１
１０YR4/1
10YR4/2
2.5Y4/1
7.5YR4/１週物少廻含む。
2.5Y4/2
7.5Y5/１炭化物を少湿含む。
2.5Y5/２

一

SK39①灰黄褐色粘劉土
②褐灰色粘質土
③褐灰色粘質土

SK40①黄灰色粘質土
SK41①褐灰色粘質土
②褐灰色粘質土
③灰色粘闘土

SK42①褐灰色粘貿土
Pitll①灰黄褐色粘質土
Pitl2①黄灰色粘質土
Pitl3①褐灰色粘質土
②暗灰黄色粘貿土

SK35①灰色粘質土
②暗灰黄褐色粘質土

1回

SK38

些血Ｋ HEZJ9mLLＫ Ｌ

SK35

Pitl3

SK40

=三;三二
Ａ

SK39

H=7.1ｍ 睦J血Ｎ

Ｈ=7.20ｍ

Ｎ

１１三Ｌ１血Ａ

SK42

Pitll

０，

SK41

Ⅱ三Ｌ２血０．

》
一
一
臣

⑨

Ｏ

Ａ。
､三Ｌ20皿Ｐ，

Pitl2

こＺ

A，



SXO１

四
四
局
咽
州
翼；

ＳＸ６１

ｲヂ目、

》
⑫

SX60
一一一グ

SX56

X三雪55890

SX53

試料

１Ｗ

Ｘ=-55885

Ｘ=＝熊RqO

Ｘ三一s醜8５

ｓｏ鱗ｊＯ

ｃ鍬｡鱗｡､〈

ＳＸ６６

Ｃ

醤

Ｒ－

蕊。
SX55

℃ひ”
OPitI6

c:《‘。

SK65

岬

やや砂質。

やや砂闘。
砂貿。

砂閃。

卿
幸

①黒褐色粘質土砂質±。
②黒褐色粘質土砂質土少湿混。

123

H三Ｌ２血Ｒ・

SK49

０

①黄灰色粘質土
②灰色粘質土
③灰色粘質土
④灰色粘質土

SK46

2.5Y4/１

５Y4/１

５Y5/１

５Y4/１

Fig.１０４３６区6層遮構配画図、ＳK46.49実測図

Ｓ一 M三ＬｌｐｍＳ。

1口
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冒三':,’達当力｡‘畦三グ‘“三/： １０cｍ0

差 一

(呈〆
参二・

Ｗ 402

０ 20ｃｍ

、

一 員一

403０ 10cｍ

ー 一

Fig.１０５３６区SK３５．５１，Pitl5出土過物実測図（390～403）Ｓ＝1/3,1/４

土坑ＳＫ３５出十週物(390～401）５届から掘り込まれている遺構。３９０から３９８は土師器杯。器壁は薄く

緩やかに外反し端部は尖る。体部は横ナデ、底部は糸切り底。３９９から４０１は小型杯。器壁は薄く緩やかに

端部は尖る。体部は横ナデ、底部は糸切り底。９世紀の遺物である。

Pitl5出十週物(402）６層より掘り込まれた遺柵。出土週物は４０２のみで土師質の移動式耐。器形は門形で

焚口の鍔部が良好な状態で残っている。前面には指によるナデと指頭圧痕が残る。

土坑ＳＫ５１出十適物(403）６層より掘り込まれた週櫛。週物は土師器片が出土しているが、器租まで分かる

資料はない。４０３は輪の羽口である。先端部の焼けた部分の装着角度は８°と考えられる。
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包含届出十週物(404～４１８）４０４は須恵器杯。４０５は須恵器で器稚不明であるが､胴部片{こへラ沓き文字有り。

406は土師器高台付き杯。４０７から４０９は土師器杯。外面底部より１枚回転へラ削りが入るタイプの杯。外

底面にへう醤き文字が施される。４０７は底面{こへラ書き文字が見られるが、意味不明。４０８は「大』が一文字

確認される、二文字以上へラ密きされている可能性大。４０９は意味不明である。

円面硯(４１０．４１１２）個体出土している。いずれも、包含届からの出土である。４１０はほぼ完形品にて出土して

おり、体部中位に長澗円形の透かしをもつ。４１１土器の残存率は悪く、堤部から方形の透かしの入る脚部が残

存している。

鉄襲(４１２）鉄製で基部が円筒状になり先端は薄い。刃部は薄作りであったためか残っておらず不明である。柄

の装着部は基部辺が鋼びて不明瞭。

L‐‐言剖

Fig.１０６３６区出土遺物実測図（404～４１２）Ｓ＝1/3,1/４
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４１１

ヘ ヒニグ：
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ｵ』

(０m
0７
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1２５

更ー一
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Fig.１０７３６区出土遺物実測図（413～418）Ｓ＝1/３

ｌ
Ⅱ
’
一

デー‐ー、
グー

Ｉ

Ｊ

Ｏ

鰯の羽口(413～４１８）羽口の残存率の良いものが多数出土している。羽口のタイプは一見して２タイプに分

類することができる。円筒形状で先端部と基部での太さの差が大差ないもの(413.415.417)。基部が大きく外

に広がりその結果、内部の送風口が基部で大きく開くもの(414.416.418)。どちらのタイプも先端部が良く焼

けており円筒状の筒型羽口が７°から８．の装珊傾斜と推定されるのに対して、基部が大きく広がるタイプは燃焼

部の焼成具合で角度を見ることは出来なかった。

H三Ｌ１血ＳＰ

WＷ１
巴

一卜型皇

Fig.１０８３６区±層断面図

0

6Ａ１
＝一

7Ａ３
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１０YR4/４辿物･炭化物･磯含む。
１０YR4/２週物.暗含む。
7.5Y5/１

7.5Y4/１－部鉄による変色有り。
１～5ｍｍ程度の砂。

2.5Y6/２シルト斑､柔らかな粘土。

褐色砂質土

褐色粘賀土
灰色砂喋屈

灰色砂屑

１１Ｂ灰色粘ナ層

NＰ

6Ａ１

７Ａ３

１０Ａ

１０Ｂ



宮地小畑這跡

這物観察表



Im別

６１ＳＫＯ３

６２ＳＫＯ３

６３ＳＫＯ３

６４ＳＫＯ３

６５ＳＫＯ３

器種

画,１１Ｊ隈十地点

暦｜注肥

６届

Ｎｏ１９

７屑

６層No.15,12

5,6暦

７暦

凋制(Cｍ】
澗剛 識騨

１２８

底径･ll湿大胴怪ｌ器高
(7-6）３．２

口径'｜底径ｌ鼠大胴径Ｉ器高

(１５２）１１５８．８

１７７７．５

１９．１４３

１１０6.4～

〔１２．７（８８）４．１

１１，０5,6～

(30.8）（１３２）１１．９

６．６４１２．６

１０６１０．７～

１４．８１３０２１

４６～

（6‘6｝２３～
〔7.0）１７～

外面 内面

赤褐5YR4/６赤禍5YR4/６

赤掲2.5YR4/6にぶい赤褐5YR5/４
掴5YR6/８恒5YR6/８
にぶい侭7.5YR7/４にぶい樋7.5YR7/４
にぷい黄根10YR7/３にぶい菰幌10YR7/３
黒１０YR2/１黒１０YR2/１
にぷい樋5YR6/4、

にぶい侭5YR6/４
灰掲5YR5/２

灰N6/０，灰N4/０灰臼Ｎ７/Ｏ

にぶい樋7.5YR7/３にぶい役７５YR7/３

にぷい橿7.5YR7/４にぶい役７５YR7/４
灰5Y5/1､灰5Y7/１灰5Y7/１
にぶい黄侭l0YR6/４にぶい黄樋10YR6/４
↓こぶい黄1EIOYR7/４にぶい菰佃１０YR7/４

楯7.5YR7/６樋7.5YR6/６
樋5YR6/８浅寅掻１０YR8/４

浅黄捜１０YR8暦浅寅恨１０YR8/４
燈7.5YR7/６侭7.5YR7/６

にぷい斑樋１０YR7/４恒７５YR6/６

樋5YR6/8,明赤褐2.5YR5/６樋5YR6/８

樋5YR7/8.浅測恨７５YR8/４個5YR7/8,洩興侭7.5YR8掴
灰白5Y7/１にぶい禍７５YR5/３

灰N4/０灰N4/Ｏ

燈7.5YR6/６横7.5YR6/６

明掲7.5YR5/６明掲7.5YR5/６
オリーブ黒5Y3/2,灰N4/０灰N4/Ｏ

灰5Y6/１灰白Ｎ７/０

灰7.5Y4/１灰白7,5Y7/１

灰N5/０，踊灰N3/０灰5Y4/１

にぷいla5YR7/4、
にぶい樋5YR7/４

にぶい黄掴１０YR7/３
樋5YR6/6,にぶい霞燈

にぶい黄概１０YR7/４
１０YR7/４

恒7.5YR7/６榎7.5YR7/６

浅黄撞l0YR8鯉浅黄但１０YR8“

跡
幌
蓋
椀

握
諦
秘
幽
》
皿
製
皿
皿
皿
皿
皿
杯
杯
杯
率
皿
皿
幅
掴
製
聖
杯
杯
杯
皿

Ｎ０尾，

砺
銅
率
顕
銅

隔
暦

１１１侭

８【0） １３～

０８～

０９～

３．３

３．８

３．９

ｉ４‘８

０．９～

０８～

３６～

４．６

８６～

9.1～

４５

３，５

1.9～

０８～

杯

杯

甑(擬）

甑(桟）

重

杯

托

【５７１原
〕
贋
』

醤

層 ００】

3,7明赤

脂

偲
僑
闇

６
６
６

１３４

【１１７）

【1１４１

１０３

５．９

(７４）

(7.7）

１２１

hl53）

(7.4〕

NＯ１２

(10.21

(11.6）

(20.0）

１７．２

１４．０

１２．２

層
届
届
閣

５
７
７
６

７０

７．４

(6.21
個8１

５２ＳＫＯ３須哩腿杯

S３ＳＫＯ３鋼思器杯

６４ＳＫＯ３須恩器皿

６５ＳＫＯ３釧皿器皿

６６ＳＫＯ３須辿器提湖

６７ＳＫＯ３綱忠器聖

６８ＳＫＯ３士師器杯

２３

４．１

４５～

色四法湿に、】出土地点

肩一Ｆ言屈
4屑

週物

番号

司儒

碗

２９区土器観察表

|蕊|鵜|”
４ＳＤＯ４土師路

５ＳＤＯ４土師器

６ＳＤＯ４土師器

７ＳＤＯ４土師器

８ＳＤＯ４須忠器

ｇＳＤＯ４須思器

１ＯＳＤ０４瓦質士別
１１ＳＤＯ４土師潔
１４ＳＫ１０須廼塁

１５ＳＫ３１土師器
１６土師器

１７土師器
１８土師認

１９土師鵠
２０土師器

２１土師器

２２土師器

２３ＳＫ４５土師認
２４Pit41須思器

２５s､０５須瓢器

２６s､０５土師雛

２７ＳＤＯ５土師器

２８ＳＤＯ６須哩器

２９s､０６須恩器

３０ＳＤＯ６鋼思舘

３１ＳＤＯ６須班鴎

３２土師聡

３３土師器

３４土師藷

３５土師篭

３０区土器観察表

|蕊|鵜|‘卿
４２ＳＫＯ３須胆器

４３ＳＫＯ３土師器

４４ＳＫ２１土師器

４５ＳＫ２１±師器

４６須思器

４７土師器

４８土師腿

３１区土器観察表

|瀧|鶴|"'１
５３ＳＫＯ１鋼胆器

５４ＳＫＯ１須哩器

５５ＳＫＯ１須迦器

５６ＳＫＯ１土師器

５７ＳＫＯ１土踊器

５９ＳＫＯ３須皿器

６０ＳＫＯ３鋼胆器

鴎

’

捌迦

外面 内面口径

(12.0】 恒7.5YR7/６

明赤禍2.5YR5/８

明赤禍5YR5/６

明赤禍5YR5/８

灰白7.5Y7ハ

にぶいMi5YR7科

IH25YR6/8､樋7.5YR7/６

曙７－５ＹＲ７ﾉ６

画.1Ｊ

(１４２）（２

旧２５YR5/８

認釧に、】

(13.11（７５４児

明赤裡5YR5/６

明赤禍5YR5/８

灰白7.5Y7/１

にぷいIfi5YR7/４

楢７．５YR7/６

No.３

N0.13

Nｏ９２

Ｎｏ２

器澗

９．５

【12.2）７．７

、

Nｏ６ｇ

Ｎｏ９

仔
杯
皿
皿
製
涜
杯

（１１６）（７６〉

１１１．９）８０

１４０１１．５

（１４‘6）【11.5】

（８９）

No.７１〈28.0）

No.３１（１２７】７４

底径｜最大胴径｜器高

(9.2）３．９

(７８〕３．９

(11.3）１６

１１．５２３

１２‘2～

２．５

(８０）３．８

梱別
内面口径

(１３９１

(１２７】

〔１４３）

１３‘８

(41.2）

(154】

(129】

３．９灰N6/０灰白5Ｗ/1

3.9灰白１０Y8/1灰匡10YW1

１６浅菰2.5Y7/４浅就2.5Y7/４

２３慣７５YR6/６樋7.5YR6/6

12,2～槌7.5YR6/６にぶい批樋１０YR7/４

２．５緑灰１０GY6/１緑灰7.5GY5/１

３．８灰7.5Y6/１灰5Y6/１

５９灰7.5Y6/１灰白7.5Y7/１

４２灰7.5Y5/１灰7.5Y5/１

３．２灰白N7/０灰白Ｎ７／

２２灰白Ｎ７/０灰臼Ｎ７/０

灰画2.5Y7/２
１８灰黄２５Y7/２

にぶい菰lR10YR7/4

17.7～灰１０Y5/１灰１０Y5/１

８‘3～灰7.5Y6/１灰5Y6/１

３０にぶい樋7.5YR刀３にぶい掴7.5YR7/４

外面



(天井)へラ紀号

へラ宙き『状女Ｉ

(外底)へラ闘邑口星」

糸切り埴し

梱ナデ

lIilｿ･デ

壁1主
麹
霜
一
一
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅷ
狸
幅
応
而
鳩
哩
加
創
狸
露
誤
霞
妬
訂
記
調
調
訓
詑
調
弘
調

内器面

箆削り､ナデ

ナデ

りけデ､ｰヂ

欄ナデ

』ハナデ

(杯邸内)桐ナデ

５桑綴目

Ⅲナデ
櫛ナデ

ナデ

職ナデ霊割リ

ナデ､刷毛巨

槻アデ

帆ナデ
ナデ

ナデ

ナデ

ルけデ
側ナデ

隅ナデ

外喜面

箆調リ､ナデ、

範ナデ､損ナデ

篭則り､ナデ

イハナデ､箆削り

側ナデ趣ナデ､昂削り

侭ナデ

(存部外)回転毘局りり

ナデ

撹ナデ

削り､偶ナデ
ナデ､回転箆削り

鵬ナデ､刷毛目

娯ナデ

蕊則り､ナデ

横ナデ
幌ナデ

佃ナデ

側ナデ､回帳風削り

回帳箆削り
Ijiナデ､ナデ､蕊削り

欄ナデ､刷毛目、
重削り

極
一
癖

内底面

腿則り､ツデ壷
認

一
一
《
喧
砿
雌
立

》
州
榊
砕
幽

霊
恥
碑石

翼柄

輪状つまみ

(外底)黒色､貼付醐台

貼付高台

焼き歪み

(肉外)剥離蚤

棚ゾデ

回転篭削り

瞬郡外)回転蕊削り、
ナデ

糸切り誼し
帆ナデ

回艦箆削り

樹ナデ

毘剛リナデ

槻ナデ

ナデ

回航腿削り

回娠館削リ

ナデ

ナデ

ァデ、

箆朗リナデ
ナデ

柵ナデ

ナデ

鯉』郁内)槻ナデ

ロ曇

璽i罰･砂i血

蕊辱･砂粒

石英･異母
輝石･砂粒

石英･砂粒
石英，角閃石

石英･長冨
阿閃石･霊母･砂粒･挿色酸化粒

石英･刈閃石･塁弓･赤色酸化粒
霊辱･砂粒

砂泣
石英･腿石，鮒閃石･雲母，
赤色般化粒

石英･艮石･雲母
魂母･砂は

長石･角閃石

石英･長石

石英･需母･診埜
砂位

砂粒

霊母

砂桓

石英長石‘砂泣･赤至潅化種

石英･長石

刈閃石‘脚石，雲母･砂粒

角閃石･砂粒･赤色酸化粒

回転節則り

腿削リ

ナデ

ナデ溺毛巨
胴ナデ

隅ナデ
ナデ

ナデ

ナゲ

大さ

か

認
詞
剥
柳
柳

へ
ｒ
－
１
－

１
き
き
皆
き
ぎ

認
蓋
竪
謹
豊
智

ロ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

ー
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

ナデ

ナデ

箆剛リナデ
ナデ

記手貼付

へラ霊さ胤女」

ヘラ圏き
(天井,言然碓回転更削り､ナデ

箆削り､偶ナデ
欄ナデ､平行叩き、
刷毛目

恨ナデ､捲子目叩き．
平行叩き

慣ナデ

範削り､ナデ

ナデ

回転認則り､ナデ

回砺箆朋リ､損ナデ

脳ナデ

槻ナデ､平行叩き

帆ーデ

ナデ

ナデ

(□寒内)自然淫

(ロ録外自然雅

へラ響き'億

へラ窃さ『秋女ｌ

へラ得さ｢秋｜
へラ省き

綱ナデ

回侭箆削り､ナデ

回帳箆削リ
ナデ

隅ナプ

ナデ

ノデ

ナデ

鮒響

1２９

外器面｜

Ⅲナデ､蕊削り

碧陣
率
鋸
竜
娼
“
幅
拓
幻
姻

順ナデナデ

外碧面，Ｉ内園面

損ナデ､回転蕊刷り鯛ナデ

回転箆溺リ､横ナデ柵ナデ､腰き

ナデ琵刷リ

ナデ徳削り

回転箆削り､棚ナデ回転腿削り､偶ナデ

槻ナデ柵ナデ

Ｆ部外)ナデ【抑部内ナデ

外底面 内底面

一
旬

泣
母
麹
祁
石

》
嬬
密
密
率
蛎
塞

稀
如
率
砕
石

蕊

長石･揮石

郵石･罰母･赤色酸化粒

塵石･砂腫

塁石･鈎閃石･霊母･毒色酸化粒

刈閃石多刷･憲雪･赤色酸化粒

砂粒

長石，輝石

長石･角閃石･輝冨･霊母

長石･湧石

長石･騨石

砂粒

石英

砂担

偲宕･重言

咽ナデ

槻ナデ

糸切り､榎城圧圃

(内外)赤色馴料

ＰＣ･テ

回鱈箆削り、
回艦糸切り､ナデ

識部外槻ナデ

棚ナデ

(隣部内)ナデ

冠則り

畏石･騨石･赤色酸化垣 蒜三顧科須訴
匡塁輝付弱

婚憾

鋤
鋸
宙
塞
弱
鎚
諌
弱
印
団
匪
露
騨
鴎
妬
”
閉

偶ナ隅ナデ

開幽璽１

Ijiブデ 襟
癖
一
瞬

デ

諏手貼付

隅ナテ．

綱ナデ

損ナデ

ナデ刷毛目重信ル

槻ナデ

イハナデ

柵ナデ

伽ナデ

Ⅲナデ

Ⅲナデ

Ililナデ

側ナデ

同心円又当て具疫、
ナデ

蝋ナデ

Ｍ１ナデ

貼付高台

沈鋸1垂

露切り蝋

手持ち麺削り.棚ナテ

槙ナデ

桜ナデ

ナデ､笥毛目

回転蕊削り､蝦ナデ

横ナデ

帆ナデ､篤削り

剛ナデ､箆則り

槻ナデ､毘削り

禍ナデ

帆ナデ

掘目､悩ナデ、
満面庄痕

平行叩き､
慨ナデ

橘ナデ

回転鹿削り､ナデ

柵ナデ､ナデ

回鰭毘ロリナデ

棚ナデ 咽ナデ

〈内外)認付繭

擬宝途つま必

欄ナデ

Ｉハナァ

ｌＮナデ

棚ナデ

胎土

倒電

個溶踏土 ’

賠土



4/０

ｌｐ７５ＹＲ７/６

にぷい批応１０YR7/４

出土地点

層一Ｆ涯罷闘鶏|”
６９ＳＫＯ３土節晋

７０ＳＫＯ３土壷窒

７１ＳＫＯ３土節器

７２ＳＫＯ３土師美

７３ＳＫＯ３土師器

７４ＳＫＯ３土師巽

７５ＳＫＯ３±屍呈

７６ＳＫＯ３±壷冨

７７ＳＫＯ３圭師墨

７８ＳＫＯ３土師器

７９ＳＫＯ３土師器

８０ＳＫＯ３±gﾗ垂

８１ＳＫＯ３±房塁

８２ＳＫＯ６土師巽

８３ＳＫＯ７±院器

８４ＳＫＯ９土師器

８５ＳＫ１０±師淫

８６ＳＫ１１土師塁

８７ＳＫ１１土師巽

８８ＳＫ１５±毒害

８９ＳＫ１５土第器

321ﾇ土器観察表

|蕊|雛|識，
９９ＳＫ１１±壷塁

１００ＳＫ１８須迩塁

１０１ＳＫ１８須恵器

１０２ＳＫ１９須恵諾

１０３ＳＫ１９須恵器

Ｉ０４ＳＫ２０須恵塁

１０５ＳＫ２１須恵善

１０６ＳＫ２ｉ須恵筆

１０７ＳＫ２Ｉ須迦器

法型(cｍ】 色胴
;劉詔 囲棚

溜台付杯

底径Ｉ最大嗣隠ｌ圃高
５．９４４

(６１３９

(5.6）３．７

(6‘8）４．２

８０５．１

(８２）７０

７９６‘９

６０～

１０，４～

１０‘7～

１５，２～

１２１～

１７５～

５９～

１３５～

８３

７．０４‘０

６９

７．２

５９３．３

７．０６１

No.I鹿

聖墜
１２４

(１２７１

(１２８】

外面 副禰

杯

杯

杯

杯

杯

間台付

にぶい赤把5YR5ﾉ４

世7.5YR6/６

イm5YR6/６

にぶい樋5YR6/zI

lnI5YR7/６

にぶい135YR6/４

担5YR6/８．謡１０R5/６

爵毒調２５ＹＲａ８瞳7.5YR7ﾉ６

にぶい繭lalOYR7/４

にぶい批lmlOYR7/４

にぶい柵7.5YR6八１

掴5YR6/６

にぷい樋７５YR6/６

役7.5YR6/６

Ia5YR7/６

Mi5YR7/６

樋5YR6/６

根5YR6/８

謂赤掴２５YR5/8､恒
７５ＹＲＷ６

にぷい関I210YR7/４

にぶいjiIlnlOYR7/４

にぶい州mlOYR6/４

Ｎｏ７８

Ｎｏ､7５

噸白２．５Ｗ/１

【1２ １
１
１

８
０
５
【1５１０１

にぶい旋梱１０YR6ﾉ３
８１～にぶい繭lalOYR6/３掴歴１０ＹＲ５/１

岬 【１４

凋台付杯

鉢

璽

Ｎ、.Ⅸ０ １４５

【１４０

(２６３】

１３(１

狸 NC‘7７｛26.3

Ⅲ砂層No.33,34、（25.6）
６８

狸（25,5）

里（３１２】

鉢7,9爵（16.6）

狸ＮＣ３，５（28‘O〕

鉢Ｎｏｌ〈181

杯Ｎｏｌｌ４ｏ

卿ＮＯ２１５３

鉢Ｎｏ４１７１

杯Ｎｏｌｇｌ２２

腕No.７１４．２）

授寅２５YR7/３

にぶい閃IglOYR6“

朗読栂5YR5ﾉ８

樋7.5YR6/6

にぷい栂７５YR7/４

にぶい繭樋１０YR7/４
朗赤棚２５YR5/８

世75YR6/6.閉原細2.5YR51a
論ｓ２５ＹＩＷ８

恒5YR6/8､明赤氾5YR5/８

信7.5YR7個鴎篇櫓2.5YR5/６

にぶぃ郷燈１０YR7/２

にぶい武侭１０YR7/３

樋7.5YR6/６

鴎赤褐5YR5/８

浅飼2,5Y7/３

III5YR6/８

にぶい蘭lmlOYR7/β
鴎赤調2.5YR5/８

明赤禍5YR5/８

lm5YR6/８

にぶい樋７５ⅥＷＷ：
鴎課３２５YR5ﾉ６

にぷぃ鮒栂１０ＹＲ刀３

漉岡ｌｎｌＯＹＲ８/４ 洩閃橘１０YR8/４

lG5YR6/８

闘士地点

肩一Ｆ＝

法堕に、］ 色鯛
種厭 膳:&糊Ｉ

１１腸

口授Ｉ底径ｌ最大靭侵１画高
【１３６（６４）４．１

卜

外面 内面

杯

杯
亘
迩
繭
菰
菖
諏高

Im5YR6ﾉ８

灰白ＮＷＯ

灰白１０Y7/１

掴5YR776

灰白Ｎ７/０

灰白１０Y7ﾉ１

ＹＨ或HRIGjH；

No.４１６
角

●

○

一
屯 ､酉

(15.31

【13,81

Ｍ‘０

９９

(11.5】

1.9

１７

２．６

２０

４２

４６

１１７～

６[0

Ｎ･‘４

No.1２

間灰5ＰＥ6/１ 灰Ｎ６ノ０

灰5Y6/１

オリーブルA10Y3/１

灰１０Y6ﾉ１

灰白5Y7/１

灰棚７５YR4/２

灰１０Y6/１NF胃８ 弧０

３６

台付杯週 No.１３１２．４１《７６】 '四Ｎ

諸竺毒

灰卜Ｉ

差測Iと、】

4/０

色胴

にぶい災描１０YR7“

127‘5YR7ﾉ６

１§７５YR7/６

灰闘i810YR副２

にぶい侭7.5YR7/４

樋7.5YR6/6

137.5YR7/６

にぶげ咽７５YR7狸

にぶいINllB10YR7/４

7.Ｆ 閥灰２．５Y6/１

１４～にぶいlＲ７５ＹＲｱﾉ４６０

1０８ トチン

1０９

１１０

１１１

トチン

トチン

トチン

6.4～

6‘O～

２７～

圃凹

悔
杯
幅
杯
獅
柵
獅
獅
柊 １０９）（５Ｅ

外画型亙
3.3

28

3.0

1.2～

1.5～

３９

２．３～

駒両

チン １０．７～｣

口径

(１２０】

【１２０】

【１１１１

灰岡2.5Y7/2､(一部)樋
１５

５YR6/８

５３～

2.6にぶい測佃I0YR6/４にぶい茂樋１０YR7/４

１１上

圏租

ハマ

タコ
ハマ

脈甜

ｉＭ

ｉｌ屑 狸蝿調 No.４５

３３区土器観察表

藷|鶏|函
１２０損厘豊

口硬

(１２９】

外面

I375YR7/６

lD75YR7/６

１EI75YR7/６

灰閃細10YR6/２

にぶいmImlOYR7/４

ln7d5YR6/６

ln5YR6/６

【１１．３】

内面
種別

底径｜昌大飼園
(6‘3）

【６４）

(6.2）

【6‘O）

５４

５８

５５

色頂
種別

庭径,||豊大I刑艮||画高
(８７）″ 踊貿細１０YR6/２

３４区土器観察表

|霊|鵜|・”
Ｉ２１ＳＫＯ５±誘蓋

１２２ＳＫＯ５土謙屋

１２３ＳＫＯ５±扉器

１２４ＳＫＯ５士爵器

１２５ＳＫＯ５±詞冨

１２６ＳＫＯ５±扉器

１２７ＳＫＯ５±罰塁

１２８ＳＫＯ５土葬票

１２９ＳＫＯ５÷蓋塞

一
小
両

日
ｒ
ｈ 『郎簡調１０YR5/２

出生地員

眉Ｉ裟記
Ｎｏ９４

ＮＱ７９

Ｎｏ６０

ＮＱ６

Ｎｏ３３

Ｎｏ､56‘７３．
８１

No.９９

Ｎｏｌｌ６

Ｎｏ３０

法嗣【Ｅｍ】



‘掘酬圧侭

謬腫

角閃石･砂噛

詮腫

噴ナテ

蝋ナテ

蝋ナラ

遡陛 鋤
霊
雨

麺
汚

円畷面

唄ナデナデ

損ナデ

蝋ナデ

猟ナデ

イハナデ

棚･デ

側ナデ

ナデ､剛毛目

ナデ.隠則リ

ナデ､樋則り

僧･デ､毘購リ

ナデ風則り

I畑･デ風n1リ

ナデ

魁則り

（端･デ

楓･デ.施鵬色

ナデ

ナデ

禍ナデ

側ナデ

外底面

ナデ

目薩更ロリ

回鰭露則り

回砿箆削り

回競飽＃'1'ノ

ナデ

ツーデ

外圏面

Ⅸナデ

偶ナデ､回砺蕊創り

慣ナデ.箆刷り

横ナデ､師リリ

１Nナデ､蝿刷り

｜ﾊ･デ

Ⅲナデ

風則り､ナデ

ナデ､瑚毛目

ナデ､罵毛冒

禍ナヲ､刷毛目

ナデ､剛毛目

Ⅲナデ､鋤リリ

箆則り

刷毛目

蝋ナデ､麓削り

脳ナデ.図冊達

毘nリリ､ナデ

麓ﾛﾘﾘ

鵬･テ

ｌ剛宇

畏石･珂石

長石･原書

畏石･扉石･雷勇

長石･劉母

厘石･脚石

畏石，輝石

疑石輝石･甥野

良富･角閃石

角閃石多■

角閃石多凪･霊露･赤色酸化位

長石･角閃石･弱犀赤色陵1噸

角閃石多皿･畏石･翌母・
淵色酸化位

長石･町閃石･師石･霊母

石英･風石

長石角閃石･罰母･扉色醒化遍

長石･卿閃石･輝石

長石･角閃石･霊男

長石･角閃石･隠母

長石･角閃石･霊母

角閃石･悟母･流色悶化泣

摂石･輝石,流色臆化粒

楓ナデ

１２５

１２６

１２７

１２８

iｐＱ

７1０

１
へ
色
勾
ｏ
４
４
員
》
《
○
７
【
ロ
Ｑ
》
八
Ｕ
ぐ
６
『
匡
句
》
４
貝
〕
Ｒ
〕
７
口
】
Ｏ
羊

７
学
Ｉ
Ｔ
Ｊ
予
Ｊ
字
』
写
』
７
Ｔ
ｒ
弓
Ｉ
ロ
】
《
ロ
ロ
〕
負
〕
〔
ロ
ロ
》
口
】
ｎ
ｏ
、
。
Ｒ
】

デ
テ
テ
デ
デ

賑
紗
雌
ナ
蹄

Ｉ
１
１
Ｉ

(口翻内)蝿付砿

〈内)煤付蔚

貼付簡酋､焼き亜勿
貼付凝台

【分班付遍.典睡

隣)似付繭か

【ロ細内)蝋付澗

デ
さ
デ
デ
汚
ヂ

ナ
認
ナ
ナ
棚
一
Ｊ

更刷り

箆鵬芭

臣削り

屋則り

ナデ

ナデ

【内外)蒜色加別

(外)川斑

(外卿肌斑

(内外)赤色馴将､一部に
縁付近に踊さ亜み
貼付高台

慣ナデ

隅ナデ

慣ｿ･デ

Ⅲナデ

嶋ﾅ･ヂ

喝睡

|Mナヲ

唄壁 函
詣
西
畑
佃
唾
噸
皿
噸
価
か
畑
畑
、
、
雌
帽
岬
噸

飼盟

鰐 篭
型溺陛睡建

網ナデ

脇削り､槻ナテ

剛リリ､{ﾊﾌヂ

風1Wリ.1Nナデ

閲伽り.1Mナデ

菰則り､偶ナテ

蕊則り､蝋ナテ

蕊削りｌ剛･テ

蕊ﾛﾘﾘ､偶･テ

ナデ､洲研圧倒

ナデ

匙蛎恥阿進

澗ナヲ箆同弧

柵ナデ

｜ハナテ

．'ハナデ

欄アデ

枇ナデ

慣ナテ

Ⅲナデ

Ｉlけ了

興石･螺石･園母

長石･師石

長石1臆石･角閃石

畏石･脚石

艮石珂石･jYl閃石

長石･凝石

長石･瓦石

長石･野冒

長石･川間石‘罫石

砂粒

擬宝珠つまみ

(天井)へラ麗号
かえり騨瓜ね臆き僅

陛付風台

貼付凋台

貼付凋台

郵
郵
郡
押
拝
拝

咽ナデ

磁器化

磁窒化､詰

淘塞化

Ｉ

ナデ

糸切り離し､ナァ

糸切り誌し

腰

躯顛匡凝画ナデ

ナデ

布圧側､･デ

11砂デ､唾陥り

ナヲ

1３１

(中央)飢賎前に穿孔

'天井1ヘフ記９長石輝石･旅色酸化粒

Ｚ

1腸鴬

ナデ１N

鯛堅 麹
霊
一
伽

｜内厨面
咽ナヲ

外圃面

偶ナデ

外展面

手持ち箆則$』

週劉

董量
”１

長石騒石･織色腿化粒 (厩)ヘラ肥医

外底面

糸切り画し

糸切り離し

糸切り回し

糸切り悪し

糸切り灯し

糸切り蔭し

糸切り剛し

外開面

欄ナデ､回帳癖ﾘ$診

回偏閲ﾊﾘﾘ､ナデ

帆ナデ

側ﾅデ

偶ナデ

柵ナデ

ルけデ

Ⅲナデ

１Ｍゾ｡？

|睡陣

錘
弄

ナデ 1２

塾jI副△１回|に

ナデ

ナデ

ナプ

更削りヅ･丁

胤ナヲ

｛Iけテ

ｲﾊﾅﾂ』

欄ナデ

棚ナデ

砂泣

砂粒

砂泣

箆石･忍母･赤色嗣化漣

長石･厨母

謡母･祁色、化粒

長石･罰母

輝石･詞珂,赤色殿化位

砂粒

飴土

倒考

佃電

脳土’

飴土

壁土

鯛考



３３

３１４

３．３

３４区士器観察表

巽瀧迩刷
１３０ＳＫＯ５土扉呈

１３１ＳＫＯｐ±窮塁

１３２ＳＫＯ５土師器

１３３ＳＫＯ５土師器

１３４ＳＫＯ５土師器

１３５ＳＫＯ５土境豊

１３６ＳＫＯ５二院認

１３７ＳＫＯ５±篇塁

１３８ＳＫＯ５土扉冨

１３９ＳＫＯ５土飼蕊

ｉ４０ＳＫＯ５土廃語

Ｉ４１ＳＫＯ５土節冨

ｌ４２ＳＫＯ５土蔀塞

１４３ＳＫＯ５土師器

１４４ＳＫＯ５土師塁

Ｉ４５ＳＫＯ５±罰塁

ｉ４６ＳＫＯ５±誘震

ｉ４７ＳＫＯ５±扇屋

１４８ＳＫＯ５±衝器

１４９ＳＫＯ５土師鴎

１５０ＳＫＯ５土勇罵

１５１ＳＫＯ５土謬喜

１５２ＳＫＯ５土葬豊

Ｉ５３ＳＫＯ５土毎憲

Ｉ５４ＳＫＯ５土師屋

１５５ＳＫＯ５±扉篭

１５６ＳＫＯ５土節器

ｉ５７ＳＫＯ５土師器

１５８ＳＫＯ５土師塁

Ｉ５９ＳＫＯ５土師謡

ｉ６０ＳＫＯ５±帰塁

１６１ＳＫＯ５±露墓

１６２ＳＫＯ５±壷呈

l63SK12磯
１６５ＳＫ１５土師器

１６６ＳＫ１５土街闇

１６７ＳＫ１５土罰麗

１６８ＳＫ１５±廃器

１６９ＳＫ１５土扇麗

ｉ７０ＳＫ１５土雨冨

１７１ＳＫ１５圭閉墨

Ｉ７２ＳＫ１５土鐸冨

Ｉ７３ＳＫ１５土師器

Ｉ７４ＳＫ１６損思騒

１７５ＳＫ１６須哩農

１７６ＳＫ１６須恵塁

Ｉ７７ＳＫ１６須恵塁

Ｉ７８ＳＫ１６須恵器

ｌ７９ＳＫ１６須恩器

１８０ＳＫ１６須恵器

１８１ＳＫ１６須恵豊

１８２ＳＫ１６須恵翌

１８３ＳＫ１６須恵麗

１８４ＳＫ１６須憩農

１８５ＳＫ１６須思墨

１８６ＳＫ１６須恵塁

１８７ＳＫ１６痢葱器

『
｛
一
一
『

９
０
つ
』
。
】
８

１
１
１
１
１
０
《
Ｕ
ｎ
Ｕ

出土地隠

圃Ｉ注厘
No.１０１

Ｎｏ５３

ＮＱ１１５

Ｎｏ３

Ｎｏ､８．９，２１

躍踊『fｍ１ 色飼
墨程種別

１底径｜最大闘侵１厘高
【６２）３８

D5YR刀６

口僅

１１５１

１１１

(1１３１

１０５

１１．１

７．８

７，４

(8.81

外面 邸YＴ

杯

仔

僻

杯

杯

杯

杯

杯

小型杯

小型杯

小型杯

小型杯

小型１頁

小蝋杯

小豆杯

小蜜祁

小型杯

小国杯

小型杯

小型杯

小型杯

小型杯

小豆杯

小型勝

小型幅

1m75YR7ﾉ５ 榎７５YR7/６

段７５YR7/６

にぷい黄lmlOYR刀４

にぶい侭7.5YR7/４

KI75YR7/６

にぶい漁Mi75YR6縄

lQ5YR7/６

にぶい貝侭I0YR774

厩N5ﾉO
EE10Y6/１

讃、 鼻Ｉ ＩＷ５ＹＲ刀６

【5‘8１

５５

５１

３２

３６

４１

Ⅲ7.5ＹＲ刀６

ＮＯ１噂(０．

lR5YR6/８ 冊sYRFWI；

旧7.5YR7/６

la5YR6/６
灰褐７５YR4煙

lp75YR7/６

In5YR6ﾉ６

m5YR776

m75YR6/６

Im75YR7/６

１m5YiW8

にぶいmlm10YR7/４
１W6YR7/６

l275YR7沿

侭7.5YR刀６

侭７５YR7/６

la5YR6/６
戻編７５YIW2

Iこぶいlm75YR刀４

にふい世７５YiW4

I25YR6/６

慢7.5YR6/６

樋7.5YR7/６

ｌ２５ＹＲ７７８

侭7.5YR7/６

個7.5YR7/６

役７５YR7/６

擾７５YR6'６

個７５YR7/６

掴5VRｱﾉ６

m7.5YR7/６

冊7.5YR6/６

１EI5YR7/６

ｌｇ７５ＹＲ７/６

にぶい127.5YR7腿

１３２

NｏｌＯ

ｌＯ６１

5，

０７
【１０．８】５尺 ３鷹

ＮＯ２０

Ｎｏｌ２１

Ｎｏ８ａ８７

ＮＯ７２

Ｎｏ２９

Ｎｏ８４

Ｎｏ２

Ｎｏ９８

Ｎｏ２４

Ｎｏ９３

Ｎｏ９３

Ｎｏｌ２６

Ｎｏｌ４５

Ｎｏ‘54,57,
58

Ｎo‘３８

Ｎｏ８０

Ｎｏ６７

ＮＯ３６

Ｎｏ,１１４

３
０
１
２
３
３
４

５
６
３
３
３
３
３

１

１

『
』
０
６
５
４
３
６
５

１
１
２
２
２
２
２

６．６

(６７ｊ

(6.9ｊ

(6.8】

(6,4】

６．７

６．８

６７

６５

灰N4/０

く ５ ２７

９
－
ｐ
３
６
６
３
４
２
１
６
３

白
１
伯
凸
●
＆

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１

２７

２６

２６

１７～

1.2～

2‘６

２７

１１～

0.7～

燈７５YR7ﾉ6.褐灰7.5YR5ﾉ１

咽7.5YR7お

にふい櫓7.5YR774

侭7.5YR7/6

棚７５YR6/６

にぶいjYI樋10YR7ﾉ3､棚
５YR7/６

Ｉｍ７５ＹＲ刀６

に,ずいlm75YR6ﾉ４

根

高仔4.5露Ｎｏａ8６１０３

(6‘8〕

『６８】

須思麗

員思墨

【7.0）

６．３

(6.6）

16.6）

７．０

187,5YR5/２1.2F‐灰 5YR刀６咽

０４３

一
『
『

９
７
０
９

【
ｍ
Ｕ
【
Ⅲ
〕
ｎ
ｕ

lm5YR6/6

1-,3.ﾛ､如師OYR7/Z1

Im5YR6/６

l25YR7/６

イa5YR776

侭5ＹｉＷ６

にぶい黄Iq10YR7ﾉｮ

にぷい旧7.5YR7/４

l15YR7/６

l25YR6/６

に郵噸７５YR7ﾉ４

１g5YR7/６

小型I￥

Ｎ

NOI8Hg 目
樹
●

小型杯

小型卯

小型杯

小型杯

小型卿

３２

3.5にぶい

Nｏ１２９

Ｎｏ８７

３ 師 １８～１，７

８４

にぶい髄

1８８

１８９

１９０

灰N5/Ｏ

閉灰批2.5V5/２

灰N6/Ｏ

にぶい栂7.5YR6ﾉ３
庚白2.5Y7n

E1オリーブ灰2.5GY7/‘

0胴リーブ灰2.5GY7／

灰N5/Ｏ

受７５Y6伽

Nｏ８８

Ｉｓ１０ＹＲ７ﾉ２

小型卿

にぶい災m10YR7/4、

開赤擢5YR5/８

Ｍ17.5Y刀６

にぶいiIilmlOYR7/３

洲灰2.5YIW1

ERN5/Ｏ

灰白N刀０

錠Ｎ５/０

３ ６

小型杯 N砺牽 ３４

耐鉢 ７？～

３６

器 杯

杯

Ｗ

Ｗ

府

1Ｗ

NＯ５ａ５７

Ｎｏ４７

(1３４１

１２０

【１３０】

１２９）

１２．２

杯No.４９

ｍNo.２４

蕊ＮＣ‘95,105

恩ＮＣＢ１

画’､2扇

面５闇No.２

面Ｎ０８４

通１ＲＷＮｏ７８

函１，２，３
厨

薗Ｎｏｌ２８

匿ＮＣ’３９

画１蔚

壷

図No.１３９

杯

1F１，２，３Ｎｏ６５
間

５
６
７
５
６

０
●
■

３
３
３
３
３

灰白7.5Y7/１

『鋤im10YR8/4

,7.5YR7/６

朗読82.5YR5ﾉ６
にぶい侭7.5YR774

浅貫２５Y8ﾉ3.嗣諾福5YR5/８

灰白7.5Y7/１

浅測R10YR8/４

侭7.5YR7/６

嗣稀禍2.5YR5ﾉ６
にぶい瞳７５YWWと

洩侭2.5Y8ﾉ3.閉赤禍5YR5ﾉ８

NＯ３４

Ｎｏ５４

弱鯉

卿 No.３６【12.4）（7.1

Ｍ

侭lR10YR7ﾉ２

3.0

３７

３．７

４５

３．８

４５

６．２

４１～

Ｌｌ

１７５

１６．０

１５６

１２９

(１２０】

(１２，０】

(13.9）

１７５

自蔦

にぶい創但10YR7/４

露謡85YR5/８

但7.5Y刀６

弧7.5Y2/１

灰赤2.5ＹＩＷ２

灰N5/Ｏ

灰白N刀０

辰Ｎ５/０

!『 No.３８【１４．４〕【７．６

１５

２．Ｃ

2．２

２．２

２．９

１９

２３

SK15

SK15

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

SK16

１３４

１５２１

１５２１

１３９

１４５

１７．３

(16.5】

【１５．２１７０

(13.9）５８

３５

R､７

Ｉ０Ｙ５ハ蔀1Ｒ、 ｐや

灰N4/Ｏ

灰臼5Ｗ/１

灰白5Ｗﾉ１

灰N5/０ 頭REyO

灰N4/Ｏ

灰5Y釘１

灰白5Ｗ/１

灰１０Y6/１

灰N5/０

灰iii25Y6/２

灰N訂Ｏ

にぶい;８７５YR6眉
灰Ｓ２５Ｙ７/１

明オリーブ灰2.5GY7/１

明オリーブ灰2.5GY7/１

灰7.5Y6/１

灰７５Y6パ



亨
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ

ア
ナ
ア
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

欄
隅
唄
隅
棚
Ⅲ
憎
峨
仙
悩
悩
仙
隅
隅

掴目６瀬.型侭系謝勢

黙切り庵し

糸切り瞳し

糸切り蔵し

糸切り隠し

糸切り謡し

坐切り殿し

炎切り耐し

糸切り耐し

糸切り施し

糸切り霞し

糸切り甑し

糸切り殿し

糸切り照し

胴圃 鋤
耀
而
圃
唖
噸
剛
厩
唖
唖
唖
噸
叩
慨
唖

獅
一
順
僻
順
順
僻
岬
締
癖
伸
縮
縮
峠
岬
解
吟
僻
咋
蛎
研
峰

内庇団

帆ナプ

側ナプ

側ナァ

Ⅲｿ･デ

側ナデ

Ⅲナラ

Iりけ･デ

隅ナヲ

Mけ予

慣ナデ

鳩ナァ

胴ナァ

咽丁丁,

内圏面

ｌハナデ

ljiナデ

イハナデ

Ｕけデ

ｌハナデ

・Ijqナデ

｜スナ亨

例ナデ

イヌナデ

横ナヲ

償ナデ

偶ナデ

IiI丁デ

偶ナデ

蝋アデ

慣ナデ

償ナデ

槙ナデ

慣ナデ

隅ナデ

損ナデ

隅ナデ

冊ナデ

偶ナデ

隅ナデ

偶ナデ

旧･デ

欄ナデ

槻ナデ

棚ナデ

棚ナデ

柵ナデ

｛妬･デ

例ナデ､捌目

帆テデ

縦ナデ

慣ナデ

損ナデ

隅ナデ

外底面

糸則り随し

糸切り離し

糸切り離し

糸切り離し

糸切り腿し

糸切り座し

糸切り篭し

糸切り霞し

糸切り潅し

不閉

糸切り潅し

糸切り離し

糸切り潅し

糸切り詮し

糸切り通し

系切り霞し

糸切り麹し

糸切り適し

当煙り慰し

熟切り還し

砂腫

躍母･砂位

砂粒

長石･矧母

砂脇

劉母･砂位

師岡石･蹄石･罰母

雲母

砂腫

砂粒

霊母赤色腫化脳

砂粒

砂瞳･赤色酸化腫

砂泣

砂粒

診喧

砂腫

廓石･雰母

毎石･獄尋

砂壇

砂噛

長石･野石･製母

製石･踊喜･稀色股化糎

鰐石･園露

畷冨侭辱

黒石･霊母

癖石･霊母

長石･鳳石

長石･短石･震珂･稀色酸化粒

煎石

延石･劉母

鼠母

同母

長石･砂位

砂粒

石英‘長石鱈霊母

石英･罰尋

長石･揮冨･赤色漣化位

角閃石多厘･罵毎

石英･長石

置昂

石英･長石･厨母･示色眼化粒

石英･角閃冒･寓母

慢石･輝石

倶石･疎石

長石･照石

長石･卿石

長石‘師石

長石･侮石

畏石･輝石

艮石･排石

長石｡仰石

長石･師石

艮石･脚石

長石･腕石

長石輝石，流色悶化位

長石･砂粒

長石･刈閃石'砂位

霊母･砂粒

砂腫

ｌＨ ナテ

柵･デ､･デ

柵プア

帆ナデ

ルけ･デゾデ

(脚邸内】脇刷り

4３

γ
テ
デ
デ
ァ
デ

十
Ｊ
＋
グ
季
牟
傘
ｊ
十
Ｊ
唖
互

姉
刈
㈹
川
蝿
凡
蛤
、
歯
川
園

１
＃
、
１
１
Ｉ
●
Ｉ
。

“
妬
柘
々
娼
狛
釦
副
鑓
弱
弘
弱
弱
訂
鑓
弱
印
刷
唾
鑓
錨

１
．
１
１
１
１
．
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

槻ナデ回転麗凡り

りけデ

咽ナデ

棚ナデ

嘱了デ

掴ナデ

帆ナデ

慣ナデ

桐ナデ

棚ナデ

１Nナデ

Ｉハナデ

１Nナデ

副閉り､偶ナヂ

lﾙ･デ､郵謹刷り

偶ナデ､回振箆削り

樹･デ､回膿圃削り

１Ｍナデ

隅ナデ

損･デ､回掘箆則り

欄ナデ至姻さ

回煽凝則り.１Nナヲ

』バアデ回臆認蹴り

回賑圃則り､側ナテ

禍ナヲ､回騰飽削り

棚ナデ‘回転毘削り

偶ナデ､回賑箆則り

|jけデ､回砿睡削り

｜ハナデ.随削り

棚ナヲ､回9湖rlりり

脳･デ､回#郡削リ

ルけデ､回賑飽iWlり

Ⅱけデ､剛砺rl1lリ

伽･デ､回賑lMMﾘﾘﾘ

|jけ７．回賑箆則り

槻ナデ

Ⅲノデ

Ⅲナデ

欄ナデ

（体部外)側ナヲ
回跨舗nＷ

〈口服上郡)自然砿

つまみ

つまみ

|噸卿つ談み

1WﾛRnつ萩必

'1W蹴町‘つ誤み

側宝1‘iつ韻必

〈侭)ヘラ肥号、
<内)火羅状胤跡

晩さ止み

火捌秋風跡

(内鰹)ヘラ妃珂鴎付濡台

別８

1３３

配削り.ナヲ １Ｍｿ･デ

手持ち蘭削り

手怖ち認削り､ナデ

手拍ち風削り雷ナヲ

亭}りち塵則り

（鱒部外)側ナデ

手謝ち更刷り‘ナァ

手持ち犀則り

詞§ち煙刷り

学}準醗リリ.･テ

手持ち篭剃り.ナデ

詩毒蕊廟リナデ

手絢ち隠刷り

季満ち語閉り

Ijiｿ‘ デ

汚
癖
帳
癖
蝿
癖
浮

'６７

１６８

１６９

１７０

(内外〕稀色miI料

(内外〕赤色』､科

(内外)諒色馴科

【舟賎】叫銅御薗掴
(内外静色閲刷
口撤閣外)蝋側瞳

1Kナデ､回瞳箆刷り

偶ナデ.罵畷途

偶ナデ

ナテ

鵬ｿ‘デ､ナデ

ナデ柵ナデ

槻ナデ､ナデ

ナデ､偶ナデ

枇ナデ､ナデ

Ⅲナデ.ナデ

枇ｿ,デ､ナデ

伽ナデ､ｿ･デ

｛ﾊﾅヂ､ナデ

｜ﾊ･テ､ナデ

イハナデ､ナデ

・側ナデ､･デ

イハナデ

脳ナデ

Ｉﾊ･デ

｜ﾊ･デ

（体蔀内)ljiナデ

1７１

１７２

１７３

１７４

１７５

１７６

１７７

１７８

１７９

１８０

１８１

１８２

１８３

１８４

１８５

i８６

Ｉ８７

１８８

Ｉ８９

ＩｇＯ

(外瓜刺

内川士腿.貼付濡名

脳士 (鵬



協
藷
菌
盗
亦 ８０

(８４１

９７

灰N6/０

灰髄2.5Y6/２

灰白5Y7/１

にぶいMi75YR7/４

灰臼Ｎ７ﾉＯ

灰N5/Ｏ

灰N5/Ｏ

灰黄2.5Y6/２

灰白2.5YR7/１

出土地点

眉ｌ注肥

ＮｏｌｌＧ

法凪(c､】 画iｇ

狸別 封!Ｉ

1.7【i４．５１

口径１底径Ｉ侭大用掻Ｉ器高

(２３１）１２．２１１．０

爾而外面

藍灰２５Y5ﾉ１高仰 穏灰面２５Y5/２

1３４

'四

燈7.5YR7ﾉ6,
6.1

灰黄2.5Ｗ/２

４．６黄灰2.5Y5/1､閑赤禍5YR5/６
掘灰5YR4/１

I92SK16須思器高台付杯Ｎｏｌ４９１６．０９．７

１９３ＳＫ１６須思雷高台付杯1,2屑（i3-O〉７．６

i94SK16蕊剛婁扇合付祁鳴５ （12.3〉（7.6

195SKi6須恩塁糾６膳賂脇２Ｑ０Ｉ３ｉ
ｌ９６ＳＫ１６須班器唾１２．９１１１
１９７ＳＫ１６士願望拝１２．３９．９

にぶい恒7.5YR7/４

着辰2.5Y6/１

６１５８1７

渦７５YR5/３ 灰７．５Y5/１【7.6】

１３２

１１０

９‘９

(6.91

4.3にぶい

灰N6/０

灰N6ﾉＯ

浅黄榎iOYR8ﾉ３

にぶい役7.5YR774､榎5YR6/６

但5YR7/６

にぶい黄憧10YR7鯉

にぶい寅慢１０YR7鯉

ｉ６‘３

２２

３９

灰N5/Ｏ

灰N5/Ｏ

灰白10YR8/２

ぃ樫７５YR7/4哩捜5YR6ﾉ６

１９５

１９６

i97

198

199

200

201

202

203

204

205

206

2０７

２０８

２０９

２１０

２１１

２１２

２１３

２１４

２１５

２１６

２１７

２１８

２１９

２２０

２２１

２２２

２２３

２２４

２２５

２２６

２２７

２２８

２２９

２３０

２３１

２３２

２３３

２３４

２３５

２３６

２３７

２３８

２３９

２４０

'４１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
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６
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８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
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１
１
１
１
１
１
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．
１
１
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｋ
Ｋ
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Ｋ
Ｋ
Ｋ
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Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
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Ｋ
Ｋ
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Ｋ
Ｋ
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Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

塁
器
緊
憲
器
葛
篭
墨
喜
器
塁
緊
器
器
麗
農
麗
謡
器
器
器
器
器
器
器
留
器
器
器
開
器
巽
器
罷
器
器
器
麗
闇

思
廻
廊
厨
蘭
街
騨
詞
錦
萄
騨
踊
師
師
師
師
節
師
師
師
師
師
師
恩
皿
恩
恵
瓜
思
恩
恵
恩
恩
恵
恩
哩
思
恩
恵

須
須
士
士
・
二
土
主
士
土
土
士
士
士
士
士
士
土
土
土
土
土
士
土
須
須
鋼
須
鯛
須
須
須
須
須
須
須
謂
須
調
須

1.6にぶい

Ｉｓ７５ＹＲ刀６

杯 【1２ 諭 ３１にぷ

(14.4】

１４．９

１５．２

【16.41

(１５．０】

(６６】

５８

６０

(7－０１

７
１
Ｃ
］

３
４
３

慣5YR7ﾉ６

にぶい武担10YR774

1目７５YR7/6､提5YR6/６

杯
杯
杯
郡
師
杯
杯
杯
杯

５屑

Ｎｏ２０

Ｎｏｌｌｌ

４､7眉

１用No.７

燈７５YR6仏

b雷樋l0YR7湖 にぷＬ1黄唱１０YR774４３にぶ［

にぶい黄捜１０YR7ﾉ４

震茜橿ＩＯＹＲ８ﾉ３(５９】

(5.51

７，３

８．１

７８

７１

｝
袴
再
｛
一
門

２
２
８
３
７
１
３
９
９
６
９
８
７
１
８
９
３
６
６

■
●
６
■
。
●

０
■
◆
■
ｄ

凸
Ⅱ

４
３
３
４
４
６
１
０
６
３
４
４
０
８
５
０
２
１
２

１

渓両授IOYR8だ

簡台何杯

高台付府

、

2.6～

6.2

1.9

燈7.5YR刀６隅７５YR7/６【Ｉ 鍬４】

No.33,35、〔17.7）存
４８

杯（１９１】

杯No.5６１６．８

高台制勝』為’８０
不明

不明

高台付腺Ｎｏｌ３７１９．３

杯４間（12.3）

高台付杯ＮＣ‘2０（11.7】

高台付杯No.1８１３．０

狸５個ＮＣ‘82,131（２７９）

片口帥ＮＣ,４０（２２６】

杯ＮＣ‘１１５‘６

慢5YR6/８ 恒5YR6/８

にぷい糧7.5YR6/４
にぷい糧２５YR6/４

浅黄慣10YR8“

にぶい怪7.5YR6/４

損5YR6/６

担7.5YR6/６

握5YR6/８

榎5YR6/８

にぶい黄損10YR7/５
明赤禍7q5YR5/６

担7.5YR7/６

浅黄燈10YR8ﾉ３

榎7.5YR6/６

赤禍5YR4/６

灰N5/０

灰白Ｎ７/０

暖7.5YR6/６

浅黄樋10YR8ﾉ３

にぶい慣7.5YR6/４

１E5YR6/６

燈5YR7/６

燈5YR6/８

榎5YR6/８

にぶい賀lalOYR7/３
明赤禍7.5YR5/６

僅7.5YR7/ala5YR7/６

浅黄|瓢OYR8/３

個7.5YR6/６

赤禍5ＹｉＷ６

灰N5/Ｏ

灰白Ｎ７/０

９５

(7.2】

(６９１

6/１

4.8麗
葱
闘
掻

6m １８．７

１４‘５

１６．６

にぶい黄噴１０YR7郷

掻2.5YR6ﾉ5,役７５YR7/６

蔽灰2.5Y5/１即7,5Y6/１

灰N6/０

灰黄2.5Y6/２

灰N5/O

にぶい憧７５YR7/４

灰N6/０

灰N6/Ｏ

灰N4/Ｏ

にぶい褐7.5YR6喝

にぶい糧7.5YR7/３

灰N6/０

灰白Ｎ７/０

SK18

SK18

SK18

SK18

SK18

SK18

2.0灰繭

(17.8】

(17.1ｊ

１７．５

１７．９

１７－８

喝
無
帽
妬
〃
妃

２
２
２
２
２
２

産

１６‘３

(16,41

(１６２】

(17,21

１１．４

６
６
１
４
Ｏ
１
２

ｐ
０
■
６
■
‐

２
３
３
３
４
４
６

３４区土器観察表

|篭蕊'1噸
１９１ＳＫ１６狼、差

土
詫

８
５
１
８
６

６
６
７
６
６

Ｉ

2.91杯 【Ｉ

高台付杯 [１６．６】

『

１
６
０
１
５

９２
３
３
４
３

灰黄福10YR5/２

にぶい黄但10YR7/４

にぶい但7.5YR6/４

にぶい黄l210YR7/３
にぶい恒7.5yR6/４
にぷい樋7.5YR7“

灰N6/０

灰N6幻

付杯 １３.Ｃ ７ ３ ４．1翫昌

８．５

８．０

１１.（

【1２．２

１１．２

４．１

５５

４９

‘1喝

４．．１

No.７

にぶい

;､45N贋/１灰5Ｙ

杯

高台付杯

祁

拝

杯

１４１

１４０

【1４２１

１３８

灰N5/０

灰5Y6/１

黄灰2.5YR5/１

糧７５YR刀６

にぶい橿7,5YR6“

にぶい損7.5YR7必

にぶい橿7.5YR7解

灰N5/o

iglOYR4/２

掴７５ＹＲ刀４

隈5YR7/6,椙5YR6/６

須阻

槌7.5YR776

Ig75YR6/6､恒2.5YR6/８

樗7.5yR7/６

顎ざ

|剛Ｉ

１Ｍ

提７５YR7/６

１量7.5YR6応､恒2.5YR6妃

憧7.5YR776
にぷぃ費橿１０YR7ﾉ３

須思里

須思塁

±師駕

土師器

土踊駕

土碕冨

±踊器

堅
鱒
僻
杯
郁
郁
杯

(１１０】

６．７

７．２

(6.2）

【13.2】

１４．５

ｍ‘5）

４．０にぶい橿7.5YR6煙

堀

【14.5）７．９

瞳5YR刀６

6】､8）（6‘

1臆 ５７」

にぶい撞７５YR5歴

３３開赤椙2.5YR5/８恒２５YR6クムワＲＫ１８÷筋謡

翠
一
雷
駕
碧
麗
緊
黒
誼

弱
罰
錫
騨
雰
一
釦

士
士
士
士
土
士

/ａ電7.5YR7ﾉ６



認母･珍種

石英･長石･角閃石･砂脳

石英

砂腫

石英･診泣

石英･長石･雲母

石英･長石

優石‘詞母･赤色酸化瞳

赤色腿化粒多騒

石英･阿閃石･赤色憩化位

角閃石多ｍ,赤色酸化粒多、
石英，塁母

君母多里･石夷･具石

長石

要冨･雷石･雲弓

長石･藻冨

長石･霞石

長石･潔石

長書･郵石

蝿石･隷色酸化粒

長石‘角閃石･輝石

良石，輝石

長石･璽石

畏石･赤色塵化腫

長石･耳石･蒜色崖化腫

長石･寓石

長石･郵石

長石

長石･罷石

長石･窪石

長石･握盲

石英･畏石･旅色酸化位

砂粒

冨母多匝･長石･角同石

倶石･砂泣

綴母多凧･石英･長石･角閃石

緊母多附･刈閃石,赤色椴化伽

長石･砂腫

石英･畏石･珍種

雪母多風･石英･長石厚角閃石

雲母多凪･石英･長石･角閃石
毒色酸化垣

石英･長石･診泣

砂腫

石英･長石･雲母

遷

誇
搾
蛎
”
汚
毒
諏
享
’

１
１
１
損
項
宗
ナ

マ
ー
ノ

剛８

朔陣
鋤
濡
一
画
煙
唾
呼

内底面

【巽謹内川Nナデ

横ナデ､ナヲ

淵ナデナデ

橘ナデ.ナデ

り
リ
リ
リ
リ
Ｊ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
，
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
卿
”
卿
畑
山
脚
Ｗ
細
細
鋼
池
畑

極
》
喉
崎
濡
濡
評
》
誇
娠
渉
謝
》
》
》
》
》
》
》
》
》
峠
汚
》
》
吟
》
儒
鋤
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
解
跨
》
跨
癖
癖
帰
峨
癖
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》

リ
リ

削

胴
ナ

紳
妙
”
酎
雛
・
丁
月
貝
員
脚
唱
憎
槻
綱
畷
鵬
帆
間
槻
慨
嘆
慣
旧
桐

膨
噴
澗
唄
慣
偶
慣
禍
偶
恨

’
１
１
１
１
帆
１
ｔ
１
１

謡需
柵ナデ

外底面

『騨記外哨ナア

手持ち箆削り

回転箆則り

手捲ち重削り､ナデ

手闘ら蕊ﾖ1リブγ

手諏ち臣削り勤･了

手嘉ら蕊割リププ

手持ち鹿削り､ナァ

綱プデ､回陥圃削り

回転箆Wリリ

回振箆則り

胴ナデ､回罷諏1リ

ョ騒蔓則り

回臆箆削り

郵毒則り

伺臆斑刷り

回匠胞削り､ナフ

回砿飽削り

回転運削り

同壁直削り

貢監房剃り

手絢ち毘朝り､ﾂ･丁

回賎箆蛎リ

手持ち更削り

照邑理必

(内応)ヘラ腿号
貼付潟台

(外羅)ヘラ腿号
階付遜色

(内応)ヘラ肥号
貼付高台

沈認握手

やや晩き重み

石英･角勇石･砂瞳

砂粒･赤色強化位

長石雷砂腫

砂種

砂吐

長書･診粒

石英･角翼石･謬随

石英･長石･忌母

砂粒

劉母･砂粒

石英,垂母

石英･長石

石英長石･赤色塵化臓

冨英･畏石･赤色瞳化植

石登･雲屋･砂粒

1Nツ･子

蝋ナデ

槻ナデ

欄ナデ

Ｉスナデ

Ｉハナデ

棚･デ

柵ナデ

似ナデ

欄ナデ

帆ナデ

、ナヲ

胤ナデ

槻ナデ

Ｉﾊ･デ

ィハナデ

･側ナデ

ナデ

欄ナデ

ナデ､蕊畷き

’(妙子

ｌハナデ

|師‘デ毘則り

ナデ

ナデ

償ナデ

偶ナデアテ

禍ナデ､ナテ

鵬ナプ.ツ，デ

テナ
デ
ー
テ
デ
デ
デ
デ
デ
デ

毒
跨
捧
綜
瞬
岬
紺
儲
端

闘 １９Ｅ

１９６

１９７

１９６

１９ｇ

２０Ｃ

２０１

２０２

２０２

へっ濁色I掻捌

へフ開園

(内外>ｿM付漕

ナヂ

1３５

ﾙﾕ ６OＥ

2，６暦ナチ

1Ｎ

属
〕
可
ｒ
ｐ
〕
。
》
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｉ
ク
』
句
。
月
『
贋
〕
【
。
７
０
内
。
。
》
ｎ
Ｕ
ｑ
Ｉ
同
色
『
。
刈
珊
属
》
伺
○
字
’
ロ
〕
。
》
ｎ
Ｕ
－
１
８
ワ
』
『
。
、
“
．
属
】
《
ｂ
子
Ｉ
ロ
〕
（
〕
〕
ｎ
》
Ｕ
０
１
ワ
』
句
】
刃
叩
属
》
《
ｂ
・
了
〃

ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
曇
八
Ｖ
ｎ
Ｕ
Ｑ
ｌ
ｑ
ｌ
ｑ
－
ｌ
勺
Ｉ
９
１
０
１
１
１
０
１
１
１
ロ
ー
内
〆
』
ワ
』
向
昼
ワ
』
ワ
』
、
唇
ワ
』
つ
』
ワ
』
内
〆
』
『
。
『
。
【
。
⑤
、
〕
句
〕
《
。
ｑ
〕
令
。
《
。
『
○
八
斗
八
『
烈
鞘
列
叩
・
乱
靴
幻
必
Ａ
舛
夕
“

内
〆
』
ク
』
ｎ
尾
内
グ
』
穴
乙
ワ
』
《
唇
ワ
』
内
便
内
〆
岸
り
』
内
〆
一
ワ
』
つ
』
ク
』
ワ
』
ワ
に
ク
』
つ
』
内
〆
』
ワ
』
《
〆
』
内
〆
』
ワ
』
ワ
』
句
昼
ｎ
こ
つ
昌
句
戸
』
ク
』
内
〆
』
ウ
』
ク
』
姉
〆
』
⑥
昼
、
〆
阜
内
〆
』
冗
〆
》
内
色
（
〆
』
同
色
〈
と

略

ア
テ
諦
誇
渉
鍔
需
誇
嬬
誇
蹄

噴
損
ナ
ナ
Ｆ
１
１
１
１
１

へフ閏１９

ヘラ殴琶

(内外)稀色調潟

貼付間箇

高台剥躍
〈ロ緑端謬内外)農付君

ナデ

零答ち露剛し ナデ（ロ螺外ＭＩＩ厩

識冨蕊つよみ

〔天井)ヘラ肥瑠

つ患鼻

(上騨)ヘラ紀号
側鼠蜂つまみ

側宝蹄つまみ

蝋宝疎つ謹み

側ナデ､羽Wち箆削り

暇ナデナデ

柵ヅザ､ナデ

｜ハナヲ､ナデ

｜ハナデ､ナデ

Ⅲナデ

Ｕｉナデ

欄ナデ

脳ナデ

柵ノデ

｜ハナデ

綱ナデ

梢ナヲ

棚ナデ

側ナデ

蝋ナデ

偶ナデ

｜剛･デ

Ⅲ･デ､ナデ

１Ｍｿ･デゾ･デ

偶ナデ

ONオデ

Ｉハナデ

Ｗけ

１Ｍナデ

暇ナデ

棚ﾅヲ

手樟ち更則り

箆爵リ.ナデ

亘脹翌罵り､嘱域圧飼

手術ち箆削リ

手荷ち蕊飢り

手諏ち箆削り

手持ち園則り

回砺箆則り

回砺箆削り

誉て具復

(尼】ヘラ肥号

贈付蕊酋

貼付高台

貼付高台､瓜幽I山」

貼付樹台

ナァ

手廠ち麓削り、稲ち更削り､ナデ、ヘラ閏ざ瞳j，
損ナデ

同心円文当て興撫（内外底)1M厘

ＥＩ員屋端リ

冨臨麗甥リ

回伝臣則り

回転飽削り

手絢も厘削リナテ
回侭箆則り

誇曽ち屋削り

回転鹿刷り

回嘱箆削リ

ナデＥＩ麺刺‘

回賑毘弱り

ご賎箆凧リ

回幅歴削り

滴ナデ

犠ナデ

根ナデ

ナデ

ナデ､|ハナテ

損ナデ

農ナデ

槙ナデ

ナデ

擬ナデ

榎ナヲ

へフ竪睡１１６１

へラ幽選I大吉」

(外瞳凪逓

農士 慨考



〔12.3】

(１７，０】

１２７

３４区十器観察表

瀧幾ｍｍ
２４９ＳＫ１８土師器

２５０ＳＫ１８土師農

２５１ＳＫ１８土師器

２５２ＳＫ１８±閲器

２５３ＳＫ１８±節窒

２５４ＳＫ１８土闘蕊

２５５ＳＫ１８土師器

２５７ＳＫ２１須廻農

２５８ＳＫ２１荊迩器

２５９ＳＫ２１荊瓜器

２６０ＳＫ２１緬恵器

２６１ＳＫ２１馴廻黒

２６２ＳＫ２１綱Ⅲ器

２６３ＳＫ２１荊思圏

２６４ＳＫ２１荊恩蓋

２６５ＳＫ２１須哩墨

２６６ＳＫ２１捌恵環

２６７ＳＫ２１荊思器

２６８ＳＫ２１綱恩塁

２６９ＳＫ２１痢恵雷

２７０ＳＫ２１鋼、器

２７１ＳＫ２１捌恩器

２７２ＳＫ２１須恵塁

２７３ＳＫ２１須恩器

２７４ＳＫ２１鋼恩器

２７５ＳＫ２１鋼慰農

２７６ＳＫ２１荊恵器

２７７ＳＫ２１須思膳

２７８ＳＫ２１鋼迩器

２７９ＳＫ２１鋼恵農

２８０ＳＫ２１荊恵蕊

２８１ＳＫ２１ｊｌ恵器

２８２ＳＫ２１綱恩緊

２８３ＳＫ２１鋼Ⅲ器

２８４ＳＫ２１鋼思塞

２８５ＳＫ２１荊恵器

２８６ＳＫ２１綱思認

Ｃ
属
】
Ｃ
）

。
■

２
２
１

出士地点

層一Ｆ震雨

法皿(C､］ 庭燕
、別 鋪【（

１２７

４

|眼大開径ｌ器高
２０

２２

２．５

聖
味
、
蝿

壁
唖
睡
偲

外面 内面

榎5YR6/6､恒7.5YR7/６

樋5YR7/6､にぶい測量
i0YR7/４

樋5YR6/６

個5YR6/6,榎5YR7/６

渓黄橿１０YR8ﾉ３

値5YR7/６

にぶい寅撞７５YR7ﾉ４

償5YR6/６

個7.5YR7/6,1m5YR7/６

灰邑１０YR8ﾉ２

口
匝
Ⅲ

、

1８．１１７.Ｃ
園
◆RE

璽

堅

片口跡

(23.8）

(25‘1】

１５９

１１．０～

１０，５～

７．１

一
肌Ｉ

島謎桓１０YR8ﾉ４ 易黄掴１０YR8だ

にぶい黄糧10YR7/４
掴2.5YR6/８

明赤禍5YR5/６
にぶい黄憧１０YR7/４

灰N6/０

担7.5YR6/６

灰白5Y刀２

灰白5Y7ハ

灰青5P86/１

灰梱７５YR4ﾉ２

不Ⅲ

マ
ホ
ロ

５
１

No.6L５８１５２ 灰N6/０漣 １．７

にぶい糧7.5YR6/４

灰白７５Y7/１

灰白5Y7/１

灰N5/０

灰調７５YR4/２

爾
薗
圃
一
麹
繭
罰
茜

No.１３９

ＮＱ１１

Ｎｏ７１

Ｎｏ､２４

No.１５６

Ｎo‘５１

Ｎn.４１

１８１

１６，０

(１６３）

１２．４

１ａｌ

ｌ８‘Ｏ

(17.81

2.6

2‘0

1.6～

1.4～

3.3

2.8

2‘８

３.丘

2.2～

2,4～

２０

２３

２，３

４３

４．１

61

5.2

4.7

4.3

4.2

4‘５

４３

２７

２５

，－３

7猫

ぶいIE5YR7/４

橿２５YR6/８

白5Y7/‘灰Ｅ5Y7/１ 1,1砂澄

灰黄2.5Y7/２

灰白7.5Y7/１

灰7.5Y6/１

灰10Y5ハ

灰白5Y7/１

灰7.5Y5/1.灰N5/０，JMN2/Ｃ

灰IOYR4/ｉ

灰白7.5Y7/１

灰白N7ﾉ０

灰白7.5Y7/Ｉ

宵灰5PB6/１

灰白5Ｗ/１

灰白5Ｗ/１

灰7.5Y6/１

灰10Y5/１

灰白5Y7ﾉ１

灰N6/Ｏ

灰10Y5/１

灰白7.5Y7/１

灰白Ｎ７/Ｏ

灰白７５Y7/１

灰5Y5/１

灰７５Y6/１

灰N6/Ｏ

灰N5ﾉＯ

灰10Y6/１

灰N4ﾉＯ

灰7.5Y5/１

灰N5/Ｏ

灰10Y6/１，灰N4/Ｃ

灰N4/Ｏ

灰皇７５Y7/１

灰N6/０

灰N4/０

灰N4/０

榎７５YR7/６

１畳7.5YR6/６

燈5YR6/６

ＩＲ７５ＹＲ６/６

侭7.5YR6ﾉ6,明赤棚5YR5/８

にぶい黄卿OYR7/４
明赤褐5YR5/６

侭7.5Y7/６

榎5YR6/６

幅5YR7/６

la5YR6/８

にぶい黄慣10YR7/４

灰１０Y5/１

NＯ－１Ｈ０ 18W博ｒ
℃

雨 Ｎｏｌ７

函Ｎｏ２０

逼Ｎ０９９

画Ｎｏｌ６

菰No.８

杯ＮＣ‘130,134

杯７層

ＮＣ34.46、
高台付杯

４８，６８

高台付杯Ｎｏ４９

高台付杯Ｎｏ２６

高台付杯No.３３

局台付杯No.154

高台付杯No.138

高台付杯ＮＯ２７

厘No.5,8

皿ＮＣ‘７

皿７層Ｎｏ３２

風Ｎｏｌ５５

皿

厘No.１

ｍＮｏｌ３４､１３５

１４．５

１４．３

１４．０

１３，５

(13‘7】

１６‘３

【1４３１

１２８

１２３

１４４

１３０

(11,0】

１３．９

(１４６）

(14.7】

(14.9】

〔１４１

(1９３１

１４．７

１０１

８．５

９５

(9.7）

７．６

７，２

９．８

９．６

８．４

１２１

(12‘2）

(１２３）

IHG

灰10Y5/１

灰N5ﾉ０

灰N5/０

灰l0Y6/１

灰10Y5/１

灰7.5Y5ﾉ１

灰N6/Ｏ

灰10Y6/１

N4/0､オリーブ黒7.5Y3/１

灰白7.5Ｗ/１

灰N5/Ｏ

灰N4/0,灰７５Y6/１

灰N4/０

桧7‘5YR6/６

１－ぶい恒７５YR774

にぶい|謡YR7/４

＄

２３灰(12.6】

ＮＣ蔀：

３７

３）（９．４】 ､６

Ｂ､４287ＳＫ２１

２８８ＳＫ２１

２８９ＳＫ２１

２９０ＳＫ２１

２９１ＳＫ２１

２９２ＳＫ２１

２ｇ３ＳＫ２１

蜘肌
些
宗

にぶい恨7,5YR7/５

灰10Y島/１

黄灰2.5Y6/１

灰白Ｎ７/０

喫

蔑

高台付杯

高台付杯

高台付杯

皿

杯

Ｎ０．６０１４ 臆

拝ＮｏＩ２７､153

杯No.２

杯

卯Nol37､131

杯No.８７，１１１

No.73,81、
高台付杯

８２

杯Ｎｏ９

Ｎｏ,42,43,
回

１２８

m７周ＮＣ‘121,122

皿No.１９

砥Ｉ,IC､１４１

聖Ｎｏ６６､１８

厘Ｎｏ２４

窓Ｎｏ３２

高台付杯ＮＱ４０､４２

高台付杯Nos9,43
悪公付源Ｎｏ－４７

１３．２

１３．６

【13,81

１３６

１１．８

１７１

３
２
４
８
３

⑧
■
９
ｑ
■

５
５
６
６
６

一

句
■
Ｉ
『
〃
‘
（
『
〕
。
Ⅱ
Ⅱ
《
【
〕
１
日

４
３
４
４
３
Ｆ
。

麗
農
器
塁
窯
躍
器
差
器
駕
雲
器
麗
墨
器
黒
雲
蓋
麗
豊

踊
師
師
踊
鯨
節
師
涛
師
閥
扉
師
恵
恩
恵
恩
恵
恵
師
鰯

士
士
士
士
士
土
土
士
士
土
士
土
須
須
須
須
須
須
土
士

灰2.5Y6/ｉ

灰Ｎ４/０

５

恒5YR6だ 付

１４

鯉7.5YR6/6,明示禍5YR5/８

にぶい寅擾10YR7/４
明赤掲5YR5/６

にぶいlEi7､5YR774

掴5YR6/８

燈5YR7/６

３４1６．６９２２９４ＳＫ２１

１５．４

１４．０

１５．０

(43.8）

(２６４１

【１９９】

7.Ｃ

５２

『
一
『
｛

８
１
５
２
０
６

■
０
■

２
２
２
３
１
９

２
２
２

2ｇ５ＳＫ２１

２９６ＳＫ２１

２９７ＳＫ２１

２９８ＳＫ２１

２９９SK21

300SK22

301SK22

302SK22

3O3SK22

304SK22

305SK22

306SK22

３０７ＳＫ２２

間21.5YR6/８

剛N剛０灰

旧7.5YR6/６

にぷぃ茜橿１０YR7ﾉﾊ

認1５ 繭

No.３１１２５８．７

N4/Ｃ

(１７‘2】（１３７】

７
３
７

５
４
３

1６．９

１３．４

１０４

1１２

９８

７２

2 IOYR5/２No.５

灰N5ﾉＯ

灰黄褐10YR6ﾉ２

個7.5YR7/６

浅黄侭10YR8/４

灰Ｎ５化

２７灰黄掲



回航損

(外)鴎土の塊､自然謄付酒
焼き歪み

嗣整 鋤
語
丞
知
罰
狸
麺
認
麺
珂
翻
却
却
詞
麺
麺
誠
麺
鉦
翫
麺
麺
却
罰
垂
詑
銅
索
諏
諏
詑
如
麺
函
狸
麹
恐
麺
鉦
諏
郵
却
却
劉
狸
函

外塁面

側ナデ､回転重削り

膜ナデ､回転箆割り

幌ナデ､回騒箆割り

欄ナデ､回匠重削り

損ナデ､刷毛目

悩ナデ刷毛目

ナデ､箆削り

帆ナデ､回賑箆削り

|ｳけデ､回転箆削り

帆ナデ､回転箆削り

偶ナデ､回転箆削り

横ナデ､回転箆削り

帆ナデ､回転箆削り

損ナ認回転蕊削り

偶ナデ鵡回鋸蔑削'」

模ナデ､回転箆削り

桜ナデ､回転葛削り

損ナデ､回転室削り

慣ナデ､手持ち箆創り

槻ナデ､手持ち重閉り

哨ナデ､手持ち塁削り

横ナデ､里割り

帆プデ

損ナデ､回素箆削り

横アデ

Ｉ員ナデ

横ナデ

損ナデ
縦ナデーＥ転置副I」

リ
テ

デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
ー
ア
デ
デ

睡
綜
蹄
娠
濡
》
州
汚
掃
岬
帰
癖
岬
崎
岬
癖
》
》
》
需

鱈
【
蒔
諜

外底面

回脂蔑則り

回臆蓮刷り

回侭箆削り

回隠箆削り､帆ナテ

癖
一
癖
崎
娠

石英･長石

石英･長石

石英･角閃石･霊珂

石英,長石

石英･角閃石‘赤色酸化粒

石英･角閃石･赤色鰍化腫

赤色脳化位多型･石英
艮石･測閃石

畏石･飾石

石英･長石・駕母･赤色雌化粒

砂仙

長石･角閃石･紳石

畏石抑石

長石･師石･赤色碓化位

長石･砂粒

長石･角閃石輝石

砂粒，赤色鯉化粒

砂位

砂泣

砂値

砂粒

砂腫

長石･刈閃石･蕊石

長石･角同石･輝石

砂埴

裏石･砂粒

長石

畏石

長石･角閃石輝石

畏吾輝石

砂粒

石英･砂粒

長石，角閃石･砂粒

砂粒

砂粒

、閃石･綴母砂粒

長石･砂粒

砂粒

砂泣

石英,長石･雲母

石蕊･肋間石･罰母･赤色酸化勅

艮石･師石鯉母･赤色酸化粒

長石･輝石･蕊母･赤色酸化位

屡石･角閃石･霊母･赤色臓化腫

雪母･砂粒･赤色酸化位

1Ｎナデ

回砺箆削り､ﾌー テ

手柑ち感削り､ナデ

手持ち臆削り､ナデ

手持ち箆削り､ナヲ

手１３ち箆削り､ナデ

手崎ち閲削り､ナデ

手捕ち箆削り､ﾅデ

手持ち箆削り､ナデ

回伝風削り､ナデ

回帽園削り､ナデ

回憶園則り

回憶翻削り

回賑毘削り

回張園翻り､ナデ

I内外､黒斑､モミ長

片口慾翠手翠

(内)墨苦『三山」

擬宝珠つまみ

つまみ

つ宗み欠損

く天井)灰贈
顛意につまみ欠掘､転用硯

硫状つぎみ､やや晩き歪み

つまみ

樋宝珠つまみ

擬宝珠つまみ､焼き歪み

つ表み､緑辺望故亘に欠損

展宝珠つまみ
掻辺部故意に欠損

晩き歪み

へラ召き｢秋女」

ヘラ書き｢秋女’

栃ナ デーナテ

デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
テ
デ

彫
鋒
隷
齢
鐸
締
締
縮
締

回砺圃刷り

手持ち副1リヅヲ

麓創り､ナデ

苧鈴ち更削り

手持ち箆則り､ﾅテ

手持ち瞳刷り.･テ

ルIナデ､回転閲削り
回砿億割$｣

槻ナデ

慣ナデ

隅ナデ

帆ナデ

僧ナデ

帆ナデ

脳ナデ

Ⅱけデ､ナテ

脳ナデ

咽ナデ

拙ｿ･デ

欄ナデ

柵ナデ

１ハナデ

Ｗ４ナデ

柵ナデ

lliｿ･デ

イハナデ

脳ナデ

脳ナデ

棚ナデ

偶ナデ

ナデ

1３７

融付高台

貼付高台

貼付高台

貼付高台

貼付高台

貼付高台

貼付高台､焼き重み

空
白
ム
ロ
ム
ロ

高
高
一
同

付
付
付

貼
貼
貼

縦ナデ

暢ナテ

ナデ

亘転毘飢リ.ナヲ

回帽蕊謂リ

回臆重削り

鹿削り

損ナデ

損ナデ

枇ナデ

慣ナデ

描ｿ･デ

偶ナデ

横ナデ

イハナデ

損ナデ､回転箆削'』

横ナデ､回転箆削し

棚ナデ､回駕箆罰トノ

槙ナデ､回辰箆烈Ｕ

横アデ､回転蕊ﾖﾘﾉ

槻ナデ

デ
デ
宇

了
ナ
ナ

損
偶
幡

デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ

岬
鈴
鈴
紡
織
紺
慨
撤
脆
締
除
締
織
鐸

２９と

壬
医

ム
邑 罰奉伺
、
、
金
一顔謬

亘
毒
室
二
塁
二
一
錘

垂
塞
塞
砺

へ
へ
へ
ｆ
１

帆ナテ

肌ナヲ

隅ナデ

隅ナデ

|蝿･テ

Ⅲナデ

苅閃石･沼母･赤色鹸化粒

石英･瞬露･砂粒･赤色渡化泣

石英･長石･霊母

石英･角閃石･霊母砂泣
赤色賎化馳

石真･畏石･角閃石･霊母
蒜色瞳化粒

石英･畏石･角閃石

砂位

長石･角閃石‘師石

長石刈閃石･脈石･園母

長石,師石

艮石･蝋石

畏石･師石,流色酸化位

石英･長石･輝石･望母
赤色酸化位

長石･角閃石,堀母し派色鯉化粒

癌十手
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６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３

慣ナデ､刷毛目

個ナデ､平行叩き

Ⅲナデ､手持ち箆削Ｌ

横ナデ

慣ナデ

｜関ナデ

機ナデ

慣ナデ

損ナデ

認手貼付

膜ナデ､回蒲霊削り

蝋ナデ､回転更割り

償ナデ､回転重削り

テ
デ
テ

ナ
ナ
ナ

橘
償
椙

ナデ

回転鹿削り

蝋ナデ､回醗箆削リ

イハナデ､|(:1筋範削り

回砺箆削り

回転篭ri1lり

回祇箆削り

ナデ､里削り

横ナデ､刷毛目
箆削り

損ナデ.ナデ
同心円又当て具碩

横ナデ

横ナデ

柵ナデ

横ナデ

桐ナデ

横ﾅデ

横ナデ

備考殿士
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No.5７１６．７１０．６～

外面 Rjm

商台付将

片口解

片口榔

璽

にぶい黄橿１０YR6/３

にぶい黄授10YR7角

据5YR6/６

にぶい黄役１０YR5/３

にぶい貢l210YR7/４
栂7.5YR6/６

1３８

畳5YR6/６ こぶい示狸5YR5鰯

堅

旦６隔

戴

厘

璽

高台付悌

商台付膝

周台付１下

間台付杯

ＮＣ３６，５７（23.8）

N珊駕５２６Ｂ
ＮＯ､２（'4.0）（'1.4】

No.６（１５‘O）

Ｎｏ４（１４‘5）

No.４４（'３ｓ）（9.0）

No.３７（１３８）（１０．０】

Ｎｏ２７【１４‘7〕１０．５

（１２５）（８８）

7.1～

23.3～

浅黄瞳１０YR8隅

にぶい黄恒10YR7/４

灰7.5Y6/１

灰白5Yw1

灰N4/０（黒N2/０）

灰N7/０

灰７５Y5/１

灰N5/０

灰１０Y4/１

浅黄瞳１０YR8“

にぶい災惜10YR7偲

灰7.5Y6/１

灰貢a5Y7/２
灰白5Y771

黄灰２５Y4/１（黒N2/０１

灰N6/０

灰オリーブ5Y6/２

灰N5/０

灰１０Y4/Ｉ
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にぶい127.5ＹＲ刀４

侭5YR7/６

にぶい侭7.5YR7/４

にぶ咳演憧10YR7/ｄ

にぶい侭7.5YR7郷

但7.5YR刀６

個7.5YR6/６

｢１１４】

321ＳＫ２４調皿篭高台付Ｗ 灰N6/０ :鴎7.5Y6/１No.６（１３．７｝【９．９１ ４－４

灰N4/０

異N2/０

灰白7.5Y7/‘
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325
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SK24

SK24

SK24

SK24
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綱阻器間台付Ｗ No.２１（i７６）１２．６ ５３ 灰Ｎ６/０

綱思器

土師冊

土師鴎

鯛Ⅲ器 No.１１２（１５３）【１１．７】 醗弓 郎白７５Ｗ/１頂

侭5YR6/6､にぶい寅憧

１０YR7/４

浅黄掴10YR8/3、
にぶい黄櫛OYR7/4､慣5YR6/６

にぶい赤把5YR4/４照2.5Y2/１

役5YR6/6､にぶい岡但

１０YR7/４

灰白2.5Y7/1､にぶい1IXl3
IOYR7/4,lm5YR6/６

にぶい赤棚5YＩＷ４

土師器

土師器

土師路

馬台付鼎

澗杯

鯉

ＮＤ１５､１６

Nｏ45,46

No.1９．２８

(13.4）（9.0）

(２０２〉〔10,9】

１６７

(２６８）

(１７３）
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７．０

7.1～

20.8～

９０～

１，８

２２

２１

４４

２．７

３．３

３３

０８～

SK159

SK15g

SK16C
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ｏ３４，３９１
４２

にぶい黄掻10YR7／

５YR6/８

栂７５YR6/６

3,侭
にぶい貿樋10YR7/２
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SK24

SK25

SK25

SK25

SK2g

SK34

士翻認鰯 NC２３．４２ にぶい捌侭１０YR7/４

灰7.5Y5/１

菰灰2.5Y5/1､灰耐H10YR4/２

la75YR7/６

個5YR7/６

灰白5Y7ﾉ1,灰5Y4/１

個７５YR6/６

にぷい詞lmilOYR6腿

137.5YR6/６

_Ｏ～

晒灰黄2.5Y5/2,灰１０Y6/１

灰白2.5Y7/１

撞７５YR7/６

榎5YR7/6,授7.5YR7/6、
照5Y2/１

灰白5Y、､灰5Y4/１

Ｊ受7.5YR6/６

鞭賊 iｂ Ⅲ N0,7（１４‘6）（1３ [O）

３３０ＳＫ２５須思器

３３１ＳＫ２５土師園

３３２ＳＫ２９土師鰐

３３３ＳＫ３４何恩蟹

３３４土師器

３３５土師器

３３６±踊麗

３５区土器観察表

蕊|蕊|鋤
３４３SKO18土騨麗

３４４SKO18土踊罵

３４５SKO18土爵隠

３４６SKO18土闘里

３４７ＳＫＯ１８士節蓋
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２
Ｊ
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０
０
Ｏ
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Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
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(16.21
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杯
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蛎
索

Nｏ２０１ 【６６】 榎7.5YR6ﾉ6．灰両2.5V772

にぶい黄橿１０YR7ﾉ４

7.5YR7/４

瓜10YR2

RfV2

にぶい瞳7.5YR774

色鯛出土地点

肩一Ｆ琵面

にぶいlE7‘

E5YR6/８

竪恩

催5YR6/8JII10YR2/１

３４区十器観察表

蕊蕊穏刷
３０８ＳＫ２２土師器

３０９ＳＫ２２土鯨器

３１０ＳＫ２２土鯨塁

３１１ＳＫ２２士爵器

３１２ＳＫ２２土扉毒

３１３ＳＫ２２土踊麗

３１４ＳＫ２３領思麗

３１５ＳＫ２４銅胆騒

３１６ＳＫ２４須哩震

３１７ＳＫ２４剤思径

３１８ＳＫ２４荊皿圏

３１９ＳＫ２４鋼鳳隠

３２０ＳＫ２４掘皿器

口径１１.底径Ｉ農大関怪１塁高
【10.4）５２３．５

（４８）2.1～
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杯
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SKO46
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ＳＫ１５９
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土師器

土師蕊

土師蕊

土師腿

土師潔

土街鴎

土師淫

土師藤

土師器

捌剛器

須卿器

土師器

鋼恩篭

弧Ⅲ器
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捌瓜朋

杯
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杯
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１７．５～極7.5YＲ

罰
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浅黄7.5YR8/６

明赤禍10YR6/６

榎5YR6/６

撞7.5YR6/６

橘5YR6/6
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灰N6/０
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灰N5/０
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睡
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癖
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迦
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垂溌蓮華

横ナデ

樹ナデ､壷昌』

石英･長石･角閃石･蓋母

赤色瞳化粒

石英･長石･角閃石･赤褐色位

石英･長石･赤色酸化位

石英･煎石･溌母

冒英･長石･角閃石･赤色酸化粒

内聞石多厘可狸母･赤色酸化粒

燈き歪み

損ナデ
リ

片ロ鉢翠÷望堅削り２

ナデ､箆割り

損ナデ､ナデ

ナデ､篭疑り､刷毛巨

ナデ.刷毛巨

偶ナデ

慣ナデ､箆削り

刷毛目箆削リ

ナデ､刷毛目､箆削り

1３９

３６Ｅ

3６９

３７１

外濠面里謡｢三山．
誌用槻か

柵ナ〒 ３Ｍ陰ナデ 帆ナデ

槙ナデ

横ナデ､ナテ

桐ナデ

欄ナデ

槻ナデ

配削り、ナラ石英'砂粒

砂粒

砂粒

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
２
２
２
２
ク

３
３
３
３
３
３
３
３
３
計

槻ナデ､手持ち箆削り

猫ナデー票特肯律I農|卜」 {内外)灰粕付着､転爾硯

貼付高台

貼付高台

砧付高台､焼き歪み

陰付高台

賎付高台

焼き影れ､(外壷)自侭膳
貼付高台

脳ナ

手ﾘｻち箆則り､.デ

手持ち麓刷り､･デ､帆
ナデ､回砺箆削り

藷ち腿削り､ナデ
帆ナデ

回転随削り､柵ナデ

回砿箆ﾛりり

糊ナ亭.回賎溌則り

デ
デ
デ
デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ
ナ
圭
ノ
ナ

隅
仙
悩
悩
慣
掴

位 横ナデ砂

偶ナデ

鵬ナデ

砂粒

鯉珂･砂粒

砂粒

煽石･砂粒

砂位

砂粒

霊母･砂腫

角閃石多風･長石･雲母･砂聴
読色腰化位

現母多型･砂粒

石英･長石･角閃石･霊母

赤色瞳化泣多嗣･石英,角閃石
函露

砂腫

刈閃石‘霊母･砂粒

石冥.竪母･赤色賎化瞳

石吏,侭石･震母

砂粒

石英‘溌母･赤色酸化粒

的閃石侭母､砂粒

砂粒

損ナデ

刷毛目､鵬ナデ
霞磨き

槙ナデ

横ナデ

横ナデ

槙ナデ

欄ナデ

（杯部外)損ナデ
回転箆削り

勇詞覇､ナデ

ナデ､刷毛目

ナデ､剛毛目

槙ナデ

横ナデ

慨ナデ､回薩箆削り

横ナデ

帆ナデ

横ナデ

脳ナデ､回藷箆肖此

偶ナテ

損ナデ

樹ナテ

慨ナデ

ナデ

(杯部内)損
同壁頚Ｉ

雲括ち箆剛

擬宝珠つ表み､寵ざ歪み

蝿ナデ臆き歪みﾄJ,ナデ

手揖ち還削リナテ

横ナデ

僻部内）
菌胤

へラ否き｢僧」（内底】
煤付着

へラ書き｢ロ女ｌ
(内外底)煤付着

へラ笛き

デ

慣ナデ

脳ナデ､ナデ

慣ナデ

横ナデ

ナデ､慣ﾅデ

損ナデ､蔑削り

慣ナデー重畷さ

乎撒ち毘削１．

回艦箆削り

【脚部外】槻ナデ 亀砥ざ

3２６

３２７

ナデ､亜創り

l識デ､蔑削ら

ナデ､箆削り

福ナデ

損ナデ

損ナデ

槻ナデ

梢ナデ

槻ナデ

3隅Hｇ

航ナデ.ナデ

回転園削り

回侭箆削り

回侭箆削り

手術ち認削り､ﾅデ

手荷ち箆削り､ｿ･デ

回侃認削り

回臆箆削り

回伝箆削1Ｊ

6胆
●
やデ

偶ナデ

慣ナデ

ナデ

慣ナデ

脳ナデ

０
１
２
３
４
５
６

３
３
３
３
３
３
３

３
３
３
３
３
３
３

【内外)煤付碧

デ
デ
デ
デ
デ

肺
ナ
ナ
ナ
ナ

ー

慣ナテ

癖
一
癖
続
癖
誇
癖
嬬
跨
娠
需

擬宝珠つまみ

貼付高台

把手剥雛､桟欠相

夕1塁面

慣ナデ

損ナデ

渦ナデ

損ナデ

槻ナデ

損ナデ

損ナデ

損ナデ

噴ナデ

イjiナデ､回匠至削り

噴ナデ

職ナデ

綱ナテ

横ナデ

横ナデ

回転箆削り､柵ﾅデ

機ナデ

箆削り､副毛目

槻ナデ

横ナデ

柵ナデ

横ナデ

貼価高台

胴竪 鋤
霊
頚
認
燕
弥
封
却
却
却
垂
麺
鉦
珂
麺
却
却
羽
狸
翠
認
鉦
鉦
詞

Ⅱ外底面

糸切り瞳し鰻

糸切り竃し鳳

糸切り蔵し擬

糸切り龍し厘

糸切り躍し飼

糸切り蕊し黒

糸切り通し胤

糸切り頑し囚

糸切り殖し風

面
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
ナ

圏
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
眺

内
損
膿
損
撲
損
蝋
損
損
樹
損
憤
樹
横
僧
樹
偶
胤
削箆

I内)媒付着

砂肱･赤色酸化融

盤石･疎石･塁母

長石･郵石･緊母

長石･霊母･砂粒

長石･認石･雲母

霊屋

砂腫

石英･長石･疎石'緊忍
置蓑･塁石･角閃石･赤色酸化肋

焼き歪み

(外)自然蹟､ヘラ記号
宝珠つ差み､焼き重み

へラ記号､掻宝課つま易
焼き歪み

筏欠損

謡母･砂粒

好石･塁母

認母･砂殖

慢石･製母･砂粒

長石･師石赤色酸化粒

霞母

堀母･赤色砿化粒

日英･堀母･砂粒･赤色酸化位

溌母･砂;位赤色酸化粒

長石･雪母･砂粒

艮石･師石赤色酸化粒

石英･畏石･湿母

砂粒

砂粒

砂粒

砂粒

糸切り駁し胤

|Nナデ､回楯闘削り

糸切り砲し瓜

糸切り脳し侭

糸切り殖し楓

胎土

麗土

備考



土師隔

土騨麗

土踊関

錘磯

士魂脳

３５区土器観察表

藷|調|郷！
３７２ＳＤＯ２荊皿閥

３７３ＳＤＯ２‘側思園

３７５掘瓜閥

３７６土偏闘

３７７土師閲

３７８土鰯閏

３７９土踊閲

》
八
日
”
令
０
や
公
０
ヤ
ボ
０
》
Ａ
凸

０
９
■
■
１
日
０
ｓ
０
Ｌ
０
■
６
０
１

出郵9点

１－藍百
Ｎ０．２２２４

法璽(cm】 劃［
咽別 園租

Ｉ３５ＹＲ６ﾉ６ 冊5YR6/６

にぶいlm5YR6“

にぶい梱7.5YR7/４

I25YR6/６

にぶい旧5YR6/４

ＭＷ５ＹＩＷ６

旧7.5YR7/６

｛117.5YRw6

IR7､5YR7/６

洩蝿２７‘5YR8川

底径１畳大爵径Ｉ固同
(9.9）４．０

ｌ厨

間台付杯９削

厘９用

風９個

高台付杯

｛ド

ＲＫ７ﾙ１

杯６用

口径

【1３．４１

外面 内面

lm5YR7/６

便白N8ﾉ０

灰オノーブ5Y6/２

１m75YR7/６

l35YR6/６

lf75YR7/６

褐灰７５ＹＩＷ１
叩Ｎ２/O）

Ｉ０５ＹＲ７/６

1４０

『gｌＮＯ３（２０．５〕１１．３】 卿白Ｎ８ﾉ０４．１

灰白5Y7ﾉ２

イm75YR7ﾉ６

個5YR6応

にぶい側柵l0YR7〃

柵７５YR6/６

迩弓

１
１

１
異
』
。
ｄ

６
７
１
１

１８～

２０～

０７～

１３～

(４６１

(6.31

３６反十器観察表

篭|篭|"，
３８３ＳＤＯ１土蝉圏

３８４ＳＤＯ２ｎm閲

３８５ＳＤＯ２綱Ｍ１間

３８６s､0２、皿脳

３８７ＳＤＯ２綱辿器

３８８ＳＤＯ２土師佃

３８９s､０２土師侭

３９０ＳＫ３５土師鵠

３ｇｌＳＫ３５土師鰹

2.1～にぶ

(１０８）

【１０５】

(１０．７】

霊園(、』 割is出土地点

両可一産屋
粗別 器騒

３
３
フ

サ３
３
罰

にぶい、7.5YR7刺

にぶいｍ７５ＹＲ７ﾉ４１

にぶい(R5YR6/４

ｌｑ７５ＹｌＷ６

lR75YR7/６

Ｉ２７５ＹＲ７/６

Ｉｐ７５ＹＲＷ６

口径ｌ底径Ｉ最大飼径１塁高
８．２３２～

外面 内面

Ⅳ
日
『
唖
幽
固
岬

浅寅２５Ｗ/fl､閉岡把２５YR5F6洩澗2.5Y7/‘１

四足円西国

円面鴎

Nｏ４１１７．４】 顕5Y〃１ 灰5Y〃１3.7

Nｏ４８（1４２１ 灰5Y5/o

にぶい如剛OYiWJ1
明赤禍2.5YR5/８

灰Ｎ５/０

灰5Y6ハ

にぶい州R10YR7/４
綱赤棚２５YR5旧

灰N5/Ｏ

｛R75YR7/６

鵬繭2.5Y7/３

にぶい侭７５YR7/４

にぷい棚7.5YR6/４

４．１

NＯ４２｛16,9）

Nｏｌ８｛13.2）（9.8】

２２

４－１

土師間小型杯（6.3）（3.0）

土踊開小剛亭（3.4】

土踊器小型僻（４０】

土踊閲■No.７（364）

綱凶固勝６屑ＮＣ‘8２（8.9】５．２

荊皿園

刷恩闇

l￥ 報９ﾄ 1.1～柵７５YR7化

(6‘8）

５８】

(5.2】

肝

冊

僻

NｏｇＩｏ 』『
ｊ
６
４

１
３
３

浅茂2.5Ｗ/３

にぶいlm75YR7A1
にぷい棚7.5YR7/４

１１２１

{1０１１

405

406

407

408

409

‘I１Ｃ

ｉ１１１

ｌｍ７５Ｙ3g2SK35

393SK35

394SK35

395SK35

396SK35

397SK35

398SK35

399SK35

400SK35

401SK35

402pill5

:;極
ｍ
＆ IＦ １０４ [５１］ 槌７５YR7ﾉに RUJI5３弓’

退仙、回 狐別

(9.9】

７１

【7.6）

【ｓｏ】

i５２】 １．９～

陶磁器観察表

篭階|鋤細目
５８３１ＳＫＯ３

隆型ｉ
５８

４４～

(5． いIn5YR剛４4】

Ｉ

硯観察表

５８

(５４】

<５２】

週物砺号 睡
一
妬
詑

土罵劇

法園（cm1

杯 【４６】 胴；

逓和

2,6

1.1～

1-1～

1長径‘直径,I短径側面固橿'’
１０_Ｐ７２

2Ｚ１～浅岡Im75YR8川

３．２闘灰Ｎ３/０ 釧更Ｎ３/０410m

註配

園
器
園
別
脳

魁
師
範
師
騨

桐
・
エ
士
士
士

不明

高台付僻
杯

杯

杯

用
澗
『
剛
暇

６
６
６
６

６８～

1.9～

1.5～

1.6～

１９～

負lm75YR7/８

l25YR6/６

１ﾖ７５YR6ﾉ６

にぶいim75YR7ﾉ４

Ig5YR7/６

但７５YR6ﾉ６

１R5YR6/６

幅７５YR6ﾉ６

にぶい侭7.5YR7/側

In5YR7/６

死No.4９－５．３５００．５１．９～

注皿に､】

胴一【4.3）（4.9）０．９２．６～

例一（５２）（5.1）０．５１．４－

腕ＮＯ２１６８６，０６６０．９７．３

出土増点

園｜注記
6層No.４

５霞

#舗櫛

色、

342３５ＳＡ０１

３５１３５ＳＫ２５

３５５３５ＳＫ１２１

佃剛

同雨
固樋'１認ｉ口径l底径I高台径l高台高I蓋高’

磁淵

磁鮒

磁淵

外面伯

C-177頭脳の瓢

内面殿付 融土

C･103卿臼藁

器腕

深さｌ隠面測度§’

Ｃ･282劉の灰白

C-282営の灰白

C､109街色(ベージ
ュ）

“亜鉛煎の白I６ｆ３jｌＳＢＯ１砥 ３４～Ｃ･２１３芦防|贈坐 p-ベ

Ｃ･230蔵の潔

C-216
すﾂ'か吋の間の色

Ｃ２１６

すずかけの1Mの色



石蓉･馬石･蒜角溌化軸 慣ツ･亨

帽ナチ

隅塑 鋤
耀
元

物
昌

繕
,’ 唾迦

描ナデ

外底面

回転菌削り､ナデ

内臓面

描･苧石英,長石･曲閃石･瀦圏 貼付高台

胴

石英･長石桑砂泣･赤色

砂垣

賎化粒望削り､ナデ 棚ナデ

慣ｿ･デ

偶ナテ

槽･手

回:扇割剃り 例ナデ､ナデ ３耐§

達状つまみ

(つ農み)ヘラ配畳
慣ナデ 隅ナデ 3７５

'４１

へラ雷き｢川大l、
欄ナデ

貼付高台
石英･長石砂粒･赤色酸化粒 槻ナデ １Nナデ 騒卿眼 376

377

378

３７９

良石･輝石･赤色酸化粒

石英･長石･赤色強化粒

砂緯

猫ナデ 柵ナテ 回砺箆削り 剛ナデヘラ幣窒『頁i~；

3５１

３５５

黒色種白色粒

長石･刈閃石･輝石

綱ナデ 脳ナデ 侭遜則し国 Ⅲナデヘラ啓選『宜１

へラ笛きi図画、
(肉)媒付周

回転箆削り､楢ナデ損･デ 互転霊削り.ナデ ナデ

ナデ

厭泊陶器

(外)閥文

佃泉照系青磁Ⅳ鯛､<内)スタンプ、
磯付)贈掻き取り

鼠ﾙ噸系青磁Ⅳ頚､(内>双魚文に舵｣スタン式
〈受付)詰掻き敦り

陥泉窯系青磁IV類､(外)スタンプ、
(登付)鞘掻き取り

gIeI3

”
認
霊
恐
芯
鉦
珂
麺
却
亜
羽
理
理
翠
耗

灘隠

外罷面

僧ナデ

回転翼削り､鵬ナデ

頓ナデ､回脂箆則り
掻目

横ナデ､ナデ

内聞面

綱ナデ

損ナデ

欄ナデ､ナヲ

柵ナデ

麺
汚

内底面

蝋ナデ憂石･角閃石･雲母･赤色砿化粒

逼石･砂腫

誌”

砧付高台

蕊宝珠つ表み鰻き歪み

つまみ

(内外)週元不良、
擬宝珠つまみ

貼付高台

へラ書きI宜ｌ
へラ響き鰍Ｉ

石英･長石‘霊母･刈閃石

例ナデ､諭頭圧痩透かし１２ケ所(推定)､残存6ヶ開

仙ナデ､ナデ

観矧荷

瀞

砂粒

長石､雲母･赤色磁化粒

雲母･砂喧

長石･想石･雲蛋･赤色酸化独

畏石･燈石･雲母

噴ナデ

硯ナテ

樹ナデ

儲ナデ

柵ナデ

隅ナデ

ナデ

隅ナテ

脳ナデ

鰯ナデ

手持ち毘削り､ナデ

ナデ

回転重則り､側ナテ

糸切り淵し

糸切り耐し

糸切り謎し

糸切り離し

糸切り離し
喪切り廷し

隅ナデ､ナテ

ナデ

隅ナデ

損ナデ

Ⅲナデ

蝋ナデ

硯面

灰N6/０

灰N5/０

石英･砂泣･赤色酸化粒 蝋ナテ 剛 デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

M些些襲面皇

灰N6/０

灰N5/０

畏石･輝石･雲母,赤色鯉化勉

棚･デー龍進

燭ナテ

糊ナデ

長石･燦石･雲母･流色酸化粒 慨ナデ

;崎準
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Ｂ宮地観行寺遺跡（３７区から４８区）

【３７区】（Fig.１０９～Fig.139）

本調査区では南へ遺構の広がりが確認されたため、37.38区間を通して調査を実施した。37.38区の間の範

囲は３７区として報告する。調査を実施した面積は１６２『Tiを測る。最終的に調査を実施した面は、古代２面を

遺柵検出面として捉えている。調査は山城敏昭、宇田員将が担当した。

土坑ＳＫＯ１（Fi9109）平面形が不定形な遺構。断面を見ると南から緩やかに下がる。出土遺物はない。

掘立柱建物ＳＢＯ１（Fig.１１０）遺構は、確認された範囲で２軒×３軒が確認した。残りは、調査区東側へ続い

ている。柱痕の間隔は平均2.0ｍを測る。

配石遭櫛ＳＸＯ１（Fig.１１１）３屑上面で確認された週栂。２層を遺物包含厨としており、配石遺構上での週物の

仕分けは明瞭な状態で取上げられてはいない。しかし、ここでは配石過栂に絡む状態で出土した週物を中心に

図化した。配石はほぼ南北に伸び掘り込みは確認されていない。出土遺物は古代の遺物が中心である。

配石週櫛ＳＸＯ１出土遺物（１～６２）配石遺構は当調査区で言う３層上面での検出である。同一面での遺構と

しては後に報告するが、掘寺杵建物ＳＢＯ１及び土坑ＳＫＯ１がある。辿物は多くが、配石の間及びその周辺から

主に出土している。須恵器の杯、高杯、壷、喪、土師器の蓋杯、高杯、鉢、風字硯、瓦などが出土している。

１は須恵器蓋。器高は低く天井部は横ナデによる部分以外はほぼ直線を呈する。端部で短く直下に折れ先端

は尖る。高台の付く杯のいずれかとセットになる蓋である。２から１５は高台付き杯。器高の高い杯と低いも

のとが混在している。７から９は底部がすべて厚く成形されている。高台は外底部と体部との境に付く器種と、

やや内に入るものとが見られる。また、９には外面底部にへう記号が残る。１１は体部から口縁に伸び直線は緩

やかに開き立ち上がる。一部、口唇部近くで内面に稜を有し開く。１６から１８は杯。この遺物の特徴として底

部から体部の立ち上がり部に厚く粘土を残し、稜をもたせている部分である。そこから伸びる体部は緩く直線

的に開く。１９．２０は皿。底部は横ナデ痕による曲線以外はほぼ直線的を成す。底部はやや厚く、口縁は短く

外反し立ち上がる。２１は高杯。浅い杯部を持ち直線的に伸び底部を呈する。脚部は横ナデ成形で、底端部は複

合し短く折れる。２２は短頚壷。緩やかに開き立ち上がる体部は、強く肩を張り口縁に向かって狭まる。口縁は

横ナデにより短くつまみ上げる。２３は長頚壷。ロ縁部は欠損しており不明であるが、体部から立ち上がり頚部

は緩やかに反り伸びる。やや内湾しながら伸びる肩部は、頚部近くに－条巡る凸帯を有す。底部も欠損してお

り詳細は分からないが、他の同時期の出土遺物を参考にすると、ハの字形に開く高台が付設されていたと考え

られる。体部内面は横ナデによる調整で当て具痕は残らない。２４は壷。長く伸び頚部が特徴で、口縁は強く外

反する。２５は翌。短く直線的に立ち上がる頚部を有する。２４．２５とも、外面に平行叩き痕が残り内面には同

心円状の当て具痕が明瞭に残る。２５の頚部の短い蜜は外面の叩きの後に把手を貼りつけるレベルに１条の沈

線を巡らす。

２６．２７は土師器蓋。擬宝珠型のつまみが付き、天井部でやや器高が高くなる。端部は下に向かい短くつま

み尖る。２８から３１は高台付き杯。２８．２９は、立ち上がりが口縁に向かい直線的に伸びるものと、底部と

立ち上がりの部分でやや内湾するものとの２種に分けることができる。３１は外面底部(こへラ密きが施される。

意味は不明。３２から５２は杯。底部からの立ち上がりは緩やかだが、口縁径と底径の差が少ない椀型とも見て

取れるタイプもある。３３から３５のほかは、底部へラ切りで、体部下位に１枚の回転へラ削りを施すタイプの

土器群で、本遺跡中で多く出土している椀および杯である。外面底部に「秋女」「福得」「秋」「田」などへラ雷

きされたものが確認される。５３は高台付き皿。断面三角の高台が付される。皿部は緩く開き口縁端部で水平に

なる。５４は片口鉢。体部は丸く口緑部でやや内湾する。口縁部は押さえが浅い。５５は高杯。杯部は欠損して

見られないが、残る底部の形状から緩く立ち上がる杯部であったと考えられる。脚部は直線的に伸び底部下で

強く広がる。５６は鉢。口径は広く、浅い鉢である。外面体部には縦方向に刷毛目が施され、指頭圧痕がわずか

に残る。５７は杯。先に上げた杯と同形であるが、底部に３箇所穿孔される。５８は風字硯。単面の硯である。

器形は平面が正方形で傾斜が１４．である。海の中央は良く磨かれているが、縁辺部には一部に磨り痕のない部

分も残る。５９は平瓦。凸面に格子叩きが残り凹面に布目が明瞭に残る。凹面には更に布目痕と共に、桶巻きの

際の板幅の痕跡も残る。６０～６２は丸瓦。凸面はナデにより整えられ、凹面には布目痕が残る。端部はへう切
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⑦鼎褐色粘質土（炭化物が土壌化したものでやや明るい､焼土粒子少冠）
⑧明灰褐色粘質土（ややしまり有り､炭化物土壌化土多く混入）
⑨暗黄褐色砂闘土（②とほぼ同質､やや粘性に欠ける）

Fig.１２１３８区SXO1.02実測図
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１明灰褐色粘質土（柔らかい､焼土粒子少凪含む）

２明灰褐色土（やや砂質､南側では粒子状に多く含

まれる焼土は北側では1～3ｃｍ大のブロック状）

３明灰褐色砂質土（焼土､炭化物粒子少圃含む）

4)灰褐色砂質土（焼土等を含まない）
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q､暗灰褐色粘質土（操･炭化物わずかに含む）

２暗黒褐色粘質土（炭化物わずかに含む）⑪暗褐色土（炭化物粒子少量含む）
②暗灰褐色土（炭化物粒子少園含む）

3)暗黄褐色土（炭化物粒子少鼠含む）

④黄褐色土（地山崩壊土）
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Fig.１２４３７区SKO6～０８実測図
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①暗褐色土(焼土粒子少、含む）
②暗褐色土(灰褐色土ブロック1ｃｍ大を少圃含む）
③暗黄褐色土(炭化物粒子少皿､焼土粒子微、含む）

'④暗褐色土(炭化物を粒子状及び1～5cm大のブロックに
多ｍ含む）

⑤暗黄褐色粘質土(炭化物微粒子少国含む）
⑥暗貿褐色砂賀土(炭化物粒子少凪含む）
⑦暗褐色砂質土(⑤咽の粘質土をブロック状に少圃含む、
週物含む）
⑧暗褐色砂質土
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①赤灰褐色土（焼土ブロック1～3ｃｍ
大多く含み､部分的に赤紫色に変色、

･嫌②雛溌土(鏡土を殆ど含まな
い）
③薗灰褐色土（焼土､炭化物粒子少量含

む）
④暗灰禍色土（炭化物粒子少困含む）

ふ
い

④

①黒褐色粘質土（黒色粒子･檀褐色粒子含む｡土器片･淡灰色粘土ブロック・
炭化物･淡褐色砂含む）

④鵜議繍潔熱鰐……’
⑤暗灰褐色粘質土（砂操含む）

SKO7

②
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Fig.１２６３７区SKO6出土遺物実測図（84～89）Ｓ=1/３

土坑ＳＫＯ５（Fig.123）３７区と３８区の中間で検出した遺櫛。不定形の桐円形を呈し東西に主軸を面く。西側

半分で一段上がり階段状を呈し、下端はやや不整形である。土厨断面は上下２屈からなり、どちらも段上にま

で及んでいる。

土坑ＳＫＯ５出十週物（６４～６８）須恵器蓋と土師器杯である。蓋はつまみが付き、器高が高い。端部は短く折

れ尖る。土師器杯は外面底部より１枚の回転へラ削りが施されるタイプの杯である。「得』「福得」がへラ密き

される。６８のへラ霞きは文字とは判断しにくい。

土坑ＳＫＯ６（Fig.124）４層上面で検出した遺櫛。平面形は栂円ではあるが、本来は方形を呈していた可能性

もある。短軸方向で北側に一段ステップを有し方形に落ち込む。出土遺物は多く、主に⑥厨から出土している。

土層断面の観察からは自然堆狐の可能性が高いと思われる。

土坑ＳＫＯ６出十遺物（６９～８９）配石週構より１枚下の４厨より検出された遺構。際のみを埋土中に持つ

SKO3に切られている。遺物は主に３闇とした層より下層からまとまって出土している。図示している辿物の

年代から判断し一括資料となりうるものと考えられる。６９は須恵器蓋。器高は低く端部は短く折れる。７０か

ら７３は須恵器高台付き杯。短く逆台形を呈する高台が貼り付けられる。７１の外面底部には「×」のへラ妃号

有り。74.75は須恵器杯。７６から８３は土師器杯。外面底部から体部にかけて１枚の回転へラ削りが施され

162
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るタイプ。７６にのみ短い高台が付く。外面底部に「子□」（76)､『呂」（77)､『麻呂」（81)､｢田上」（85)､｢磨」

(86)、「荒衣」（87)、が読み取れるがそれ以外は不明。８４の底部Iこもへう密きが見られるが文字の判読は不明。

また、仕上げの違いとして器肌が鈍い撞色を呈するもの（74)、器面にベンガラを塗布したもの（79)、器壁

内外面ともにベンガラを塗布し赤彩されたもの（82）などがある。８８は土師器托である。底部の受部は水平

で両端とも欠損している。８９は土製の紡錘車である。器面に指ナデ痕が残る。

土坑ＳＫＯ７（Fig.124）調査区端での検出であったため、すべては掘りきれなかった遺構。辿櫛の上端から下

端にかけては垂直に落ち込みが確潔されている。週構内では、途中、一段平坦面を有し、落ち込み下端は不整

形である。

土坑ＳＫＯ７出土遺物（９０～９７）３層で配石辿柵ＳＸＯ１のあった範囲内の下屈より検出した週櫛。９０．９１は、

須恵器皿。一部焼き歪みがあるがほぼ底面が水平を呈する。口縁は短く外へ開く。９２は土師器高台付き椀。器

二三三三プ ９６

(SKO7）

8）

〃〃

、

9９

７
０

、

7）入

(SKO8）

１０cｍ

Fig.１２７３７区SKO7.08出土遺物実測図（90～100）Ｓ=1/３
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①

SKO9

壁は薄く口縁に行くに従い更に薄くなる。体部は緩やかな弧を描きながら外へ開く。底面には断面が三角の高

台が短く付く。９３から９５は土師器杯。外面底部から１枚、回転へラ削りが入るタイプの杯である。94.95

は外面底部Iこへラ衝きにより「宜』と施される。９６は土師器皿。外面底部から大きく回転削りが入るタイプで、

同じく外面底部にへう醤きによる文字が施される．判読は不明。９７は土師器の翌である。外面には刷毛目が明

瞭に残る。

土坑ＳＫＯ８(Fig.124)土坑SKO7を切るように検出された週櫛。楕円形の土坑に柱穴状の掘り込みが見られる。

柱穴状の掘り込みは図示できていないが、浅く掘られているもので柱痕等は確認されていない。底面はフラッ

トである。

土坑ＳＫＯ８出十週物（９８～１００）９８から１００は土師器杯。外面底部より１枚回転へラ削りが入るタイプの

杯である。１００はペンガラを塗布し赤彩した過物である。98.99は底面がへラ削りにより、水平に成形されて

いるが、１００は下面を愈臓してか、体部との境に稜が入るが底面はやや丸みを帯びる。

Fig.１２８３７区SKO9･１０実測図

①暗褐色土(炭化物･焼土粒子少、含む）
②褐色土(やや粘性､炭化物粒子少皿含む）
③褐色土(やや粘性）
④黄褐色土(地山崩壊土）

1回

①暗褐色土(炭化物粒子少Ⅲ含む）
②暗褐色土(やや大きめの焼土粒子多く含む）
③暗褐色土(炭化物粒子とブロックを多く含む）

④暗褐色土(やや砂質､炭化物粒子少皿含む）
⑤暗褐色土(やや砂賀､炭化物粒子極少園含む）
⑥暗褐色土(やや粘質）
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①ａ暗褐色土（1～5ｃｍ大の際少量含む）

①ｂ暗黄灰褐色砂質±（キメ細かい）
②ａ暗蛍灰褐色土(炭化物粒子･3ｃｍ大の鶴少量含む）
②ｂ暗茶褐色土
③暗黄灰褐色土（やや砂質､炭化物粒子少量含む）
④暗黄灰褐色±
'5ａ暗褐色土(やや粘筑）
⑤ｂ黄測色土（やや粘釘）
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Fig.１３０３７区ＳＡＯ1実測図

A，

⑤〔断ＳＡＯ

髄

５ル1上面での検出した遺描。掘り方は不定形の楕円形を呈し、柱穴の断面では柱痕が確認柵ＳＡＯ１(Fig.130）５州上面での検出

される。柱痕間の距離は不規則である。

1６６



①淡掲色粘質土
②淡褐色粘質土（土器片‘炭化物含む）
③暗灰色粘質土（炭化物少量）
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土坑ＳＫ１９（Fig.131）５層上面で検出された遺構。小規模な土坑で半分はＳＫ２０に切られる。平面は橘円形

であり①層とした層から土師器聖（136）が出土している。

土坑ＳＫ２０（Fig.131）平面が方形を呈している遺構。遺構の隅は緩やかな隅丸方形を呈する。下端では焼土

の広がりが一部に見られる。埋土中からは土師器瓶（132）が出土している。

土坑ＳＸＯ3，０４（Fig.132）いずれの遺構も平面が不定形であり、掘り込みも一部が緩やかであり地形の落ち

込みの可能性もある。底面では柱穴状の掘り込みも確認されたが、本遺構に伴うものか不明である。

、

Fiq､１３１３８区ＳＫ１９～２１実測図
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1)淡褐色粘質土（暗赤褐色の焼土多）
２暗褐色粘質土（砂磯多）

3>淡褐色粘質土（明掻褐色の焼土･炭化物少量）
4,暗褐色粘質土

SK？［

ｒ暗赤褐色粘質土（炭化物と焼土の混合土）
(Ｚ暗褐色粘質土（赤褐色焼土ブロック含む）
3､淡褐色粘質土（赤褐色焼土ブロック･明撞褐色焼土ブ
ロック含む）

‘41淡褐色粘質土（粒子が粗い､炭化物･暗赤褐色焼土ブに
ツク少量）
５淡褐色粘質±（粒子が》糧く､炭化物少量）
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1ｚｉｌ，

鴬

６回上面での検出週樹（Fig.133）土坑若しくは柱穴の掘り方と考えられる遺構を検出している。しかし、いず

れも平面形が不定形であり、柱穴としても柱痕は確認されなかった。方形掘り込みは、土坑であると考えられ

るが、出土遺物等もなかったため、ここでは報告していない。本遺構検出面では明確な遺構が検出されていな

いため、上層での掘り残し遺栂である可能性もある。

包含届出土遺物（１０１～１３１）１０１は須恵器の高台付き杯底部、１０２は須恵器の杯底部である。この２点は

焼成前Iこへラ書きが行われている。施されている文字は不明。１０３から１０５は高台付き杯。１０３．１０４は貼

り付け高台で内部に「川大」とへラ圏きが施される。１０５は工具痕である。１０６から１２９は土師器杯である。

高台は付かず、平底で底面Iこへラ櫓きが施される。へラ書き文字については、遺物観察表を参照して頂きたい。

130.131は土師器托である。１３０は受部底部に「宜｣、１３１は体部外面に小さく「大」とへラ書きが施される。

１

１うぐ

雰
轡

1３１

０

Fig.１３５３７区出土遺物実測図（１１４～131）Ｓ=1/３
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Fig.１３６３８区SKO1.02.19.20,SXO1.03.04出土週物実測図（132～141）
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Fig.１３７３８区出土遺物実測図（142～147）Ｓ=1/３
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1４７

１０Ｅｍ

土坑ＳＫＯ１出土週物(１３２～１３４）１３２は須恵器杯蓋。丸みを帯びる天井部を成す。１３３は須恵器杯身。かえ

りは長く直立し、受部は短く細い。底部は丸く、径は小さい。１３２の杯蓋とセットになる可能性が高い。１３４は

須恵器杯身。１３３に比べ口径は広く体部は低い。かえりは直立し端部で二重に整形されている。受部は短い。

土坑ＳＫＯ２出土遺物(135）土師器の高杯。杯部は口径が広く、体高は低い。体部は横ナデによる。脚部は杯と

の接合面まで中空である。底部で角張る。

土坑ＳＫ１９出土遺物(136）土師器蕊。長胴を成す器棚で内・外面共にへう削り後にナデによる調整が行われる。

器壁は頚部付近で最も肥厚する。

土坑ＳＫ２０出土過物(137）土師器の甑。底部は円形に開口し、端部を整形後に断面が長方形の桟が付く。桟は

内側から貼り付けられる。体部は緩やかに開き口縁近くで内湾し端部でやや開く。ロ縁下の体部に焼成前穿孔が

１箇所認められる。

その他SXO１出土週物(138）滑石製石製品。棒状で上部は窪み、底部は縦方向へ短く削り痕が認められる。断

面は円形である。

その他SXO３出土週物(139.140）１３９は須恵器杯蓋。天井部に低いつまみが付く。１４０は須恵器壷。頚部外面

に「×」のへラ記号が施される。

その他SXO４出土遺物(141）土師器の甑。１３７に比べ長胴であるが､底部の整形､桟の取り付けなど共通部も多い。

包含屑出土週物(１４２～１４７）１４２は高台付き杯。143.144は杯、１４５から１４７は皿である。いずれも、底部

外面Iこへラ書きによる文字が施される。（文字については遺物観察表を参照）
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珠

(炭化物･土盟･隈･スラグ含む）

②暗褐色粘質土(炭化物含む）

③灰白色粘貿土(褐色粘土ブロック含む）

0 釦

Fig.１４２３９区SXO1実測図

【３９区】（Fi9140～Fi9144）

本調査区では週櫛の検出面が深く、６個上面での遇栂検出時からを調査対象とし調査を実施した。週櫛の検出

面は１面である。

土坑ＳKO１．０２（Fig.140）調査区の南に位圃し、週櫛の半分が調査区外になる週柵。綴やかな掘り込みを有し、

下端は不定形である。出十週物はない。

配石週櫛ＳＸＯ１（Fig.142）大小の操が混在する配石遺栂。３７．３８区の３周で見られる配石週柵とも似るが出

土畷の大きさ、方向及び、週櫛検出面が違う。配右西側のやや大きな操は落ち込みの上段に位圃し小喋は落ち込

みの①厩に入る（Fig.143Ａ-A‘)。地形の落ち込みに伴い配された石列である可能性が高い。

包含図出土遺物（Fig.143、Fi9144）内面に短くかえりの付く須恵器蓋（148)。外面頂部に擬宝珠のつまみが付

き、４条からなるへラ記号が２箇所に施される。

１４９から１５３は、へラ記号の施される須恵器である。１４９は蓋内面、１５０から１５２は蓋外面、１５３は高台

付き杯の外面底部である。１５４は土師器杯の外底部で「安提」とへラ雷きが施される。

１５５から１５７は、甑である。１５５と１５６は、ほぼ同形の器形を呈する。１５７は甑底部である。棒状を呈する

桟は断面が長方形でやや厚い。底部の鯛整後に貼り付けているのが見て取れる。
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①黄褐色粘質土

②黄褐色粘質土(炭化物含む）
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Ａ 生Lpp団Ａ’
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①暗褐色土
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Fig.１４６４０区SXO１．０２実測図

【４０区】（Fig.１４５～Fi9150）

４層上面で検出された遺構。主な遺構としては土坑、澗状の遺構がある。

H二７０⑮
Ｂ，

－５Ａ１、

・８．

土坑ＳＫＯ１（Fig.145）東西に主軸を測る遺栂。土屈は単届で、断面形は逆台形を呈する。底部は水平。出土過

物は高台付き杯と時期が遡る蓋が出土している。

土坑ＳＫＯ２（Fig.145）隅丸方形を呈する遺構。底部より径２５ｃｍの柱穴状の掘り込みが検出される。土圃断面

で上部からの掘り込みが確認されていないため本遺構に伴うものと考えられる。本来は柱穴の掘り方であった可
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Fig.１４８４０区SKO1.03出土遺物実測図（175～177）Ｓ=1/３

１７７

(SKO3）

能性が高い。

土坑ＳＫＯ３（Figl45）迎柵埋土内に多くの操を含んでいる遺樹。平面形は桐円を呈する。畷は主に②届から多く

出土しており中心部に寄って検出された。繰中より須恵器の蓋（177）が出土している。

その他SXO１（Fig.146）鯛査区北壁に接し検出された栂円形を呈する週櫛。Fig.１４６．１５４で示している土層断

面図の状態で掘り込まれる。週物は主に①層中から出土しており、'①と②層の接点で傾斜角度が変わり中端を形成

する。

その他SXO２（Fig.146）調査区の南端に接し検出された潤状の週構。長楕円の土坑とも捉えられるが、断面図の

埋土の入り方から自然に埋没した潤状遺櫛と考えられる。A-A，にかかる柱穴状の掘り込みは上部からのものでは

ないため、本遇栂に伴うものである。

その他SXO１出土週物（158～１６７）158.159.162は須恵器の蓋。１５８はつまみがつかず、やや厚い。それと

対照的に口緑近くは強く屈曲し端部に至り器壁は薄く仕上げる。端部は短く折り曲げる。１５９はつまみが接合面か

ら剥離した痕跡が残る。体部は緩やかに横ナデが施され、端部は短く整形される。１６２は器高が低く端部が短く折

り曲げられ、擬宝珠のつまみが付く。全体に整形時のものと見られる歪みがある。１６０．１６１．１６３．１６４は高台付

き杯である。１６０．１６１は高台が底部のやや内入る器形を示す。口縁部は直線的に開き、端部はやや尖る。１６３は

体部際に高台が貼り付けられる。１６４も１６０などと同様にやや内に入る部分に高台が貼り付けられる。１６５は須

恵器の小型杯。コップ状の器形を成すが、本稿では小型の杯と報告する。垂直に伸びる器壁は口縁近くでやや強く

横ナデが施され薄くなる。高台は短く外反する。１６６は土師器杯の底部。外面に籾圧痕が残るため図示している。

１６７は土師器の壷。頚部のみの出土であり全体の器形は不明である。頚部は短く直立する。

その他ＳＸＯ２出十遺物（168.169）２点とも、須恵器の高台付き杯。１６８は逆台形の高台を有し端部は尖る。内

面底部に「×」とへラ記号が施される。１６９は体部が緩やかな傾斜を有する器形を成す。底部と体部との間には明

確な稜を持たず、底部のやや内側に短く外反する高台を有する。

その他SXO３出十画物（１７０～174）１７０は高台付き杯。体部と底部との間には直角に近い屈曲を有し体部は垂

直に立ち上がる。底部は厚く水平。高台は短く、屈曲部直下に貼り付けられる。１７１は把手付き鉢。底部にかかる

部位から体部にかけて残る。体部には横ナデ後に沈線を巡らし、把手が付設される。１７２．１７３は須恵器の翌。い

ずれも口縁から体部にかけての部位である。口縁は短く外反し、端部は四角に整形される。体部外面には平行叩き

痕が､内面には頚部との接点近くに横ナデ及び指頭圧痕が明瞭に残る。１７４は滑石製の紡錘車。断面形は台形を成す。

土坑ＳＫＯ１出十迩物（175.176）須恵器の杯蓋。器高は高く天井部は丸い。器形はやや小ぶりである。１７６は須

恵器の高台付き杯。体部は浅く皿状を成す。高台は体部との屈曲部より内に入った部分に短く付く。１７５は、やや

古い時期に相当するため流れ込み資料である。

土坑ＳＫＯ３出十通物（177)須恵器杯蓋。天井部に「×」のへラ記号を施す。

包含厨出十週物(１７８～188)１７８は須恵器杯蓋。外面天井部Iこへラ記号を有する。１７９は内面にかえりの付く杯蓋。

１８０は須恵器杯。外面底部に「×」のへラ記号を有する。口緑のかえりは短く内傾する。１８１は須恵器の有蓋高杯。

脚部の上段にカキ目が明瞭に残る。脚裾部lこへラにより施された直線のへラ記号が２条見られる。１８２は須恵器杯

口縁。外面Iこへラ記号が施される。１８３は須恵器壷の口縁。外反するロ縁下外面にへう妃号が施される。１８４は須

恵器壷。体部外面に２条からなる沈線が巡る。沈線下には平行叩きがわずかに残る。１８５は土師器杯。外面底部に
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へラ書きで「川大」が浅く施される。高台の付設または、痕跡はない。１８６は土師器甑。丸みを帯びる体部に垂

直に伸びる把手が付設する。体部には焼成後に穿孔された孔が見られる。１８７は流紋岩製、１８８は滑石製の紡錘

、
1８０

８４

《=Ifiぐ

、

VＣＥｍＯ０

1７８
1７９

Ⅲ 一

７陰 了"ﾓミテ隆
－－一一一一コ

1８２

二三二三三二

2cｍ

－－･．ー

Fig.１４９４０区出土過物実測図（178～188）

－１８５一

妻

弓

、

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
〈
・
鋸
》
・
称
●
‐
雫
一
一
一
く
●
．
、
一
、
．
・
・
・
．
．
・
・
・
．

一
一
一
戸
韓
〉
一
一
で
↑
一
一
一
一
Ｊ
一
一
一
ｊ
一
一
Ｊ
Ｔ
Ｔ
Ｗ
＃

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
“
宮
一
一
一
一
一
一
一
一
●

(186）

◇ｅ●
皿”□｡。

８５

JJJI1
露

⑯



愚
；

雲
；

‘

-|"|開博

一
色
国
富
４
諦
室

‐

１８６

｜
（‐

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
‐
Ｉ

ツ
ー
１
１
１
一
画
‐
一
Ｊ
■
Ｉ
角
〉
ｊ
ノ
ノ
ｒ
ｌ
、
、
１
ｍ
ｍ
Ⅷ

冒
涜

１
１

函
回
壷
唾
Ｈ
凶
○
寸
○
里
．
⑥
正

､

一
色
詫
醒

;,Ｖ：ノ
／

ｌ
雪
雲

一

生

判
斌
鐸
⑳
駆
潟
く
⑭

（
鞠
緬
鐸
畢

追
・
毒
・
哩
回
縦
ｅ
剖
亀
）
判
睡
築
⑳
卑
堅
・
乏
唖

（
紗
佃
争
犠
・
尋
等
遮
・
港
）
Ｈ
睡
鐸
凹
翠
塁
寸

（
塵
回
惚
”
○
冷
誕
鐸
）
哩
選
急
佃
嘩
鯉
画
、

判
坐
蕊
製
劇
Ｎ

Ｈ
閑
一

日

四
ｍ

竺
唖

－ＩＣＵ



●

E1,

中
の
［
面
面
Ｉ
Ⅱ
ン

ロ
ト
ト
鑓
悼
１
Ⅱ
ン

居
軍
畢
銘
祁
理

ＧＩ

４１，

X＝Ｂ型8m

Fig.１５１４１．４２区４．５層週柵配皿匡

一１８７一

X=-55985

』
、

戸
．
。
‐
（
‐
‐

、
。

C，
1８

眼

X=－５５９９０X=-55990
壷

＄

41区Ｄ
」
■ SK10

リ
ー
１
１

NIIO腕

”
岬
『
膳
》
『
ｌ
く
１
１
１
１
１
１

）
剛
ロ
》
（
い
》
》
枠
》
）
・
ロ

１
１

X=-55995X=-55995 ＄

四
画
［
面
面
１
Ⅱ
ン

ＤＦｐフ

日

R帆０

X=-56000X=-56000

X=-56005

X=-56010

僻 DＦＰ

○ｖｗＩ
ＳＯＯ

蕊！

1４

ｉｉｉ
〉．：

ｂ

ｌ恩，

○
○

ｑ
■
・
堅
ロ
０
０
，
〃
〃
８
０
曲

一
Ｊ
Ⅱ

》
〕
河
〃
／
”
．
・
具

b国利副01噸

｢易

Ｊ〆

42区

X昌一56010

ＬｔＳＫＯ５

ビ．｡｡‘
一－一一－－－－Ｌ一一画一国ロ



⑧

Ａ・ 。Ａ，

Ａ 生ＬＯ血Ａ，

SKO1

①赤褐色±(焼土粒･炭化物含む）

ａ

Ａ・ 薫鴛 A・

Ａ

､｡尋鶴。

u三型聖Ａ，
①

ＳＫＯ３

①暗褐色土(土器集中､炭化物含む）

Ａ

‘①淡灰褐色土(鉄分粒子多く含む）

,②灰褐色土

０

Ａ・

Ａ

①暗褐色土（適物極小､炭化物含む）

０

H三Ｌ３ｐｍＡ.

SKO2

１ｍ

④

●Ａ,

止型ｈＡ，

SKO4

1国

ー 一

Fig.１５２４１区SKO1～０４実測図

【４１区】（Fig.１５１～Fig.169）

本調査区では、２調査区を通しで調査を行っている。よって、本稿ではまとめて報告する。

土坑ＳＫＯ１（Fig.152）４届上面で検出した遺柵。平面が不定形の遺構で下端立ち上がりは緩やかに傾斜している。

±層断面は単層である。

土坑ＳＫＯ３（Fig.152）隅丸方形の遺構。土層断面では分届は出来ずに埋没過程は不明である。下端付近から古代

の遺物が出土している。

土坑SKO4(Fig.152)隅丸方形の平面形を呈する遺構。土屈断面では分層はされず､週櫛の埋没状況は不明である。
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Fig.１５３４１区SKO5～０９．１１～13,ＳＤＯ１実測図

一 一

土坑ＳＫＯ５(Fig.153)平面形態が楕円形を呈する遺構。下端は東側では上端に沿っているが､西側では方形のため、

傾斜が緩くなっている。土層断面は単層である。

土坑ＳＫＯ６（Fig.153）上端ラインが不定形な土坑である。２基の方形遺構が切り合っているようにも見て取れる

が、確認はできない。土層は単層である。

土坑ＳＫ１１（Fig.153）平面では詳細な切り合いは不明であったが、土層断面の観察から２基の遺柵が切りあっ

ているのが確認された（SKO7)。

SKO6
SKO5 (1)暗褐色土（週物極小､炭化物含む）

⑩暗褐色土(遺物極小､炭化物含む）

①哩地０．比E-G里ＣＣ

SDO1

n>暗褐色土（砂混じり）

==ー『一ー

ＳＫ１３

ｎ暗褐色土（やや粘質､赤色粒・

炭化物含む､遇物極小）

Ｚ黄褐色粘間土（鉄分含む）

②
’
’
’
一
⑧

1■０

⑩暗褐色土(遺物極小､炭化物含む）

②暗褐色土（やや粘質）

Ｈ t塑一逆Ｈ’｜
⑪
②
３
３
５
⑤

④ＳＫＯ９
暗褐色粘質土

褐色砂質±

灰褐色粘土

炭化物屑（赤色鉄分層含む）

灰褐色粘土

灰褐色粘土（砂含む､赤色鉄分層含む）
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②淡黄褐色土
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①暗褐色粘質±

②黄褐色粘質土(鉄分含む）

④

Ａ・ A，

Ａ 生塑哩Ａ，

ｄＳＫ１７
①暗褐色粘質土
②暗褐色土(週物含む）
③黄褐色粘質土

０ 1ｍ

一 一一一

Fig.１５４４１区ＳＫ１４～１７実測図

土坑ＳＫ１５（Fig.154）平面が桐円形を呈する通柵。土屈断面は、上下２届からなり自然堆積による埋没状況を

示している。遺櫛は浅く、底部はフラットである。

土坑ＳＫ１６（Fig.154）本稿では１基の遺櫛として報告しているが、複数の遺構が切り合っている遺構である可

能性が高い。

土坑ＳＫ１７（Fig.154)遺柵の一端は調査区外に位値する遇柵。楕円の平面形を呈する。長軸方向に土層断面が切

られ、３層からなる自然堆積の土屈が確認される。
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⑪褐色粘質土（時間と共に色変有り､酸欠が作用）
ｇ灰色粘質土

3)桃灰色粘質土
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刀黄灰色砂屈

画黄灰色砂磯屈
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実測図
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溝ＳＤＯ３（Fig.155）遺構の一部は調査区外へ出ており全体像は不明であるが、溝状の遺構と考えられる。遺構
はＶ字状に掘り込まれる（A-A，）
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② ①暗褐色粘質土

②褐色砂質土

③灰褐色粘質土(鉄分含む）
g〆(３

Fig.１５６４１区SK18～２０実測図
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②１｡
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④

①暗褐色土(ややしまりあり､炭化物粒子少、含む）
②灰褐色土（しまりあり､白色土の割合密）
③暗褐色土(柔らかくしまりに欠ける､炭化物粒子少冠含む）
④灰褐色土(ややしまりあり､白色土ブロック状に含む､炭化物粒子少、含む）
⑤灰褐色土(やや粘性あり､ブロック状）
⑥灰褐色粘貿土(柔らかくしまりに欠け､炭化物粒子少風含む）

SK20

茶褐色砂質土(茶色の粘闘土をブロック状に含む）

茶褐色砂賀土(②より粘質土の割合が低い）．
白色砂側土(①よりキメが細かい）
白色砂貿土(①､④より砂の粒子大）
茶褐色粘質土(地山崩暇土）

０ １回

①灰白色砂岡土(炭化物粒子少、含む）
②灰茶褐色砂質土(茶色の粘闘土をブＩ
③灰茶褐色砂賀土(②より粘質土の割１
④灰白色砂側土(①よりキメが細かい）
⑤灰白色砂貿土(①､④より砂の粒子大
⑥灰茶褐色粘質土(地山崩暇土）

土坑SK20（Fig.156)週櫛の半分が調査区外にあたる辿櫛。土厨の埋没過程から③から⑥層が埋没後に②層が掘

り込まれ、最後に①厨が掘り込まれている。適櫛の性格等は不明。
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その他SXO1．０２（Fig.157）ＳＸＯ１がＳＸＯ２を切り、掘り込まれている辿構(B-B'）。いずれも、遺構内へは両

サイドから±砂の流れ込みが確認され、自然に埋没した過程が窺える。

Fig.１５７４１区SXO１．０２実測図
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竪穴式住居跡SIO１（Fig.161）南北3.0ｍ×東西2.8ｍを測る週柵。中央部に柱穴を切りトレンチが走り、辿柵

内中心部の様子は不明である。A-A，,B-B，の土層断面により、住居を欄成している柱穴の様子は見て取ることが

できる。検出面が不明確であったため、床での硬化面及び掘り方等は確認していない。柱穴土層からは柱座のレ

ベルを合わせる埋土が確認できた。住居床面での硬化面等の検出はできていない。

竪穴式住居跡SIO２（Fig.162）長軸方向約４２ｍ×短軸方向で約3.2ｍを測る遺構。平面形は上端でのラインの

不鮮明さから明確には検出できていないため。不整形である。床面では硬化した面がわずかに見られた。周囲に

同様の週栂が検出されているため竪穴式住居跡と認識できたが、本遇柵のみを見ると地形の落ちともとれる所見

が見られる。

特にB-B，では住居内の遺構と言うより、その形状から掘立柱建物の柱穴掘り込みである可能性が高い。また、

C-C,断面においても住居の埋没土屈としては不安定である。

竪穴式住居跡ＳｌＯ３（Fig.163）遺柵の約半分しか調査区に係らない週櫛である。調査区に接する範囲で約

180ｃｍ、それに直行する軸で約1.42ｍである。本遺構も床面での硬化ラインや遺檎の平面形から住居跡と認定

するには不十分な週構である。

竪穴式住居跡SIO４（Fig.163）平面が不定形の遺構である。調査段階では住居跡と認識しているが、詳細は不明

である。週櫛内土坑の上に板状の蝶が見られるが、台石としての磯能は確認できなかった。

竪穴式住居跡SIO５（Fig.163）平面形が方形を呈する遺構。しかし、遇柵角の一部を確認しているが、やや尖り

鋭角になるため、住居跡とは認定しがたい。Ａ-A'の断面では、中心の掘り込みを境に深さが変わるため住居掘り

方ともとることができる。
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土坑ＳＫ２３（Fig.163）時期不明の週柵であるSK21・ＳＫ２２に切られている梢円形の士坑である。底面はほぼ水

平で土層は単圃であることが確認された。土屈中には篠を含み、須恵器の高杯及び杯が完形で入るため、辿櫛の

時期はこれらの須恵器の時期であろうと判断される。

土坑ＳＫ２４（Fig.163）土師器の聖が１個体土圧で潰された状態で出土している遺柵。遺構は浅く、週物の出土

状態から上部は大幅に削平を受けていると考えられる。
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土坑ＳＫＯ１出十迩物（189）柱状でやや反る形状を呈する砥石である。断面は四角で全面に使用痕が残る。肌理

が細かい。石材は泥岩。

土坑ＳＫＯ３出十掴物（190～１９２）１９０は須恵器短頚壷。器形はやや小型であるが、丁寧な横ナデが施される。

完形品である。１９１は土師器の杯。底部は丸く平坦面は持たない。口縁部は製作時のものと思われる歪みが見ら

れる。１９２は土師器の鉢である。器内部は薄く削り、口緑との境からロ縁端部にかけて厚く残る。

土坑ＳＫＯ４出十掴物（193）須恵器の杯蓋である。短く小さな擬宝珠が付き、口縁内部にかえりが短く付く。器

高は低く径も小さい。

土坑ＳＫ１５出十通物（194）土師器の片口鉢である。体部は深く底部は平底である。内面は横ナデ及び削りが明

瞭に残る。口縁の押えは大きく、角度も緩い。

土坑ＳＫ１６出十掴物（195）土師器高杯の杯部である。残っているのは杯部のみで脚部とは接合面で剥離した状

態で出土している。口縁は緩く外反し端部は尖る。

土坑ＳＫ１７出十遺物（１９６．１９７）１９６は土師器の杯。底部は丸底で口縁も端部で強く内傾する。器壁は全体に

厚く、口縁内部に沈線が巡る。１９７は土師器翌。丸みを帯びる体部を有し､頚部で強く屈曲する。口緑端部は尖る。

内面lこはへう削り痕が幾筋にも明瞭に残る。

土坑ＳＫ２０出十迩物（１９８～203）１９８から２００は須恵器の高台付き杯である。プロポーションはほぼ同じで

底部端に短く高台を貼り付ける。体部は緩やかに外に開く。２０１は須恵器の壷。丸みを帯びる体部は頂部付近で

急速にくびれ、短く頚部が付く。口縁端部は強く外反し先端は尖る。体部は下に行くに従い厚い。２０２は土師器

の杯｡体部は丸く底部も丸底を呈する｡口縁部付近で直立し端部は四角く整えられる｡２０３は土師器聖｡短く直立し、

くびれの少ない頚部を呈する。内面には明瞭に削りが見られる。

その他ＳＸＯ１出十遺物（204～207）２０４は須恵器の高台付き杯。高台は体部の立ち上がりの稜の内部に位図

する。短いが底部が折れる状態でやや外反する。体部はやや反りながら先端に至る。２０５は土師器の杯。底部は

丸く体部は直線的に開く。口縁端部はやや尖る。２０６は土師器杯。底部は広がり平底気味に開き口緑端部におい

て短く立ち上がる。外面には横ナデによる調整痕が残る。２０７は土師器の杯。底部は平底気味だが丸みを帯びる。

明確な平底は呈しない。体部は垂直に立ち上がり口緑端部付近で肥厚し丸味を帯びる。

その他SXO２出十週物（208)無蓋高杯の杯部。脚部は欠損して不明。端部は内が押えられ開き気味に尖る。

溝ＳＤＯ３出十遺物（209）須恵器の杯蓋である。外面天井部はへう切りによる粗い痕跡が残る。内側には短く反

るかえりが付く。

溝ＳＩＯ２出十遺物（210）須恵器の杯身。底部中央部が欠損し不明であるため、有蓋高杯である可能性もある。

かえりの立ち上がりは強く太い。しかし、受けは短くかえりとの接点は明瞭ではない。

溝Ｓ104出十通物（211）須恵器の杯蓋。器高は高くなく、口径は広い。外面の横ナデは明瞭で、口縁端部は内

を押え尖る。
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竪穴式住居跡ＳｌＯ５出土遺物(212～214）２１２は土師器の無蓋高杯。脚部は杯の一部に下大半は途中で欠損し

ている。杯部は緩やかに開きながら口縁直下で垂直に立ち上がる。端部は内側で押えられ尖る。２１３は土師器の翌。

丸みを帯びる体部は、最大胴部上の粘土継ぎ目から剥離している。頚部下に粘土継ぎ目が１箇所観察される。頚

部から口縁にかけてはほぼ直立し端部でやや反る。内面にへう削りが、外面に刷毛目が明瞭に残る。２１４は土師

器翌である。球体をなす器形は下半身に最大径を有する。頚部は直立し、肥厚した部分が短く立ち上がり口縁端

部で強く外反する。

土坑ＳＫ２３出十掴物(215.216）いずれも須恵器で２１５が杯身、２１６が有蓋高杯である。杯身はかえりが長く

立ち上がるが、やや内傾する。器高は高く、全体に丸みを帯びる。有蓋高杯の杯部は２１５の杯身とほぼ同形であ

る。脚部には波状文が施される。脚端部では段を有し外に広がる。

土坑ＳＫ２４出士迩物(217）土師器の喪。ほぼ復元により完形に戻った個体である。最大径を下半身に有し丸底

を帯びる。頚部直下でやや内傾し口縁に向かい広がる。頚部と体部の接点は指押さえによる痕跡が内外面ともに

残る。

包含匝出十週物(218～223)２１８は須恵器の杯身。外面底部に３本からなるへラ記号が残る。２１９は須恵器の壷。

外面にへう函きによる文様がある。建物のようにも見受けられるが詳細は不明。２２０は土師器杯。外面底部に｢大」

のへラ書き文字が認められる。２２１は円面硯の上部である。長方形の透かしが僅かに残る。磨面は肌理が細かく

使い込まれ、浅い海が観察される。器形は圏足になるものと考えられる。２２２は土製の紡錘車。角がとれてやや

丸みを帯びる。中央の穿孔されている部分も歪んでおり使い込まれ､磨り減ったものと考えられる。２２３は椀型津。

底部は炉床の形状に沿い、緩やかに椀型をなす。亜圃は246.49を計る。

Fig.１６７４１区出土週物実測図（218～223）Ｓ=1/３
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【４２区】

４２区ＳＫＯ２出土遺物(224～229）２２４から２２８までは須恵器。２２４は杯蓋。つまみは付かず、内面口縁部

に短くかえりが付く。器高は低い。２２５は杯蓋。外面上部が粘土継ぎ目から剥がれ、つまみがあったかどうかは

判断できない。内面口縁部に短いかえりが付く。器高は丸みを帯び高い。２２６は杯蓋。外面上部に大きく平たい

つまみが付く。端部は欠損しており正確な器高は確認できない。外面中位に沈線が１条巡る。２２７は高台付き杯。

底部と体部立ち上がりの接点に低い高台が貼り付けられる。２２８も高台付き杯。高台は内に入り、角張る脚が貼

り付けられる。体部外面に「×』のへラ記号が施される。２２９は土師器杯。底部は平底で緩やかに外に反りなが

ら口縁に至る。外面底部に「荒衣」とへラ智きが施される。
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Fig.１６８４２区SKO2,包含層出土遺物実測図Ｓ＝1/３
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【４３区】（Fig.170～Fig.172）

本調査区では６層上面にて辿栂を検出し調査を行っている。調査区南東隅で硬化面及び焼土の広がりの一部を

確認したが、遺構と断定できる状態ではなかった。

SDO1(Fig.170）南北に主軸を固く溝状の遺構。平面形では２基からなる土坑が切り合っているか、掘り直して

あるかのようにも見受けられる。A-A，の断面で中段があるのが確認される。

SKO1(Fi9170）硬化面の広がる西側で確認した遺構。平面形は上端では不整形であるが、下端では隅丸方形を

成している。出土遺物はない。

SKO2(Fig.170）調査区南東隅で検出した遺構。長楕円形を呈する。遺構の端は調査区外に伸び、潤状遺構の

可能性も考えられるが、本稿では土坑と報告する。断面形（A-A，）での観察の結果、縦に深く掘り込まれている。

埋土中からは布目瓦小片が出土している。

SKO1出土週物(230）埋土中から１点のみ出土する。凹面には肌理の細かい布目痕が施され、凸面には約４ｃｍ

の叩き板による叩き目が残る。凸面側縁には叩き痕をナデ消している箇所が確認され僅かに指頭圧痕が認められ

る。断面側縁の整形は単純に切り取られており四角を呈する。

遺物包含層出土遺物(231～239）２３１から２３４は須恵器で、そのほかは土師器による各器種である。２３１は蜜。

体部は丸みを帯び、やや肩が張る。頚部から外反しながら立ち上がり端部で複合的に口縁を形成している。外面

は格子叩き、内面は同心円叩きが明瞭に残る。２３２はつまみ付き蓋。横ナデ成形により明瞭に稜を持つ。端部は

短く折れ、先端は尖る。一部に焼き歪みあり。２３３は杯蓋。外面上部に「×」のへラ記号有り。２３４は高杯。杯

部は大ぶりに対し、脚部は低く短い。脚端部は－段折れ稜を成す。杯部に焼き歪みが見られる。２３５から２３９

は土師器。２３５は杯。体部は横ナデにより整形され、底部調査は不明。他の共伴資料等から推測すると、へラ切

りきり後にナデられ、痕跡が消えているものと考えられる。２３６は皿。外底面はやや上げ底で、口縁にかけてへ

ラ削りが施される。２３７は高台付き皿。断面形が三角形を成す高台が貼り付けられる。口縁の一部に焼き歪みが

見られる。２３８も高台付き皿。２３７に比べ精綴に成形が行われる。体部は丁寧な横ナデ整形により歪みなく作ら

れる。ロ縁は丸く、端部でやや角度を変えて開く。２３９は無蓋高杯。杯部上面は欠損しているが、杯の立ち上が

り形態力覇壷を有しない杯を成すものであるため、無蓋の高杯と報告する。脚部は貼り付けられ底部近くで強く外

反し端部に至る。
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潤SDO1(Fig.174)５屑上面で検出した遺構。遺構は南北軸に沿っており､南北10.01ｍ､東西80.1ｃｍ(最大幅部）

を測る。断面はA-A.､B-B，の２カ所を測っている。土層はＢ－Ｂで上下２層に別れるが他は､分層は出来ていない。

埋土中からは９世紀代の遺物が多数出土している。

土坑ＳＫＯ７(Fig.175）６層上面で検出した遺構。平面形が不整形の遺柵。検出段階での遺構は浅く、底面は一定

ではない。埋土中から遺物を含み、多くの際が出土している。

土坑ＳＫ１７(Fig.178）７届上面で検出された遺構。一部をトレンチにより削平されているが、平面形は不定形土

坑として捉えている。②届に焼土の詰まった範囲が捉えられ燃焼面を形成している。

土坑ＳＫＯ７機十週物(240）土師器誕の口縁部。頚部で稜を持たず緩やかに立ち上がり口縁へ至る。端部は緩く

外反し端部は尖る。
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【４４区】（Fig.173～Fig.181）

５層の遺構検出面で満ＳＤＯ１を検出したため、北に向かって調査区を拡張している。

ておらず未調査である。遺櫛検出面は計３面、確認している。

潤SDO1(Fig.174)５屑上面で検出した遺構。遺構は南北軸に沿っており､南北10.01ｍ

Fig.１７３４４区5層遺構配圃図
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土坑SK18IH＋掴物（241）土師器の無蓋高杯。脚部は剥離

し残っていない。杯部も上部が欠損し詳細は分からないが同時

期の他の資料から無蓋の杯部を成すと考えられる。

洞ＳＤＯ１出十遺物（242～253）２４２須恵器の小型の高杯。

杯部は無蓋の形状を成す。脚部は底部近くで強く外反し端部は

短く折れる。２４３から２４８は土師器椀。２４３は体部が緩やか

に内湾する。高台は剥離し詳細は分からないが、剥離痕が残っ

ており高台の存在は明らかである。２４４体部は直線的に開く。

高台は短く底部と体部立ち上がりの稜に貼り付けられる。２４５

口縁部近くは欠損し詳細は不明。体部はやや内湾しながら緩く

立ち上がる。高台は短く垂直に立つ。２４６から２４８は高台付

き椀。体部の形状はあまり変わらないが、高台の貼り付け状況

が若干異なる。２４６は高台が短く外反する。２４７は剥離して

ないが、２４８同様にやや直立する高台が付くものと考えられ

る。２４９は土師器杯。口縁の縁上に油煤が付着し灯明皿とし

ての用途が認められる資料。器面調整は横ナデ及びナデが多用

され、他の杯と比べ当初から使用目的を限った作りが想定され

る。２５０は土師器杯。２４９と違い、体部外面に明瞭な横ナデ

整形痕が残り、外底面Iこもへう切りが見て取れる。体部はやや

内湾しながら緩く立ち上がる。２５１は土師器杯。直線的に伸

びる体部が特徴的である。外底面には丁寧なナデ調整のため切

り離し痕は残らない。２５２は土師器杯。２５１と同形であるが、

口縁付近に焼き歪みが認められる。２５３は土師器小型霊。横

ナデ等の整形が不明瞭でやや粗雑感が認められる。底部は欠損

しており不明。

週』偽Ｂ,

管

H三Ｌ３０ＥＡ,Ｂ

０１回
一一

①淡灰褐色粘質土(ｲ萱褐色ブロック･炭化物少量含む）
②暗灰褐色粘質土

Ａ
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Fig.１７４４４区ＳＤＯ１実測図
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①淡褐色砂質±(粘性があり､焼土片を少園含む､操含む）
②淡褐色砂質±(①よりも粘性があり､炭化物を少量含む）

H三ＬＱ鯉Ｃ，

ＳＫ１０

①淡褐色砂質土(少々粘性あり）
②淡灰褐色砂質土(①よりも粘性あり）

Ｂ

，

H=7.00ｍ

ＳＫＯ９

①淡褐色砂質土(少々粘性あり）
②淡灰褐色砂質土(①よりも粘性あり）

８・

H三Ｌｑ血，．

ＳＫ１１

①淡褐色砂質土(少々粘性あり､粒子細かい）
②淡灰褐色砂質土(①よりも粘性あり）

０

Fig.１７６４４区SKO8～１１実測図

1同

溝ＳＤＯ３出土遺物（254）輔の羽口の先端部である。外面の器面に残されている燃焼線の角度から、約２０．の装

茜角度があったことが推測される。

その他SXO１出土週物（255）須恵器の喪。頚部から口縁部にかけての部位のみである。僅かに体部の開き始め

る部分に体部との剥離痕が認められるが体部の形状は不明。外面口縁下に３条の櫛描文､４条の沈線が巡らされる。

口縁は端部で複合的に成形される。
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遺物包含層出土週物(256～259）256.257は輪の羽口。先端、基部とも欠損している。また、装着角度を測

る燃焼線も見えないため装着角度は未計測。２５８は軒平瓦。凹面には布目痕、凸面には格子叩き目が明瞭に残る。

凸面には前面に低く顎が付く。瓦当面には均正唐草文で中心の心飾部には上向きの相対曲線文を施す。また、こ

れら文様の基部には鋸歯文が連続する。この軒平瓦と同殖若しくは同形の瓦が江上敏勝氏により採集され報告３

されている。平瓦(259）出土部位は全体形の四分の一である。凹面には布目痕が、凸面には菱形状叩き痕が残る。

凸面では緑辺において削り込まれナデ整形が施される。瓦当側面は直角に切られる。
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Fig.１８０４４区出土遺物実測図（256～259）Ｓ=1/３．１/４
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Fig.１８２４５区3A2価遺構配圃図

X==5，５５

X＝56080

Ｘ＝96065

Ｘ＝56070

【４５区】（Fig.182～Fig.201）

本鯛査区を境に、宮地観行寺過跡が立地する宮地の地形は、南側の水無川に向かって傾斜を始める。本鯛査区を境に、宮地観行寺過跡が立地する宮地の地形は、南側の水無川に向かって傾斜を始める。傾斜は急

にはならず鰻斜面であったため辿跡は広がっていると考えられる。しかし､これまでのように遺櫛密度は高くない。

週櫛の検出は３屑から始まり７周上面まで及び検出面は４面に渡る。土地の傾斜があるため、面での退櫛の把握

が難しく本来は同一面であった面もあったとも考えられる。３A２，３A3層で辿櫛の検出は分けているが、これら

は同一面（３層）として報告する。

SDO1・Ｏ２（Fig.183）３層にて検出した遺櫛。ＳＤＯ１ではＡ賃A'（Fig.183）の土圃断面図を記録している。土

屈は単屈で週柵底部から土師器片と裸が出土している。同じくB-B,でも断面を観ているが断面形態は同一である。

SDO2はＳＤＯ１を切り検出された辿柵。断面はC-C，で底面は平らである。
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掘立柱建物ＳＢＯ１（Fig.185）長軸方向の柱列が鯛査区外に伸びる遺櫛。主軸を東西に有し、短軸側は３軒、調

査軸側は２軒検出した。掘り込みはいずれも浅く、本来はもっと地表面近くから掘り込まれていた遺栂であろう。

土坑ＳＫＯ１（Fig.185）円形の掘り込みを有する遺櫛。土屈断面は単屈で底面はほぼ平らである。本週構も本来

は上屈から掘り込まれていた遺櫛と考えられる。

５屈上面検出週栂（Fig.186）個別で平面形を図示したのはＳＫＯ２のみである。長柄円形を呈し、掘り込みは、

ほぼ垂直に掘られる。届は上下２層に分圃され、それらも多少の乱れはあるがほぼ水平である。

他にも、土坑・柱穴等を多数検出しているが、柱穴は建物として呪職できるものは調査段階ではなかった。土

坑も自然堆種による埋没のものが多く、土坑墓等の遺構は確潔されていない。

EＰ

Fig.18445区3A3屈週樹配廻図
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その他ＳＸＯ１（Fig.188）本遺構は６層上面より掘り込まれた遺柵である。遺構は下端中位に段を有し、段掘り

された土坑の形状を成す。土層は４層確認され中心部が落ち込む、所謂自然堆積による埋没を示している。③

から②層にかけて週物･際を多数包含したのを見ることができる。平面は長楕円形である。

柵SAO１．０２（Fig.189）各遺構とも、３基からなる遺構である。柱穴の掘り込み面で本来は掘立柱建物である

と考えられるが対応する柱穴を確認出来なかったことから柵として報告する。いずれも掘り方を有し、抜き取り

痕と見られる厨を観察することができる。

柵SAO３（Fig.190）本遺構は７層上面で検出した遺構。３基の柱穴列からなる。

溺ＳＤＯ１出十週物（260～268）260.261は土師器高台付き椀。横ナデによる体部の整形が明瞭に残る。体部

はやや丸みを帯びながら伸び、端部で僅かに外反する。２６２２６３は土師器杯。２６３は底部外面に墨書があるが

明瞭には読み取ることはできないが、あえて言うと「福生」ととることも出来よう。２６４から２６８は高台付き皿。

皿部は浅く、体部は強く外へ直線的に伸びる。高台は器高に比べ高く、外へ開き直線的に伸びる。９世紀後半頃

の資料であろう。
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2)褐色粘質土
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Fig.１８７４５区SDO3SKO3～07実測図
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1回

潤ＳＤＯ２出土遺物（269～272）２６９は高台付き杯。短く直立する高台が貼り付けられる。２７０は無蓋高杯。

杯部は口径が広く浅い。脚部は欠損しており不明。２７１は甑か蜜の胴把手部。手づくねにより整形され丁寧に撫

で付け張り付ける。２７２は陶硯。脚部は残っていないが欠損した痕跡を見ると棒状の欠損であるため、獣脚であ

る可能性が高い。硯面はほぼ完形で残り使用による研磨痕を残す。海部と外堤部は一部欠損する。欠損部断面で

は粘土貼り付け痕が明瞭に観察される。

潤ＳＤＯ２出土週物(273）２７３は須恵器蓋。擬宝珠のつまみが付き端部付近にかえりが見られる。

SKO1出十週物(274）土師器の高台付き皿。高台は貼り付け部から剥離し残っていない。調整は横ナデで断面

に単位が明瞭に観られる。端部はやや薄く、丸みを帯び仕上げられる。

SKO2出士遺物(275）須恵器の平瓶。ロ縁でやや端部で内傾する。頚基部は丸みを帯び体部へと伸びる。口縁

と体部の接続部は指ナデにより整形され内面に粘土の盛り上がりである稜を残す。
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Fig.１９３４５区出土遺物実測図（288～290）Ｓ＝1/３

SXO１出土週物(276～285）２７６から２８０は須恵器のつまみ付き蓋。うち、２７６から２７８は外面天井に擬宝

珠のつまみを有し、内部に短いかえりが付く。横ナデによる稜が明瞭に残り、体部は薄く仕上げられる。天井部

から口縁に至る部分がやや肩を張る形状をなす。２７９はやや器高が高く天井部に丸みを帯びる。２８０はつまみが

平らで薄い。天井部は丸みを帯びやや厚みを持つ。２８１は須恵器高台付き杯。立ち上がり部にやや丸みを帯び口

縁へ至っている。端部は内面が押えられ尖る。２８２は須恵器の椀。口縁端部でやや外反する。高台は内に貼り付

けられ、端部は外へ開く。２８３は土師器つまみ付き蓋。２７９とほぼ同形を成す。２８４はつまみ付き蓋。つまみ

部は残っておらず不明であるが類例からやや盛り上がった天井部につまみが付くと考えられる。口縁は端部近く

で垂直に折れる。２８５は小型杯。平底を呈し口縁端部でやや外反する。口縁下には僅かに稜が残る。

PitO3出土週物(286.287）２８６は須恵器高台付き杯。高台は体部中央に寄り長い。体部は丁寧な横ナデが施さ

れ端部内側は押さえられる。２８７は土師器要。緩やかに立ち上がってきた口縁は頚部を境に肥厚し強く外反する。

包含届出十通物(288～290）２８８は高台付き杯。外面底部に「×」のへラ記号が残る。２８９は土製の紡錘車。

底部は粘土継ぎ目から剥離。紡錘車を作る際の手順が分かる良好な資料である。他の資料と比べ、全体に丸味を

帯び厚い。２９０は鞠の羽口。焼成の具合からは装着角度は観察されなかった。先端部に当たる部位である。
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【４６区】（Fig.１９５～Fig.197）

水無川へ落ち込む緩傾斜面上に位園する調査区。４層上面での検出で、調査面は１面である（Fig.195)。

土坑ＳＫＯ１(Fig.１９６上）上端で隅丸方形を呈する遺構。東側に－段中段を有し落ち込む。下端は楕円形であり、

上端とは形状が異なる。土屈は４層に分屈され、３層中より土師器杯が１点出土している。

その他SXO１(Fig.１９６下）実測図で見ると複数の不定形の掘り込みが見られる。検出状態では切り合いの把握

が難しい週構である。埋土中には径２０ｃｍ程度の篠から拳大の際まで多数入っており廃棄土坑とも取れる遺櫛で

ある。出十遺物は無い。

土坑ＳＫＯ１出士迩物(291)体部が直線的に開く土師器杯。端部は丸くやや肥厚する。底部はナデられているため、

切り離し痕は確認できない。

包含厨出十遺物（292～298）２９２は越州窯系青磁の椀底部である。体部から上部は欠損して残っていない。底

部の形状は蛇の目高台で、畳付は紬掻き取りが施される。２９３は土師器杯。器高は高く、底部は丸底である。口

縁端部で緩く外につまみ、やや外反する。２９４は土師器高杯。杯部は緩やかに開き端部に至る。脚部は柱状部か

ら底部に至り、途中で強く屈曲し端部へ至る。２９５から２９８は土師器聖。２９５は体部外面に明瞭に刷毛目が残

り、内面に指ナデによる指頭圧痕が残る。２９６は２９５と比べ規格が大きくなり、体部中位でやや浅い角度を有

する。体部外面には刷毛目が明瞭に残り、内面には中位より上位に削り痕が、下位には指ナデにより指頭圧痕が

残る。２９７は２９６より更に規格が大きく器高は３０ｃｍを超える。体部外面には２９５．２９６同様刷毛目が見られ

るが、内面における調整がへラ削りのみ施される。削りの単位は下位から上位にかけて３段見られる。２９８も同

様に体部外面に刷毛目、内面にへう削り、指頭圧痕が見られ、２９６と同様の整形を施している。

234



SKO1

画
●

画
●ｐ３

ｌ

ＩＲＢ

1１

０

⑰
噸
／

Ａ

Ａ・

：
●
画恒口

①にぶい黄褐色土(1--2ｃｍ前後の砂利と
キメの粗い砂を含む面）
②褐色土(①屑より色がやや図<なり､砂
利と砂が少なくなる）

③灰黄褐色土(ややキメの粗い砂の価に
若干粘質土が混じる）

④暗黄褐色土(③価よりやや色を遡くし、
粘土質が増えた屈）

H三L旦勉Ａ・Ａ－

●
画

Fig.１９６４６区SKO1，SXO1実測図

－２３５－

曾
冒
国

A，

Ａ・

褐灰のややキメの細かい砂混じりの粘質土
ににぶい褐の粘貿土が混ざり合う一価

SXO１

国

⑧



"'〃

lOqn

Fig.１９７４６区SKO1･包含層出土過物実測図（291～298）Ｓ=1/３

－２３６－

､■

崖ニプ，
292

2９１ ９３

侭Ｉ

）(SKO1

、

２９４

298 トー戸一一一

、

い
ぶ
へ
》
い
い

（
へ
》
一 瞬 蕊

緑（
、、、

〆、

づ

１

《
三ﾐア

繍iiillIl熱!ｒＰ
０

〃
『

ｃ‐

２９７

296



；。
【
寓
弔
川
詞

Ｎ

拳…
X三二5ｍｐＱ

"

X＝且、D且

X三二EnlD且

IF

； Ｎ

拳…
自
画

一２３７

X三二且nlDn

X三二5,,且

一
一

一

一
一

一

X＝艶１，且

ＨＰ・

ＳＰ

EＰ●

Fig.19847区3.4簡遡柵配匝図
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雪琶冒～②

ＳＤＯ１

①明黄褐色砂牒１０YR5/８(2～4ｃｍ程の小撒含む､やや粘質）
②明黄褐色砂際１０YR5/８(2～4ｃｍ程の小磯1)より多く含む､砂屑）

［ １Ｆ

Ｆｉｑｌ９９４７区ＳＤＯ１実測図、包含層出土遺物実測図（299）

２９９

(原寸）

【４７区】（Ｆｉ９１９８～Fig.200）

調査段階で３層、４層として検出していた遺構。ＳＸＯ１として調査を実施した喋群の下位から溝ＳＤＯ１が検出

されているため、溝ＳＤＯ１の埋土がＳＸＯ１の磯群の状況を示している。

満ＳＤＯ１（Fig.１９８下）東西に伸びる遺柵。Ａ-A'（Fig.199）の土層断面によると、南から北への緩やかな埋土

の落ち込みが見られる。上部埋土中には径１５～２０ｃｍ程度の操が多数出土しており、上端での広がりが見受け

られる。

４７区出土遺物（299）調査区表土から出土した銅銭。真書で｢熊寧元賀」と鋳出され､初鋳造年は１０６８年の貨幣。

表面は緑青を呈する。裏面は無紋である。

昭路
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5Ｃ１褐色砂課屈

1回

；

ｌ表土
２近世鵜作土
3Ｃ黄褐色砂潤土
4A５赤褐色砂貧土(砂.焼土混じり）

【４８区１（Fig.201～Ｈｇ･こu･ノ

宮地観行寺遺跡最南端に位砥する調査区。
逆櫛は柱穴を含む満状の遺構である。

Ｉ5Ｃ１
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～Fig.203）

Fig.20148区辿構配圃図、土砺断面図

一一一コ

水無川へ落ち込む最後の平坦面端にあたり綴斜面へ移る場所である。
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②黄褐色粘質土（キメ細かな砂少、,2ｃｍ程の灰色粘賀土含む）
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Fig.20248区SAO1～Ｏ３ＳＤＯ１実測図
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①にぶい黄色粘質土（キメ細かな砂少圃含む）
②黄褐色粘貿土（キメ細かな砂少匝､2ｃｍ程の焼土片含む）
⑧黄褐色粘質土(7ｃｍ前後の焼土片含む）

④褐灰色粘質土（キメ細かな砂､小砂利少凪含む）
⑤にぶい黄掻色粘闘土（キメ細かな砂少圃含む）
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Fig.20348区SKO1実測図、包含層出土遺物実測図（300.301）

柵SAO1．SAO２．SAO３(Fig.202）検出した柵は南北に主軸を置き並ぶ柵列である。いずれも、柱穴間の距離は

不定であり規格性は認められない。調査区が狭いため本稿では柵と報告するが本来は掘立柱建物の一部である可

能性が高い。柱穴掘り込みはいずれも、柱抜き取り痕と考えられる土層を呈する。

澗ＳＤＯ１（Fig202）調査区中央部に位置する遺構。遺構は南北ともラインの伸びは確認できず、包含層掘削の際

に削平したものと考えられる。遺構の形状は不定で中段を形成する中間端が見られる。

土坑ＳＫＯ１（Fig203）平面形が楕円形を呈する遺欄。下端から更に柱穴状の掘り込みが検出されている。下端検

出の柱穴の立ち上がりは掴めていないため、本遺構に伴う掘り込みと認められる。

包含層出土週物（300.301）２点とも須恵器である。３００は天井部が丸いため蓋と考えられる。ロ縁は内に反り

ながら端部に至る。３０１は高台付き杯。高台は杯内径部に付く。緩く外反する口緑は直線的に開く。

’？須忠器大成『・田辺剛ミノリ川‘０ﾙI；

ｒ中世の土器.陶磁器ｊＩＩ１１けl:器研究会謡1995

ア占代の官術遺跡狐1週物.辿跡糊独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所２００４

２宇肥後における古代.IIIIitのl:器.ｊ－資料災一ﾉL州中11t土器研究会'第41両111994

「肥後の土器細年一奈良.､14次時代」館7回宮崎鼎哩‘!}1器研究会置料より網、雌生

「熊本県におけるIIIlM:1W川の1:帥器について」FIl1近lltl淵のｊ１Ｉ礎研究１

３「熊本県八代市妙蛎:<跡11112の瓦略及び塔心礎等について」乙維in降先ﾉk古希記念論文典fIl行金『ﾉL州l:代文化総集』

平成2年
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遺物観察表



灰臼Ｎ７/Ｃ

灰５Ｗﾉ１

37反十器観察表

駕|蕊１噸
１SXO１洞、器

２SXO１須恩器

３SXO１須思器

刈ＳＸＯ１鋼、闇

５SXO1緬恩開

６SXO１綱照隠

７SXO１須思閏

８SXO１詞凶器

９SXO１須思腸

１０SXO１碩哩器

１１SXO１鋼思塁

１２SXO１鋼胆罵

１３SXO1ZInU器

３２Ｅ

色胸法風に､】Ｍ１土地点

屑｜注肥
ｌｂ３、５

Ｉｋｌ５９２

Ｎｄ２４０

|t帆 剛、

頚白Ｎ７/Ｃ pII園Ｎ７/Ｃ

底径Ｉ最大屑侵Ｉ器高
１３

(９８）６２
８６６０

外面 内面口径

１４１８

(15‘1】

(14.9】

灰Ｎ６/Ｏ

灰Ｎ７/０

灰臼Ｎ７/０

灰Ｎ５/０

灰Ｎ５/０

司灰５８釘１

厩Ｎ６/０

灰１０YR6/１

灰lRZ5Y7/２

灰Ｎ６/Ｏ

灰Ｎ６/Ｏ

灰Ｎ６/Ｏ

隣pIln10YR8/３

灰白7.5YR刀１

禍灰５YR5ﾉ１

灰Ｎ６/Ｏ

灰Ｎ７/Ｏ

灰色Ｎ７/０

風

高台付杯

高台付|ｘ

Iq5YR6ﾉ６

｛R5YR7/６

１m25YR7/８

１RIR7.5YR8/８

泌批、7,5YR8/e
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墨
画
塞
麗
里
駕
巽
器

騨
南
師
罰
師
痴
師

士
士
土
土
土
土
士

一
命
宇
小
り
こ
小
旦
？
小
Ⅱ
や
小
０
預
山
領
Ｌ

Ｉ
ｌ
０
１
０
１
９
８
１
８
９
１
４
３

２鵬 ０５～ 恒７５YR7/６

置２５YR6/８

燈7.5YR7/６

慣5YR6/６

損７５YR7/４

値７．５YR7/６

浅黄帽１０YR8/３

１４‘２

(21.6）

〔27.0）（１２５）

２
用
心 ０ ‘６～

｛
雌
巨
雌
』
侭
馳
雌
野
晒

２
２
２
ワ
園
２

０５～

0‘６～

０８～

6.0

４．Ｒ～

(５８）

６．４６５

７．２

３８区土器観察表

篭|篭|掴圃|識I”鶴
１３２ＳＫＯ１須恵蕊杯蔽３扇

４士琵塞杯２、

法亘（ｃ、） 色胴
祁塀 栽隙

燈７５YR7y6

口径_･Ｉ底径ｌ最大開怪l'器高
1３．２４．５

値7.5YR6/６

外面 内面

願Ｉ０Ｙ５/１ 灰色Ｎ５/０

皿
皿
Ⅲ

'３３

１３４

１３５

１３６

SKO1須恵雲杯身

２剛

2同

２掴

１１恥 6Ｍ5～ 灰Ｎ誠【0 詞顕５B6/１

SＫＯ１

ＳＫＯ２

ＳＫ１９

塵
塞
聖
密
塁

恩
師
罰

領
土
土

極
部
聴

(16.4）

〔17.2）

１４－３

５．０～ 灰５Y6/１ 灰白2.5Y7/１

栂7.5YR776

にぶい黄燈I0YR6/４
黒i810YR3/１

１１２７‘5YR7/６

灰白５Y7/１

灰５V6/i
m10Y2ﾉ１

鴎赤磐5YR5/６

個7.5YR刀６

！IW5YR7/８

出土地点

宿一Ｆ震§
６解

法、（ｃｍ】

〔6.8】

Ｍ２

〔35.0】

５YR776

(35.0】

４剛

５
局
一
一

３
０
７
０
４
３
１
２
３
９
４

凸
■
●

８
５
４
６
８
１
４
４
１
０
１

１
２
２

３

虫
鴎
函
壷
顕
鋸
函
壷
毒
詫
函
壷

師
悪
恵
一
罫
諌
壁

土
須
須
士
士
士

閣
駁
６
６

2５．０１１．１

託
“
“
魂
“

１
。
’
ｌ
ｉ
１

３
３
４

刈
刈
ｍ

Ｓ
Ｓ
Ｓ 雁

踊
用

３
２
２
杯

杯
亜
麗
諏
杯

毒
両

ｒｂＰ陽

闇種

(１４句
麓.７

(6,7】

５８

５３

口径Ｉ底径ｌ風穴爾匡｜固高

i１．３２９

掴

外面 内面

庁
ら

杯

魂
蔵
一
血
翫
葱
鋤
杯
瓶
甑
畷

間
灰Ｎ５/O

にぶい糧5YR7/４

僧7.5YR7/６

瞳5YR6/６

燈2.5YR6/6,2.5YR6/８

朗読褐５YR5/６

1鼻５

１４６

１４７

土蔀麗

土師麗

十舗緊

灰Ｎ５/O

にぶいlM25YR6/３

侭7.5YR7/８

ＩＥ５ＹＲ６/６

侭５YR6/８

服流描５YR5/６

４
４
戸
８

灰黄褐１０YR5/２

にぶい借７５YR6/４

燈7.5YR6/６

にぶい闘憧１０YR6/且

樋7.5YR7/６

樋7.5YR6/６(6.7）

》
銅
癖
需
需
霊
癖
癖
鍔
認
識
曇

器
ｌ

屋
‐
嘩
犀

３
週
番
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
物
号
娼
帽
印
刷
詑
鉛
馴
弱
弱
諏

４１ｍ

間

隠ＮＱ２ 堀

画lｊ
眉別

Ｌ２ 函Ｎ

8ﾂKＯ

;WMO

0

又Ｎ５/Ｃ 灰Ｎ５/Ｏ

灰Ｎ５/０

灰７５Y6/１

灰Ⅱ

６闇

IR1N6ノ『
『
滝
『

パ
ェ
《
ｈ
〕
１
１
〔
叩
〕
内
〆
』
［
制

■
●
凸
ｂ
“

【
「
》
●
■
０
ハ
グ
』
、
如
叶
〔
〆
』
戸
【
】

閣
阿
価

６
６
６

灰７５Y6/１



プ･デ

限ナデ

Ｑ
）
・
ｎ
Ｕ
１
１
〔
色
《
ｄ
一
み
『
属
》
債
》
『
〃

。
》
八
吋
“
“
〃
『
尺
』
Ａ
骨
“
冬
Ａ
“
且

１
１
１
１
１
１
９
０
１
０
０
０
９
１
９
１
。
Ｉ

損ナテ

ナデ

函壁
醗
濡
市
叩
佃
凹
心
嘩
唾
画
唾
睡
画
趨
四
ｍ
側

外閤而１１内器面 外底面

ナヲ

回ｳ魂削Ｌ

ナデ

回輯開削１Ｊ

回転帥｣リ

プヂ

ナデ

ナデ

内底面

ナデ

ナ帯

|岬･デ

ナデ

偶ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

アデ

ナデ

ザデ

ナデ

ナデ

隅ナデ

艮石・赤色酸化位

石英･塁石･派色酸化紬

石英，艮石

石英・長石

石英長石

長石･赤色闘化位

長石・赤色酸化値

冨英･畏石･赤色硬化粒

石英

長石・赤色趣上腫

石莫・示急穂慨’

富砂域

蒜色駿化泣逼砂粒

石英・長石・金累母
昼石・爵石・琉色酸化』血

晩

か
欠
Ｉ
か
か
か
ち

戦
禍
大
、
紘
枇
鋤
捌
詞
謝
伽
刈

ｊ
１
番

Ｉ
ｒ
－
１
１
１
１
Ｉ
‐
Ｆ

さ
き
と
営
さ
世
さ
き
壇
き
さ
遅
赤
き
き

間
棚
出
出
閥
出
隅
凹
幽
幽
画
勘
、
倒
制

ラ
ラ
ラ
ラ
フ
ラ
フ
ラ
フ
ラ
フ
ラ
刻
跡
ラ
ラ

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
醗
卿
へ
へ

249

アデ

ナデ

アデ

ナデ

ナデ

回I覗剛1ＪI畑.デ

ナデ

ニ
グ
ー
テ

キ
ノ
ナ

損
幡

ナテ

ナデ

農ナ

戦陣 唖
霊
唖
唾
畔
唖
駈

外園面」

Ｗ･デ回砺閲削り

|Mナデ､回賑隠削り

IliIナデ回砺隠則り

棚ナデ

閥削り欄アデ

外厩画
一
回醒

『
テ

ー
ア
包
丁

一
画
十
・
．
デ
テ
デ
機

醍
痔
鐸
涛
緯
鋤

嘱

顔

長石・騨冨

長石・這砂遊

逼石・躯蕗粒

長石・輝石

石英・角閃石

'外）圃然脂

畑ナデ、ナデ ナデ

M1は底部鵬形悩切りl婚
胴凱外)HWI,<内)州付簡
､雰孔

1A1Aつよみ

へラ肥畠

丹罷リか

へラ閏ざＩ禍剛、貼付扇
台

へラ慨さ『抑

へっ周暦「荒劃

へラ閏選

へラ圃さ「拙’
へラ醗訊『壷ＭＩＩか

1３７ナデ１W鳩目、ナデ

回I湖削り．ルけテ

平行叩き、｛剛･デ

ⅢナヲＩＩｌ毛目

題削り、ナデ ｿテ艮石

長石・角閃冒・師石

長石・Ｉ目位多、

長石一金雲母

長石

石頁・長石・角閃石

石英・畏旨・全景厚

長石

撰石
石塗・長さ

帆ナテ

刷毛目、ナテ

ナデ

Ｍ１肥

蝋ナデ

横ナデ
同心円文当て具掴

重削り．劇宅冒

ナテ

ナテ

ナデ、工具州
I“願邸鵬形後に貼り付
けⅢ随

ナデ I目

濡号

週糊

脳ナヲ Ｆ１

鴫ナテ

ナデ

ツ･デ

慣アデ

ナデ

侭ずデ噸ナヲ 畷ナテ

外圏面

回騰孤踊り偶キデ

石英長石・耀診睦

妥石

石莫・長石

寅石

石英長石・輝石・赤色眼化咽

長石･全景母・稀褐色位

長石・溌母・猟褐色位

長石・溌母・流色酸化粒

手掩ち隠則り

龍副リァデ

詞竪

オォ

欄ナデ

槻ナデ､回侭風削り

蹴艦魁則り

I．外底面

デー

内底面》
｜
誇
誇
需
諦
痔

(外周）ヘラ麗弓

劉宝建つ患晶

(内弱）ヘラ麗昌

ヘラ腫園

へラ腿号

へラ配珂

へラ肥号

へフ幽迩Ｉ安卿"

(外）卿畑

８
９
０
１
ク
』
３
４
．
５
６
７

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５

１
。
Ｉ
１
１
１
１
１
１
Ｉ
。
Ｉ

石莫墓石・寵冨

ナデ

箆削り

箆削I』

笛削1Ｊ

側匿拳

例理

囚電麗土

侃噌

飴±

飴土



(27‘6】

４０区土器観察表

駕譜｜、剛
１５８SXO１鋼Ｕ開

１５９SXO１鋼恩開

１６０SXO１須旭脳

１６１SXO１緬思圏

Ｉ６２ＳＸＯ１須凹圏

１６３SXO１剰思園

１６４SXO１荊皿謡

１６５SXO１緬思周

ｌ６６ＳＸＯ１土師鶴

１６７SXO１土師闇

ｉ６８ＳＸＯ２捌皿器

Ｉ６９ＳＸＯ２須皿開

Ｉ７０ＳＸＯ３荊囚路

１７１SXO３綱廻国

１７２SXO３調廻因

１７３SXO３同ｇ園

１７５ＳＫＯ１緬思日

１７６ＳＫＯ１飼副風

１７７ＳＫＯ３綱皿鷺

区土器観察表

|譜|”
ＳＫＯ３緬思鴎

ＳＫＯ３±境鴎

ＳＫＯ３土踊麗

ＳＫＯｆ須廻葛

ＳＫ１５±騨困

ＳＫＩ６土師謎

ＳＫ１７±騨麗

ＳＫ１７土師愚

ＳＫ２０領思侭

ＳＫ２０訓皿綴

ＳＫ２０麺阿厩

法且（ｃ、） 色服出土地点

屑ｉ注記
2暦

2間

2周

2届

2用

1周

剛、、別

劫ソープp110Y3ﾉ１
砲）罰オリーブ7.5Y4ﾉ３

235～

4.7～

４５

底径｜、大胴径'１器高
３．０－

2.9～

(8.8）４，８５

(8,8）４７～

２．７

(9.0）３．７

(11‘O）６．３

５．８６．６

２．１

内面外面口径

(14.2）

１８８

(１３８）

(150）

１３２

(１２０）

(i６８）

(8,0）

灰Ｎ５/０

灰白５Y8/２

灰5Y4/１

灰Ｎ６/Ｏ

灰蝿B10YR5ﾉ２

灰白Ｎ７ﾉＯ

灰卜ＷＯ

灰Ｎ６/０

灰臼５Y8/２

灰5Y6/１

灰Ｎ６/Ｏ

灰閃褐１０YR6/２

灰Ｎ６ﾉＯ

灰Ｎ５ﾉ０

菰

風

高台(;j仰

刷台付杯

風

間台付悔

厩台付耶

小蝋ｌＦ

Ｉｆ

固

刷ａｉ１ＩＦ

ＭＩ台iﾘ杯

高台付杯

把手１１鉢

叉

毘

杯

扇台付仰

杯

出土j自点

周｜議毘
3恩地８．９

ＮＧ２

Ｉｏ７

ｌｎ１

'銅７５Y5/１ 灰７５Y6/１２個

１個

４域

浅闘lmlOYR8ﾉ３ 溺郷ｍｌＯＹＲ８/４

明渦7.5YR5/６

にぶい赤禍5YR5/３

灰7.5Y6/１

灰Ｎ６/１

冊栂

NO4１６，６ ６８か 明流禍5YR5/６

灰7,5Y6/１

灰Ｎ５ﾉＯ

灰Ｎ６/１

８．１

(13.8）（8.0）

(15.2）（11.8】

（１５０１

(18.9）

(227）

８７

１３６９６

一
一
一
一
一

○
４
４
つ
」
【
。
《
Ｕ
。
》
一
○
ｎ
Ｕ
１
眉
》
０

ワ
』
４
．
ワ
ー
Ｑ
》
《
。
《
◎
。
》
４
ク
』
《
『
》
ク
．

底怪１１園大同径Ｉ麗高
Ｒ－６

Ｉｂ５３

ＩＪＱ５３

池１ｍ

灰Ｎ５ノ0 灰ハ 罰畑

灰Ｎ５/Ｏ

灰白５Ｗ/１

庇白５Ｗ/２

灰ＩＷＯ

燈5YR6ﾉ６

灰Ｎ５/o

にぶい赤梱５YR5ﾉ４

氏Ｎ６/Ｏ

灰白５Y8/２

戻白Ｎ７/０

反Ｎ訂O

にぶい慣5YR訂4

反Ｎ6/O

にぶい漂廻５YR4ﾉ３

CＩ５Ｉ０

通則固

杯

馳

杯

片口期

1剛； 河幽涌杯 51,苫 【９４】

1７９

１８０

１８１

１８２

１８３

１８４

１８５

１８６

緬思闇

捌恩剥

須以開

鯛Ⅲ朋

須班副

周辺圏

土踊隠

士陽鮒

杯
杯
砺
剛
祁
固
翌

嬉
履
雁
用
摺
厭
偏

４
４
５
５
６
５
３

【9.4】

4.4 1２

(９ 【5.4】動 オリーブ風１Ｃ２８～ Y3ﾉ１ 灰Ｎ４㈹

灰7.5Y5/１
灰7.5Y6/１

測灰５０６/１

暗オリーブ灰2.5GY4/１

門灰５B6/１

にぶいmlmlOYR7/３

朗読lI25YR5/８

灰7.5Y5/１

灰7.5Y6/１

劫リーブ灰2.5GY6/１

オリーブ灰５GY5/１

買灰５B6/１

1２．３１４．９ 1８．０

２９～

２．６～

1５６

２８～

2０９

９６

杯
叫
一
高

【６８】 にぶい閲蝦I0YR6/３

詞患忍2.5YR5M6･隠譲B25Y1W8

I卜ｖ

(１５８）

(109）

(112）

【1４０１

蜘
一
鋤
鋸
一
ｍ
⑨
唾
哩
哩
唾
唖
画
配
煙
抑
”
恋
恋
坪
悲
証
諏
班
如
加
訓

１１３５４

７７

(９１：
Ｒ-３

(14.1】

(１７２）
１７６

法凪（、 色1Ｗ
1mj別

凋凸付I￥３刷

僻

Ｉド

杯３１Ｗ

:Ｗ３個
杯粛

杯身

拝範

１４.し

口侵

(64）
１１８

rＲ

蝉

外面 副爾

塵

ImiN5/０ 期Ｎ６ＩＩｉ

守

り

■

．

、

Ｉ

■ Ｉ

土騨麗喉１～３
扇

灰岡２５Y刀２

弱赤;85YR5/６

詞示禍5YR3応

灰Ｎ４/Ｏ

明示褐2.5YR5/８

明荊32.5YR5/６

明赤禍5YR5/６

灰白５Y7/１

冊灰５P85/１

便白Ｎ７/０

51W砺蛎 qｐ５ＹgI8WE

(３４６）（12.8】

６７５

【28.2）１５．５

１３．６～

２６

１Ｒｎ

毒擢２５ＹＩＷ８

万ノーブ瓜IOY3/２

Ｉａ２５ＹＲ６/６

にぶいjiM210YR6/e

にぶい侭７５YR6ﾉ４

濡禍5ＷＷ６

諒褐5YR4/６

灰１０Y6/１

灰ＩＷＯ

灰Ｎ６ﾉＯ

灰5Y6ハ

赤氾5YR4/６

赤禍５ＷＷ８

禍灰７５ＹＩＷ１

阿界褐２５YR5/８

明赤禍５YR5/６

明卵淵2.5YR5/８

灰白５Y7/１

筒灰５PB6/１

灰１０Y6/１

示禍５YR4ﾉ８

灰N6JO

IE5YR6ﾉ６

値７５YR6燭

赤禍5YR4ﾉ８

謡35YR4/６

灰ｌ０Ｙ６/１

腕Ｎ〃０

調叫閥

土騨幽
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隅ナデ

ナヲ

長石・輝石

踊堅 梅
園
週
詞外雷面

隅デデ、回薩室詠り 綴
外底面 副餌訂

一
口
〈
醐

琵
・
言
霊
長
・一隼

一

一
ロ

'５８

１５９

１６０

2５１

【外器）圏鯛雅

l内罵〉ヘラ厘弓

(外麗）付箇淘詞り
漉雪重み、つ震み風

動画脳ナデ、回霊室割り ﾖナデ つ蓋み詞

貼付高台長吾

長石・野石・砂聴

石妄・長石

畏石

要石

畏石･角閃石・汎色粒

石蔓・角閃石・雲母・流色鯉化別

槙ナデ

損ナデ

回腿麗削り、損ナテ

損ナデ

損ナデ

偶ナデ、回廷霊りり

ナデ

Ⅲナテ

槻ナヲ

脳ナヲ

I瀞･ヲ

1Mナデ

隅ナデ

ナデ

綱ナテ

不嗣

ナデ

鵬ナデ

ソラ,

ナラ‘

I間了デナァ

イハナデ

欄ナデ

I剛.デ．ｿ･デ

１
銘
例
自
他の土圏片付陪
聴

1６１

拠三罰つま鼻

貼付高台

賎付高台

貼付高台
(外）耐漣掴

配
閃
“
鯛
郎
師
醐
的
、
、
疋
泊
汚
拓
沖
泊
凋
印
馴
哩
配
鋲

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
１
１

妻葡ち別則り

箆則り

損ナデ

鵬ナデ、ナデ

Ⅲナデ、ナデ

欄ナデ

麗罰リ、ナデ

ナデ

回躯箆割り、衝ナデ

損ナデ

回I量駕割り、項ナテ

同膳璽削り、横ナデ

石英・長石・茎雲母・撮色瞭化

長石・輝石

長石・燦石

石英・長石

石英・長石・隠石

長石・塵石

長石･角同石・輝石

裏石・窒石・雰雷

粒ナデ ｿ･デ、 誕削,

題剛リ

ノデ

【内】 岨い則り残る

ﾖ園、貼付高畠回転更削り．（ハナプ

回醗菌削り

回転飽則｡」

霊削り

lハナデ、ナテ

ナデ

咽ナデナ〒

へラ肥号、砧付高

貼付高台

貼付扇台

沈脚１乗、絶手付

損ナデ

慣ナデ

ブーデ、横ナデ

平行覗き、横丁デ

平行叩き、損ナデ

ＥＩ量豊疑り、項テテ

｛ハナデ

渦ｊ･予

槻.字

Ｉスアデ緬得崖え

帆ナデ詞拝さえ
闇削り

唄ナデ

菌削0１ 篭付高台

(外圏）隔斑

慣ナデ 咽ナデ 一
つ

ヱ
蜜

一
雪 題削Ｌ

｝人テデ

貼付高台

へラ記号

(上面)ヘラ配号

く外卿へラ肥号

〈外応)ヘラ記号か

く外罷）ヘラ紀号

〈外）ヘラ屋号
〈ロ癌外面へラ遥国

石英・長石

長石・砂粒

長石・聖母

長石・雲母

長石・蛭石

霊尋・砂回

診粒

蔓石・窪石

喜美･長石･赤色腫化値

石英・霊母・赤褐色位

損ナデ

回艦囲削り、横ナデ

回侭毘削り、横ナデ

柵ナデ

Ｅ脹箆削り、
欄ナデ、力二目

損ナデ

損ナデ

搭子巨文認き、損ナデ

１ﾊ･デ

槻ナヲ、ナデ

イ締･デナデ

｜ハナデ

偶ナデ

桐ナデ

ナデ

同心円又当て風気
ナデ

ァデ

手持ち閲削り

回転箆削リィハナプ

槻ナテ

槻ナデ

へラ習さ「川大

(内】岬付眉

(内)似付面.焼脱後穿孔

ナテ １８５

１８６

損ナデ

刷毛目、ナテ

卓
４

－
｝
ノ

刺魂

阻脱リ、ナデ

ナデ

閥ナテ、了デ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

属望 麺
詣
両
獅
嘩
唖
幽
唾
唖
画
唾
唖
抑
羽
並
怨
狐
恋
恋
如
麺
麺
加
訓

内R緬一‘I:ｉ
回I魂則り、幌ー ヲ

帆ｿ･デ

蝿削り1”デ、ナデ

ｌＭナデ、ナデ

腿則り､ﾅデ

蝋ナデ

アデ

闘刷り、ナデ

ｊスァデ

例ﾅデ

１１iけデ

ナデ、Ｉハナデ

プ･デ

m則り､ナデ

柵ナデ

外底面

ナデ

ナデ

価ナデ

内底面

回砺箆則り

慨ナデ、ナテ

儲削り．ナテ

外書面

寛削り、損ナデ

禍ナデ

横ナデ、沈線

回捕飽削り、|ハナデ

ナデ

範削り、情ナデ

更飾り、ナデ

刷り後ナデ

損ナデ

回侭箆則り、損ナデ

損ナデ

損ナデ

ナデ

題削り、ナデ

隅ナデ
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一
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》
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》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
一
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》
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耗
母
母
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粒と

石 一異

焼き亜み

娩さ亜砕、媒付澗

宝味つ談み

擁､任凪川班か､
赤影か

(外〉自然輪、つまみ

手誇ち更剛ﾄ・

回転函削り

手抵ち盟削、

ナテ

歪離リブ･テ
「
了

甲
一
“

曜さ亜み、貼付高省

焼き壷み､貼付高省

晩き亜み

(内）娩色ぶく狐

沈蝿ｉ桑

畷ナテ

槻ナデ．ナテ

鰻ｰﾃ

龍削り ナデ（外隠瓜現

飼営
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飴土



勤面

杯

杯

杯

高台付桶

高台付涌

杯

外面

色胴法屋（団鼎圭地点

眉１注提

Ｉｂ２

蹄
霊 個別 錨$；

灰白５Y7ハ

灰５Y5/１

灰５Y6/１

月灰5PB5/１

夏三Ｎ刀Ｏ
隅2.5GY2/１

極５YR6ﾉ６

灰白５Y7/１

灰Ｎ６/０

灰臼５Ｗ/０

月灰5PB6/１

灰室Ｎ８ﾉ０

内面口授'１庭怪ｌ最大飼径１回高

'６３８４

１６４～１０２－

１７２～２５．０

外面

函
諏
聖
璽
晒
砺
廓
嬰
”
翌
杯

琉把５YRdaﾉ６弄振５YR4/６

2脂⑫

役２５YR6/６

にぷい赤褐色5YR5/４

明示棚2.5YR5/６

６
６
Ｊ
Ｉ

【
。
《
Ｏ

邪
祁
但
値
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暗灰Ｎ３/０ 即Ｎ６パ暦 １０３４１ 418Ｉ

灰Ｎ６/Ｏ

にぶい黄授10YR7ﾉ４
灰闘禍10YR6/２

灰Ｎ５/０

流褐5YR5/６

にぷい樋7.5ＹＲ刀６

Iｂ２１１２～１３１ 1５５ 灰Ｎ５/Ｃ

ＢＩＳ

にぶい両燈i0YR7ｿ４
にぷい恒7.5YR7ﾉ４

灰7.5Ｖ5/１

読g5YR5/６

１８２．５YR7/８

１７．３

９９
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3３９

３７

９７

１０～

冒
闘
帽
認

４
５
Ｆ
Ｄ

４２区土器観察表

蕊|篭|，〃
２２４ＳＫＯ２剤皿認

２２５剤卿鴎

２２６銅卿園

２２７、ﾛ恩駕

２２８類、園

２２９宝溺闇

蛾；

７５ＷＷＩ菅

議竺島
法圃（面１ 臼j‐

閥剛 開閥

口授１底径ｌｉ冒大盟怪１画高

(235）１４９

３７

口径;ｌ底径Ｉ最大照径Ｉ圃属
１１鋤８2.0

10.4～２．４～

鼻.４～

１３８９３３．８

１４２～８３５２

崇掲25YR4/6
鱈ｓＹＲ刀６

４１反十器観察表

蕊|蕊|鯛
２１２s1０５土踊忍

２１３s{0５土師届

２１４SIO５土師閲

２１５ＳＫ２３荊迎磯

２１６ＳＫ２３訂皿圏
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酉
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暦
層
窟

６
４
５

【７０】 ３馬

蝿

４３区土器観察表
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２３２河、厨

２３３鋼皿闘

２３４鋼恩開

２３５土師鮒

２３６土師鮒

２３７土胴駕

２３８土砺同

２３９室暁園
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6A４

杯

高杯

祁

皿
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３．１
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掴ナデ

餅謂

＆

調墜

内隠面Ｉ外底面
鴎土 鋤

顕
一
諏
躯
訓
詑
郡
諏
那
狛
麺

外墨面 内屡面

喜美長石輝石・主認母

裂母

長石・金累圃・詠櫓色脳

騨石鯛砂泣

長石

石英･艮石･角閃石

長石・圃母

長石･薄石

冨婁昼石

室琴リーナヲ 一デ

虜削り、ナデ

削り、ナデ

樹ナデ

帆ナデ

ナデ、刷毛目

悩ナデ

同心円文当て風掴

忌毛目、ナデ

副毛目、プデ

損ナデ、回賑源則り

脳ナテ、カキ目、腫描

ナデ、刷毛目

損ナデ

柊干ヨ如き

【外》川村面、黒玩

【外）卿付愚

回侭簡削り

Ⅲプデ

ゾーデ

手持ち蝿削り、ナデ

ナデ

禍ナデ

麓削り

瓶ナデ．ナデ

(外）照付濁

へラ紀瑠

(外）工具による錦刻の
文嫌

う盗塁【大Ｉかオ融 享
凸

。
『
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侭石

石英’１K石･重宝母
識色強化嘘

固睡一言

イハナデ

槻ナデ

調整

鋤
鋸
毒
麹
琢
麺
麹

外蓋面

回読重削り、隅ナヲ

回転箆翻り、ナァ

回重箆月きり、
宿ナデ

内閲面

慣ナデ、ナデ

禍ナチ、ナデ

外底面Ｉ内底面

長石・師石・赤色極化12

厘石・凍石 外部の削り荒い
(外冨）ヘラ雪きが

皇弼つ三岳盤石野石 畷･デ

ナデ

ナデ

ナデ

(脚郡)穂則り、
横ナデ

胃・師石

階側渦台

貼付漉台

卯郡縄外、翼部外ｊ
丹盤･』

鯛ナデ 詞iiちⅦ刷り 偶ナヲ

Ⅲナデ
ヘラ肥号、貼付高台

(外器）自然紬

へラ鴎きＩ荒衣」か

外雷面

損ナデ、措子目叩圏

償ナデ､回蛎、剛１．

慣ナデ

（杯詞鵬ナヲ、
回環箆創り

賞ナデ

損ナデ
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杯謬幅ナデ

準
詣
一
劉
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却
却
琴
鉦
酎
却
麺
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Ｉハナデ
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損ナデ
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(膳３３)損ナテ
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内底面
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艮石・輝石
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長石・蘇石

長石・璽言・霊母・窪診腿

長石・角閃石、景辱
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石英・異石

駐君・識色髄化腫
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焼き重み〔脚鋤個ナテ

不調

億者

備考

飴士

偏考脇士
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Ｓｆ

３６

３７

３s

9.Ｆ

堰５YR7ﾉ６

瞳２５YR6旧

喧７５YR7/６

茂恨７５YR7/８

灰Ｎ６/Ｏ
灰Ｎ５/０

呼
応
杯
翌

種２５YR6旧

樋7.5YR7/6

にぷい寅但１０YR7/３

灰Ｎ６/Ｏ
灰Ｎ５/０

認詠謡2.5YR5/８

255ＳＸＯ１期Ｍ１器狸 N｡眉 １３［

４５区土器観察表

藷|藷|"”
２６０ＳＤＯ１土師膿

２６１s､０１土師腿

２６２s､０１土飾麗

２６３ＳＤＯ１土師畷

２６４s､０１士既器

７５～８．０

【162】

(172）

１６６

１６．０

蹄圭坦貞

肩一Ｆ蔦､5

法蚤《ｃｍ】 色俺
唖別 蓋錘ヨ

３臆

属径１最大照怪ｌ圃高

(68）５９

６８６４

６１４７

灰Ｎ耐7KO

口畏

(１３４１

【125】
１ｐ_'

外面 蕪極

婦
嶋
杯

榎５YR6/６

樋５YR7/６

股５YR刀８

にぶい黄樋10ＹＩＷ４

槌５YR6ﾉ６

ｌｍ５ＹＲ６/６

慣5YR7/６

個５YR7/８

にぶい黄lmlOYR7ﾉ３

個7.5YR6/６

個5YR7/８

la5YR6/６

個5YR7/６

慢７５YR7/６

霞Ｎ５ﾉ０

個5YR6/６

露毒調5YR5ﾉ８

灰Ｎ６/Ｏ

侭５YRa/８

灰Ｎ５ﾉ０

㈹１２

恥９

灰５Y5ﾉ‘

灰Ｎ５/０

灰Ｎ５/０

９６～

４２～

Ｆ
Ｅ
煩
』
Ｆ
と

Ｒ
〕
弓
ｆ
【
、

２２－

５．０

・
０望

（

４６

寅灰2.5Y6ﾉ２

灰Ｎ６/０

灰Ｎ６/０

（8.0】

265ＳＤＯ１

２６６ＳＤＯ１

２６７ＳＤＯ１

２６８ＳＤＯ１

２６９ＳＤO2

270SDO2

271SDO2

273SDO4

274SKO1

275SKO2

276SXO1

277SxO1

278SXＯ１

２７９ＳＸＯ１

２８０ＳＸＯ１

２８１ＳＸＯＩ

２８２ＳＸＯi

283SXO1

284SXO1

285SxO1

286pll３
２８７ｐｉｌ３

２８９

閲闇高台付図士 M１Ｍ !’ 3５ 役７．５YR7/６

罷
黒
鼠
盟
駕
日
麗
冨
蕊
農
園
器
器
鵠
器
圏
麗
鼠
冨
固
冨
麗

厨
房
師
胆
師
踊
り
蕊
辺
側
哩
哩
Ⅲ
Ⅲ
皿
凹
闘
踊
境
恩
涜
厘

土
土
土
荊
土
土
嗣
土
調
調
調
飼
鋼
掘
剤
側
土
土
土
日
・
二
側

１眉

》
》
》
》
評
》
蓋
》
霜
重
重
董
蓋

Ｎｑ８（１２５】

ＮｑＩ７（１１６】

Ｎｑｌ５（13.4】

（140リ
、路下大洲（1８０１

(8.0】

(66】

５８

１０．０

｛

３
３
１
８
９
８
４

■
■
■
●
白
０
＆

４
４
４
３
２
０
３
１

樋7.5YR6ﾉ６

Ia5YR7/６

掴7.5YR7/６

反Ｎ5/０

樋５YR6/６

聞読35YR5/８

灰Ｎ５心

喧５YR6旧

灰色Ｎ６/０

1６７

Ｎ６/Ｃ

２５】【１ ６ I～

lW3YO 認Ｎ５Ｉ

(12.6】

(16.2】
(1８．７

(７８）

(１０２】

７５ＹＲ服胸

lＢｑ５Ｒ５Ｍｉ畦』

７
８
３

３
３
４

６
９
Ｃ
】

４
４
４

３９～尾赤擢５YR型/６

IKlN5/Ｃ

４且

１３．７ ６ ８ 訓咽５８5/１ |帥

灰Ｎ５/Ｃ

鮎ﾛ,

高台付杯

碗

蓋

返

杯

高台付拝

星

高台付杯３房

胆

１８．６

(１５畠

２４．２

(８８】

ａ ４１８

IR75YR7/６

瞳７５YR7/６

勇需掴５YR4/６

８

卵７ 5Y5/１ 師 IOY6ノ

狸7.5YR7/６



《
画
《
ロ
ム
口
上
画

一
同
高
高
高

付
付
付
付

貼
貼
賎
貼

ナデ ナデ賂

調整 鋤
詣
諏
劉
麹
醗
酔
球
郡
却
郡
郡
郵
詞
狸
舜

外底面 内底面外器面

悩ナデ、更削り

丹塗り、萱磨き

慣ナデ

回脂霞割り、損ナデ

慣ナデ

樹ナデ

横ナデ

損ナデ

横ナデ

横ー テ

慣ナデ

擬ナデ

損ナデ

更割り、ナデ

平行叩き、損ナデ、
翻嘉文後沈思

内闘面

偶ナデ、闘則リ

ナデ

蝋す｡デ

ナデ

槻アデ

柵ナデ

イハナデ

柵ナデ

イハナデ

イハナデ

Ⅲアデ

（”･デ

偶ナデ

臣翻り、慨ナテ

棚ナデ

角閃石・金竪母

患砂位

に諺粒

畏石・輝石

石英・長石

石英･長石・赤色駁化粒

長石・震母・赤色噸化粒
細砂粒

長石・蝿石・騒母

長石・赤色酸化粒・把砂位少、

石英・長石･角閃石

長石・霧色酸化粒

石英・畏石・赤色鯉化位
緯診腫

石英・長石，角閃石

石英・長石･角閃石・輝石
赤色酸化粒

長石

(杯剖閣外）丹塗り

高台貼付痩

捲付高台

焼き歪み､貼付高台

貼付高台

貼付高台

貼付高台

(ロ縁)媒付周

デ
デ

｛
〃
主
ノ

テ
テ
ア
ナ

手持ち箆削リ

ナデ

ナデ

箆削リ

ナデ

ナデ

汚
汚
汚
汚
行
程 躍き歪み

鱈き歪み、
(外器)煤付冠

櫛描文３桑、沈線４鼻 Ｐ５Ｆ

ﾌー ﾃ

ナデ

ナテ

遡障 幽
詣
面
詞
狸
坤
鋤
麺
証
珂
麺
麺
加

副詞訂外塁面 内隠面 外底面

咽ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

綱ナデ

斐而冠吾隅ナデ ナデ農ナテ農石・雪母・赤色藤化１２

似

ナナデ デ鯨石 E3ナデ長石・角閃蚕．

やや焼き盃〃

(外底)塑閏

貼付高台

噴ナデ

償ナデ

横ナデ

ナデ

Ⅲナテ

ゾ･デ

プーテ

蕊削り

回曝箆削し

石英・長石

長石‘輝石

長石・霊母‘赤色酸化位

長石･郷石，雲母・赤色酸化粒

長石・雲母・赤色酸化位

石英・長石・輝石・赤色酸化脳

石英・長石・角閃石
赤色強化粒

長石．j霞石

長石・赤色瞳化腫

長石，輝石･景珂

長石・輝石

長石・雲母・赤色酸化粒

長石・輝石

石英・良石

鯛砂敏

石英・長石

掴砂粒

石英・長石･渦電

石三，要石

回転篭削Ｉ．

テ
デ

キ
ノ
ナ

付高台ナデナヲ綱

趣旨

樋ナデ

ナデ

ナデ

更削り・ナデ

ナデ

ナデ

損ナデ

環削り、ナデ

咽ナデ

損ナデ

槙ナデ

回転箆剤り、損ナデ

（隔罰)亘転壷黙り

不定方向のナデ

帆ナデ、回転箆凱リ

回転箆削り、ナデ

機ナデ

帆ナデ、回転箆削り

棚ナデ、回転箆削り

回転箆削り、槙ナデ

慣ナデ、回輯箆削り

横ナデ、回輯箆削り

淵ナデ．亘鷹藍謝り

脳ナデヘラ記号

ナデⅢナテ ナデ

デ
デ
ナ
ナ

Ｈ１ナデ

慣ナデ

偶プ･デ

禍方向削り

脳ナデ、ナデ

柵ナデ

｜剛･デ

Ｎｉナヲ

Ⅲナデ

Ⅲナデ
ｌＭナデ

ナデ

手持ち藍踊I」

し

2５５

把手を麺り付ける前の
2７１

隠匿ｻﾆ濁る

擬宝珠つまみ、焼き亜み２７３

砧付高台２７４

口頭部のみ２７５

擬宝珠つまみ２７６
溌室珠つまみ２７７

石・騨石

嘩石・雲母・赤色酸化粒

蕉石・赤色酸化粒

長石・輝石･雲母・赤色股化脳

石英・長石・輝石

長石・迩石・盟母

278擬宝珠つま釣

§蹄6鱈藍

９
ｎ
Ｕ
１
ワ
』
３
４
５
６
７
便
』

７
〔
ロ
ハ
。
《
。
（
Ｃ
へ
。
〔
Ｕ
《
。
〔
Ｕ
Ｒ
〕

２
ワ
』
２
ク
』
ク
」
ｎ
厘
つ
』
つ
』
２
２

擾宝窯つまみ

つまみ、自然贈

貼付高台、自然薩

貼付高台、ヘラ鴎昌
等＝壷つまみ

柵ナデ

脳ナテ

手持ち霞削り

手持ち菌割り

頃ナテ

栃ナデ
帝
嬬
汚
汚
汚
紡
汚
帳

Ｉ
Ｉ噌ナデ

ナデ

回誌蔵肖Ｉ

長

飴士

農士
’

偶考

偽習



罰思毒

須廻蓋
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４６区土器観察表

鶏'幾'1噸
２９１ＳＫＯ１土騨麗

２９３＝土踊麗

２９４一土焼腿

２９５－土踊隠

２９６一土師器

里画風字副

固足円面倒

獣脚円面鯉

色閣Ｈ１?fMh貞

固ｌ注闘
ＮＯ１

５Ａ５周回上

6A５間

6A５周

法旦（ｃｍ】
梱別 匿種

残存岡

２６

２６

５２～

唖ｌｍｕ

ｌ４。

廃径..':最蝿径’
５６

４４

〔12.0）

外面 内面ｌ厨ｌ瑳毘１口僅
偏ＮＯ１（１２４】

杯６A5周回上９‘４

高杯６A5間（１５７】

裏６A5周〈１２５）

翌６A5脚（１５８】

墾
狸
翠
岬
岬

掴５YR778

鴎赤渦5YR5ﾉ６

個7.5YR6ﾉ６

にぷい礎７５YR6/４

にぶい赤禍5YR5/４
にぶい櫓７５YR5/４

隠泳認２５YR5応

榎7.5YR7ﾉ６

鯖赤擢5YR5/６

明褐7.5YR5/６

にぶい赤禍5YR5/４
にぶいm5YR6/４

にぶい禍７５YR5/４
にぶい赤禍５ＹＩＷ３

明赤;ｇ２５ＹＲ５/６
にぷい赤禍5ＹＩＷ４

淫蕎抵１０YR8ﾉ４

|Ｒ､１～

２５Ｆ

26.4～

１１６

297－土師腰異６A5層１６２

２９８－±踊豊型６A５厨国土１７２） にぶい哲婦１０YR7澱

４８区土器観察表

篭|鵜|”｜農“
３００一期Ⅲ器蓋

３０１一m凹器高台付将

法湿ｂ､】

1戎詞(、

（7.0】

法■（ｃ、】 色鯛出土地点

同｜注肥
検M肺血ｔ
Ｎｏ‘１

１鋤価耐_ｔ
Ｎｏ４

租月リ 麗狸

欝墾’

ヨ曇二’

口径ｌ臨径｜最大閥怪Ｉ聞間

1７０３．８３５

外面 内面

＃1門灰５８４/‘

灰白Ｎ７/０

胃灰５B5/１

灰邑Ｎ７/０(１５２）（8.2】 4.9

磁器観察表

霊|陶画園|駕
２９２４６一

匪
帽
唱
函

長さ１国

(21.1）（155〕

(23,1）（１４司

(13,0）（8.2）

(14‘O）（9.7）

(252）（148）

(12,3）（1508）

(12.3〕（21.3】

法、に、】 色刷
鷺描 窒穏 揖昂

凸面

灰買２５Y6/２

にぶい闘但１０YR7/３

にぶい黄樋１０YR7/４

口僅ｌ底径Ｉ高台臣ｌ高台高Ｉ固寓

（4.6）（６０）０４２．０－

凹面

浅黄２５Y7B

にぶ.､黄担10YR7/３

にぶい繭椙１０YR7/３

外面Va 内面硝

飼謝嘘 C-135白藁 Ｃ１３５白菟

硯観察表

鶏|､園．
５８３７

２２１４１

２７２４５

ｌ国名
北宏（神泉】

出土蛸点

屈Ｉ注麗
Ｎｑｌ

４周

大洲中

法厘（q､］週Iル

ii畳
SXO１

it桐 器狸

蟻譜豊
（１４４）

？０．０

閲但･副而面幅

８‘２

（103）

１１４

》
一
“

§~.f靭面

（３４）

1.8

1.6

3-5

①!

型E里(画
２４６４

副0，２

瓦観察表

藷Jl風”
５９３７

６０３７

６１３７

６２３７

２３０４３

２５８４４

２５９４４

灰白５Y7/１

にぶい批世１０YR6/４

灰白５Y8/１

塗
Ｐ４

固(pnI

〔9.1）

郵
銅
一
和
和
知
和
和

３７

:.ご同区」 瀧漏 注記

鉄製品観察表

｜週櫛田号Ｉ阿迩区ｌ退職霊
２２３４１

園唖

瞳涼【幌彊Ｗ１

瓦当厚

内両国I司

醗髭把５YR6鰹

外面色馴

興5Y2/１
にぷいiII慣１０YR6A1

PｂＭ２

Ｉｊｑ９Ａ

Ｎｑｌ３３

ＮＯ２６５

Ｎｄｌ

認
掘
渥
麺
報
蒋
諏

初鯨年

１０６８掌

壁｜隠整’函
長石重割り（先窪)鱒け図浬

１ にぶい撹艇１０ＹR6A1厩7.5YR7/６

旧５YR6/６長石・霊母亜削り（先蝿）加ｿ11岬；

にぶい論i85YR4/４長石．主溌母箆削り（先端)晩lE砿
蟹田

黒褐１０YR3ﾉ,

梱７５YR4/６

灰白５Y7/ｌ

にぶい測恨10YR6ノハ

灰白５Y8/１

士剰品

鞘の羽口観察表

謹|飼置区|調|”|壷|長さ|潅|砿|謡’
２５４“ＳＤＯ３士製品－６０２１２０．

隠旗

【６０）（２２】 剛５Y4/１

卵１２除

筏貿名

叫粛元禰

2９０４５

壁
錘

2５６４４ 土劉品

(５８）〈２４）一灰5V5/１，樋７５YR6/６明棚７５YR5/６畏石範削り（先蝿)筑吋1，１2５７４４ 士割吊

銅銭観察表

退物冊園IlIm6i区卜週栂話号｜’注肥
２９９４７褒土（根解，



凹面

布目圧損、ナデ

布目圧痕、ナデ

布目圧痘、ナヲ

布目圧痕、ナデ

布目圧痩

粗い布目圧痩

へラ割珊．ナテ

凸面

惜子目叩き、プ･テ

削り、ナデ

削り、ナデ

削り、ナデ

格子目叩き

催子目叩き、ナテ

平行叩き

再
弓
審
蓉

一

一

一雪
率
霊

石師子

隅囲
鋤
詣
詞
翠
翻
麺
郵
翫
郵

内器面１
横ナデ

ナデ

(杯部）龍削り、ナデ

ナデ

ァデ、箆削ゾ

ナデ、菌割り

周毛目，横ナデ、
匡獣リ

外底面

ナデ

随則り､ﾅデ

(脚剖)ナデ

ナデ

内底面

ナデ

ナデ

(脚部）ナデ

ナデ

外器面

｜jけデ

閥削り、ナデ、
手胸ち麓削り

（師部)ナデ

剛毛目、ナデ

剛毛目、ナデ

刷毛目、ナデ

偶ナデ．

斑方向踊毛眉

石英・長石・赤色酸化粒

長石・輝石・雲母
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第４章まとめ

１週櫛

本地域での九州新幹線辿股工頭に伴う発掘調査は、用地買収の遅れから開業までの間に十分に期間を確保する

ことは難しく、急速施工という緊急事態にあたり、熊本県教育委員会としては不本愈ながら橋脚建設部分のみの

発掘調査となった。一部、鯛査期間に余裕のある調査区では橋脚間の調査も行っているがすべてではない。調査

は約380ｍ区間に渡り２０区からなる調査区を設定した。その間遺跡は台帳上で２週跡分に渡り、それぞれ小字

名をとって宮地小畑通跡（以下、「小畑地区」と言う｡）・宮地観行寺遺跡（以下、「観行寺地区」と言う｡）と称し

ている。

堀ウ栓建物跡主に掘立柱建物が検出された範囲は、小畑地区３４区から観行寺地区４０区である。いずれの調

査区も１３０㎡前後であり週櫛全体を見渡せる状態ではなかったため、すべての遇櫛規模を確昭することは出来な

かった。そのような状況下でも３４区で方形掘り込みを有し、柱痕がはっきり確認できたＳＢＯ１・Ｏ２や３５区で

検出したＳＡＯ１の柱列を始め、土坑（SK）で報告してある多数の柱痕を有する方形遡柵は、規模が比較的大きな

建物に伴う週棚であると考えられる。また､観行寺地区３７区における配石遺栂と同一面で検出したＳＢＯ１がある。

調音区内からは２軒×３軒で東側が調査区外に出るため全体規模は確認できないが規模の大きな建物の可能性が

ある。しかし、観行寺地区では桐寸柱建物に伴うと考えられる方形掘り込み週栂は無くなり、円形の小規模な掘

り方を有する週櫛に変化する。観行寺地区において掘立柱建物週構を想像させるものとしては３７区以南ではわ

ずかに水無川に落ち込む４８区において柵列遺櫛であるSAO1～０３のみである。他畑査区では古代の掘立杵建

物は検出されず、土坑を中心とする集落外的な遺櫛が主体となる。

竪穴住居跡４１区においてSIO1～０５まで５軒確認している。Ｓ１０１のみ完掘でき他は一部分の調査での確認作

業となった。遺柵の時期はSIO２．０４．０５から出土している須恵器から古墳時代後期（６世紀中葉）とすること

ができよう。他の調査区からも同時期の遺物が出土しており、集落としての広がりと本地域の西側に当たる同時

代の古墳群である階下古填群との関係も考えられよう。

以上、概略を記したが今後、測道部調査分での図面とすり合わせた後に、本地域の辿樹の配圃図を示せるよう

にしたい。

２週物

出土している須恵器はその大半が宇城産の特徴を有する８世紀後半から９世紀初頭までの須恵器である。それ

らはすべての調査区から土師器を伴って多く出土しており、年代を決定する上で重要な資料である。

本辿跡からは宇城産須恵器に伴い八代地域を中心とする狭い範囲で出土する削り技法を用いるタイプの土師器

が存在しており､それらの分類及び須恵器との共伴関係等も含め更に検討を有する必要のある資料がある。よって、

少しでも多くの編年資料とするため本線調査後に調査を実施した測道調査分と合わせて後に駆り、そこで詳細に

本週跡での絹年案も含め示したい。本稿では出土遺物の資料提供に留めることとする。（長谷部）
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宮地小畑遺跡出土の動物遺体

西中川駿

１．はじめに

遺跡から出土する動物遺体は、当時の狩猟獣や食生活を再現するために貿亜な資料を提供している。熊本県内

の週跡から動物遺体の出土例は、曾畑貝塚、脇貝塚、阿高貝塚や黒橋貝塚を始めてとして、九州を代表する鋤文

時代の遺跡２３箇所を数え、出土動物も哨乳類、鳥類、肥虫類、両生類、甲殻類、疎皮類および貝類と多い。

八代市からの動物遺体の出土は、これまで測文前期の産島貝塚をはじめ五反田貝塚、十二番町貝塚、弥生後期

の下堀切遺跡liなどがあるが、晴乳類退体の検出された遺跡は十二番町貝塚と鋤楼堂貝塚からのシカ、下掘切遇

跡11からノウサギ、ツキノワグマ、シカ、イノシシが検出されている。古墳から中世の遺跡として、八代大塚古墳、

源代遺跡や阿弥陀堂遺跡などがあり、それらからはイヌ、ウシ、ウマなどが検出されている。

今回調査を依頼された宮地小畑遺跡は、八代市宮地にあり、新幹線建設駆業に伴い、熊本県教育委員会が平成

１３年～１６年まで発掘調査を行った５世紀から１９世紀かけての集落跡が検出された遺跡である。動物遺体は中世

の遺物で、発掘後当方に持ち込まれたものであり（魚類、貝類は除く)、ここでは出土資料から動物種や出土園に

ついて、特に哨乳類遺体についてその概要を報告する。なお、完形骨についてはDrieschの方法に従い、ノギス

を用いて計測を行い、イヌ、ウシについては篭者らの方法で骨長を推定し、さらに体高を求めて表示した。

2.出士動物種と出十景

宮地小畑遺跡から出土した動物遺体は、哨乳類、鳥類および魚類（持ち込まれたものに混入）のもので、総亜

、3,225.29で、そのうち動物種と骨の稲類が同定されたものは、3,145.19で、総重鼠の97.5％である。不明

骨の殆どは哨乳類の細骨片である。同定された区・屈別の動物種と出土ｍは表１に示した。

まず、区別に出土重囲をみると、２９区が2379.59で最も多く、全体の75.6％を占め、次いで３０区、３３区

の順である。２９区の各層別では､７層が1469.19で最も多く、全体の６１７％を占め､次いで５層貝塚（12.8％)、

６閥上面（11.7％）８屑（6.6％）の順であり、他の屑は極めて少ない。

次に動物別出土図をみると、晴乳類が３．１１４．６９で全体の９９％を占め、鳥類と魚類は極めて少ない。骨片数で

は２９区が２１９個で最も多く全体の849％を占め、次いで３０区の9.7％で、３３区は5.4％と少ない。同定さ

れた晴乳類週体はイヌ、イノシシ、シカ、ウシおよびウマのものであり、イヌの骨片が１７２個で最も多く全体の

66.6％を占め、次いでウシの9.7％、シカ7.4％、ウマ6.2％、イノシシ５８％、の順である。鳥類はサギ、ツル類、

カモ類のもので、魚類はタイ類、サメ類のものであるが、詳細な検討を要する。
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7層一括

表１宮地小畑通跡出土の動物種と出十畳

動物梱

屈

乳頚

シカウシウマ

卿

イノシシ

恩別
出土風

４５．４

６

３０５

５０

２７８２

８５

７５．６

8

1469.1

５８

１５６．７

６

４９．５

６

３８９．２

２５

376.4

１４

３１４５．１

２５８

魚類
区 イヌ

４５．４

６

１１７．５

３６

５回上面

５個貝塚

６岡上面

1８．５

２

156.6

８

串
３

7.1

278.2

８５

１４．２

３

１１７９

２９

６個一括 4.3 40.3

２

１４２．７

７

1５．８ １
２９区

１９
３
卯
３
｜
鋤
１

4.2

１

4.2

１

1１４８．９

１４

1１４８．９

１４

３０区一括

３３区一括

動物別出十冊

1１７９

２９

３２．２

３

４６，３

４

４６，３

４

142.7

７

121.4

２

８個一括

”
３
｜
郡
７

1３．４ ３３．４

２

１８７．８

６

９個一括

0.7

１

35.1

２

100.8

９

1８５

８

376.4

１４

422.7

１９

1356,4

２５

497,8

１６

164.8

１５

672.9

１７２

上段：堕困（９） 下段：骨片数

3.動物別出土状況

１）イヌ（図版Iの１－６３参照）

イヌは２９区の全圃と３０区から１７２点の骨片が検出されている。

５層上面からは左下顎骨、左右下顎骨、第三頚椎、右大腿骨など６点、２個体のものが出土し、左右の下

顎骨は、乳歯を有する下顎体で幼犬のものである（図版Iの１－４)。成獣の下顎第一後臼歯の歯冠長と幅は

19.84x7.98ｍｍで、大腿骨の中央幅と径は11.45xll79mmであり、これらの計測値から体高を求めると

42.30ｃｍであり、これは現生の中型犬に風する。５層貝塚からは少なくとも成、若２個体が検出され、それら

は左下顎骨、第一頚椎、左卜腕骨、左尺骨、左大腿骨、右腔骨など３６点である。成犬の鯉骨の中央幅と径は

1156xlO64mmで､若い個体の上腕骨､大腿骨の中央幅と径は､それぞれ842x9.92ｍｍ､９２５ｘ９２７ｍｍであり、

成犬の体高は44.46ｃｍ、若い方は34.26ｃｍと推測される（図版lの５－１４)。

６暦上面からは、イヌの全身骨格２体分と部分骨１体が出土しおり、ここでは都合上１～３号イヌと記すこと

にする（図版Iの１５－４１)。なお、１号イヌは手元にないために表１の数mに入っていない。

１号イヌは発掘調査時の図面から見ると埋葬されたものと思われ、右側を下にして、首を後方へ曲げて鼻先を

尾側へ向け、背骨を弓状に曲げ、前肢は自然状態で伸ばし,後肢は膝関節を曲げた状態で、一部の肢端骨を除い

てほぼ全身の骨格が検出されている。左下顎骨の全長は１３０．１５ｍｍで、左側の上腕骨、榛骨、鯉骨の最大長は、

それぞれ144.03,141.39,160.43ｍｍであり、これらの計測値を用いて、筆者らが作成した推定式で体高を

求めると、45.18士1.14ｃｍである。

２号イヌは頭蓋骨片、左右の下顎骨、頚椎、胸椎、腰椎、肋骨および四肢骨などが検出されている（図版lの

１５－３５)。発掘調査時の図面からみると、１箇所にまとまって出土しているが、各骨が重なり合い、１号イヌの

ように埋葬状態はよくわからない。ほぼ完全な右下顎骨の全長および第二頚椎の最大長は、それぞれ１１６．６０と

42.92ｍｍである。四肢骨では完形骨はなく、右上腕骨の遠位端の幅と径は26.96x21.61ｍｍで、左撹骨と右

腫骨の中央幅と径は11.27x7.15と11.53x10.48ｍｍである。これらの計測値から体高を推定すると41.91土

3.47ｃｍであり、１号イヌより小さい。
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３号イヌは左下顎骨、第二頚椎、右上腕骨、右視骨、右腔骨などが検出されているが（図版lの３６－４１)、図

面からみると散在しており、埋葬状況はよくわからない。上腕骨、腰骨の中央幅と径は、それぞれ11.99x11.88,

1018x9.62ｍｍであり、これらの計測値から体高を推定すると、40.02ｃｍである。

６届からは左上腕骨、左大腿骨など３点が検出されているが、計測不能である（図版Iの42.43)。

７層からは頭蓋骨片、右下顎骨、胸椎、肋骨、左右の上腕骨、榛骨、大腿骨、腫骨、右鍾骨など２９骨片が出

土しているが（図版lの４４－５３)、右上顎第四前臼歯が２個あることから２体分のものと思われる。１個体の上

腕骨、大腿骨、鰹骨の中央幅と径はそれぞれ12.25x12.371186x12.36,11.32ｘｌＯ２５ｍｍであり、これらの計

測値から体高を推定すると42.36±1.78ｃｍである。８層からは後頭骨などの頭蓋骨片（図版Iの５４－５６)、９

層からは肋骨片、上腕骨などが検出されているが計測不能である。

３０区からは頭蓋骨片、左右下顎骨、頚椎、左大腿骨、右腰骨など７点（図版Iの５７－６３）が点在して出

土し、下顎骨は第四前臼歯、第一、二後臼歯を有する下顎体で、第一後臼歯の位固での下顎体の高さと厚さは

１９２３x9.27ｍｍで、また、大腿骨の遠位端の幅と径は28.09x32.50ｍｍであり、推定体高45.81ｃｍである。

以上、イヌは少なくとも１３体以上が出土しており、各計測値から推定した体高平均値は43.15±２．０７ｃｍで

あり、現生の中型犬に属することが示唆された。

2）イノシシ（図版Ⅱの１－１０参照）

イノシシは２９区の６，７，９屑および３０区から１５点の骨片が検出されている。６層からは右下顎犬歯１点

の出土で、保存長42.81ｍｍで成獣のものである。７層からは左上腕骨、右椀骨、左右第四中手骨が出土しており、

上腕骨の最小幅と径は14.47x17,41ｍｍであり、これは現生のホンドイノシシと大差はない。９層からは保存長

83.63ｍｍの右下顎犬歯１点のみが検出されている。

３０区からは左下顎第三後臼歯、左上腕骨、左大腿骨、左匪骨など９点が出土し、後臼歯の歯冠長と幅は

39.62x16.03ｍｍで、匪骨の中央幅と径は21.35x22.04ｍｍ最大長であり、これは現生のイノシシとほぼ同じ

大きさである。

3）シカ（図版Ⅱの１１－２７参照）

シカは２９区の５層貝塚、６層、７，９層および３０区から１９点の骨片が検出されている。５層貝塚からは左

右の上腕骨２点が、６層からは芹卜腕骨と左中足骨の出土しており、中足骨の中央幅と径は14.82x18.43ｍｍで

ある。７層からは頚椎、左肩甲骨、左上腕骨、右中手骨、右中足骨などが出土し、中足骨２点の中央幅と径はそ

れぞれ１６．１７x18.12,14.87x17.40ｍｍである。また、９層からはほぼ完全な左中手骨と右睡骨が出土し、そ

れらの最大長はそれぞれ158.01,7093ｍｍである。各層のいずれの計測値も現生のキュウシュウジカとほぼ

同じ大きさである。

３０区からは右下顎骨、右上腕骨、右椀骨、左胆骨、右中心第四足根骨、右中足骨など６点が出土し、下顎骨は

第二前臼歯から第三後臼歯を有する下顎体で、第一後臼歯前縁における下顎体の高さと厚さは21.21ｘｌ２２４ｍｍ

であり、また、ほぼ完全な榛骨の最大長は17663ｍｍである。これらは現生のシカとほぼ同じ大きさである。

4）ウシ（図版11の２８－３８参照）

ウシは２９区の５層貝塚､６層､７層および30区から２５点の骨片が出土している｡５厨貝塚からは肋骨片､右尺骨、

左中手骨、左中足など８点が、６層からは右距骨１点検が出されているが、いずれも計測不能ある。

７層からは左上顎第一前臼歯、肋骨片、右側の肩甲骨、上腕骨、椀骨、尺骨、腰骨など１体分と別の個体

の右尺骨が出土している。肩甲骨頚の幅は62.23ｍｍで、榛骨、腰骨の中央幅と径はそれぞれ４６３９x24.99,

42.43x2881mmであり、これらの計測値から骨長を推定し、体高を求めると１２５．６８±1.43ｃｍであり、これ

は現生の口之島野生化牛の雄の大きさである。別の個体の尺骨は計測不可能であるが、大きさからみて雌のもの

と推測される。３０区からは上腕骨片などが検出されているが、小骨片のため計測不能である。
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5）ウマ（図版Ⅱlの１－５参照）

ウマは２９区の８層と３３区から１６点の骨片が出土している。８層からは左上腕骨と右幌骨が検出されており、

上腕骨の最小幅と径は32.34x39.68ｍｍで、これらの計測値からは林田らの方法で体高を求めると１２７５９ｃｍ

となり、この大きさは現生の中型馬である御崎ウマと同じ大きさである。

３３区からは上顎切歯と左右の上顎第二前臼歯から第三後臼歯１４点が出土している。右側の第二前

臼歯から第三後臼歯の歯冠長、幅、高を示すと、35.63x23.70x54.29ｍｍ，30.52x25.59x66.99ｍｍ，

27.10x23.93x70.43ｍｍ，２６３９x23.36x61.34ｍｍ，25.83x23.80x69.29ｍｍ，25.04x19.02x66.74ｍｍで

あり、これらの計測値から飯者らの方法で頭蓋最大長を求め、さらに林田らの方法で体高を求めると、１３１．８９±

2.74ｃｍとなり、これは現生の中型馬である御崎ウマの大きさである。また、歯冠長から壷者らの方法で年齢を

推定すると４～５歳である。

6）鳥類（図版Ⅲの６－１１参照）

鳥類は５層貝塚、６届、７層、および８層から８点の骨片が検出されている。５層貝塚からはツル類とサギ類

のものと思われる左上腕骨と左大腿骨などが、６層からはカモ類の尺骨片１点が出土している。７層からはオオ

ハモ類のものと思われる左上腕骨やサギ類の左睡骨などが、８層からは大型の鳥類の右中手骨が出土している。

7）魚類（図版川の１２－１４参照）

魚類は哨乳類､鳥類遺体に混入したもので､５層貝塚､７届および３０区から３点の骨片が出土している。５層貝塚、

７層からはタイ類の鯉蓋骨各１点が、３０区からはサメ類の椎骨が検出されている。

4.考察

遺跡から出土する自然遺物は、当時の人々の狩猟や漁湧など生活様式を知る手掛かりとして、また、動物地理

学的観点から、当時のその地域における動物相を知る上にも非常に貴重な資料となっている。

熊本県内からの動物遺体の出土例は、縄文時代から近世に至るまで、数多くの遺跡でみられ、これらの遺跡か

らは、哨乳類、鳥類、肥虫類、両生類、魚類、甲殻類および貝類などが検出され、八代市の弥生時代の下掘切遺

跡11からは、特に哨乳類では、イノシシ、シカ、ツキノワグマおよびノウサギなどの出土が報告されている。

今回調査した宮地小畑遺跡から出土した動物遺体は、イヌ、イノシシ、シカ、ウシ、ウマおよび少鼠の鳥類、

魚類の骨片であった。特に本遺跡からはイヌが多く出土しているが、イヌは人類によって最も早くから家畜化さ

れた動物であり、わが国においても古くは縄文早期から飼われていたと言われ、江上は、その証拠に静岡県夏島

貝塚や愛媛県上黒岩岩陰などから埋葬例を報告している。本過跡からも埋葬された跡が２９区６屑上面で３体と

７層１体、計４体程みられ、６厨上面の１体は埋葬時の状態で検出されている。本遺跡のイヌは、埋葬例のある

ことから、当時の人々によって番犬や狩猟の伴侶として飼われていたことが想像され、また、刀傷などの痕跡が

ないことから食用とされたとは考えられない。縄文時代の週跡から出土するイヌの体高は、４０ｃｍ以下の小型犬

であるが、中世になると洋種が導入されて中型犬が多くなる。本遺跡のイヌも推定体高４３ｃｍ前後であり、中型

犬であったことが考えられる。イノシシ、シカは現生のものとほぼ同じ大きさであり、当時の人々の唯一の動物

蛋白源として食されていたのであろう。なお、イノシシの遺体の中に下堀切遺跡で報告されている家畜化された

ブタと思われる資料はなかった。

中世の熊本の遺跡からはウマの出土例が多いが、本過跡からはウシが３体出土している。１体は体高125.7ｃｍ

で雄のもので、もう２体は雌のものと推測され、骨の大きさと形質は現生の口之島野生化牛に類似しており、ま

た、八代大塚古墳や阿弥陀堂から出土したウシのものと大きさ、形状ともに似ている、このウシの用途について

はよくわからないが、農耕や運搬に使役していたことが考えられる。ウマは８層から方卜腕骨、右榛骨の２点と

３３区から左右上顎の全臼歯が出土しており、別個体である。３３区の個体は歯の計測値から体高131.89ｃｍで、

４～５歳と推定され、これは現生の中型馬である御崎馬とほぼ同じ大きさであり、当時の人々によって騎馬や運

搬のために飼育されていたものと思われる。
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ウシやウマがいつ頃、どこから渡来したかは、未だに明らかにされていない。これまでの盃者らの調査では、

ウシは東京都の伊皿子貝塚の、ウマは福江市の大浜遺跡出土のものが最も古く、今のところ弥生中期に朝鮮半島

経由で北部九州に渡来し、南北に広がったものと考えている。

鳥類が８点出土しているが、サギ類、ツル類やカモ類の大きさのものであり、出土骨片数が少ないことから、こ

れらを食用にしたかはわからない。

以上、宮地小畑過跡の出土肋物週体、特に哨乳類について考察したが、本遺跡を遇した人々は、番犬や狩猟の

伴侶としてイヌを飼い、ウシやウマを飼育して農耕を行い、時には狩猟を行って生活していたことが想像される。

5.まとめ

八代市宮地小畑週跡（５世紀から１９世紀）から出土した動物遺体（主として中世)、特に哨乳類週体について

調査したので、その概要を報告する。

１.動物道体は２９区の５１iW上面から９層までと３０区、３３区から出土し、それらは哨乳類、鳥類および魚類の

もので、２９区が全体璽囲の75.6％を占めている。動物別では哨乳類が最も多く全体の９９％を占め、鳥類、魚

類は極めて少ない。

２．噸乳類はイヌ、イノシシ、シカ、ウシおよびウマのものであり、出土鼠を骨片数で見ると、イヌが１７２個

で最も多く全体の69.6％を占め、次いでウシの１０．１％で、シカ、ウマ、イノシシ、の順である。鳥類はサギ類、

ツル類、カモ類のもので、魚類はタイ類、サメ類のものである。

３.イヌは２９区の全届から出土し、少なくとも１３体分のものと推測され、４体は埋葬の跡がみられ、また、

刀傷もないことから食用としてではなく、番犬や狩猟の伴侶として飼われていたことがうかがえる。各骨の計測

値から体高を推定すると、４３ｃｍ前後の中型犬である。イノシシ、シカの形状は、ホンドイノシシやキュウシュ

ウジカに似て、大きさもほぼ同じである。ウシは体高１２５ｃｍ前後で、形状もロ之島野生化牛に似ており、ウマ

は１３１ｃｍ位の中型馬で御崎馬とほぼ同じ大きさである。ウシ、ウマともに当時の人々によって、農耕や運搬な

どに使役されていたのであろう。
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図版の説明

図版Ｉイヌ:１－６３

２９区:５図上面:１－４５届貝塚:５－１４６層上面:1５－３５（２号イヌ）

６届上面:3６－４１（３号イヌ）６届４２，４３７届:4４－５３８掴:5４－５６３０区:5７－６３

１.左下顎骨２.第三頚椎３.右大腿骨４.左右下顎骨（子イヌ）５.右下顎骨

６.第一頚椎７.第二頚椎８.左尺骨９.右睡骨１０.左鰹骨１１.左寛骨１２左上腕骨１３.左尺骨

１４.左大腿骨１５.左右上顎骨１６.上;右下顎骨下;左下顎骨１７.第一頚椎１８.第二頚椎１９.胸椎と

腰椎２０尾椎２１.肋骨２２.右肩甲骨２３.左上腕骨２４.右上腕骨２５左尺骨２６.右尺骨２７.右椀

骨２８.左桃骨２９.中手骨３０.右寛骨３１.右大腿骨３２左睡骨３３.中足骨３４基節骨３５.中節骨

３６.左下顎骨３７.第二頚椎３８.腰椎３９.右上腕骨４０.右視骨４１右鯉骨４２.左上腕骨４３.左大腿

骨４４.右上顎骨

４５.右上顎第四前臼歯４６.右下顎骨４７.左上腕骨４８.左大腿骨４９.右大腿骨５０.左大腿骨５１.左

大腿骨５２.右睡骨５３.左睡骨54.55.頭蓋片５６.後頭骨５７.左上顎骨５８.後頭骨５９.左下顎骨

６０.左下顎骨６１.第二頚椎６２.第四頚椎６３.左大腿骨

図版Ⅱイノシシ:１－１０シカ:１１－２７ウシ:２８－３８

イノシシ:２９区の６個:１７層:２－５９層:６３０区:７－１０

１.左下顎犬歯２左上腕骨３.右視骨４.右第三中手骨５．左第三中手骨

６.左下顎犬歯７.右下顎第三後臼歯８.右上腕骨９.左腰骨１０.右鯉骨

シカ:２９区の１１．１２６屈中１３－２０:７個21.22;９層３０区の２３－２７

１１.左上腕骨１２.左中足骨１３.第二頚椎１４.第三頚椎１５.左肩甲骨１６.左肩甲骨１７.右上腕骨

１８.右中手骨１９.右中足骨２０.右中足骨２１.左距骨２２.右中手骨２３.右下顎骨２４.右上腕骨

２５.右桃骨２６.右中心第四足根骨２７.右中足骨

ウシ:２９区の５個貝塚:29.306層:３１７層:2８，３２－３８

２８.左から右上顎第二前臼歯、右上顎第一後臼歯、右上顎第三後臼歯２９.左中手骨３０.左中足骨

３１.左距骨３２.右上腕骨３３.右肩甲骨３４.右榛骨３５.左尺骨３６.左尺骨３７.右中手骨３８.右匪骨

３９.右第四吐基節骨４０．右第四吐中節骨

図版Ⅲウマ:１－５鳥類:６－１１魚類:１２－１４

ウマ:２９区の８周:１，２３０区の３－５

１.右上腕骨２.右梶骨３.右上顎第二、三切歯４.右上顎第二前臼歯～第三後臼歯５.左上顎第二前臼

歯～第三後臼歯

鳥類:２９区の５闇貝塚:6.ツル類、７.サギ類６屑:8.カモ類

７厨:9.オオハモ？１０.サギ類８層:11.種不明

６.左_上腕骨７.左大腿骨８.右尺骨９.左上腕骨１０.左胆骨１１.右中手骨

魚類:２９区の５個貝塚:１２.タイ類７層:13.タイ類３０区の１４.サメ類

１２．１３.鯉蓋骨１４.椎骨
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宮地小畑遺跡２９区出土の貝類等について

帆足俊文

１分析資料

宮地小畑遺跡２９区において、人為的に廃棄されたと考えられる貝塚を発見した。この貝塚の時期は、調

査の所見により、１３世紀末～１４世紀にかけてのものであると判断できる。

ここでは、この貝塚から調査時にサンプリングした貝類等の同定結果を報告する。貝類等のサンプリング

については、現地でブロックサンプリングした資料を、熊本県文化財資料室で水洗選別したものである。水

洗選別時に、フルイの目を定める等の手法はとっていない。

水洗済みの資料を同定した結果、貝類の他に、魚骨、獣骨片等を確認した。これらについては、鼠が微小

なこともあり、今回は、種の同定までは行っていない。炭化物については、含まれていたサンプルについて、

｢有」と示した。

また、微小貝や魚骨等の微細な部分については、あまり、残っていない。これは、水洗選別時におけるフ

ルイの目の影響によるものと考えられる。そのため、数量的な比較はあまり意味をなさないと考え、その有

無を示すのみとしている。

２出土した貝類等

(1)出土した貝類等について（第１表）

同定結果の一覧を第１表に示した。

同定した貝類等の種類は、計６種であり、その他、微小貝類、魚骨、炭化物、獣骨片等があった。同定し

た貝類の分類群数は、微小貝類を除く全て二枚貝綱である。これらの生息域については、次項で記載してい

る。

量的な組成については、第１表で記載しているとおりである。組成を量的に比較するためには、全体の

絶対量が不足しており、出土比率については参考に留め、出土した貝類の種類を紹介することにしたい。

出土した貝類の中で、中心を占めるのは、マガキ、ハマグリ、オキシジミである。いずれも、遺跡周辺の

八代海沿岸で採集できるものである。また、その他、出土しているオキシジミやヤマトシジミ、アゲマキも

含めて、すべて食用とすることができるものであり、八代市海沿岸及び八代海へ河川が流入する汽水域で採

集した後、食用として利用されたものと考えることができる。

なお、現場所見でも、水洗後、確認したこれら６種以外の貝類については、ほとんど確認しておらず、水

洗後の同定結果とも矛盾しない。そのため、検出された遺構は、これら食用となる数種の貝類を限定的に採

集・利用した後、廃棄したものと考えている。

また、その他、若干数の魚骨と獣骨が出土していることから、実際には、これらの貝類以外に、食用とした

魚やその他の食物残津も廃棄されていたと推定することができる。以上の状況から、本遺櫛は、宮地小畑遺

跡を形成した人々が利用した食物残津が集積された貝塚であると考えたい。

(2)貝類の生息域と生態について

出土した貝類について、その生息域等を、記しておきたい。

マガキCrassotreagigs（Thunberg,1793）イタボガキ科

日本全土､汽水性内湾の潮間帯～潮下帯の砂牒底に生息する。生息条件によっては密集してｶｷ礁をつくる。

落のようなところの泥底では長大な形に成長する。産卵期は６～７月である。（奥谷2000）
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ハマグリMetrixIusoria（ROding,1798）マルスダレガイ科

北海道南部～九州、潮間帯下部～水深２０ｍの内湾の砂泥底に生息する。幼貝は潮に乗って移動すること

がある。産卵期は５～１１月である。（奥谷2000）

オキシジミCyclinasinensis（GmeIin､1791）マルスダレガイ科

房総半島～九州、潮間帯下部～水深２０ｍの内湾の砂泥底に生息する。（奥谷2000）

ヤマトシジミCorbiculajaponica（Prime,1864）シジミガイ科

本州～九州の河口、汽水域の砂底に生息する（奥谷2000)。

アゲマキSinonovaculaconstricta（Lamarck,１８１８）マテガイ科

前後に長い楕円形、薄質。殻前後端は丸く、開口する。殻長から腹縁中央へ浅いくびれが走る。瀬戸内

海から九州の内湾、潮間帯下部の泥底に生息する。（奥谷2000）

ハイガイＴもgiIlarcagranosa（Linnaeus,1758）フネガイ科

伊勢湾以南の潮間帯～水深１０ｍの泥底に生息する。（臭谷2000）

文献奥谷喬司縄２０００ｒ日本近海産貝類図艦』東海大学出版会
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宮地小畑・観行寺遺跡出土刻書土器の基礎的考察

とりづ

八代市立博物館未来の森ミュージアム学芸員鳥津亮二

はじめに一刻雷土器の資料性について一

文字資料が決定的に不足している８．９世紀において、木簡や漆紙文書はもちろん、墨習・刻智土器など

発掘調査によって出土する文字資料は、当時の地域社会の実情を知る上で極めて貨重である。しかし、土器

に記された文字は通常１字や２字だけのものが多く､文字内容のみから意味を理解するのは難しい。よって、

一つ一つの土器の特性をしっかり観察・吟味し、遺跡の性格や土器の生産・流通の問題も考慮しながら、慎

重に検討することが必要であろう。

本稿で検討対象とするのは宮地小畑・観行寺遺跡から出土した文字資料についてであるが、両週跡から出

土した文字資料の大部分は刻害土器である。刻書土器とは文字や文様・記号を土師器や須恵器Iこへラ状工具

などで焼成前段階に刻み記した土器のことで、まれに焼成後に金属製工具で線刻される場合もある。その焼

成前・後の判断は粘土の盛り上がりの有無によって可能であるが、今回両遺跡から出土した刻智はすべて焼

成前に書き記されたものであった。

こうした性格を持つ刻書土器の資料的特性として､⑪文字が記された段階（生産段階かもし<はそれ以降）

がわかること､②粘土の盛り上がり具合により文字の運筆･筆順がわかること､の２点を挙げることができる。

これらの特性は、同じ出土文字資料でも墨曹土器では知りえないものであり、この特性に注目した刻宙土器

についての優れた研究成果も近年発表されている(1)。よって両遺跡から出土した刻書土器についても、こ

うした資料的特性を考慮した上で検討を加えることで、遺跡の性格の位図付け、ひいては当時の地域社会を

復元する新たな鍵が一つでも見つかるかもしれない。このような視点のもと、両遺跡から出土した刻智土器

について検討を加えることとする。

２７３



おいて人名として使用された例は確認できるが、本例も人名と見倣せるかどうかは傍証に欠けるため現段階

では結論を保留せざるを得ない。へラ轡きがふつう焼成前段階で行われていることを考えると､仮に「秋女」

が人名だとしても、それが生産・供給側、需要・消費側もしくはそれ以外、いずれの立場の人間の名である

かを考える必要があるだろう。なお、先述の筆順分析による複数のへラ書き従事者の存在をあわせて考える

ならば、「秋女」がへラ雷き従事者の人名である可能性は低い。

また隣接する宮地池尻遺跡からも「秋女」へラ醤きの土師器が３点（杯・灯火具・破片）出土している(4)

ことから、この辺り一帯が同一地で生産された土師器の消費・供給圏であることがわかる。

中

るな

宮地小畑・観行寺遺跡出土文字資料の分析

『秋女」・『秋』

「秋女」の刻書を持つ土器は１１点、「秋」の文字のみ確

認できるものが９点（うち、「秋」１字だけが記されたこ

とが確実なものは小畑１９．３８９、観行寺５０．４０の４点）

確認できる。いずれも土師器の皿・杯の外底部lこへラ書

きされており、書体は借書。また文字の筆順に注目する

と「女」の筆順に、

①「く」→「一」→「ノ」＝小４７．小３３５

②「く」→「ノ」→「－」＝小２６．小３３・観４５・観

４０・観６９・観１２２

③「ノ」→「<」→「－」＝小２８９.小２８８

．筆順不明＝観１０８

の３通りのパターンがあることがわかる。通常、同一人

物が違う筆順で文字を記すことはないと考えた場合、少

なくとも３人以上の人物が「秋女」という文字記入に従

事していたことが想定される。

「秋女」という字句については、福井県福井市和田防町

遺跡から出土した８世紀前半の須恵器に「秋女」と墨書

されている例があり、報告書では人名とする(2)。確かに、

九条家本延喜式裏文書の某国戸籍(3)に「秦秋女」という

おいて人名として使用された例は確認できるが、本例も人

『大舎』

「大舎」刻轡土器は３点確認される。いずれも土師器

で器種は皿・高台付杯・杯で、外底部に記されている。

「大舎」の意については､隣接する宮地年神遺跡から「大

領舎宜」とへラ書きされた土師器が出土していることか

ら、「大領舎」の「領」を略したものと考えられる。大領

とは律令制下における地方行政官である郡司（大領・小領・主政・主帳の四等宮からなる）の長官を指す語

句である。「舎」とは一般的に建物を指す語句であり、八代・天草・葦北の郡筒施設が水害に遭ったことを

伝える『続日本紀』天平１６年(744)５月庚成条にはｒ八代・天草・葦北三郡官舎」とみえ、「舎」が建物・

施設を指す語句として記されていることが注目される。あるいは「舎人」の略称などのあらゆる可能性を考
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巨
石
垂
噛 榎別 詞置区 固租 文字内容

小１７ 土師器 2９ 皿 へラ書き「大舎」

小２４４ 土師秘 3４ 椀 ヘラ窓き「大舎」

観１１９ 土師罷 3７ 杯 へラ惑き「大舎」か

爵号 税別 調査区 器櫓 文字内容

小２６ 土師器 ２９ 皿 へラ笛き 秋女」

小３３ 土師器 ２９ 杯 へラ省き 秋女

小４７ 土師語 ３０ 杯 へラ省き 秋女

小２８９ 土師器 3４ 杯 へラ召き 秋女

小２８８ 土師器 3４ 杯 へラ召き 秋女

組４５ 土師器 3７ 杯 へラ召き 秋女

観４０ 土師器 ３７ 杯 へラ書き 秋女

剛６９（１） 土師器 ３７ 皿 へラ書き 秋女

観１２２ 土師器 ３７ 皿 へラ苔き 秋女

観１０８ 土師器 3７ 杯 へラ画き 秋女

小１８ 土師器 2９ 皿 へラ省き 秋」のみ

小１９ 土師糧 ２９ 皿 へラ召き 秋Ｉ

小２１ 土師器 2９ 皿 へラ召き 秋ｌか

小3４ 土師器 2９ 杯 へラ召き 秋ｊのみ

小３８９ 土師園 ３６ 杯 へラ目き 秋」

醜５０ 土師闇 ３７ 杯 へラ召き 秋」のみ

棚１２３ 土師篭 ３７ 不明 へラ省き 秋〕

観１１７ 土師器 3７ 杯 へラ書き 秋ｌのみ

観１１０ 土師墨 3７ 杯 へラ書き 秋ｌのみ

小３３５ 土師墨 3４ 杯 へラ書き 秋女」



える必要があるが、いずれにしろ「大舎」は郡司および郡衝関係の施設で使用される土器であることを示す

語句と思われ、土器牛産の段階で供給先の施設名称を刻曹した事例として理解できよう。

爵号 堀別 詞査区 器種 文字内容

小２３６ 掴思固 3４ 鉢 ヘラ雪き「宜Ｉ

小３７８ 土師雷 3５ 杯 ヘラ習さ「宜，

小３８８ 土師認 3６ 杯 ヘラ蜜きＩ宜』

肌８４ 土師蓋 3７ 杯 ヘラ習さＩ宜」

棚１２１ 土師饗 3７ 、 ヘラ呂さＩ宜」

棚１３０ 土師認 3７ ヘラ悪き｢宜」

肌９４ 土師届 3７ 杯 ヘラ雪さ「宜』か

肌９５ 土焼認 3７ 皿 ヘラ吉きＩ宜‘

『宜』

「宜」刻窃土器は８点確認出来る。土器の種別は

土師器・須恵器、器種は皿・鉢・杯などの外底部で、

密体は草瞥であり一筆で運筆してある。

「宜」は「よろしい」「よい」という肯定的な意の

語句であるが、一字のみ単独で記されている場合の

意味を明確にするのは難しい。また、先述した宮地

年神通跡の「大領舎宜」や「宜女」へラ書き土器の

例から、『宜」は１字単独で記されるパターンと「あ

る文字」＋「宜」と組み合わされて記されるパターンる文字」＋「宜」と組み合わされて記されるパターンがあることもわかる。

「宜」の刻密を持つ土器は宮地年神遺跡にて土師器の杯・皿に数点出土が確認され、大部分が宮地小畑・

観行寺週跡で出土したものと同じ害体・運筆であるが、中には指曹に近い字形で記されたものもあり、土器

生産段階における複数の書き手の存在が想定される。また、同じく、洗切遺跡（八代市清水町）からも「宜」

の草密と判読できる土師器が出土しており(5)、生産地を同じくする土師器の消費圏の広がりを確認するこ

とができる。

耐弓 粗別 鯛査区 器種 文字内容

小３７６ 土既開 3５ 椀 ヘラ召さ｢川大」

u１０３ ±麟聞 3７ 椀 へラ習さ１１１１大」

m１０４ 二隣麗 3７ 椀 ヘラ召き｛111大ｊ

剛１８５ 土院認 4０ 杯 ヘラ言さ「111大Ｉ

r川大』

「川大」刻宙土器は４点確認できる。土器の種別はい

ずれも土師器で、器種は椀・杯の外底部。書体は指宙で

ある。筆跡は力強い運筆のものと細い線状のものと２パ

ターンが確認できるが、その違いが何に起因するものか

は判定し難い。

「川大」の刻宙を持つ土器については、小畑・観行寺jｉ「川大」の刻宙を持つ土器については、小畑・観行寺遺跡の北に位置する川田京坪遺跡（八代市川田町）

において７点の出土例がある(6)。いずれも土師器の杯の外底部に措書で記されており、筆致や文字の記入

部位や土師器の性質などを考え合わせると、これらの「川大」へラ書き土師器は生産地を同じくするもので

あることは間違いないだろう。

なお、「川大」の意味については、地名とする説(7)や、土師器製作者の人名とする説(8)などがあるが、

地名とするならば、刻書が生産段階で行われるという性格上、そこで地名を記すことの客観的根拠が提示さ

れなければならず、製作者の人名とするならば、生産地におけるその名の製作者の存在を証明しなければな

らないが、傍証となる文献史料が絶対的に少ないため、いずれも証明することは難しい。
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『麻呂」・『呂』

「麻呂」刻曹土器は２点、「呂」刻密土器は１点確認でき

る。いずれも土師器で、器樋は皿・坪のそれぞれ外底部に

記されており、書体は丁寧な借密である。「麻呂」につい

ては、古麓能寺遺跡から同じ「麻呂」へラ雷きを持つ土師

｢大」

「大」刻書は４点確認できる。このうち、小畑１６につ

いては土師器の喪の口縁部に記されており、本追跡から

出土した刻啓土器はほとんどが外底部に文字が記されて

いることを考えると特殊な事例といえる。

観行寺１３１は土師器片に「大」と記され、字の配置か

ら考えて「大」１字を密いたものであるが、これと同様ａら考えて「大」１字を密いたものであるが、これと同様の外底部に「大」刻書を持つ土師器の杯が宮地年神

遺跡から出土しており、これも同一集団が生産した土師器の消費圏の広がりを知りうる例である。本遺跡か

ら出土した刻密土器の中で「大」を含むのは先述の「大舎」と「川大」であるが、この「大」１文字が略字

であるか、それとも全く別の意味を持つものであるか、現段階では不明である。

また､観行寺２２０は土師器の椀の外底部に「大」と記されているが､上部が欠けているため､先述した「川

大」の「大」部分である可能性もある。

r田上』・『田」

「田上」刻画土器は１点、「田」のみが記されたものが

１点確認できる。いずれも土師器の皿の外底部に記され

ており、習体は措笛である。「田上」については、小畑・

観行寺遺跡の南東に位面する古瀧能寺遺跡（八代市古麓町）観行寺遺跡の南東に位面する古瀧能寺遺跡（八代市古麓町）で同じく「田上」の刻書を持つ土師器の皿が出

土しており(9)、この分布からも生産地を同じくする土師器の消費圏を確認することができる。「田上」の意

味については地名・人名あらゆる可能性を想定でき、８．９世紀における「田上」の人名としての通用例と

しては「布勢朝臣田上」（'０)、「紀朝臣田上」（'１)などの例を挙げることができる。
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『息盈」

「息盈」刻密土器は１点確認でき、土師器の杯の外底部

に少し崩れた惜密で記されている。「息盈」のへラ密きは

隣接する宮地池尻遺跡出土の土師器・杯の外底部にも確

器の皿が出土しており、生産地を同じくする土師器の消貿圏を確認することができる。

「麻呂」は古代社会において一般的に男性に使用される人名であり、この場合も人名と考えてよいだろう。

問題はそれが生産段階に関わる人名か、消費・使用段階に関わる人の名を指すかであるが、この点は現段階

では明確にし難い。

認でき、筆致も同一であることから同じ生産地で製作されたものと見られ、この事例からも土器の消費圏を

想定することができる。「息盈」については、こうした地名は見当たらず、人名の事例も管見の限り見当た

らず、現時点では意味を明確にし難い。

面号 種別 飼査区 豊壊 文字内容

組１０７ 土匪圏 3７ 杯 へラ召き「息盈』

口
壱
エ
世 樋別 飼査区 器種 文字内容

小１６ 土師岩 2９ 翌
へラ晋き

(ロ縁内五

大」

組１３１ 土弱麓 3７ 托 へラ苫さ 大」

岨２２０ 土師墨 ４１ 帽 へラ晋き 大ｊか

小４０８ 土罰麗 3６ 皿 へラ習さ 大」

圃号 種別 調査区 器種 文字内容

組８５ 土踊習 3７ 皿 ヘラ雷き「田上」

槻５２ 土閥認 ３７ 皿 ヘラ書き「田」

温号 穏別 調査区 器種 文字内容

胡８１ 土鯨器 3７ 杯 ヘラ茜き「麻呂」

1．１８６ 土鯨器 3７ 皿 ヘラ醤き「麻呂」

肌７７ 土鯨器 3７ 杯 ヘラ謡き「呂」



圃号 堀別 飼頁区 唇猫 文字内冒

組１４７ ±暁圏 ３８ 型 へラ画き 安則か

観１５４ ±騨固 ３９ 杯 へラ画き 安則か

小４８ 土筋圏 3０ 商杯 へラ箇さ 口幽

側１２４ 土厨目 ３７ 不明 へラ呂さ 剛か

側１２６ 土筋目 ３７ 不明 へラ圏さ 剛か

図１１３ 土廃園 3７ 杯 へラ箇さ 剛

『安提』

「安提」刻悪土器は２点確寵でき、土師器の杯・皿の

それぞれ外底部に措密で記されている。「安提」の意味

も現段階では明確にし難いが、少なくとも八世紀におい

ては､､あて（あで)職という人名としての通用例を確認

することができる。例えば「日下部匝安提麻呂」（'2)､｢際

犬誕宿祢安提女』（'3)、「紀朝臣安提」（'4)などがそうで、

男性・女性いずれの名でも使用されるのが特徴である。

また、「口提｣、「提」のみが記された土師器片も出土しのみが記された土師器片も出土しており、「安提」と関連するものと考えられる。

弼号 梱別 回置区

小405 鋼恩閲 3６

肌８７ 土闘麗 3７

側１１５ 土麗麗 3７

似144 土騨麗 3８

岨２２９ 土騨開 4２

四１２８ 土騨腿 3７

r荒衣』．ｒ荒』

『荒衣」刻醤土器は５点確認でき、小畑４０５は須恵器

に惜鶴で記され、他は土師器の杯の外底部に槽醤で記さ

れている。さらに「荒」のみが記された土師器が１点確

認できる。「荒衣」については、現段階で古代文献にお

いて用例が見出せず、意味は不明とせざるを得ない。ま

た、同一文字が土師器と須恵器に密き妃されていること

は、この文字を悪いた工人が所属した土器生産集団では

土師器と須恵器を製作していたことを示唆しているが、割今後の検討が必要であろう。

岳目 粗別 胴宣区

小198 ±踊葛 ３４

腿４７ ±閉園 ３７

硯１０９ 土騨固 ３７

組６７ ±開国 ３７

副１４２ ±踊固 ３８

肌１４６ 土踊葛 3８

阻６６ 土閉園 ３７

組１４３ 土踊穂 3８

麗租 文字内容

不朗 へラ圏さ 荒衣ｌか

皿 へラ留さ 荒衣｣

杯 へう曲き 荒衣」

杯 へラ闘さ 蒐衣」

杯 へラ圏き 荒衣ｊか

不明 へラ国さ 兎ｌか

麗租 文字内宮

坪 へラ圃さ 梱何

杯 へラ箇さ 謁何

杯 へラ自さ 細御

匡 へラ凹さ 梱印

槙 へラ固さ 禍御

国 へラ避さ 梱Ｉ

杯 へラ箇さ 剛か

杯 へラ宙さ 剛

『福得』

「福得」刻智土器は５点確認でき、おおよそ土師器の杯・

椀・皿の外底部に記されており、いずれも「福」の示偏を

借宙、秀を草雷で記し、ｒ得」を措密で密いているのが特

徴である。また、『福」のみが１点、「得』のみが２点確認

されるが、これら３点についても『福」と『得」の書体に

ついて同一の傾向が認められ、観察したところ醤き順につ

いても矛盾がないことから、両辿跡から出土した「福得」

｢福」「得」のへラ画きは同一人物の手によって記されたも

のと考えられる。「福得」についても、現段階で古代文献Iｉのと考えられる。「福得」についても、現段階で古代文献に用例を見出せず、意味は不明であるが、人名あ

るいは文字そのものの意味から吉祥句である可能性などもあろう。

圃号 梱別 飼置区 麗租 文字内召

小２３９ 土踊圏 ３４ 杯 ヘラ勘きＩ佃」

小３３４ 土師掴 ３４ 杯 へラ関ざＩ伽

『僧』

『僧」刻脅土器は２点確認でき、いずれも土師器の杯の

外底部に記されてる。両者とも迩簸と栂き順にも共通性が

見られ、同一人物が密き記した文字とみてよさそうである。

「僧」とは仏教の男性出家者「比丘」を指す言葉であり、

古代においては「ほうし」と訓むのが一般的であった。こ＠古代においてはＩほうし」と訓むのが一般的であった。この刻書土器の存在はこの地に仏教関係施設があっ

たことを想起させるが、一方でｒ僧」は「僧麻呂（ほうしまる)」というように古代においては人名として

の通用例('5)もあるため、慎重に判断する必要があろう。
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岡目 図別 飼画区 圏圃 文字内喜

小３２ 土箇困 ２９ 杯 へラ圃さＩ侍！

r侍』

「侍」刻密土器は１点のみ確認でき、土師器の杯の外底

部に大密きされている。「はべる」という恵味を持ち、律

令制下における官職名として「侍従」「侍医」「尚侍」があ

り、あるいは高齢・煎疾者に給された２１戯～５９歳の男り、あるいは高齢・禰疾者に給された２１戯～５９歳の男子を指す「侍丁』という冨葉があるが(16)、

らの語句との関係も不明である。

これ

圃号 粗別 飼冒区

1１１７６ 土師闇 3７

岨106 土師里 3７

『子万呂』

『子万呂」と判銃できる刻脅は１点確認でき、土師器の

杯の外底部に櫓かれている。また、これに関連するものと

思われる「子□」刻醤も１点確認でき、土師器の椀の外底

部に懸かれている。『子万呂」はおそらく男性の人名であ

ろうが、これも製作者・消費者いずれの立場の人を指すもこれも製作者・消費者いずれの立場の人を指すものであるかは不明である。

r園□』

「国□」と判碗できる刻密は１点確認でき、土師器の杯

の外底部に密かれている。２文宇目が右上部分しか残って

おらず、他にこれと関連する文字責料はまだ見つかってい

ないので、これも現段階で語錘を明確にすることはできなこれも現段階で語葉を明確にすることはできない。

圃号

小３７９

圃号

小293

小336

組３１

圃弓

小２３１

小２５８

小３１４

Nl263

糧別 飼置区

土飼目 ３５

硯別 阿画区

土厨困 3４

土騨圏 3４

土間路 3７

樋別 胴画区

鋼思圏 3４

痢恩圏 3４

鋼恩固 3４

土騨圃 4５

固粗 文字内宮

椀 ヘラ笛き「子□」

杯
へラ目き

I子万呂ｌか

閲IＱ 文字内宮

杯 へラ囲さ咽．’

目粗 文字内雪

椀 へラ酉さ妃目

不明 へラ目さ肥目

杯 へラ画き肥目

固祖 文字内宮

欄 貼付高台、里凹仙ｊ

園
田圃｢三山｣（内面)、
拠宝疎つまみ

皿
圏呂「三山１，賑、硯
の可能性有

杯
国目Ｉ樫

<外底）

その他一記号・墨盤一

本辿跡からは文字とは判読できない刻密記号を持つ土師

器が３点出土している。小２９３は土師器の椀の外底部に

小さく記されているもので、一見文字にも見えるが判読不

能であり記号と判断した。小３３６は土師器片に記された

もので、人の形をしているような記号であるが、意味は不

明である。硯３１は土師器の坪の底部全面にわたって一筆

で妃された記号であるが、これも意味するところはわから

ない。しかし、これらの肥号は、それぞれの土器を何かし

ら淑別するための役削を持っていたことは確かであろう。

また、墨懲土器も４点出土しており、特に小畑遺跡から

出土している３点の須恵器は器種こそそれぞれ違うものの

文字は「三山」『山」と共通性が見られる。観２６３は土師

器の坪の外底部に「福□」と２文字の墨密がみられ、先述器の坪の外底部に『福□」と２文字の墨密がみられ、先述した「福得」刻書との関係が想起されたが、２文

宇目は墨の残り具合が悪く判読不能である。
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まとめ

ここまで宮地小畑・観行寺週跡から出土した刻密土器について概要と簡単な考察を加えてみたが、ここで

明らかとなった点は、①他の周辺地域と共通する内容の刻瞥土器が多数出土したこと、②「秋女」刻醤のよ

うに同じ文字を複数の人が翻き肥した碩例がある、の大きく２点に集約できる。

①に関しては、「秋女」（宮地年神辿跡)・「大舎」（宮地池尻辿跡）・「宜」（宮地年神遺跡・洗切遺跡）・「川

大」（川田京坪遺跡)・『大」（宮地年神週跡)・「田上」（古麓能寺遺跡)・『麻呂」（古麓能寺遺跡)・『息盈』（宮

地池尻辿跡）などの事例が挙げられるが､刻笹文字が土器生産段階で記されたものであることを考慮すると、

これらの遺跡は同一集団が生産した土器の消貿地として関連性があるといえる。特に、先述したように郡筒

との関連性を示唆する「大舎』刻密土器の消賀圏であることは、宮地小畑・硯行寺遺跡そのものの性格を考

える上で重要な材料になる。

②については土器生産集団に関わる問題であり、文字の箪順が容易にわかるという刻雷土器の資料性を考

慮し分析することで、「秋女」刻密土器の生産集団では同じ文字の刻翻作業に複数の人が従事したことが明

らかとなった。現段階でこれ以上検討を深めることはできないが、少なくとも、刻密土器の分析が不明な点

が多い古代八代地域の土器生産集団の実像に迫る足がかりとなり得ることは明確になったと思う。

以上の成果をふまえて宮地小畑・観行寺週跡の性格について付言できることは、宮地池尻遺跡を含むこの

週跡一帯には８．９世紀段階に郡衝に関する何らかの施設の存在が想定できるということである。特に、隣

接する宮地池尻週跡からは『川守」刻綴を持つ土師器片が出土しており、球磨川及び官道に近いこの付近に

河川交通管理に関する施設があった可能性もある（もちろん「川守」が人名である可能性もある)。しかし、

先述したように八代・葦北郡の郡簡は天平１６年(744)５月に風水害により被災、さらに貞観１１年(869）

７月にも「肥後国六郡」が風水害に通い「官舎」が倒壊・水没したという記録(17)があり、こうした災害の

影摺もあるのか、この辺りの地域において郡衝関係遺構そのものはまだ見つかっていない。こうした状況の

中で、本辿跡の発掘成果として同一築団が生産した土器の消費圏が確認できたことは、古代における球磨川

北岸一帯の地域像を考える上で大きな成果といえよう。

これまで述べてきたもの以外にも刻盛を持つ土器がいくつか出土しているが、断片的であるため判読不

能・意味不明なものが多く、ここで取り上げていない資料もいくつかある。しかし、今後の周辺遺跡の発掘

調査等により出土文字寅料が増加すれば、不明な文字の意味付けも可能になり、あるいはここで提示したそ

れぞれの文字解釈の修正が必要になるかもしれない。本稿はひとまず現段階での解釈として提示し、今後の

新資料の出現を期待したい。
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ふりがな

密名

副謹名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者

編集機関

所在地

発行年月日

ふりがな

所収遺跡

みやじおばたけいせさ

宮地小畑辿跡

みやじかん詮うじいせさ

宮地観行寺遺跡

所収遇跡名

宮地小畑週跡

宮地観行寺遺跡

報 告害 抄録

みやじおばたけいせき・みやじかんぎようじいせき

宮地小畑週跡・宮地観行寺辿跡

九州新幹線建設工率に伴う埋蔵文化財調査報告

熊本県文化財調査報告

第２３５集

長谷部善一・坂本千恵

熊本県教育委員会

〒８６２－８６０９熊本市水前寺６丁目１８番１号

２００６年３月３１日

所在地

くまもとけん

熊本県

(43）

狐別

築落

コード

市町村

やつしろし

八代市

(202）

みやじまち

宮地町

主な時代

奈良・平

安時代、

近世

古墳、奈

良・平安

時代

過跡
番号

230

229

北緯

32.29

46.09629

(32区）

3２，２９

42.1995

(38区）

主な遺構

掘守柱建物、

柵列、土坑、

満、土坑墓、

自然流路

竪穴住居跡、

掴寸林建物、

土坑、溝

東経 調査期間

130.38

26.51986

(32区）

Ｈ14.2.1-

Ｈ14.6.3

130.38

26.3438

(38区）

Ｈ13.10.9-

H14.6.30

主な遺物

須恵器(宇城産・荒

尾産)、土師器(在地

系・搬入品等あり。

在地系土師器には

外底部面{こへラ盤

き文字が多数施さ

れる。）、宵磁(龍泉

窯系)、緑紬陶器(山

城産)、布目瓦、人

骨、獣骨(犬、鹿

猪、牛、魚骨等）

調査面樹

1072.ＷＴＩ

1802.7㎡

調査原因

九州新幹線建

設工事に伴う

特記事項

29区で中世貝塚を検出。犬の

全身骨格残存｡34.35.36区

付近において大型梶布＃建物を

検出。当骸卿査価は観行寺地区

も含め西海道片野駅家跡推定地

近くにあたる。それらに関連す

る迦棚群の可鵬性あり。

３７．３８区で宮地小畑週

跡から続く掴支柱建物の

広がりを確認。また、３５

区では同時期の配石遺構

を確隠。
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